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予算特別委員会記録（第１号） 

 

 

令和３年３月３日  水曜日 午後４時１３分開会 

委員長 佐 藤 卓 也     副委員長 山 科 春 美 

 

 出 席 委 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ３番   叶  内  恵  子  委員 

  ４番   八  鍬  長  一  委員     ５番   今  田  浩  徳  委員 

  ６番   押  切  明  弘  委員     ７番   山  科  春  美  委員 

  ８番   庄  司  里  香  委員     ９番   佐  藤  文  一  委員 

 １０番   山  科  正  仁  委員    １１番   新  田  道  尋  委員 

 １２番   奥  山  省  三  委員    １３番   下  山  准  一  委員 

 １４番   石  川  正  志  委員    １５番   小  嶋  冨  弥  委員 

 １６番   佐  藤  卓  也  委員    １７番   髙  橋  富 美 子  委員 

 １８番   小  野  周  一  委員 

 

 欠 席 委 員（０名） 

 

 欠     員（１名） 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 庭 崎 佳 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

委員長の互選 

副委員長の互選 
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開      議 

 

 

新田道尋臨時委員長 ただいまから委員会条例第

10条第１項の規定に基づき予算特別委員会を開

き、委員長の互選を行います。 

  なお、委員会条例第10条第２項の規定により、

委員長が互選されるまでの間、私、新田道尋が

臨時に委員長の職務を行いますので、よろしく

お願い申し上げます。 

  ただいまの出席委員は17名です。 

  これより予算特別委員会を開きます。 

 

 

委員長の互選 

 

 

新田道尋臨時委員長 委員会条例第９条第２項の

規定により委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  委員長の互選の方法につきましては、会議規

則第126条第５項の規定により指名推選による

こととし、臨時委員長において指名したいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

新田道尋臨時委員長 御異議なしと認めます。よ

って、臨時委員長において指名することに決し

ました。 

  委員長に佐藤卓也委員を指名いたします。 

  ただいま指名いたしました佐藤卓也委員を委

員長の当選人と定めることに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

新田道尋臨時委員長 御異議なしと認めます。よ

って、佐藤卓也委員が委員長に当選されました。 

  御協力ありがとうございました。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

     午後４時１４分 休憩 

     午後４時１５分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいま予算特別委員長に当選いたしました

佐藤卓也でございます。皆様の御協力をよろし

くお願いいたします。 

 

 

副委員長の互選 

 

 

佐藤卓也委員長 これより委員会条例第９条第２

項の規定により副委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  副委員長の互選の方法につきましては、会議

規則第126条第５項の規定により指名推選とす

ることとし、委員長において指名したいと思い

ます。これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。よって、

委員長において指名することに決しました。 

  副委員長に山科春美委員を指名いたします。 

  ただいま指名いたしました山科春美委員を副

委員長の当選人と定めることに御異議ございま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。よって、

ただいま指名いたしました山科春美委員が副委

員長に当選されました。 

  山科春美副委員長、よろしくお願いいたしま

す。 

 

 

散      会 
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佐藤卓也委員長 それでは、３月10日水曜日午前

10時より予算特別委員会を本議場において開催

いたしますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

 

     午後４時１６分 散会 
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予算特別委員会記録（第２号） 

 

 

令和３年３月１０日 水曜日 午前１０時００分開議 

委員長 佐 藤 卓 也     副委員長 山 科 春 美 

 

 出 席 委 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ３番   叶  内  恵  子  委員 

  ４番   八  鍬  長  一  委員     ５番   今  田  浩  徳  委員 

  ６番   押  切  明  弘  委員     ７番   山  科  春  美  委員 

  ８番   庄  司  里  香  委員     ９番   佐  藤  文  一  委員 

 １０番   山  科  正  仁  委員    １１番   新  田  道  尋  委員 

 １２番   奥  山  省  三  委員    １３番   下  山  准  一  委員 

 １４番   石  川  正  志  委員    １５番   小  嶋  冨  弥  委員 

 １６番   佐  藤  卓  也  委員    １７番   髙  橋  富 美 子  委員 

 １８番   小  野  周  一  委員 

 

 欠 席 委 員（０名） 

 

 欠     員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

総 務 課 長 関   宏 之  総 合 政 策 課 長 渡 辺 安 志 

財 政 課 長 平 向 真 也  税 務 課 長 森   正 一 

市 民 課 長 荒 田 明 子  環 境 課 長 山 科 雅 寛 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 田 宮 真 人  農 林 課 長 三 浦 重 実 

商 工 観 光 課 長 柏 倉 敏 彦  都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二 

上 下 水 道 課 長 荒 澤 精 也  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 亀 井 博 人 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長     
兼教育総務課長 武 田 信 也 

学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一  社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀 

監 査 委 員 大 場 隆 司  監査委員事務局  
主 幹 金 谷 佳 代 
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選挙管理委員会  
委 員 長 

武 田 清 治  選挙管理委員会  
事 務 局 長 小 関   孝 

農業委員会会長 浅 沼 玲 子  農 業 委 員 会   
事 務 局 長 津 藤 隆 浩 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 庭 崎 佳 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議案第８号令和３年度新庄市一般会計予算 
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開      議 

 

 

佐藤卓也委員長 おはようございます。 

  ただいまの出席委員は17名です。 

  それではこれより予算特別委員会を開きます。 

  本特別委員会に付託されました案件は、議案

第８号令和３年度度新庄市一般会計予算から議

案第14号令和３年度新庄市下水道事業会計予算

までの７件であります。 

  審査に入る前に、審査及び本委員会の進行に

関し、主な留意点を申し上げます。 

  予算特別委員会は３日間にわたり開催されま

すが、本日と11日水曜日の審査につきましては

午後４時頃の終了をめどに進めてまいりたいと

思いますので、御協力のほどよろしくお願いい

たします。 

  会議は、おおむね１時間ごとに10分間の休憩

を取りながら進めてまいります。 

  質問は、最初に必ず予算書のページ数、款項

目、事業名などを具体的に示してから質問され

るようお願いいたします。 

  また、会議規則第116条第１項に「発言はす

べて、簡明にするものとして、議題外にわたり

又はその範囲を超えてはならない」と規定して

おりますので、これを遵守願います。 

  以上、ただいま申し上げました点について特

段の御理解と御協力をお願いいたしまして、た

だいまから審査に入ります。 

 

 

議案第８号令和３年度新庄市一般

会計予算 

 

 

佐藤卓也委員長 初めに、議案第８号令和３年度

新庄市一般会計予算を議題といたします。 

  一般会計の審査につきましては、歳入と歳出

を分けて質疑に入ります。質疑は、答弁を含め

歳入と歳出それぞれ１人30分以内といたします。 

  それでは、質疑に入ります。 

  一般会計の歳入について質疑ありませんか。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 最初に９ページ、１款

市税についてなのですが、その中に詳細として、

11ページの１款１項１目市民税、11ページの１

款１項２目法人税、次に12ページの１款１項３

目固定資産税、これらについて伺います。 

  このコロナ禍の厳しい状況にあって、昨年の

地方財政の見通しというものが12月に発表され

ているわけなのですが、その通常収支分の地方

税というものについては、前年比、かなり厳し

い見積り、見通しの中で、6.5％という地方税

の減収を、平成22年以来、11年ぶりとして発表

がされております。その中で、地方財政計画に

見る地方税の伸びというところと、今回の本市

の地方税の見積りというところについて質問し

たいのですが、国の地方財政計画においては、

令和２年から令和３年度の見込みというところ

が、市町村民、個人分においてはマイナス

4.2％という見積りをしております。 

  これが、リーマン・ショックの後にどうであ

ったかといいますと、リーマン・ショックのほ

うが落ち込みが激しく、マイナス9.4％であっ

たということなのですが、本市が今回見積もっ

た中を、当時の決算書ベースですが、決算書ベ

ースのリーマン・ショック時の収入額と、今回

の見積りを比較してまいりますと、個人市民税

のこの見込額については、全国平均よりもまた

甘く、リーマン・ショック当時よりも甘い見積

りであったのではないかと見ているのですが、

今回の市税、まずは個人分についての見込額と

いうものについては、どのような根拠で見積り

をされたのか伺っておきたいと思います。 
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森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 おはようございます。 

  個人市民税の見積りの根拠ということでござ

います。 

  まず、最初に経済情勢でございますが、令和

２年度においてコロナの影響によりまして、最

初の緊急事態宣言が発令され、その解除後、冷

え込んでおりました経済が、Go To トラベルを

はじめとする様々な経済対策により、夏には持

ち直してきたということでございましたが、感

染が拡大しまして、再度緊急事態宣言が発令さ

れたという状況にあります。 

  県内の経済情勢報告や県内企業の景気動向調

査、それから月例経済報告では厳しい状況にあ

るが、持ち直しの動きが見られるとなっており

ましたが、その後に緊急事態宣言が発令された

ことから、依然厳しい状況にあると考えており

ます。 

  それでは、所得の内訳でございます。給与所

得につきましては、個人市民税のほとんどを占

める税でございます。過去５年間、毎年年２％

ほどの伸びを示してきたところであります。そ

の後、再度緊急事態宣言が発令されたことから、

今年度の決算見込み比２％の減と想定し、算出

したところでございます。昨年と見比べていた

だきますと、所得が増額になっておりますが、

これは税制改正による見かけ上の増でございま

す。控除額が減ったことによることでございま

す。 

  続きまして、営業所得です。営業所得につい

ては、過去５年間、年1.34％ほど毎年減少を続

けてきております。特に営業所得につきまして

は、厳しい経済状況であると感じておりますの

で、今年度の決算見込額の10％減と想定したと

ころです。納税義務者数そのものは減少傾向で

ございます。 

  農業所得につきましては、過去５年間の推移

を考慮し、今年度見込み比10％の減と想定した

ところでございます。令和２年度は割と作柄も

よく、高めに推移しているところでありますが、

作柄収量に大きく左右される所得でもございま

す。納税義務者数は減少傾向にあります。 

  続きまして、その他でございますが、過去５

年間は年２％ほど減少しているところでござい

ます。景気の動向に左右されるため、過去の推

移を踏まえ、試算、今年度見込み比３％の減と

したところでございます。 

  不動産につきましては、過去３年間の推移を

考慮し、今年度見込み比２％の減。 

  公的年金につきましては、過去３年間の推移

を考慮、今年度見込み比４％の減としておりま

す。税制改正のため、見かけ上は増でございま

すが、控除額が減になっているところでござい

ます。納税義務者数は減少傾向でございます。 

  譲渡所得につきましては、大幅に変動するこ

とから、過去５年間の平均を捉え、試算したと

ころでございます。以上です。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 今の御答弁の中で、や

はり法人の部分、法人にかかってくる、営業所

得にかかってくる部分が大変固く見られたとい

うことが分かりましたが、過去３年であったり、

５年であったりという見積り、経年を見られた

というところが多い中で、リーマン・ショック

の後に、これは今回ちょっと現年分と滞納繰越

分のところは考えないで、自分としては対比を

してみたんですけれども、リーマン・ショック

の後で、総額にしてマイナス８％という大きい

下落をしていたと思います。このリーマン・シ

ョック後の下落という部分に関して、今回の見

積りの中に反映というのはされなかったでしょ

うか。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 
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森 正一税務課長 リーマン・ショックの現状と

いうか、予算の反映ということでございますが、

あくまでも過去３年あるいは過去５年、それか

ら特に今年の経済情勢というところを重く見た

ところでございます。個人市民税全体で3.95％

の減というようなことでございますが、特に給

与所得が85％ほど占めておりますので、給与所

得の減が２％ほどで済んでいるというようなと

ころから判断したところでございます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 分かりました。 

  次に、法人税について伺いたいのですが、こ

ちらも政府の地財計画の中においては、減少率

が、リーマン・ショック後の減少率を大きく上

回って、35.9％と減少幅が一番著しい、大きい

もので、これがコロナ禍における企業の活動の

低迷を大幅に見込んでいるという結果を発表し

ております。 

  その中で本市においては、対比をしてみます

と、リーマン・ショック後の決算ベースに比較

して、少し高いというか、であったのかなと思

って見ているのですが、この法人分の税収に対

する見込みという部分については、少し甘かっ

たのではないかと思うのですが、その点の見込

みはどのようなものであったか伺っておきます。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 法人市民税につきましては、

申告時期、決算締めがその２か月前、その前１

年間の経済というか、会計年度というような形

になります。ですので、コロナ感染症の影響が

出てくるのが、割と後半になるのではないかと

推測しているところです。 

  法人市民税全体で前年度より23.05％の減と

見込みました。均等割の10月までの実績が

4.5％の減で、年間で５％の減と想定したとこ

ろです。 

  また、法人税の新税率、12.1％から8.4％に

下がっているというところと、これが令和元年

10月１日の消費税開始から、事業開始から適用

されているという部分で、全体で16.2％の減、

それから各種経済報告による事業実績を28.6％

の減と想定しまして、全体で23.05％の減とい

う、かなり厳しく見積もったというところでご

ざいます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） こちらも近年の動向と

税制の改正と、確かに2019年の税制改正の中で、

今回の税収にどういった影響が及ぼされてくる

かということが、まだはっきり分からない段階

であることを理解しておりますが、リーマン・

ショックの当時よりも、税制改正の影響もあっ

て、下落率で行くのではないかという見積りで

あったかと理解しております。分かりました。 

  そして、固定資産税についてなのですが、こ

ちらについては国の地財計画の下落率の見込み

よりもさらに下落幅が、現年度分ですけれども、

下落率を大きく見積もっていらっしゃるなと思

いました。こちらについては、この下落率をど

のように見積もられたのか伺っておきたいと思

います。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 固定資産税につきましては、

全体で3.11％の減と見込んでおります。課税標

準、課税される前の金額でございますが、土地

については1.09％の減、家屋につきましては

5.9％の減、償却資産につきましては3.18％の

増ということで、調定額で5,435万8,000円の減、

また収納率を固く見まして0.5％下がると見込

みまして、900万円弱、合計で6,334万5,000円

の減と見込んだところです。 

  土地に関しては、令和３年度評価替えにより、

宅地は下落傾向です。1.13％下落しております。
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また、家屋につきましては、評価替えにより、

全体の従来家屋の評価額が減少しているという

状況にあります。また、昨今新増築が減少して

おりまして、これが前年度よりは減っていると。

66％、評価額で比較しますと55％というような

数字でございます。 

  また、コロナ対策による地方税法の改正によ

る減免、事業用家屋と償却資産を令和３年度に

限り、売上げが減少した者に対し、前年同期と

比較して30から50未満の場合は２分の１、50％

以上減った場合はゼロというようなことで、令

和２年度に商工観光課主導の経済対策の内容と

同じような形になりますが、実績を基にして、

その評価額の減免につきましては、家屋で

1,873万円、償却で250万6,000円、合計で2,123

万6,000円の減と見込んでおります。 

  償却資産につきましては、中核工業団地に１

社進出しましたので、その分を相殺しまして若

干の増と見ているところでございます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） まず、３大要素の個人

市民税、法人税、そして固定資産税と、いずれ

もまだ見通しが、予算を立てましたが、見通し

が厳しいということであるかと思います。 

  もう一つお伺いしておきたいのですが、２月

１日で申請期限であった納税猶予の特例ですが、

この特例を活用した、申請した、市内において

は件数があったのか、またあればどういった税

の種類、種別がどうであったのか、またその件

数がどうだったのか、金額がどうであったのか

ということを伺っておきたいと思います。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 ３月補正のところでも計上し

たところでございますが、徴収猶予２月１日ま

で納期の分を１年間猶予する、延長するという

ような形でございます。令和２年度におきまし

て、固定資産税で3,573万400円、決定件数が29

件、市・県民税で73万1,200円、４件、市・県

民税給与の特徴で36万9,600円、３件、法人市

民税1,115万5,100円で20件、合計で4,798万

6,300円、56件という実績になっております。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 法人税であったので、

企業の活用が一番大きいということですね。で

も、総額にして、リーマン・ショックの後には

出されなかった特例だと思うのです。そうしま

すと、市民生活においても、法人の活動におい

ても、大変大きい影響を与えているということ

が分かる内容であったと思います。 

  今後の市の対策がどういうふうに、市の経済

循環、経済活動に影響してくるのかということ

が必要である一つの表れであるかなと思ってお

ります。 

  税に関しては以上になりまして、次に地方交

付税について伺っておきたいと思います。 

  今回の見積りの額なのですが、同じ2021年度

の地財計画の規模においては、リーマン・ショ

ックの後に、国としては一般財源総額について、

平成20年度以来、12年ぶりに前年度を下回って

おりました。ただし、交付税の交付団体だけを

見てまいりますと、地方一般財源総額実質同水

準ルールの基に、前年度を上回って確保されて

いるということでありました。 

  新庄市においても、こういったルールの下に、

前年を0.1％、普通交付税についてですが、

0.12％上回る予算計上をしているかと思うので

すが、しかし国が一般財源の不足の部分をどの

ような形で補塡したのかということを見ると、

そうしていくと、今年度に地方にとって、今年

度に交付税の、地財対策のために繰り延べして

持ってきたお金が、地方交付税のところで、実

は次に控除されていく要因となっていくという

ようなことが示されておりまして、そういった
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ことを踏まえていくと、この当初予算でこの額

を見積もっておりますけれども、最終的にこれ

から実質的に地方交付税が決定されて、実際の

金額が決定されていくという中にあって、前年

度並みの記載ではあるのですが、実質的にはど

ういうふうに見通されているのかを確認してお

きたいと思います。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

佐藤卓也委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 地方交付税のうち、普通交付

税の算定根拠という御質問だと思います。 

  令和２年度、令和３年度の地方財政計画にお

きましては、地方交付税、出口ベースでござい

ますけれども、全体で5.1％増とかなりの増額

幅があったわけでございます。今年度の交付決

定額につきましては、前年度より0.7％下回っ

ていたという状況でございますので、全体とし

ては大幅増でございますが、来年度につきまし

ても大幅増をそれほど見込むことができない。

これにつきましては、やはり人口が基礎数値と

なってございますので、減少要因もあるという

ことから、最終的には前年度に比べて1.1％増、

4,200万円の増と見込んだところでございます。

以上です。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ございませんか。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 27ページ、18款寄附金

１項一般寄附金２項ふるさと納税寄附金につい

てお尋ねいたします。 

  今期、目標を大きく達成されて、この次の課

題としてどんなことがあるのか。メニュー開発

などこれからされていくであろう予定とか、そ

ういうこともお聞きしたいと思っております。 

  また、コロナ禍で企業も大変な時期なのです

が、新聞広告でこのようなものを見つけました。

ふるさと納税企業版のものです。いろんな地区

のプロジェクトについて書いてあったり、もち

ろん担当課はこういうことにも精通していらっ

しゃるとは思うのですが、こういうような企業

でもＳＤＧｓ、社会貢献などを目的にいろいろ

なことをしようと思っていらっしゃるところも

多数あると聞いております。そういうことにつ

いても、名のりを上げていこうとか、こういう

ことをやっていきたいとか、そういうことがあ

れば、ぜひともお考えをお聞かせください。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 ふるさと納税につきまし

ては、昨年の当初予算２億円に比して10億円と

いう形で大幅にチャレンジ目標というか、させ

ていただきました。 

  令和２年から取り組んでいるのですけれども、

商品のほかに、ことの開発ということで、例え

ばお墓掃除だとか、コロナで来られなかった、

雪下ろしとか、ことの商品の開発ということも

併せて考えていきたいということで、これらの

充実も図っていく。あとは、商品開発につきま

しては、今後も物産館なんかにも相談しながら、

これは毎年度のように取り組んでいきたいと。

アイスクリームに取り組んだときもありますし、

そういった形でぜひ目標達成したいと思ってお

りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  あと、企業版ふるさと納税につきましては、

確かに今議員おっしゃるとおり、私たちのほう

でもこれにつきましては、まず初めに、国の総

合戦略を受けた地方再生計画というものを策定

して国に認定してもらう必要があります。おか

げさまで昨年９月に出しまして、11月に認定を

受けました。それで、現在これらの広報につい

ても広く力を入れていこうということで、ホー

ムページの掲載なども予定しておりまして、今

その広報も力を入れたいと準備しておりますの

で、どうぞ御支援よろしくお願いしたいと思い

ます。 

  また、企業版につきましては、商工観光課と
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も連携していきたいと考えております。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） ぜひともよろしくお願

いいたします。 

  次に移ります。28ページ、19款繰入金２項基

金繰入金５目まつり振興基金繰入金1節まつり

振興基金繰入金ということで、昨年は実施され

なかった新庄まつりです。市民の声としては、

今年はぜひとも開催してほしいという声が、も

ちろん市にも届いていると思います。新庄まつ

り実施の御予定について、またコロナ対策につ

いてはこの対応はどのように進んでいらっしゃ

るのか、ぜひともお願いします。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 28ページのまつり振興基

金繰入金について御質問いただきました。 

  まつり振興基金につきましては、新庄まつり

実行委員会の負担金という形で、こちらの基金

から1,000万円を増額するという形で令和３年

度を予定してございます。 

  こちらにつきましては、昨年度実施できなか

った新庄まつりでありますが、実行委員会とし

ても何としても開催したいということで、現在

各専門部会で検討を進められております。こち

らにつきましては、コロナ対策が十分でないと

開催できないということでございますので、保

健所と協議を進めているところでございます。 

  また、まつり委員会でコロナ対策の決定、そ

れからまつり開催の可否についても、最終的に

は新年度に入ってからということになるかと思

いますけれども、そちらの対策が取れれば、何

とかして開催したいと。どういう形になるかは

ちょっと分かりませんけれども、そういう形で

今現在進んでいるところでございますので、御

理解のほどよろしくお願いします。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） ぜひとも前向きによろ

しくお願いいたします。 

  最後になります。30ページの22款市債１項市

債２目土木債３節雪対策債についてです。 

  今シーズンは大雪でした。でも、市の除排雪

がとてもよかったとすごく市民から評判がよか

ったです。本当に何人の方からも、市の対策は

よかったと言われました。次年度に向けて、新

しい取組があれば、ぜひともお聞かせください。

よろしくお願いします。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 土木債の雪対策債につい

てということで、次年度以降に向けての新たな

取組ということでの質問をいただいたところで

す。 

  30ページの雪対策債につきましては、事業展

開を現在しております融雪溝、防雪柵、あと来

年度新たにロータリー除雪車の更新と、併せま

して増強を１台したいという思いがございまし

て、今回、来年度また新たに取り組みたいとい

うことで検討しているところでございます。 

  こちらにつきましては、今年度も実施してき

ました機械除雪について、今年度一生懸命させ

ていただいたところでございますが、なかなか

早朝除雪の中で、早朝、通勤時間まで間に合わ

ないような部分も結構あったということで苦情

もいただいたところでございます。こちらにつ

いて、除雪機の台数を増やすことで、それぞれ

の路線の時間を短くできるということも考えま

して、除雪機の増設を行いまして、より市民生

活に貢献できるような形で雪対策を取っていき

たいと考えておりますので、その辺を御理解い

ただければと思っているところです。以上です。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） ぜひとも来年に向けて
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頑張ってほしいと思っております。 

  全体的に見て、やはりコロナ禍で財政も苦し

いということが大変分かります。先ほど来、ふ

るさと納税に何回も私もお話しさせていただい

たのは、そういうところからだと御理解くださ

い。よろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

佐藤卓也委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） ３点ほど質問させてい

ただきます。 

  14ページ、１款市税４項市たばこ税１目市た

ばこ税。 

  次に14ページ、１款市税５項入湯税１目入湯

税。 

  続いて28ページ、19款繰入金２項基金繰入金、

これは１目から６目まで質問させていただきま

す。 

  まずは、14ページの１款市税４項市たばこ税

１目市たばこ税についてでございます。 

  昨年度、市たばこ税は大分少なく見積もって、

1,200万円ぐらい前年度より下がったのですけ

れども、このたび約5,000万円ほど税金の見込

額が上がっています。これは単なる税金アップ

のためなのか、またほかの要素があるのか、ま

ずはお伺いしたいと思います。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 たばこ税の増額の理由という

ことでございます。委員御承知のとおり、たば

こ税につきましては、年々増税といいますか、

税額が上がっているところでございます。令和

２年10月１日から1,000本当たり6,122円、令和

３年９月30日まで、それから令和３年10月１日

から新税率として6,552円、1,000本当たりとい

うことで増税になっているのを反映したもので

ございます。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

佐藤卓也委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） ありがとうございます。

増税分のみとして捉えさせていただきます。 

  続きまして、同じく14ページ、１款市税５項

入湯税１目入湯税でございます。 

  こちら、多分私の考えでは、油山に新設され

た温泉のことかと思いますけれども、どういう

見込みでこのような金額になっているのか。ま

た、当初山屋温泉があったときにはどのぐらい

の税収があったのか、教えていただければと思

います。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 どんぐりの湯は昨年５月末に

開業しまして、大体月平均1,400人ほどの来場

者がございます。月平均1,487人の９割と見込

みまして、１人当たり75円で120万4,470円と見

込んだところでございます。 

  山屋温泉につきましては、ただいまちょっと

手元に数字を持っておりませんので。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

佐藤卓也委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） 結構入っているとびっ

くりしたんですけれども、今後とも市の方でも

慎重に見極めていただければと思います。 

  続きまして、28ページの19款繰入金２項基金

繰入金なんですけれども、こちらに１目から６

目までございますけれども、それぞれの基金、

こちらの今年度の予算に入った後の残高という

ものを教えていただければと思います。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

佐藤卓也委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 それでは、私のほうからは、

１つ目の財政調整基金繰入金と４つ目の市有施

設整備基金繰入金の部分についてお答えさせて

いただきます。 

  財政調整基金の残高でございますが、３月補
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正で御可決いただきました２億3,000万円を積

み立てまして、今年度末での残高として10億

3,100万円ほど見込んでございます。当初予算、

来年度の令和３年度予算で１億5,000万円計上

いたしますと、当初予算での取崩し後でござい

ますけれども、残高は８億8,000万円ほどとい

う見込みでございます。 

  それから、市有施設整備基金でございますが、

こちらは３月補正で５億円を積み立てまして、

今年度末現在で17億4,900万円ほどの見込みで

ございます。令和３年度当初予算で１億5,000

万円を繰り入れますと、残高は16億円ほどとな

る見込みでございます。 

  財政の調整の中で積立てということも今後し

ていかなければならないわけですが、当初予算

後での取崩し後での金額で、見込みを今申し上

げたところでございます。以上です。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 それでは、私のほうから

は、まつり振興基金、それから中小企業緊急災

害等対策利子補給基金の部分ですけれども、こ

ちらを御説明させていただきます。 

  まつり振興基金につきましては、今年度末に

おきまして2,336万7,430円の残高となりまして、

こちらから新年度に1,000万円を支出するとい

う形になりますので、令和３年度においては

1,336万7,430円になります。 

  続きまして、中小企業の緊急災害対策につき

ましては、新たに設置するものでございますの

で、こちらの額が基金ということと、それから

３月補正で頂きました１億500万円、こちらの

プラスになりましたので、１億3,000万円ほど

という残高になっております。よろしくお願い

します。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 私からは、まちづくり応

援基金の状況でございますけれども、令和２年

の基金の残高につきましては、12月に補正のほ

うで承認いただきまして、現在残高が２億

5,700万円ほどですけれども、現在ふるさと納

税で14億円を超える寄附金を頂いておりまして、

約45％ぐらいが基金になる予定でございますの

で、仮に４割だとしても６億円近くが基金で来

るかと思うのですが、まだこちらの部分は流動

的でございますので、最終的に９月決算の段階

でお示ししたいと思います。 

  ただ、ふるさと納税、現在14億円ほど頂いて

おりますので、それの四十数％、経費もまだ最

終は出ておりませんけれども、それらがまちづ

くり応援基金に入ってまいります。以上です。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 私から、ものづくり教育

奨励金基金について申し上げます。 

  この基金につきましては、一般企業の寄附を

基にして、ものづくりということで、主に理科

とか、科学とか、そういった内容について各学

校で活用いただいているものでございます。毎

年50万円ずつということで、大体３校程度なの

ですが、20万円ずつぐらいと10万円ずつぐらい

に分けて、それぞれ計画して活用しておりまし

て、毎年使い切るという形で予算を立てさせて

いただいております。新たにまた50万円という

ことで、これから学校を検討していきたいと思

っております。以上でございます。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

佐藤卓也委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） ありがとうございまし

た。私からは以上でございます。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 最初に、市税について、

９ページの１の市税で約43億円、令和元年の決



- 201 - 

算では45億8,300万円になっていたのですが、

これが今回、先ほど課長のほうから、コロナの

影響などでマイナスに見ているということでし

たけれども、コロナの影響とともに、2019年10

月から消費税が10％に上げられております。そ

ういう意味では、１年間消費税が10％増税の影

響を受けたわけなのですが、その影響もあるの

ではないか、原因について再度お聞きしたいと

思います。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 消費税の増税の影響もあるの

ではないかということでございます。やはり市

民生活におきましては、消費税の増税もそうで

すし、コロナの経済の状況もそうですし、新庄

市内における民間企業、経済活動、全て総合的

に含めて、現在については若干厳しい状況にあ

ると捉えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 前に、最近いただいた

もので、中期財政計画では、市税については、

令和元年度は45億8,300万円の決算でしたが、

財政計画の令和７年には45億7,000万円に下が

ると見込まれていますが、これらの原因はどの

ように考えるかお願いします。新型コロナウイ

ルス感染症の影響は長引く、つまり回復に時間

が相当かかると書いてあったように思いますが、

そうしたことと、やはり消費税増税が景気回復

にかなり影響を与えているのではないかと思い

ますが、どうですか。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員に申し上げます。

中期財政計画と予算のかみ合いは、ここでは分

かりませんので、予算の中身について審議をお

願いしたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ９ページの７に、地方

消費税交付金というのが、前年比5,670万円増

となっております。これについてなのですが、

この消費税の今後の見込みについて、どう考え

ておられるのか。あれば、お願いします。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 地方消費税交付金の今後の見

込みということでございます。消費税のうちの

地方消費税の一定額が市町村に交付されるもの

でございます。特に大きく経済状況に左右され

ますので、今後の経済が回復すれば、増えてい

くものと見込んでおります。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 経済状況が回復すれば、

これが増えていくのではないかということです。 

  消費税についてなのですが、市税を払う市民

や市内中小業者にとって、税金を払う市民や中

小業者にとって、所得税や市民税と違って、赤

字でも払わなければならない税金ではないです

か。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員に申し上げます。

今の質問は国の税金でございます。消費税は国

の税金でございますので、今回の予算に関して

の質問ではございませんので、違う質疑をお願

いしたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 16ページの11の地方交

付税が45億3,500万円ということで、プラス１

億9,200万円となっています。先ほど、少し増

えているんだということで、国の対策で増えて

いるという今回の地方交付税になっていますが、

今後はどのように予想されているのか、今回の

経済とも影響すると思いますが、その点につい

て、今後の地方交付税の見通しは本当にこのよ

うに上がっていくのを見通されるのか。新庄市

の一般財源として重要なこれらの財源ですので、
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見通しをどういうふうに持っておられるのか、

お願いします。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

佐藤卓也委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 地方交付税についてでござい

ます。 

  地方財政の状況としまして、令和３年度の国

の地方財政計画では、一般財源の総額としまし

て、今年度、令和２年度0.9兆円を上回る、こ

ちらが5.1％増と先ほど申し上げた額でござい

ますが、確保されているところでございます。 

  当市におきましては、これまで普通交付税の

部分になりますが、平成24年度から平成30年度

まで連続して減額となってまいりました。令和

元年度交付決定額につきましては、増額となっ

たわけですが、今年度再び、前年度よりは減と

なっているものでございます。 

  令和３年度予算では増額を見込んでいるとこ

ろでございますけれども、今後につきましては、

地方交付税のうち、普通交付税につきましては、

先ほども申し上げたように、人口を基礎単位と

しておりますので、基準財政需要額がそちらか

ら算定されるということで、減少傾向になると

見込んでいるところでございます。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） この地方交付税の財源

の状況については、どう把握しておられますか。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

佐藤卓也委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 こちらは、地方の財政を均等

に財政補塡していくという国の制度であります

ので、国税から賄われているものかと思われま

す。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 日本の国の財政のこと

については、かなり今回のコロナ対策でも借金

を大きく膨らませてやっているということもあ

りまして、かなり市民は心配している。今後、

これほど借金していながら、今回は令和３年度

については、何とか地方についてお金をこのよ

うに増額で出してくれている。しかし、今後は

増税などが来るのではないかと、例えば消費税

の増税とか、そういった増税で来るのではない

かと市民が心配しているわけです。 

  そういう意味では、国の借金の多い、大変に

国際的に見ても非常に多い状況になっている、

これをどのように返していくのか、そして地方

の生活を守る大事な地方交付税などを確保でき

るか、これが重要だと思うのですが、地方交付

税を減らさないで確保していただきたという、

そういう方向での要望については、どのように

考えていますか。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

佐藤卓也委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 地方交付税につきましては、

国に対しまして、これまでも市長会等はじめ、

地方六団体のほうで要望を続けているところで

ありますので、これまで同様、要望を続けてま

いりたいと考えてございます。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） この要望の内容につい

て、例えば消費税を上げられるという話もあり

ますが、これ以上、今でも10％になっている、

上げられた消費税の次にコロナが来たというこ

とで、二重の打撃で市内の市民も、業者の方も

大変な経済的な苦境に立たされ、それがコロナ

後の回復の市税のことを考えても、上がらない

んじゃないかなと考えているわけです。 

  そういう意味では、消費税は上げては困る。

上げられれば、この消費税は御存じのように…

…。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員に申し上げます。

消費税は御存じのとおり国税でございますので、
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国税の話は当委員会ではできませんので、ぜひ

とも新庄市の予算の話にしていただければと思

います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 地方交付税を確保する

ということは、市の財政を守る重要な柱だと思

うのです。それをどのように確保するかという

点で、新庄市議会で話してはならないとするの

は、私は不当だなと思います。消費税そのもの

が、知っているとおり、市民生活に影響し、さ

らに市財政にも影響するわけです。そういう意

味で、消費税の在り方、交付税の中身を上げて

いくためにも、上げる中身について話をすると

いうのは、私は大事なことだと思うのです。話

をして駄目なんですか。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員に申します。先ほ

ども私が申しましたように、会議規則第116条

第１項により、発言は全て簡明にするものとし

て、議題外にわたり又はその範囲を超えてはな

らないと申しますので、私の範囲内でお答えを

お願いします。質問を変えて、質問をよろしく

お願いします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 地方交付税の中身を本

当は充実させていただきたいという、これは市

長はじめ、全員の願いだと思います。そういう

意味で、その内容について、消費税だったり、

あるいは所得税、法人税、どこから取るべきな

のかという話などは、市長などにこれから市長

会などで言っていただくためにも、私は質問さ

せるべきだと思います。でも、駄目だとおっし

ゃる委員長の判断がありますので、変えさせて

いただきます。 

  次に、21ページの15款２項１目、社会保障・

税番号制度中間サーバー運用交付金に係る補助

金106万4,000円、この内容はどういう内容でし

ょうか。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 こちらの社会保障・税番

号制度中間サーバー運用交付金に係る補助金に

つきましては、自治体間での情報連携について、

全国の自治体が情報システム機構のサーバーの

プラットフォームを活用してございます。それ

らの運営をする上で、国のほうから全国の市町

村が負担することになっている分について補助

をいただけるものになってございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 次に、21ページ、15款

２項１目２節で個人番号カード交付事務費補助

金と同じ名前で２種ありますが、なぜ２種なの

か、２つに分けているのか、内容は。そして、

今後の見通しなどお願いします。 

佐藤卓也委員長 ただいまから10分間休憩します。 

 

     午前１１時００分 休憩 

     午前１１時０９分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  商工観光課長より発言の申出がありますので、

これを許可します。商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 大変申し訳ございません。

先ほど佐藤文一委員の質問の中に、中小企業緊

急災害等対策利子補給基金の残高ということで

答弁申し上げましたけれども、こちら３月補正

で１億500万円の基金を積み立てていただきま

した。それで、新年度におきましては2,655万

5,000円を繰入れするということになりまして、

こちらを差し引いた額7,844万5,000円が残高と

なりますけれども、それからそちらの基金の利

子分を足しますと、令和３年の残高につきまし

ては7,845万6,000円となりますので、御訂正を

お願いしたいと思います。申し訳ございません
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でした。 

荒田明子市民課長 委員長、荒田明子。 

佐藤卓也委員長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 21ページの個人番号カード交

付関連の補助金でございますが、上の段は事務

費補助金、下の段は事業費補助金となります。 

  事務費補助金に関しましては、個人番号カー

ドの交付事務に必要な経費に対して、全額国が

補助するもので、個人番号カード交付のための

延長窓口などの時間外勤務手当などの人件費と

通信運搬費に対する補助金になります。 

  下の段の事業費補助金につきましては、個人

番号制度による個人番号通知書及び個人番号カ

ードの作成と発行事務につきましては、全国の

市区町村は地方公共団体情報システム機構に事

務を委任しております。その委任事務につきま

して、市区町村が支払う負担金に対して、全額

国が補助するものでございます。 

  また、マイナンバー制度の今後の見通しにつ

いてでございますけれども、マイナンバーカー

ドの健康保険証としての利用開始が予定されて

おりますので、今後は取得者が増えると考えて

おります。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 先ほど総合政策課長か

ら、情報システムプラットフォーム、国が補助

のお金、負担金を国が補助するものということ

で、国が定めるシステムへの移行を補助するシ

ステムです……、国が定めるクラウドシステム

への移行の補助金なのか。そして、システムの

統一、標準化を進めるためなのか、お願いしま

す。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 こちらにつきましては、

令和元年度から始まっているものでございまし

て、現在のシステムを構築する場合に、全国の

市町村が負担するこのシステム交換について補

助するものになりまして、令和元年度から令和

３年度にかけて、臨時的に発生する経費という

ことで、国からの補助率100％の補助金という

形でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） システムの統一、標準

化ということへの国の補助だということでよろ

しいですか。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 システムの標準化という

ことよりも、自治体間の情報連携に関わるシス

テム構築という形で捉えていただければと思い

ます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 自治体間の情報連携を

国が補助するということで、これは国によるシ

ステムの統一、標準化を進めていくということ

になるということではないのですか。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 こちらにつきましては、

全国の市町村間で情報連携が取れるようにとい

うことで、そういう意味では標準というか、統

一化になるものでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 全国統一化、標準化が

進められる補助金だということになると思いま

す。これによる情報漏洩などの心配はないので

しょうか。また、自治体が独自に行ったきめ細

かな住民サービスの継続が困難になったりしな

いか。というのは、富山県のある町で、町長が

自治体クラウドを採用しており、町独自のカス

タマイズ、仕様変更はできないと答えて、結局
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自治体独自で何かやろうとすることができなく

なる。つまり、全国一つの統一化、標準化され

たシステムが導入されることになると、そのシ

ステムに自治体業務を合わせるということが起

きるのではないかと思いますが、どうですか。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 まず、初めの情報漏洩の

部分につきましては、以前議会のほうでも、私

どものほうでこの制度を使う際には、静脈認証

だ、セキュリティーのものになりますから、あ

まり詳しくは言いませんけれども、取扱い上は

十分注意しているということで、議会で答弁さ

せていただいておりました。そのようなことが

ないように、しっかり市として対応していると

ころでございます。 

  あと、この標準化によって、市独自のことが

できる、できないということについては、現在

私のほうでは、特にこのカードを使って、全国

統一になることによって様々な部分が、利便性

が高まると考えてございまして、独自の部分の

ものができなくなるというような形の認識は現

在持っておりません。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 認識はまだそこまで至

っていないという話でありましたけど、国の基

準での標準化とは、官邸、デジタル庁がつくっ

た鋳型にぴったり当てはまるものしか認められ

ないということになってまいります。自治体独

自のサービスが抑制され、自治体を国の出先機

関に変質させる危険をはらんでいると思います

が、その点について認識ありませんか。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 デジタル庁からの考え方

というのは、まだはっきりとこちらにいただい

ておりませんので、今後様々な情報を収集して

まいりたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 先ほど市民課長から、

健康保険証にも使えるようにしていくという話

で、このマイナンバーカードを多くの方々に取

っていただくようにしたいという予算だと、国

の予算だと思います。これは、個人情報が１つ

のカードに全て集められるようになり、これが

使えるようにどんどんなっていきますと、市民

はいつもこれを、全ての情報が入った、個人の

情報が入った、例えば保険証であれば保険証、

またさらにマイナンバーに、様々なものに使う

ということになってまいりますと、一つの番号、

カードに全部個人の情報が全部入ってしまう。

しかも、それが自治体間のクラウドで全国一律

に流れるようになってしまう。そういうことは、

個人情報保護という点から、大変問題ではない

かという認識はないか、お願いします。 

荒田明子市民課長 委員長、荒田明子。 

佐藤卓也委員長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 マイナンバーカードそのもの

には、保険証の個人情報とか、保険証とか、税

の情報とか、そういう情報は入っておりません。

個人番号に表示されている住所、氏名、生年月

日、性別だけでございます。カードそのものに

は個人情報は含まれておりません。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） カードには確かに書い

てありません。しかし、チップが埋め込まれる

と聞いております。2022年までにほとんどの人

に、そのチップが入ったカードを保有させよう

と今進んでいるわけです。あらゆる情報がそれ

で、自治体、保険証であれば病院関係、また銀

行も今通帳はナンバーをちゃんと書けとか、あ

るいはナンバーカードを持ってとかなっており

まして、それがカードでお金が把握される。自
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分の持っている全てのお金が把握されるように

なってしまうわけでありまして、それが自治体

クラウドなどで全体が回るということになりま

すと、個人データが一発で流れるように、把握

できるようになってしまう。 

  今現在、個人情報の流出が8,000万人に上っ

ていると言われております。これが、さらに個

人情報が集められるマイナンバーカードをみん

なに持たせて、それがいつでも使えるような方

向に、今持っていかれるような状況ですが、そ

うしますと個人情報が守れなくなって、国に全

てが管理される監視社会になっちゃう。それが

今指摘されています。そういう意味で、個人情

報保護条例の共通ルール化も進められておりま

して、地方自治阻害のおそれが指摘されていま

すが、その認識はございますか。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

佐藤卓也委員長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 この件につきましては、以前の議

会等でも答弁させていただきました。コロナの

発生ということで、他の国においては非常に早

い対応ができたということは、その個人情報と

いうよりも、個人ナンバーがかぶせられている

ということで、本人の移動がしっかりと把握さ

れているということで、コロナの拡大阻止に非

常になったと。日本においては、それが進んで

いないと。いわゆるデジタル化ということが進

んでいないということが分かり、国としても今

後その教訓を生かして、どのようにしていくか

ということを進めているのが、一つのデジタル

化だと。 

  その中で、おっしゃるとおり、個人情報の在

り方というのは、日本は非常に高いレベルで協

議しておりますので、この個人カードの中にあ

って、それの個人情報をいかに守るかというこ

とを検討委員会で十二分に協議しながら、カー

ドの運用を図りたいというようなお話も聞いて

いるところであります。 

  時代が非常にスピード化してきている中で、

今後ペーパーレス、様々な形での情報伝達方法

が生まれてくるときに、新たな社会をどういう

ふうに構築し、個人情報を守っていくかという

ことは、常に課題として捉えていることを承知

いたしたいと思います。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 私のほうからは３点ほ

どです。 

  １番目、先ほどもある委員からお話がありま

したけれども、12ページ、１款市税１目固定資

産税についてです。このたび約6,200万円ほど

減ということで計上されていますけれども、具

体的にどういった理由でこんなに下がったのか、

まず最初にお伺いします。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 固定資産税につきましては、

前年度から6,300万円ほど下がっているところ

でございます。 

  １つ、土地につきましては、令和３年度は評

価替え、全体的に下落していると。下落傾向

1.13％減ということでございます。 

  また、家屋につきましては、従来の家屋が評

価替えで減少しているということでございます。

また、新増築が減少しておりまして、そちらの

影響も大きいと。 

  それから、コロナ対策における地方税の改正

の減免がございます。令和２年２月から10月ま

での間の３か月の売上げが、前年同期と比較し

て30％から50％未満の方については２分の１、

50％以上の方についてはゼロということで、事

業用家屋、それから償却資産が減免になる制度

です。令和２年度におきまして、商工観光課で

同じような経済対策を行っておりますので、そ

の業者が全て申請すると見込みますと、家屋に
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つきましては1,873万円ほど、償却資産につい

ては250万円ほど、合計で2,123万6,000円が減

免になると。これに関しましては、全て国のほ

うで補塡されるということでございますが、税

額、調定額で5,400万円ほど、収納率を固く見

まして、0.5％減で約900万円ほど、合わせて

6,300万円というような計算になるところでご

ざいます。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 市税の中でも、固定資

産税の割合、四十五、六％あるのですかね。そ

れが一気に六千数百万円下がるということは非

常にダメージが大きいのかなと思っております。 

  私いつも、これまで一般質問でも言いました

けれども、やっぱり財源確保するには、固定資

産税、特に都市計画税もそうですけれども、固

定資産税、都市計画税の確保するにはどんな方

法が一番いいと認識されていますか。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 やはり建物、土地に係る税金

でございますので、新築、それから企業、経済

が発展するというのが一番の要因ではないかな

と考えております。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 私も今課長の答弁、全

く同感であります。これも一般質問でもさせて

いただきましたが、やはり広大な未利用地が多

く存在しておりますので、その辺の開発に関し

ては、市の積極的な誘導というよりも、支援が

必要ではないかと思いますけれども、その辺ど

うでしょう。どんな感じですか。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員に申し上げます。

歳入とは直接関係のない質問ですので、質問を

変えてよろしくお願いしたいと思います。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） はい、分かりました。 

  では、次に行きます。同じく12ページ、１款

市税２目国有資産等所在市交付金及び納付金と

は、これ一体どういったことなのか、ちょっと

説明をお願いしたいのですが。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 これは国、それから都道府県

が所有する固定資産のうち、固定資産について、

地方税法で定める固定資産税の代わりに交付さ

れるものでございます。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） なるほど分かりました。 

  そうしますと、今建築中の県立新庄病院、ま

たは新庄警察署とか、いつかは解体、更地にな

るでしょうから、その分は瞬間的に減という考

え方でよろしいのでしょうか。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 あくまでも１月１日現在とい

う話になりますが、県立病院、それから警察署

等の固定資産税分が交付されるということです。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） では、最後に27ページ、

これも教えていただきたいのですが、17款財産

収入の土地建物貸付収入と物品貸付収入とあり

ますけれども、これは具体的に例えば建物を貸

し付けているのであれば、どこということと、

物品貸付けとは何かということをちょっとお聞

きします。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

佐藤卓也委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 土地貸付収入の部分でござい

ますが、例えばですけれども、具体的にという

ことですので、大手会館ですね、旧法務局にな
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りますが、そちらも普通財産になっておりまし

て、シルバー人材センターとか、団体のほうに

貸し付けているということで、普通財産を全体

では17団体に貸付けをしてございます。そちら

の固定資産評価額の４％分をその収入としてい

ただいているということでございます。 

  それから、物品のほうは物品売払収入という

ことで、例えば公用車の古くなったものですと

かロータリー除雪車とか、そういったものの売

払いの代金をここで見てございます。以上です。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 農林課といたしましても、土

地建物の貸付けがございます。その中の１つで

すけれども、旧最上中部牧場敷地内にあります

装置につきまして貸付けをしております。また、

和牛舎、乳牛舎、２棟ございますけれども、そ

れにつきましても貸付けという形で収入を得て

いるところでございます。以上でございます。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 私のほうから４点ほど

質問させていただきます。 

  予算書11ページ、市税、個人と法人の部分の

住民税、それから予算書17ページ、13款１項の

民生費負担金、保育所入所負担金、それから次

のページになりますが、18ページ、使用料で、

６目土木使用料、公営住宅家賃、それから予算

書27ページ、ふるさと納税寄附金。 

  初めに、市税、冒頭同僚議員の叶内委員が、

個人部分の住民税、それぞれの業種別に推計値

として２％から10％程度の減収という予測とい

ういい質問をされておりますので、普通ですね、

今まさに確定申告の時期を迎えておりまして、

今年度はコロナ禍にあるということで１か月間

延長されるという前提がありますが、普通５月

末にはそれぞれの前年度の所得をベースに住民

税が課税されるわけです。今年度、間に合わな

いかもしれませんが、推計値でここは出される

のでしょうか。また、原課として、それぞれの

個人の方々、それから給与所得者の方々がいら

っしゃると思いますが、特に事業者の今年度の

経済状況というか、経営状況を確定できる段階

は、今年度の場合、いつ頃になると考えていら

っしゃいますか。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 申告受付の国税に関しまして

は、１か月間延長ということでございます。実

際、令和２年３月の申告受付の際にも１か月延

長ということでしておりますので、２回目だと

いうようなこともありますから、影響は少ない

のかなと考えております。 

  また、市民税申告に関しましては、予定どお

り３月15日までと。課税のスケジュールもござ

いますので、３月15日までということで２回目

の広報を先日出したところでございますので、

スケジュールどおり進めていきたいと考えてお

ります。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） これから質問するであ

ろう分担金及び使用料、それからふるさと納税

を含め、これから市長が一生懸命住民サービス

ということで予算づけしている中で、自主財源

という観点から、いかに適切に課税、あるいは

使用料を設定しつつ、それをしっかり市民の皆

様から御負担していただくかというのは、税務

課中心になりますが、最も重要な仕事なのかな

と思っております。 

  先ほど、今回コロナ禍ということで、リーマ

ンを引き合いに出される方もいらっしゃいまし

たけれども、本当に東日本大震災に匹敵するよ

うな、今回は本当にコロナ禍というように、渦

なんですね。多分市も県や国に倣って、経済対
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策を打っていかなければならないというところ

で、やはり自主財源の確保というところが一番、

最も大事な部分なのかなと思います。 

  あえて嫌らしい質問をしますけれども、森課

長、長年の行政マンとしての経験値で答弁して

いただければと思っておりますが、今伺ってい

る市税の徴収方法に関しては、地方税法でがん

じがらめということで、市独自に財源を生み出

すため、例えば 10％課税すべきところを

10.01％とか、融通の利かないがんじがらめの

制度なのですが、例えば将来的にわたって財源

を確保するという観点から、市独自の、市民の

皆様から広く御負担していただきながら、今緊

急の課題に備えるというところで、これまで協

議されてきたことがあるのかどうか、その辺ち

ょっと教えていただければと思います。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 税金のといいますか、やはり

納税していただくというようなことを、まず大

前提で考えたいと思います。これ、当初予算で

すので、かなり厳しめにといいますか、先ほど

も説明しましたが、固定資産税の収納率につき

ましては0.5％の減というようなところで見て

いるというところもあります。それで、1,000

万円ほど下がっているということもございます。

実際には当然100％を目指すわけですが、その

ためにきめの細かい納税指導といいますか、督

促といいますか、収納に努めたいと考えます。 

  また、税部門だけではなくて、当然景気がよ

くなれば納税も進むわけですから、市全体で経

済を回すような、よくするような施策を進めて

いきたいと、いければなと考えております。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 最大限許される範囲の

前向きな答弁だと捉えました。 

  次に、予算書の17ページの民生費負担金の入

所者負担金、それから款項目が違いますけれど

も、土木使用料の公営住宅家賃ということで、

今回委員長の重責にある佐藤委員が、ここは長

年、この場において皆様と議論してきたところ

であります。やはり冒頭の考えの繰り返しにな

りますが、一番大事なのは、同じ負担で同じサ

ービスを受けるんだと。つまり、税の公平性の

観点、感覚をいかに保つかということでござい

ます。 

  昨年度の決算を見ても分かるように、残念な

がらお支払いいただけなかった方がいらっしゃ

る。年々滞納繰越部分が出てきていると。例え

ば保育所負担金でありますと、これまでも市は

ほかの自治体よりも先行して、子育て支援とい

うところに重きを置いてきて施策を展開してき

たと。一方で、公営住宅に関しては、地元住民

の要望に応えて、適切な必要な施策を取ってき

ている。そういう部分に関しては、行政サービ

スは、非常に私は向上していると捉えておりま

す。その辺、本年度の基本的な分担金あるいは

使用料の捉え方、それからしっかりとお支払い

いただくためには、どのような点を心がけて、

今年度やっていくのかお伺いいたします。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

佐藤卓也委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 それで

は、まず保育所の入所負担金についてでござい

ます。今年度のこの算定につきましては、まず

毎年10月時点での現状から算定しているところ

でございます。入所児童については、大きく変

わっていないところから、保育料の全体の減額

といいますか、そういったところが要因として

考えられるのではないかと思います。保育料に

つきましては、ゼロ歳から２歳の子供が対象と

いうことになっておりますけれども、市民税の

額に応じて階層別に額が変わっております。そ
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の階層がやや下がってきたというか、そういっ

たことが要因かなと思っております。 

  令和３年１月末現在での収納率なのですけれ

ども、現在98.59％あります。令和元年度末の

収納率が98.58％ですので、ほぼ同じ収納率と

なっているところではありますけれども、来年

度、９月、保育料の再算定をするときが、一番

コロナの影響を受けている時期だと思います。

今現在の保育料は前年の所得を基にしておりま

して、４月からの保育料もそれを踏襲している

のですけれども、９月からの保育料については

令和２年度の所得を基に計算されるものですか

ら、コロナの影響については９月以降というこ

とを考えております。 

  このたびの収納につきましても、やはりコロ

ナ禍ということで、通常児童手当などから充当

していただいたりということで声がけをしてい

るところではありますけれども、今年度に関し

ましては、なかなかそちらも難しいかなと思っ

ておりまして、積極的なそういった声がけはし

てきませんでした。 

  ただ、やはり収納していただくためには、丁

寧な説明と面談等を行いながら、少しずつでも

いただいていけるような努力はしていきたいと

思っております。以上です。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 住宅使用料について御質

問いただいたところでございます。 

  住宅使用料につきましては、委員おっしゃい

ますとおり、税の公平性という観点から、使用

料でございますので、使用していただいた家賃

について収納させていただいているところでご

ざいます。 

  現在のところ、例年とほぼ同じ推移で収納さ

せていただいているところですが、市営住宅に

関しまして、現年度で95.6％程度、ただ出納閉

鎖までにはおおむね98.5％程度までは例年どお

り回収できるという見込みでいるところでござ

います。 

  また、コロナの状況を踏まえまして、入居者

の方もその収入の増減等もありまして、御相談

に乗らせていただいている場面もありますので、

コロナの関係で収入が減ってしまったというこ

とも加味しながら、家賃の算定の仕方などにつ

いても御相談を受けている状況でございます。 

  残念ながら、滞納繰越ということで次年度に

繰り越されてしまうような場面も数件見受けら

れるところでありますが、こちらの相手方とも

常に情報交換させていただきながら、常に面談

させていただいて、計画的な収納に努めていた

だくと。まとめての収納はなかなか難しいとこ

ろでございますので、計画的に少しずつでも回

収に向けての対応をさせていただいているとこ

ろでございますので、御理解いただければと思

っております。以上です。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 本当に経済状況に応じ

た分担金あるいは使用料を設定するんだという

ことで、去年まではない答弁だったなと。いず

れにしろ98.5％ぐらい、非常に高い収納率を目

指していらっしゃるというので安心いたしまし

た。 

  最後になりますが、ふるさと納税です。先ほ

ど庄司里香委員の質問にお答えされております。

企業版ふるさと納税に関しては、地方再生計画、

去年11月で認定されたと伺いましたが、手を挙

げてくださる企業があってのお話かと存じます

が、市の受入体制としては、これで万全だとい

う捉え方でよろしいのでしょうか。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 こちらの企業版ふるさと

納税をする上で、県に何度となく相談したので

すけれども、地域再生計画の認定を受けて、
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2020年度からそういった計画が受けられますよ

ということで、８月に企業からこういう制度が

あるんだけどもということで来まして、かなり

検討させていただきました。 

  県には９月７日から９月11日まで、今年度認

定計画を出していただければ、国で認定に制度

申請できますよということでしたので、９月９

日に我々のほうで地域再生計画、ちょうど総合

戦略も皆さんに御承認いただきましたけれども、

それと併せて認定計画を出して、11月６日に国

より地域再生計画の認定をいただきました。で

すから、令和３年度に向けて、先ほど申しまし

たように、企業の方からぜひこうい制度を使っ

て、新庄市に企業版ふるさと納税をしたいとい

う、そういった受皿をつくらせていただきまし

たので、今後そちらのＰＲと取組も強化してま

いりたいと思っておりますので、どうぞ御支援

よろしくお願いいたします。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） ここ、ちょっと再質ま

で及ぶかもしれませんが、先ほど庄司里香委員

の質問の中で、常に商品開発は、今年度は一生

懸命やっている。毎年、毎年開発に関しては、

一生懸命やっていくということなんです。 

  やはり行政マンとしてやるべき仕事は、おお

むねの税務上の取扱い、それから個人情報の取

扱い等は行政でやってしかるべきかと思います。

やはり開発に関しては、民間の仕事なんですね。

今年度、コロナの巣籠もり需要というところで、

今年の実績は非常に当初予算に対して大きな数

字になってきている。ただ、コロナが収束する

可能性も二、三年のうちにはあるんです。そう

すれば、おのずとして、やはり家庭内需要とい

うところから、課長が申し上げた、ことの商品

化ということも大事なんです。その辺、受けて

くださっている民間の方々への裁量権をもう少

し緩めていくような、自由な経済活動をある程

度許していかないと、次の壁を乗り越えないよ

うな感じがいたします。その辺は今のところい

かがお考えでしょうか。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 おっしゃるように、本当

にふるさと納税、巣籠もり需要とありましたけ

れども、おかげさまで大変今年度は伸びており

ます。 

  前の議会でもお話し申し上げましたけれども、

まず一つ大きなものは、リピーター対策、新庄

にふるさと納税してよかったなという声を大き

く拡大したいということで、この令和２年度は

それに取りかかりまして、令和３年度ももちろ

んそちら、まずは努めていきたいなと思ってお

ります。 

  また、商品開発につきましては、本当に物を

作ってくださる方を、我々がふるさと納税とし

てＰＲしますので、ぜひ民間からこういうのは

どうでしょうかという形で、採用とか言わずに、

どんどん出していただいて、我々と一緒に検討

させていただければと思いますので、ぜひ議員

の皆様方でそういった声があるのであれば、

我々のほうにもお声をいただければなと切に願

っておりますので、どうぞよろしくお願いした

いと思います。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 歳入最後の質問になり

ますが、これも最初のほうとかち合う部分が非

常に大きいのですが、収入の確保という観点で

いきます。 

  これまでもふるさと納税の発信の仕方として、

個人の部分に関しては、ポータルサイトという

ことで、いかに順位が高いサイトかということ

が有力になってきました。宣伝の方法として、

今非常に売れっ子である今村先生とコラボして、

お互いにこれは契約事項なので相手もある話で
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すが、その辺で広く、リピーターの確保も大事

なんです。ただ、一番最初に新庄に目を向けて

もらうといところで、今村先生とコラボしつつ、

新庄市を発信していくというようなお話し合い

はされてきたのでしょうか。また、これからさ

れる予定はありますか。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 非常に大変うれしい御質

問をいただきました。 

  今村翔吾先生、新庄藩の江戸時代の火消しを

モチーフにということで、既に何度も来ていた

だいているのですけれども、直木賞を取ったら

新庄市にマンホールをプレゼントするよなんて

ことを言っていただいたり、観光大使として先

日、吉川英治文学賞になったときも、新庄のお

かげだということを４回ぐらい言っていただい

ているところでございます。 

  私がふるさと納税云々ということではなくて、

この地を第二のふるさとだという思いがあると

いうことを、多くのメディアとかでも言ってい

ただいておりますので、そういった形で今村先

生に、ふるさと納税の開発をどうこうするとい

うことではなくて、第二のふるさと新庄に対し

て思いがある形を、どのような形でしてもらえ

ればいいかななんてことを、商工観光課とも、

観光大使にせっかくなっていただきましたので、

やりながら、幅広くこれから新庄藩も400年と

いう時代を迎えてくるわけですので、祭りの山

車に使っていただけるような町内もあるかとい

うことはありますので、それらもひとつ全国に

発信できるものになりますので、そういったこ

とを考えながら、より広く新庄市のよさをＰＲ

していきたいとまずは考えておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ございませんか。 

  ただいまから１時まで休憩いたします。 

 

     午前１１時５８分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  税務課長より発言の申出がありますので、こ

れを許可します。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 先ほど押切委員の国有資産等

所在市町村交付金について、警察や病院が交付

の対象になると申し上げたところでございます

が、交付の対象にならないものとして、総務省

令で定めるもの、それから地方税法で非課税と

定められているものということがあります。警

察署や病院については、交付の対象にはならな

いということでございます。また、交付の対象

になるものとして、使用実態が民間と類似して

いるもの、校舎とか警察や病院などの寮やアパ

ート、駐車場など、そういうものが交付の対象

になるということでございますので、よろしく

お願いいたします。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ございませんか。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

佐藤卓也委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） 私からは１点だけ確認

をさせていただきたいと思います。 

  27ページ、18款寄附金についてであります。 

  令和３年度の当初予算ではふるさと納税10億

円を予定されています。令和２年度が２億円で

すから、かなりの増額計上になっているなと思

うのですが、今までの実績を勘案しての計上だ

と思うのですが、順調にいけば令和２年度の実

績としては18億円あるわけですから、次々と補

正対応されると思うのですが、予算計上の仕方

がちょっといまいち私は納得いかない。例えば、

令和２年度で見れば、増額補正で21億円まで上

がったわけです。３月の補正では３億円の減額

になっている。物すごい失望感、がっかり感が
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強いのです。当てにしていたのが来なくなるの

だから。だから、そういう予算計上の仕方は、

もう少し考えるべきだろうなと。そんなに細か

にやれとは言いません。でも、ある程度の幅で

増額計上するぐらいの形にしていかないと、や

っぱり減額はやめたほうがいいなと思っており

ます。いろいろ理由があるかと思います。だか

ら、その辺は気をつけていただきたい。 

  それで、本題に入りますけれども、先ほど庄

司委員、それから石川委員から、企業版ふるさ

と納税という話が出ました。御覧になったかど

うか分かりませんけれども、今年１月13日付の

山形新聞の経済欄、そこに各信用金庫の上部団

体というのですか。信金の中央金庫というとこ

ろがあります。そこが企業版ふるさと納税を活

用した地方公共団体の支援制度を初めて設けと

いうことで、2020年度、令和２年度の支援対象

を決めたと。山形県は山形市、米沢市、鶴岡市、

各市が選ばれて1,000万円の寄附を受けたとな

っていました。 

  この中をずっと見ていきますと、同金庫は創

立70周年記念事業で103事業10億1,800万円の寄

附を決定と。本県３市は各信用金庫が推薦して

採択されたとある。1,000万円もらえるならい

いなと。でも、よく考えてみてください。山形

県内に信用金庫の数は幾つありますか。４つで

しょう。何で新庄だけが外れたのかな。そこら

辺が疑問でしようがない。 

  まず、新庄信用金庫からこの企業版ふるさと

納税に関するお話ってあったかどうか、まず確

認したいと思います。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 ただいまの御質問で、新

庄信用金庫のほうからこの情報提供があったか

ということでございますけれども、市に８月19

日にこういう情報提供をいただいたところでご

ざいます。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

佐藤卓也委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） そういう情報提供なり、

お話があったということで捉えますけれども、

何でこれが申請して採択されなかったか、その

点どうなのだろうかなということなんですよね。

どっちが悪いということは言いませんけれども、

どういうことで令和２年度に申請できなかった

のか、はたまた令和３年度もこれがまた有効な

のかどうか、そこら辺の確認が取れているかど

うか、お聞きしたいなと。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 信用金庫から８月19日に

お話をいただいたときに、まず確認させていた

だいたのが、この事業は2020年度から2022年度

の３か年ですと。それで、申請期間は毎年度各

１回設けますと。あと、対象団体として、地域

再生計画の認定を受けている団体という形です

ということでお話を受けまして、少し長くなる

のですけれども、先ほど２人の議員に御説明し

ましたように、県と様々御相談させていただい

て、地域再生計画を９月７日から９月11日の本

当にこの短い時間でつくって出さなければなら

ないということで、こちらにまず取りかかった

ところでございます。そして、９月９日に認定

申請を、県を通して出して、11月に承認をいた

だいたと。 

  この間、信用金庫とはこの活用をもちろんさ

せていただきたいということで、この寄附を受

ける上で、寄附金を活用した事業の構築をして

いかなければいけない。そして、信用金庫から

中央金庫へ推薦をしていただかなければいけな

いということで、双方と話をしながら、10月の

間に協議をさせていただきまして、翌年度以降、

活用に向けて協議しようということで、今現在

も協議しているのですけれども、令和３年度に

向けて今協議を行っているところです。 
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１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

佐藤卓也委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） 令和３年度に向けて申

請する意向だということでよろしいですね。 

  ただね、この新聞を見ると、やはり新庄信用

金庫が何もしてないんじゃないかとか、新庄市

もそれに対応していないのではないかというう

がった見方をされるおそれがありますので、こ

こはやっぱりきちっとしていただきたいなと。 

  その申請書に記載する事業の中身なんですけ

ど、山形市は文化の力を生かした持続可能なま

ちづくり、米沢市は西吾妻山、天元台高原、白

布温泉に関する活性化プロジェクト、鶴岡市は

バイオベンチャー企業など集積するサイエンス

パークの機能拡充ということでやっています。 

  我が新庄市にとって、ちょうど総合計画の実

施計画を見ていただくと分かると思うのですが、

ちょうど戸沢家が新庄入城400年に当たります

よね。令和３年度から令和７年度の５か年計画、

この財源に充てられるのではないかと私思うの

ですけれども。特に皆様方も御存じのとおり、

たしか議員の皆様方にも戸沢家に関する漫画本、

全員に配付させていただきましたけれども、や

はり新庄信用金庫、戸沢家に対する事業も数多

く展開していますので、やはり推薦者の顔も立

てるという表現がいいか分かりませんけれども、

そこら辺の思いも合致するのではないかという

気がするのです。ですから、その点、事業計画

を立てて、申請する段階でこういうのも一つの

案として取り上げられるのか、検討していただ

きたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 当然新庄信用金庫から中

央信金に推薦をいただく、推薦状を書いていた

だくこともありますので、これから信用金庫と

十分お話をしていきたいと思います。 

  そして、私のほうで今信金に特にお願いして

いるのは、昨年度は途中からこういう制度が入

ったのですけれども、令和３年度においてはい

つ頃からこの事業が動くのかということも速や

かに教えていただければということもお願いし

ておりますので、併せて検討してまいりたいと

思います。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

佐藤卓也委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） やっぱり我々も歳出抑

制と同時に、歳入、財源の確保というのは、や

っぱり議員でも考えていかなければならないの

で、我々もアンテナを広げたいと思いますし、

ぜひ執行部の皆様方もアンテナを広げて情報収

集、そして実現化に頑張っていただきたいなと

いうことで終わります。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、歳入について質疑を終結します。 

  次に、一般会計の歳出について質疑ありませ

んか。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

佐藤卓也委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） では５点ほど質問させ

ていただきます。 

  初めに、結婚新生活支援事業についてという

ことで、予算書38ページ、２款総務費１項総務

管理費７目企画費です。全部言います。 

  ２番目に質問させていただきたいのが、子ど

も家庭総合支援拠点設備事業ということで、予

算書57ページ、３款民生費２項児童福祉費２目

児童母子措置費です。 

  ３つ目が、高齢者運転免許証自主返納事業に

ついてということで、予算書41ページ、２款総

務費２項総務管理費10目交通安全対策費。 

  ４つ目が、新規就農事業補助金についてとい

うことで、予算書70ページ、６款農林水産業費

１項農業費３目農業振興費です。 
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  ５番目なんですけれども、市内宿泊消費喚起

事業についてということで、予算書79ページ、

７款商工費１項商工費３目観光費について質問

します。 

  初めに、結婚新生活支援事業についてという

ことで、新規事業として行うということですけ

れども、結婚に踏み切れない主な理由が経済的

なものということで、新婚世帯に対して結婚に

伴う新生活のスタートアップの補助をしていく

ということですけれども、この事業はどのよう

に周知していくのでしょうか。やっぱり結婚前

の周知が必要と思われますけれども、そこら辺

を教えていただきたいと思います。 

  あと、新庄市だけでなく、ほかの地域の方も

新庄市に来たいと思えるようにしていかなけれ

ばいけないと思いますけれども、その辺りどの

ようにしていくか、よろしくお願いします。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 この結婚新生活支援事業

でございますけれども、こちらにつきましては、

主要事業の概要で御説明してありますように、

本当に引っ越しとか、住宅の賃貸に係る、いわ

ゆるスタートアップの費用を応援するという形

でございます。こちらにつきましては、やはり

新たに取り組む制度になりますので、市報やホ

ームページ等にもちろん掲載させていただきた

いと思いますけれども、そのほか結婚していた

だく相談の様々なイベントも最上管内でやって

ございます。そうした相談の業務においても、

こういったことをお知らせ、実際そこに相談に

来る方々に、直接こういうのもあるのだと渡す

ことで、より身近になるのかなと、結婚する上

での意欲も、まあ意欲というと言葉がどうなの

か分からないですけど、こういう後押し支援が

ありますよなんてことも、ぜひ伝えてまいりた

いなと思っております。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

佐藤卓也委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） やはり結婚へ踏み出す

ために、こういった支援の後押し、課長もおっ

しゃられたとおり、とても大事だと思います。 

  他地域への周知というか、新庄に住みたいと

いう方もいらっしゃると思いますので、そうい

ったところもぜひＰＲをお願いしたいと思いま

す。 

  あと、２番目のところなのですけれども、児

童福祉法に基づき、児童及び妊産婦の福祉に対

して、実情把握、情報提供、相談調査、指導、

関係機関との連絡調整、その他の必要な支援を

行う拠点ということで、初日の説明によります

と、庁舎内にその拠点を置くと言っていました

けれども、その拠点の支援は具体的にどのよう

なことを行うのでしょうか。 

  また、新庄市子育て世代包括支援センターと

いうのもありますけれども、その役割の違いは

何なのか教えていただきたいです。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

佐藤卓也委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 子ども

家庭総合支援拠点設置事業についてでございま

すけれども、先ほど委員おっしゃられたとおり

に、児童福祉法の改正によりまして、児童に対

する、児童や家庭、全ての子供たちを有する家

庭についてですけれども、必要な支援を行うた

めの拠点ということになっております。 

  ちょうど平成30年に児童虐待防止対策体制総

合強化プランといったものが、国から通知が出

されまして、2022年度中までに全市町村で設置

することとされているものでございます。 

  位置づけとしましては、全ての家庭のそうい

った相談に対して支援を行うということになり

ますけれども、特に虐待防止といった意味づけ

が強い支援拠点でございます。相談を受けまし



- 216 - 

て、主に家庭児童相談員が必要な支援をするた

めに、様々な関係機関と連携を取りながら、支

援の方法を探っていき、また児童相談所とも連

携しながら、一つ一つの家庭について、よりよ

い方向に支援していくための事業ということに

なっているところです。 

  本来、先ほどおっしゃられました健康課で設

置しております子育て世代包括支援センター、

こちらと連携を取りながらということになって

おりまして、人員の設置についても常勤の職員、

それから非常勤合わせて２名を常勤するように

といった位置づけになっているものです。今年

度、健康課とも協議をしながら、どういった配

置が一番いいのかというようなことを協議して

まいりました。 

  県内各市の状況では、令和元年度には上山市

が設置していまして、今年度の情報はまだ入っ

ていませんけれども、令和４年度に向けては５

市が予定しているといったような県からの回答

が届いているところでございます。 

  場所は、ちょうど税務課の脇の相談室を想定

しております。そこの場所に壁、天井等を少し

改修しまして、子供と一緒に相談を受けること

ができるように、親子交流スペースを設けなけ

ればいけないということが必須条件になってお

りますので、子供がちょっとしたスペースで絵

本を読んだり、ブロックで遊んだりといったよ

うなことができるようなスペースの中で、ゆっ

くり相談できるといったような状況で事業を行

うというような内容でございます。以上です。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

佐藤卓也委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） 分かりました。新庄市

子育て世代包括支援センターとともに連携を取

りながらやるということで、庁舎内の健康課の

所属ということで分かりました。 

  ２名の方が配置されるということなのですけ

れども、この方は家庭支援相談員の方になるの

でしょうか。児童福祉士とか、児童心理士とか、

またいろいろ資格とかあるのでしょうか。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

佐藤卓也委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 職員に

つきましては、２名常駐ということになってお

ります。実際は、子育て推進課の執務室の中に

常駐することを考えております。２名というこ

とですので、１名は職員を、あと１名は家庭支

援相談員と考えておりますけれども、家庭支援

相談員につきましては、週休日がございますの

で、２名で交代しながらということを考えてお

ります。 

  資格につきましては、保育士の資格、教員免

許の資格といったような条件もございますが、

県の研修がございまして、そちらの研修を受け

ることで、そうした調整役を担うことができる

とされておりますので、そういった研修を受け

て、修了証をもらい、また支援員として活動す

るということになります。以上でございます。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

佐藤卓也委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） ３つの相談体制になる、

子育て世代包括支援センターと、市町村の子ど

も家庭総合支援拠点と児童相談所という形で、

幅広い相談体制になると思うのですけれども、

周知とかはどのようにしていかれるつもりです

か。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

佐藤卓也委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 周知に

つきましては、実際の相談室の整備が終わり、

また人員配置としての十分な研修を受けて配置

できるようになった時点で、市報などの媒体を
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使いまして周知してまいりたいと思います。以

上です。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

佐藤卓也委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） いろいろ本当に相談体

制が広がるということは、とてもいいことだと

思いますので、ぜひ頑張っていただきたいなと

思います。 

  それでは、高齢者運転免許証自主返納事業に

ついてということで、この事業について去年も

質問させていただきましたが、運転免許証を自

主返納した方への、高齢者の外出に関する支援

を昨年に続き行うということですけれども、こ

の事業の成果というのはどうだったのでしょう

か。昨年から比べると予算が減ったようですけ

れども、今年度の実績、また令和３年度の見込

みとかを教えていただけるとありがたいです。 

山科雅寛環境課長 委員長、山科雅寛。 

佐藤卓也委員長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 では、高齢者の運転免許証の

自主返納についての成果、あと今年の事業の見

込みですか、来年度の見込み等の質問というこ

とでございましたが、自主返納者につきまして

は、１月末現在におきまして117名の方が自主

返納されて、この制度を活用されているという

ことで申請がございました。実際にバスである

とか、タクシーの回数券になりますけれども、

２万円分を支給させていただいておりますが、

それが使われているものが予算化ということで、

使ったものに関しては、事業者から環境課に請

求をいただいて支払うという形になってござい

ます。 

  申請が117人ではありますが、全ての方が一

気に２万円を使うということではございません

ので、なかなか使い方は節約されながら使って

いただいているのかなという感じはしておりま

す。 

  大体請求額としては毎月、最初のうちは少な

かったですけれども、今月あたりは８万円弱ぐ

らい、また一番多いときで10万円ぐらいという

請求がございましたので、最高に使ったとして

も、同じ推移でいけば、１年間で120万円まで

満たないというような形での今の実績の見込み

では考えております。 

  令和２年度予算では180万円の予算でありま

したが、来年度はそういった活用の状況を踏ま

えて、10万円ほど減らして170万円ということ

で報償費に予算を置かせていただいております。 

  今後、また使用頻度、あるいは申請者が増え

てきますので、そういった推移を見ながら、必

要に応じて補正とかも考えていかなきゃいけな

いなということで考えているところでございま

す。以上です。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

佐藤卓也委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） 分かりました。返納さ

れたら２万円分があるのですが、これはその年

じゃなくて、期限、何年かけて使ってもいいと

いうことですか。 

山科雅寛環境課長 委員長、山科雅寛。 

佐藤卓也委員長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 今現在の制度設計の中では、

期限というのを設けてございませんでした。そ

の辺、期限をつけたほうがいいのかどうかとい

うこと、ちょっと課題だということで捉えてお

りまして、今後どうした形がいいのか考えてい

く必要があると考えております。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

佐藤卓也委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） 分かりました。使った

分だけ、また請求が来た分だけ支払いをしてい

るということで、年間120万円ぐらいになって

いるということで、それにしても結構高く設定

されているということが分かりました。 

  免許返納に関しての大きな制度が、前に進む

ための一つの力になるのではないかと思います。
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これからもよろしくお願いします。 

  次が、新規就農事業補助金についてというこ

となのですが、これも令和３年度から認定新規

就農者の認定機関において、就農に必要な農地

の確保と、農業用機械等の導入の支援をすると

いうことですが、具体的な事業の内容と支援ま

での手順や、また周知をどのようにしていくの

か、教えていただけるとありがたいです。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 それでは、新規就農支援事業

補助金について御説明いたします。 

  これにつきましては、市単独の新規事業とい

うことでございます。その目的でございますけ

れども、農業従事者の高齢化、後継者不足が進

展しており、地域農業を支える担い手を育成、

確保するため、新規就農者の早期の経営安定化

から、農業経営の改善、発展まで一貫した取組

をしたいという考えのものでございます。 

  まず、先ほど委員おっしゃいましたように、

農業次世代人材投資交付金によりまして、これ

につきましては、県10分の10ということで、新

規就農者が、経営が安定するまで１人年額150

万円、５年間支払われますよという県の支援策

がございます。 

  その中で、私どもこの新規認定就農者の方々

の相談を受ける中で、何が一番必要なのだろう

か、何が一番困って、今後継続するには何が必

要なのだろうかという相談の中で、一番多かっ

たのが、やはり機械購入費、年額150万円もら

っても、やはり機械を買うとなると、そこまで

の資金はどうしても５年間では求めることがで

きないのだということがございました。 

  そこで、想定といたしまして、機械とハウス

が一番多かったのですけれども、200万円程度

のハウスの半分を補助しまして、５人の方500

万円程度という形で準備させていただいたとい

うことと、もう一つ、規模を拡大する農地を取

得したいという場合に、賃借料についても御相

談が多くありましたので、５反歩、50アール、

掛ける、３人ということで15万円ほど準備をさ

せていただいたところでございます。 

  ですから、市単独事業を使っていただいて、

さらなる発展をしていただきたいというのが本

当の目的でございまして、またこういう市単独

支援があるのだということを広く広報と農業だ

より等でお知らせしまして、新たに新規就農、

県も支援していただけますし、市も単独で支援

していきますよ、手厚い支援がありますよとい

うことで、新規就農者を目指していただきたい

と考えております。以上でございます。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

佐藤卓也委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） 分かりました。 

  農業を経営していく中で、一番ネックになっ

ていたところをいろいろ考えた末、市としての

新規農業支援事業をされたということが分かり

ました。今後ともぜひよろしくお願いいたしま

す。 

  それでは、最後なのですけれども、市内宿泊

消費喚起事業についてですけれども、この事業

は市内の旅館、ホテルに宿泊する宿泊者に対し

て、宿泊費用と市内の飲食店で消費する経費を

助成するということですけれども、この事業の

内容と、あと周知をどうやっていくのかという

ところを教えてもらいたいです。 

  また、新庄市に来てもらうためには、こうい

った事業があるということを、県内外の人にも

周知が必要と思われますけれども、どのように

されますか。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 ただいま山科委員から、

市内宿泊消費喚起事業のキャンペーンの件で御

質問いただきました。こちら、昨年度の７月補

正でも実施した事業でございますが、そちらと
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ちょっと違った点がございまして、今回県のキ

ャンペーン、それから国のGo To キャンペーン

ということであるわけですけれども、こちらの

県のキャンペーンが６月末まで延長されるとい

うことがほぼ確定となってございます。現在、

国のGo To キャンペーンにつきましても延長さ

れるだろうという見込みの下、進んでおります

けれども、市としましては、そちらと併用した

形で昨年度は使ってオーケーだったということ

もありますけれども、令和３年度につきまして

は、こちらの併用じゃなくて、ちょっと考えて

いきたいなということで思ってございます。 

  また、時期につきましては、旅館組合との協

議を進めながら、進めていきたいと思ってござ

いますけれども、早ければ７月以降の実施を目

指しております。 

  また、内容につきましては、宿泊費につきま

しては3,000円の助成をしたいということでご

ざいます。想定人数につきましては、1,000人

ということでございます。 

  また、飲食店の助成につきましては2,000円

の1,000人ということで事業費を積算している

ところでございますので、こちらの時期等が決

まりましたら、市のホームページ、また市報等

で周知することはもちろんですけれども、ＳＮ

Ｓ等でも拡散していきたいと考えてございます

ので、御理解のほどよろしくお願いします。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

佐藤卓也委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） コロナが少し収束しま

して、こういった喚起事業がよりよく使われて、

本当にたくさんの人が利用していただければと

思います。以上で終わります。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

佐藤卓也委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 最初に、ページ数と款

項目をお知らせしたいと思います。 

  47ページ、２款総務費４項選挙費。次に、70

ページ、６款農林水産業費１項農業費３目農業

振興費。91ページの８款土木費６項雪対策費２

目雪総合対策費。そして、113ページ、10款教

育費５項社会教育費13目山屋セミナーハウス費、

まずこれらについてお聞きします。 

  最初に、47ページの３目衆議院議員の総選挙

に絡んでなのですけれども、実は衆議院選挙ば

かりではなくて、この頃行われます各選挙にお

いて、期日前選挙が非常に進んでおります。そ

の結果、投票率も上がっているわけなのですけ

れども、それにはやはり告示前に各候補者とい

うか、後援会活動して資料を渡しているので、

ある程度出ようとしている候補者の意図が分か

るのですけれども、しかしながら公約である選

挙公報が、各有権者に届く前に期日前投票が行

われるわけなんですよね。それらについて、選

挙管理委員会としてはどのような考えを持って

おられるのか。投票率は上がるんですよね、で

もね。下手すると、期日前選挙でもう投票率が

確定する場合もあるわけですね。だから、選挙

公報が来る前に期日前投票が行われるというこ

とはどのように考えておるのか、所感をお伺い

したいと思います。 

小関 孝選挙管理委員会事務局長 委員長、小関 

孝。 

佐藤卓也委員長 選挙管理委員会事務局長小関 

孝君。 

小関 孝選挙管理委員会事務局長 では、私から

お答えさせていただきます。 

  まず、期日前投票でございますけれども、こ

のたびの県知事選挙でもって、投票総数１万

8,620人のうち、9,314人が期日前投票、率にし

て50.4％の方が期日前投票されました。それに

対して、議員御指摘の選挙公報、どのような形

になっているのかということでございますけれ

ども、まず選挙公報につきましては、新庄市の

選挙公報発行に関する条例で規定を設けており



- 220 - 

ます。 

  配布の手続なのですけれども、こちらは市議

会議員選挙と市長選挙、市が執行する選挙の場

合でございますけれども、告示日に行われる立

候補届の受付で候補者の皆様から原稿を受理い

たしまして、立候補受付の締切りが終わった５

時以降に選挙管理委員会を開催しまして、その

くじによって公報の掲載順序を決定します。そ

れが決定して、即座にその日のうちに印刷業者

に発注というか、原稿の印刷を指示しまして、

業者で印刷が終わり次第、シルバー人材センタ

ーに直送してもらっていると。シルバー人材セ

ンターから区長のお宅に配付しまして、各世帯

にお届け完了するということなのですけれども、

こちら各世帯に届くのは、告示後３日ぐらいは

時間を要するという現状にございます。 

  これが、国政選挙並びに県政選挙になります

と、その３日間という日程が、このたびの県知

事選挙ですと、連休も挟みましたということも

あって、木曜日の告示に対して、選挙公報が県

からシルバー人材センターに届けられたのが火

曜日でございました。そこから区長のお宅に配

付されましたので、６日間の日程、告示後６日

間の日程を要したということでございました。 

  これについての対応なのでございますけれど

も、選挙管理委員会としましても当然できるだ

け早く選挙公報をお届けしたいということで、

取組を幾つか行ってございます。まずは、デー

タが出来次第、ホームページに掲載しておりま

す。それから、選挙のお知らせ、全戸配布のチ

ラシと投票入場券にＱＲコードを印刷している

のですが、そこにスマホでタッチしてもらうと、

市のホームページに飛んで、そこから選挙公報

を閲覧できるようにしてございます。 

  それから、さらなる今後の取組としましては、

市選管が行う選挙に関しましては、印刷業者か

ら正規の校正が終わった段階で、幾つか、ごく

少数の部数になるかと思いますけれども、印刷

を完了していただきまして、そちらの部数を期

日前投票所の入り口に据え付けて、投票を行う

前に閲覧できるような、このような形で取り組

んでいきたいということで考えてございます。

以上です。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

佐藤卓也委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） やはり我々有権者から

選ばれる身なんですよね。個々の公約を見比べ

てしてもらうのが、本来ならば正式な投票の基

準となるわけですけれども、あまりにも期日前

投票が進んでいるものですから、その辺危惧し

て聞いたわけでございますので、極力、委員長

言ったとおり、選挙公報を極力早く有権者に届

けてもらって、そして公約を見比べて選んでほ

しいなという思いで質問したわけでございます。 

  次に、70ページの新庄市農業再生協議会の負

担金に絡んでなのですけれども、実は皆さん御

承知のとおり、新庄、最上地域のはえぬきが５

年前から比べると特Ａになりました。それだけ

新庄、最上のはえぬきというのはおいしい米だ

ということが再評価されたわけなんです。 

  そういうことで質問するのですけれども、再

生協議会の総会は開催されたと思うのですけれ

ども、その中で決定された地域の資料というの

がまだ農家に届いていないのです。どうしてか

なと私思うのですけれども、本来ならばその資

料を見て、通常ならばこの予算委員会で農家か

らこれしてください、これしてくださいと質問

するんですけれども、その資料がまだ届いてい

ない。ちょっとこれ、ゆゆしき問題じゃないか

と思うのですよね。もう半月すれば、来年度の

農作業が始まるわけですよ、もう。その点１点。 

  次に、国の令和２年度第３次補正予算に水田

リノベーション事業が新設されました。しかし、

この取組について、あまりにも評判がよ過ぎて、

10アール当たり４万円を支援するという事業な

のですけれども、本市のこれに対する申請の状
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況は一体どうなっているのか。また、国では予

算の範囲内で支援するということを発表してい

るわけなのですけれども、現在予算額の約２倍

に相当する利用要望が各都道府県から上がって

いると聞いております。この場合、定額である

10アール当たり４万円の支援策が滞った場合、

新庄市の支援策を考えているのか。その点につ

いてお聞きしたいと思います。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 それでは、お答えさせていた

だきます。 

  委員おっしゃるのは、農業経営計画書細目書

の配付について、大変遅れているということで

の御意見だと思います。大変申し訳なく思って

いるところでございます。ただ、なぜ遅れてい

たのかということの理由について、少しお話を

させていただきたいと考えております。 

  令和３年度の生産調整関係のスケジュールに

つきましては、国の第３次補正、先ほど委員お

っしゃいましたように、水田リノベーション事

業等に係る事務に対応するため、生産調整のス

ケジュールにつきましては、遅らせざるを得な

かったということでございます。 

  その中身につきましてでございますけれども、

例年農業協力員会議は２月末から３月上旬にか

けて行っています。今年は水田リノベーション

事業の要望の取りまとめ、県への提出期限と重

なったことから、農業協力員会議の開催をずら

し、その配付が遅れているという状況になって

いるところでございます。例年は３月６日に細

目書を配付し、３週間後を提出期限としており

ました。今年度は３月18日に農業協力員会議を

開催させていただきまして、２週間遅れとなり

ましたので、４月中旬の提出と計画していると

ころでございます。 

  この水田リノベーション事業につきましては、

12月末に３次補正が決定されまして、私ども県

から説明を受けましたのが１月15日でございま

す。それから農業だよりで１月27日に皆様方に

お知らせをさせていただきまして、総会につき

ましては、２月５日に開催させていただいてお

ります。その中の１議案といたしまして、新庄

市は水田リノベーション事業に取り組んでいく

ということで承認をいただいて、進めさせてい

ただいているところでございます。 

  それから、地域説明会、リノベーションの申

込書申請等々ございまして、３月18日に協力員

会議という大変タイトな日程で今まで進めさせ

ていただいているところでございます。 

  私ども生産調整を担当する者として、国が示

しました新たな転作支援をいち早く活用しなけ

ればならないと。２万円が４万円になるという

ことも事実でございますので、いち早く取り組

んでいかなければならないということで、農協

関係者の皆様と一緒に、農家の方々に御理解を

いただくようにお話をさせていただいたところ、

加工用米につきましては、例年作付面積に置き

換えさせていただきますと、272.9ヘクタール、

今年度、水田リノベーション事業におきまして、

加工用米に取り組んでいただけるという方の面

積が312.8ヘクタールということで、今現在で

40ヘクタール増という取組になっております。 

  また、大豆プロジェクトにつきましては、今

年度大豆自家消費も含めて40.6ヘクタールでご

ざいました。団地化を図っていただけますよと

いう各生産組合にお話をしたところ、49.6ヘク

タール、面積にして９ヘクタールほど多くなっ

ていると。スタート段階で49ヘクタール分御協

力をいただけることと、その分に考えまして、

２万円の助成金が４万円になると。また、３万

5,000円の大豆が４万5,000円になるんだと、今

調整させていただいているところでございます。 

  まだ３月末の国の最終決定まで、私ども何と

も言えるような状況ではございませんけれども、

総獲得数23ポイント中、新庄市は今22ポイント
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まで来ています。ですから、私どもは確信する

わけではございませんけれども、かなり高い確

率で承認を得ることができるのではないかと考

えているところでございます。 

  もし受けられなかった場合ということでござ

いますけれども、今現段階で受けられなかった

場合ということについては、まだ考えておると

ころではございません。その結果を見て、また

再度検討させていただきたいと思っております。

どうか御理解よろしくお願いいたします。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

佐藤卓也委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 国の発表でも10アール

当たり４万円というのは、かなり魅力ある金額

であるので、倍ぐらいあるというのですかね。

しかし、予算の範囲内でやりくりをしたいとい

う考えのようでありますので、その辺のところ

早く情報をキャッチして、市としてどういうふ

うにやったらいいかという思いというのを、

我々農家に不安を与えないような施策を反映し

てもらいたいなという思いであります。 

  あと、どうして再生協議会のそういう資料が

我々農家に来ないかということは、昨年私言い

ましたけれども、再生協議会の会長が山尾市長

なんですよね。ここ近年、再生協議会の会長の

思いというものが、あの資料に載っていないわ

けなんですよ。これ、去年も私言ったんですけ

れども、新庄市は何といっても農業が基本のま

ちであるといった以上は、再生協議会の会長の

令和３年度の農政に対する思いというものを、

私は載せるべきではないかなと思って質問して

いるのですけれども、今年のその資料に、去年

と変わりましたか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 新庄市農業再生協議会に関し

まして、市長の考え方ということでございます

けれども、私どもの考え方、全てが市長の考え

方でございますので、その分は皆さん御理解い

ただけたものと思っております。 

  また、平成30年より生産の目安、なかなか達

成することができませんでしたけれども、令和

２年におきまして、農家の方々の御理解をいた

だき、また農協関係者の御理解をいただきまし

て達成することができました。引き続き令和３

年度も達成を目指して頑張りたいと思っており

ますので、どうかよろしくお願いいたします。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

佐藤卓也委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） いや、私が聞きたいの

は、再生協議会の会長としての、令和３年度農

政に対する会長の挨拶というか、そういうのが

載っていますかと言うんですよ。前、載ってい

たですよね。この近年、載っていないですよ、

だから。事業内容だけやって。やはり会長の新

庄の農業に対する思いというものを１ページに

書いてもらって、してもらえれば、私は農家に

とっても大変力強く思うんじゃないかと思って、

昨年度から言っているのですけれども、再度聞

きます。令和３年度の再生協議会の資料に、会

長としての挨拶は載っているのですか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 大変申し訳ありません。次年

度より載せますので、というふうに考えており

ます。以上です。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

佐藤卓也委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） その言葉を信頼したい

と思います。 

  次に行きたいと思います。次は、91ページの

生活道路排雪事業費補助金なんですけれども、

実は生活道路の除排雪の後に、これから恐らく

始まる、堆積する雪の排雪なんですけれども、

ここに新庄市生活道路排雪事業費補助交付内容

とあるんだけれども、これつくってからもう10
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年近くなるわけですよね。そして、生活道路と

いうのは昔、民間で開発した市道に認定されな

いような道路とか、あとは集落に行けば、昔の

点在している住居の道路とか、本当に便利の悪

い道路が生活道路なんですけれども、そして今

その生活道路の周辺に住んでいる方々は、本当

にもう若いとき、うち建てたものですから、高

齢者になっているわけですよね。そうした場合、

大変ありがたいのですけれども、でもこの３万

円の限度額というものをもう少し上げてもらっ

て、高齢者のためにも少しは優しい、そういう

姿勢というものを見せてほしいなという思いで

質問するわけなんですけれども、今ユンボでも、

ダンプでも、あと人夫賃でも、10年前と比べる

とはるかに上がっていますよね。その辺ちょっ

と、半年間かけて内部で検討していただければ、

本当に高齢者の方々は安心すると思いますので、

よろしくお願いしたいなと思っています。今高

齢者でも、その頃は、若い頃にその地区に家を

建てて頑張ってきた方々ですので、その辺のこ

とを内部で検討していただければありがたいな

という思いで質問したわけですので、半年間か

けてよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、113ページの山屋セミナーハウスの管

理事業費についてお聞きします。ここに、人件

費として会計年度任用職員の人件費が載ってお

りますけれども、しかしあそこには再任用職員

の方もいますよね。その報酬はどこの款項目に

あるのか。それをまずお聞きしたいと思います。 

佐藤卓也委員長 暫時休憩します。 

 

     午後１時５７分 休憩 

     午後１時５８分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 111ページの職員給与費の中

に再任用職員の給与費が含まれているところで

す。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

佐藤卓也委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 再任用職員の方々も増

えてきているわけですので、一瞬これを見ると、

あれっと思うんだけれども、その方々の給料は

別の項目に入っているということですね。 

  そこでまたお聞きするんですけれども、ここ

に補償補塡及び賠償金９万円というお金が計上

されております。これは昨年度も同じ項目で計

上されているんですけれども、これは油漏れの

関係の予算計上なのか、その点お聞きしたいと

思います。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

佐藤卓也委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 山屋セミナーハウスの補

償補塡及び賠償金でございます。こちらにつき

ましては、灯油流出事件に関わって、灯油の影

響する箇所においての、そこの所有者の方に対

する補償金でございます。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

佐藤卓也委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） そうすると、この１年

間我々議会にも、油漏れに関しては何ら説明が

なかったのですけれども、まだ終息はしていな

いと理解していいんですか、これね。その辺は

っきりしておかないと、個人的な個々の賠償的

な、言ったんですけれども、やはりあそこは下

流の地区全体に対するあれだと私は思うのです

けれども、その辺あくまでも個人対応のこれは

予算計上ですか。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

佐藤卓也委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 こちらの補償費につきま

しては、油の灯油漏れによる流出箇所として、

一番影響の大きいところの貸し田の個人に対し

て、この補償費については支出しているところ
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です。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

佐藤卓也委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） では、再度お聞きしま

すけれども、この油漏れの終息宣言というのは、

まだ先が見えないということですよね。 

  あともう１点、あそこは指定管理から今直営

になって、２年目か３年目かな、指定管理から

直営の管理運営になった、恐らく内部で検証し

ていると思うのですけれども、指定管理から直

営管理に移った経過、今経過の検証をしておら

れたらお聞きしたいと思います。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

佐藤卓也委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 油の流出事故に関する終

息宣言でございますけれども、今現在、年４回

定期的になのですけれども、水質検査をその影

響する箇所と思われる場所で出てきている分、

水質検査をしております。沢の水の水質検査を

しておりまして、今の段階では油臭とか、油分

の流入状況とか、全くない状況ではありますけ

れども、もうしばらくお時間を頂戴して、その

状況を把握させていただきたいと思っていると

ころでございます。当初、流出事故があったと

きに、専門家のお話を聞くと、二、三年は状況

を見ていたほうがいいというお話もございます

ので、もうしばらく、終息宣言につきましては、

お時間を頂戴したいと思っているところでござ

います。 

  また、指定管理の部分での、指定管理から直

営に変わった部分に対しての、今現在どのよう

な考えがあるかという部分でございますけれど

も、指定管理者としての本来あるべき形、市と

して思っているところ、指定管理者のよさとい

う部分もございますので、行政にはない民間の

力という部分もありますけれども、今の段階で

はもうしばらく、そこの部分も併せて、施設の

管理をさせていただいた上で、検証を図ってい

きたいと思っておりますので、お時間をくださ

い。よろしくお願いします。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

佐藤卓也委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 本来であれば、この油

漏れに関しては、地元の押切委員もいますし、

そういう連絡というものを常に取り合って、地

域住民が安心・安全に暮らせる、そういう方法

を取ってほしいなという思いで質問させていた

だきました。 

  最後なのですけれども、主要事業の19ページ

の概要にあります陸上競技場の改修事業なので

すけれども、この目的は分かりました。私がお

聞きしたいのは、陸上競技場全体の、例えばス

タンドですね。ああいう全体を踏まえた改修事

業というのは、原課でそういう計画があるのか、

それをお聞きしたいと思います。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

佐藤卓也委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 陸上競技場のスタンド部

分でございますけれども、ここにつきましては、

平成28年に陸上競技場のトラックの部分につい

ては、ｔｏｔｏの助成事業を活用して改修させ

ていただいたところでございますけれども、ス

タンドにつきましては、開設当時からあった中

で、耐震の部分においては、耐震改修診断した

ところ、地震による倒壊の危険性はないとなっ

ておりまして、今はまだ手つかずの状態ではあ

りますけれども、ただ雨漏りがひどくて、そこ

の部分について、雨漏りの防水シートを全面的

に張るとなりますと、約3,000万円近い金額が

かかると。ただ、ほかのコンクリート部分の劣

化も進んでいる中で、仮に解体工事をするにし

ても二千数百万円、新たなスタンドを建てると

なると、また数千万円という状況もございまし

て、今の段階では中期財政計画などには挙げて

おりませんけれども、もうしばらく状況を見な

がら、こちらについては計画的に対応していき
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たいと思っております。 

佐藤卓也委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後２時０５分 休憩 

     午後２時１５分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかに質疑ありませんか。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 私からは６点ほど質問

させていただきます。 

  まず、34ページの２款総務費１項総務管理費

１目一般管理費の職員研修事業費についてです。 

  ２点目は37ページ、２款総務費１項総務管理

費７目企画費、企画調整事業費の報償費につい

てです。 

  ３点目は38ページ、２款総務費１項総務管理

費、結婚新生活支援事業補助金、若者世帯住宅

取得助成金についてです。 

  次が39ページの２款総務費１項総務管理費の

歴史的風致を活かしたまちづくり事業費につい

てです。 

  最後になりますが、67ページ、４款衛生費２

項清掃費のごみ減量化対策事業費についてです。 

  一番最初の34ページの一般管理費の職員研修

費についてですけれども、研修は大切なことだ

と思っているので、新たなメニューなどがあれ

ば、ぜひともお聞かせください。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 こちらの研修に挙げておりま

すのは、外部研修が主なのですけれども、一番

大きなものは、市町村アカデミー研修なのです

が、こちらは例年メニューが決まっておりまし

て、大体税務研修であったり、統計研修であっ

たりという、例年同じようなメニューがあるの

ですけれども、今年度も人が代われば研修が必

要ですので、そちらに派遣したいと考えており

ます。 

  その中で、今回大きな費用となっているのが、

社会教育主事講習というのを今年度、できれば

１名派遣したいと考えております。大体50万円

弱ぐらいかかるのですけれども、ここしばらく

社会教育主事については講習に行っていなかっ

たので、新たに今後のことを考えて、行ってい

ただきたいなと思います。 

  また、内部研修的なもので４つの研修を考え

ているのですけれども、今年度新しくやりたい

研修は、レジリエンス研修、これは困難な状況

に立ち向かう強さ、柔軟に受け止める考え方、

自分のメンタルをいかに立て直すかという研修

になります。また、ハラスメント研修、来年度、

新庄市ハラスメント防止指針を策定したいと考

えているのですけれども、それに伴って職員の

全員研修を考えているところです。新しいとこ

ろについては、以上のような内容になります。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） ハラスメントも大切で

すし、メンタルの強化も必要だと思います。ぜ

ひとも人が代われば、もちろんそうだと思いま

すし、人生、仕事は日々いろいろなところでメ

ンタルを鍛えなければいけないと思いますので、

ぜひとも頑張ってほしいと思います。 

  次に参ります。37ページの２款総務費１項総

務管理費７目企画費について、企画調整事業費

についてですけれども、新たな取組があれば教

えてもらいたいのですけれども、大学や専門学

校など他県に行かれる学生宛てにふるさとの産

物を送るプロジェクトについての反応について

もお知らせください。 

  このような、ほかにも何か考えているような

ことがあれば、併せてお知らせいただきたいで

す。 
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渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 ただいま37ページの企画

調整事業費の、先ほどの報償費ということで御

質問いただきました。今、庄司里香委員からあ

りましたように、こちらは高校卒業後に進学し

た学生に対するということで、来年度につきま

しては、議会でも提案がありましたけれども、

特産品を支援していきたいと。特に昨年ですと、

まず新しい生活様式とか、リモートとか、そう

いうことがなかったと思うのですけれども、今

年度につきましては、特産品を送るような形で

支援して、併せて新庄市の情報も出したいなと

思っております。 

  この事業につきましては、たしか今年、就職

面談がなかなか現地でできないということで、

市のほうで最上地域のリモートの面談する際に、

こちらから情報提供した学生が２名ほど、リモ

ートの面談に応募したということもありますの

で、早速効果が現れたかなと思っております。 

  それで、昨年なのですけれども、10月に総合

支庁長との意見交換会等がありまして、新庄市

で最上地域の移住・定住の推進について、ぜひ

県でもサポートしていただけるような、そんな

ものをお願いしたいと言ったところ、総合支庁

のほうで令和３年度から県外進学者に対するふ

るさと情報の提供事業をするということで、こ

ちらはＬＩＮＥを使ってアカウント登録をして

いただくという形でしたので、ぜひ私どもでも

今年卒業した人にそれをするのですけれども、

既に昨年度から卒業した６年分の方々がいらっ

しゃるのですけれども、ぜひこういった利用を

して、お互いに最上地域の学生の定住に向かっ

て連携できることをやりたいという形で申入れ

をしておりまして、県の県外進学者に対するふ

るさと情報提供、これとのコラボもやっていき

たいと現在考えております。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） すばらしい内容だと思

っております。ふるさとに戻ってきたいと思う

方たちに情報を与えていただけたら、帰ってく

る方も、より帰ってきやすくなるのではないか

と思っておりますので、ぜひともさらなる押し

をお願いいたします。ありがとうございます。 

  次に参ります。38ページ、２款総務費１項総

務管理費、結婚新生活支援事業補助金、また若

者世帯住宅取得助成金についてです。問合せの

数などがどのぐらいあるのかお聞かせください。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 結婚新生活支援事業につ

きましては、本議会で予算可決後にＰＲ事業を

始めますので、ちょっとこれはまだ置かせてい

ただきまして、若者世帯住宅取得につきまして

は、申請件数が45件を超えていたと思いました。

すみません、正式に３月の分を把握していなく

て申し訳ないのですけれども、そのような形で

利用がされているということでございます。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 合コンなどの出会いの

ところから始まりまして、結婚に至って、家を

求めて、子供ができてという夢が広がりますよ

ね。本当にこういう種をまいて、芽が出ていく

ということに対して、やはり大切な事業だと思

っておりますので、ぜひとも実を結ぶように頑

張っていただきたいと思っております。 

  次に参ります。39ページの２款総務費１項総

務管理費の歴史的風致を活かしたまちづくり事

業費についてです。戸沢家入城400年記念事業

ということで、新しい試みだと思うのです。そ

れで、ぜひとも内容についてお聞かせください。

よろしくお願いします。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 
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渡辺安志総合政策課長 こちらも主要事業に、概

要としては載せてあるのですけれども、今後新

年度に実行委員会を立ち上げさせていただいて、

特にこちらにもあるように、学識経験者やまち

づくり関係団体とか、新庄まつりの関係者とか、

観光や商工、農業、そんな様々な方々を入れて、

いろいろな御意見をいただきたいなと思ってお

ります。 

  特に今現在、私が思う部分で申し上げますと、

新庄市の歴史的風致維持向上という形では、新

庄城下に残る町並みとか、例えば当然新庄まつ

りに見られる歴史的な資産とか、戸沢家ゆかり

の歴史的な資産、風致、あと山岳信仰とか、例

えば鉄道などの近代遺産とか、エコロジーガー

デンの昭和初期の遺産とか、そういったものが

たくさんあるかなと思います。そういったもの

を、新年度になってからたくさん御意見いただ

こうと思っているのですけれども、そういった

ものが新庄市として歴史的な風致として残って

いる資産ではないかなと思いますので、その辺

を様々な方から御意見いただきながら、計画策

定を進めていきたいなと思っておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 歴史的価値のあるもの

がたくさんありますので、ぜひともそういうも

のをリンクさせて、よりよいものをつくって、

皆さんに周知していただきたいと思っておりま

す。周知が大切だと思いますので、ぜひともそ

の点よろしくお願いいたします。 

  56ページの３款民生費２項児童福祉費、わら

すこ広場管理運営事業費と子ども・子育て支援

新制度事業費についてお尋ねいたします。 

  わらすこ広場については、遊具が新しくなっ

たということを市報で見させていただきました。

入場者数の変化はどうでしょうか。周知はどの

ようにされているのでしょうか。よろしくお願

いいたします。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

佐藤卓也委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 わらす

こ広場の遊具につきましては、令和２年度の当

初予算に計上させていただき、60万円ほどのブ

ロックを購入したところです。通常のブロック

よりもかなり大型で、小さいお子さん、体全体

を使って運び、それを組み合わせて遊ぶという

ものです。組み合わせ方によっては、レールを

作ってボールを転がしてみたり、あとは三角形

や四角形、いろいろありますので、様々な建物

のようなものを作ったりといったようなことが

できるものです。 

  コロナウイルスの影響で、設置の時期を模索

しておりまして遅くなりましたが、１月年明け

に設置いたしました。本来50ピースを超えるブ

ロックの数なのですけれども、半数の数にして、

できるだけ楽しんで遊べるようなものを選びつ

つ、また消毒作業を行っているところです。そ

ういったところで、現場の先生の声では、楽し

くみんな遊んでもらっているという声は聞いて

いるところです。 

  入館者数につきましては、１月に設置したば

かりですので、そう大きな差はないような状況

です。今具体的に数値を持っていないのですけ

れども、４月当初からわらすこを閉めたりして

いましたので、昨年度と比べますと大分入館者

数は減っている状況ではありますけれども、こ

の数か月、１か月100人ちょっとという状況で

推移しているところです。以上です。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） コロナ禍でなかなか大

変だと思います。消毒作業も大変ですよね。春

休みに入って、また子供たちがたくさん来てく
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ださるようになると思いますので、ぜひともコ

ロナ対策をよろしくお願いいたします。 

  子ども・子育て支援新制度事業費についてで

す。子育てしやすい新庄市ということで、多岐

にわたる支援策の中での放課後児童クラブや保

育園等々の改築の政策を打っていると思ってお

ります。保育や学校の下校後の過ごし方が、働

くママたちに必要とされています。ニーズに合

うようなものにすべく調査されていると思いま

すが、新制度なのでよりよくするように、アン

ケート調査をどのようにされているのか、お聞

かせください。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

佐藤卓也委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 アンケ

ート調査につきましては、子ども・子育て支援

事業というものを、計画書を５年に１回つくっ

ているところです。その計画をつくる前年の年

に、小学生の児童を持つ家庭、それから未就学

児童を持つ家庭、それぞれに無作為抽出でアン

ケート調査をしているものが一番大きな調査で

ございます。直近では平成30年度に行ったアン

ケート調査になります。 

  その際、やはり今特に放課後児童クラブにつ

いておっしゃられておりましたけれども、高学

年も使えるようにしていただきたいといったよ

うな要望が、そこが多いという印象でございま

す。以上です。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） ぜひともニーズに合わ

せて、時代に近づいた政策をぜひとも取ってい

ただきたいと思っております。 

  最後になります。67ページ、４款衛生費２項

清掃費、ごみ減量化対策事業費についてです。

昨日のニュースでも、コンビニでのスプーンや

フォークなどを無料で支給していますけれども、

これを有料化という流れが報道されております。

本市のごみ減量化の取組について、ぜひともお

聞かせください。 

山科雅寛環境課長 委員長、山科雅寛。 

佐藤卓也委員長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 ごみ減量化への取組、本市に

おける取組についてという御質問をいただきま

した。 

  御存じのとおり、これまでもごみの減量化と

いうことで、広域の分担金であるとか、そうい

った負担の軽減のため、また地球環境のために

ごみの減量化というのは力を入れて進めてきた

ということで考えております。 

  その中で、今年度につきましては、コロナの

影響もあるのかと思いますが、報道では一部在

宅期間が長くなっているということで、ごみが

増えているという報道がよくされておりますが、

新庄市の場合におきましては、ほとんどの項目

において減量になっている状況がございます。 

  そういったことも踏まえまして、リサイクル

にこにこ運動につきましても、各町内会におけ

る廃品回収でございますが、こちらにつきまし

ても団体数としては令和１年度から比べまして、

令和１年度が139団体で、令和２年度は145団体

から参加いただいております。ただ、延べ回数

につきましては、令和１年度477回、令和２年

度は398回ということで、回数については減っ

ているという現状がございます。そういった廃

品回収というのは、地域におけるごみ減量化の

意識づけとしては大変大事な機会であると思い

ますので、そちらの取組が何とか進むように周

知を図りながら、やりやすい方法につきまして

検討してまいりたいと考えております。 

  金属類の回収につきましても、なかなか金属

類はトン数としては大変大きなものとなります

ので、そちらの回収も強化できないかというこ

とで検討しているところでございます。 
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  また、分別とそういった形でもホームページ

での周知、あとは衛生組合での周知、また環境

教育においてそういった項目につきまして強化

を図りたいということで考えております。 

  あと、小型家電のリサイクルにつきましても、

大分浸透してはきておりますが、今度最上広域

のほうにおきましても、同じ取組として一緒に

やっていきたいというお話もいただいていると

ころでありますので、そういったところも最上

管内全体で推進していければなということで考

えております。 

  また、定住自立圏形成ごみ減量化対策推進協

議会におきましても、これまで８市町村と最上

広域が合わさって、ごみ減量化について検討し

てまいりましたが、食品トレーのリサイクルの

啓発用看板が古くなっているということで、そ

ういったことの交換でありますとか、あとプラ

スチックごみの減量化を図るためにどういった

取組ができるかというのをさらに強化して検討

してまいりたいということで考えているところ

でございます。以上です。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 世界的にごみの減量化

は本当に直近の課題になっております。新庄市

でもぜひとも減量するために、子供たちにも、

お年寄りの人たちにも協力していただいて、リ

サイクルを徹底していただきたいと思っており

ます。 

  今日よりも明日が少しでもよくなるというふ

うに、環境は１日では変えられないので、地道

な努力が必要だと思います。ぜひとも皆さんの

お力で、私たちもみんなで頑張っていこうと思

っておりますので、よろしくお願いします。以

上です。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

佐藤卓也委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） それでは、私のほうか

らは79ページ、７款商工費１項商工費３目観光

費、そちらの新庄まつり実行委員会負担金につ

いて。もう一つが、82ページ、７款商工費１項

商工費５目新型コロナウイルス対策費、こちら

の２つを質問させていただきたいと思います。 

  順番逆になるのですけれども、まずは82ペー

ジの７款商工費１項商工費５目新型コロナウイ

ルス対策費のほうから質問させていただきます。 

  今現在、まだまだコロナウイルス感染症の影

響があり、飲食店等、それに関連する企業等も

大変な状態になっております。また、東京で売

られている物を造っている製造会社等も、今に

なってだんだん大変なこと、受注が少なくなっ

たとかということも、また聞こえてきておりま

す。 

  そんな中で、今やまがたGo To Eat キャンペ

ーン登録事業者応援給付金、また地域経済活性

化事業として商品券発行事業ということで、こ

の２点今出てきているのですけれども、これだ

けではないと思うのですけれども、今後新たな

事業が出てくるかと思うのですけれども、こち

らは３月末に調査が終わるところで、補正とし

て出てくるという考えで、まずよろしいのでし

ょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 ただいま佐藤文一委員か

ら御質問を２点いただきました。 

  まず、新型コロナウイルス感染症に関わる経

済対策につきましては、令和３年度におきまし

ては、こちらの２点を現在のところ予定してご

ざいます。 

  また、現在12月補正で実施しております調査

業務につきましては、３月末までの委託期間で

調査結果を提出いただきまして、その検証を踏

まえながら、今後の事業展開に役立てていきた

いと考えておりますので、その後の対策等につ
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いてもまた検討させていただきたいと考えてご

ざいます。よろしくお願いします。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

佐藤卓也委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） ありがとうございます。

ただいまの御答弁によると、これからというこ

となのですけれども、最終的というわけではな

いのですけれども、大体新型コロナウイルス対

策費として、今後令和３年度、どのぐらいの額

を全額で見込んでいるものなのか、もし分かれ

ばお答えいただければと思います。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

佐藤卓也委員長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 令和３年度事業で１億8,000万円

を置いて、商品券ということでやっているわけ

です。商工会議所に委託していることが、３月

に様々な観点が出てくるかと思いますので、そ

の辺から推測しながら、またさらなる経済対策

については、議員の皆さんに相談しなければい

けないと思っているところであります。 

  年度末ということで、私の耳にも相当事業あ

るいは経営者が疲弊しているという情報も入っ

てきておりますので、それらの形をどう生かし

ていくかということは、また今回の予算委員会

以外でも年度当初において、規模については確

定しておりませんけれども、議員の皆さんに相

談させていただきたいと思っております。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

佐藤卓也委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） ありがとうございます。 

  今後、市民の皆さんもそうですけれども、経

営している方々、お店の大変な状況もあります

ので、ぜひ早急にそのようなものも対策してい

ただき、今後よろしくお願いしたいと思います。 

  続きまして、79ページ、商工費１項商工費３

目観光費、新庄まつり実行委員会負担金につい

て質問させていただきます。 

  先日、山形新聞の地域欄に、予算と一緒に新

庄まつりに対しての予算が載ったと思います。

たしか50万円、プラス、50万円で100万円の町

内にというような報道が載っていたのですけれ

ども、このまずは事実関係を教えていただけれ

ばと思います。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 まつり実行委員会の負担

金の件で御質問いただきました。 

  例年2,800万円の負担金をまつり実行委員会

に支出しておるわけですけれども、コロナ禍と

いうことで、通常、山車若連がはなもらいをし

て、また自分たちの町内でも寄附を募ったり、

いろいろな形で山車製作を行っているわけです

が、それが令和３年度については難しいだろう

と。また、各市民の方も来られて迷惑するんじ

ゃないかという声もありまして、そうした山車

製作に関する負担が、かなりしわ寄せが来るだ

ろうということで、何とか山車の製作、若連に

対する増額要請が市のほうにあったわけでござ

います。そちらにつきましては、かなりの高額

でありましたので、そこまでは負担できないだ

ろうということで、何とかプラス50万円で、単

年度限りでお願いできないかという形で、連盟

とも、またまつり実行委員会ともお話をしまし

て、この金額に落ち着いたということで、例年

山車若連につきましては、１台50万円、１町内

50万円ということで支出しておりますけれども、

それにまた50万円プラスして100万円を山車に、

各町内に支出するということで、実行委員会で

まずは話をされたということでございますので、

御理解のほどお願いしたいと思います。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

佐藤卓也委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） 答弁ありがとうござい

ます。とすると、これからまつり実行委員会が

開かれると思うのですけれども、そこを待たず

にして、各町内に50万円ずつ渡されるという判
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断になるのでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 大変申し訳ございません。

そちらにつきましては、新年度予算が可決した

段階で、まつり実行委員会から負担金の請求を

いただきまして、市からまつり実行委員会へ負

担金を支出すると。そこから各町内会へ支出さ

れるということでございますので、今すぐとい

うことではございませんので、御理解いただけ

ればと思います。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

佐藤卓也委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） 今すぐとは思っていな

いのですけれども、例えばなのですけれども、

まつり実行委員会に、これから予算が可決され

れば、それが行動に移されると思うのですけれ

ども、その際に実際主要事業としては、安全で

円滑な運営、コロナ対策を行いながらというこ

とで、主要事業の内容としては書いてあるので

すけれども、例えばまつり実行委員会でコロナ

の予防として、例えば何かしらの対策をする場

合に200万円かかる、300万円かかるとか、例え

ばですけれども、そのようなものが出た場合に、

その残金を製作費というか、各若連にというよ

うな可能性もあるという捉え方になるわけでし

ょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 こちらの各町内への補助

金につきましては、まつり実行委員会から各山

車の若連に支出されるわけですけれども、こち

ら山車の製作のみならず、そちらのコロナ対策

も含めた形での製作に要する経費ということに

なりますので、全体的な通常人形とかの経費も

含まれますが、新たにコロナ対策も必要だとい

うことも、掛かり増し費用があるということと、

また町内で負担する部分がかなり多くなってく

るということも想定されるということから、今

回増額の予算を計上して、実行委員会に負担金

を渡すわけでありますので、そちらもろもろの

経費が含まれるということで想定してございま

す。以上でございます。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

佐藤卓也委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） 私、12月の一般質問で

も質問させていただいたのですけれども、今現

状、実行委員会からの話ですけれども、50万円

頂いているものというのは、子供たちの運行経

費というか、お小遣い、弁当、食べ物等で、大

体とんとんになるような金額なのです。はなも

らいというのが、町内にもよりますけれども、

60万円から100万円ぐらい上げる町内もあると

いう形で、実際のところ50万円頂いて、その分

を製作費にどんと充てられるかというと、かな

りきつい町内もあるかと思います。その場合に、

今言われている増額された1,000万円、こちら

からまたコロナ対策費として引かれるとなった

場合、山車が造れないという町内も出てくる可

能性があると考えられるのですけれども、その

部分を考えると、この金額、適当かと思われる

でしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 適当かどうかという判断

は、なかなか難しいところだと思いますけれど

も、こちらにつきましては、山車連盟と、また

まつり実行委員会とお話をさせていただいた上

で決定していただいた金額でございますので、

そちらのほうは妥当な金額だと理解していると

ころでございます。よろしくお願いします。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

佐藤卓也委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） 別に意地悪で言ってい

るわけではないのですけれども、大変ありがた

くは思っております。同額頂いてということは、
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おまつり関係者には心強いことになっているの

も事実です。 

  そのほかになのですけれども、今ここには直

接関係ないかもしれないのですが、企業からの

寄附を集めて、そちらのほうも負担するという

お話も聞こえてくるような状態もありますが、

例えばそこに関しては質問しても答えられない

状況だと思いますので、それがもし集まらなか

った場合なのですけれども、いろいろなものが

想定されると思うのです、このコロナが落ち着

く前までは。その場合なのですけれども、この

金額だとちょっと心もとないということもあっ

て、今回1,950万円が３月補正で減額されたわ

けなのですけれども、こちらの分を先ほど聞い

たまつり振興基金、約2,300万円あったと。今

1,000万円崩しましたけれども、それをまず立

て替えて、決算が終わった時点でこちらの

1,950万円を基金に戻すみたいな、的な考えと

いうことは、話にならなかったのでしょうか。 

佐藤卓也委員長 暫時休憩します。 

 

     午後２時５２分 休憩 

     午後２時５３分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 ただいまの御質問でござ

いますが、そちらにつきましては、全体的な市

の財源もございますので、そちらと勘案しなが

ら検討していくべきものだと思います。原課だ

けでそれを全部下さいということは、決して言

えませんので、全体の財源を見ながら調整して

いくべきものだと考えてございますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

佐藤卓也委員長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 新庄まつりに対する期待が大きい

のは重々承知しているわけであります。 

  昨日、実行委員会の会長がお見えになりまし

て、他の状況、山形での絆まつり、コロナ対策

で数億円かかると。それは何かといったら、警

備であるということがあって、まつりを断念し

たという話がありました。新庄まつりは何とか

やりたいということで協力要請もいただいたと

ころであります。予算上は1,000万円という形

で、今回の予算はしておりますけれども、これ

から実際に新年度になって動き出しますと、保

健所との関わりが出てきます。そこで指摘され

たことが出てきた場合は、想定外の予算という

ことになるのかなと思っております。そのとき

は臨時の補正なりを考えなくてはいけないだろ

うと思っております。 

  また、露店のことについても、どのような形

が、これまでkitokitoマルシェ、あるいは味覚

まつり、そばまつり、そして前回の雪まつりで

行ってきた対応であれば、ある場所をお借りし

て、駐車場等をお借りして、そこで検温しなが

らやるという方向も考えられるというようなお

話をいただいたところであります。それはこれ

までの設置の場所と違いますので、それにかか

る別途の費用が出る可能性もございます。そう

いう新たな保健所からの指定などがあれば、そ

れは協力しなければいけないと。安心・安全と

いう観点では、しなければならない。 

  もしまつりをしなかったときの経済効果と、

まつりをやったときの経済効果というのははる

かに違うと思っておりますので、その辺はまた

詳細については、保健所と、また実行委員会か

らこのような形での必要経費が出たということ

は、別途に判断させていただきたいと思ってお

ります。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

佐藤卓也委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） 市長自ら答弁ありがと

うございます。 
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  今、話にもありましたように、状況も見て補

正も考えられるということですので、まずその

状況を見ながら、成功に迎えるよう、市民全員

で頑張っていければという事業ですので、何と

ぞよろしくお願いいたしまして、質問を終わら

せていただきます。以上です。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

  暫時休憩します。 

 

     午後２時５５分 休憩 

     午後２時５６分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

散      会 

 

 

佐藤卓也委員長 質疑はありませんので、それで

は、以上をもちまして本日の審査を終了いたし

ます。 

  次の予算特別委員会は、３月11日木曜日午前

10時より再開いたしますので、御参集願います。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  皆様、お疲れさまでした。 

 

     午後２時５７分 散会 

 

 

 



- 235 - 

予算特別委員会記録（第３号） 

 

 

令和３年３月１１日 木曜日 午前１０時００分開議 

委員長 佐 藤 卓 也     副委員長 山 科 春 美 

 

 出 席 委 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ３番   叶  内  恵  子  委員 

  ４番   八  鍬  長  一  委員     ５番   今  田  浩  徳  委員 

  ６番   押  切  明  弘  委員     ７番   山  科  春  美  委員 

  ８番   庄  司  里  香  委員     ９番   佐  藤  文  一  委員 

 １０番   山  科  正  仁  委員    １１番   新  田  道  尋  委員 

 １２番   奥  山  省  三  委員    １３番   下  山  准  一  委員 

 １４番   石  川  正  志  委員    １５番   小  嶋  冨  弥  委員 

 １６番   佐  藤  卓  也  委員    １７番   髙  橋  富 美 子  委員 

 １８番   小  野  周  一  委員 

 

 欠 席 委 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

総 務 課 長 関   宏 之  総 合 政 策 課 長 渡 辺 安 志 

財 政 課 長 平 向 真 也  税 務 課 長 森   正 一 

市 民 課 長 荒 田 明 子  環 境 課 長 山 科 雅 寛 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 田 宮 真 人  農 林 課 長 三 浦 重 実 

商 工 観 光 課 長 柏 倉 敏 彦  都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二 

上 下 水 道 課 長 荒 澤 精 也  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 亀 井 博 人 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長     
兼教育総務課長 武 田 信 也 

学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一  社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀 

監 査 委 員 大 場 隆 司  監査委員事務局  
主 幹 金 谷 佳 代 



- 236 - 

選挙管理委員会  
委 員 長 武 田 清 治  選挙管理委員会  

事 務 局 長 小 関   孝 

農業委員会会長 浅 沼 玲 子  農 業 委 員 会   
事 務 局 長 津 藤 隆 浩 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 庭 崎 佳 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議案第８号令和３年度新庄市一般会計予算 
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開      議 

 

 

佐藤卓也委員長 改めまして、おはようございま

す。 

  ただいまの出席委員は17名です。 

  これより、３月10日に引き続き予算特別委員

会を開きます。 

  審査に入る前に、３月10日にも申し上げまし

たが、再度確認のため、審査及び本委員会の進

行に関しての主な留意点を申し上げます。 

  会議はおおむね１時間ごとに10分間の休憩を

取りながら進めてまいります。 

  質疑は、答弁を含め１人30分以内といたしま

す。質問の際は、必ず予算書のページ数、款項

目、事業名などを具体的に示してから質問され

るようお願いいたします。 

  また、会議規則第116条第１項に、「発言はす

べて、簡明にするものとして、議題外にわたり

又はその範囲を超えてはならない」と規定して

おりますので、これを遵守願います。 

  以上、ただいま申し上げました点について特

段の御理解と御協力をお願いいたしまして、こ

れより審議に入ります。 

 

 

議案第８号令和３年度新庄市一般

会計予算 

 

 

佐藤卓也委員長 初日の審査に引き続き、議案第

８号令和３年度新庄市一般会計予算を議題とい

たします。 

  それでは、一般会計の歳出について質疑あり

ませんか。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） おはようございます。 

  それでは、私から２点質問いたします。 

  予算書82ページ、７款１項５目、新型コロナ

ウイルス対策事業費のうち、地域経済活性化商

品券発行事業委託料、それから87ページ、８款

４項１目、道の駅の委託料に関して質問いたし

ます。 

  初めに、コロナ対策というところで１億

8,000万円を超える商品券の発行事業を考えて

おられるようです。この件に関しては、３月定

例会、令和２年度補正で委託料並びにこの事業

の担保となるべく債務負担行為を議決したとこ

ろでありますが、内容を確認する前に、既に初

日で債務負担行為、それから民間への委託料、

議決されているわけですけれども、もう既に契

約されていると思いますが、その説明をまずお

願いいたします。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 おはようございます。 

  初めに、ただいま石川委員から、地域経済活

性化商品券発行事業についての御質問をいただ

きました。こちらにつきましては、委員おっし

ゃるとおり、３月３日の議会初日に補正予算に

て議決いただきまして、早急な措置が必要だと

いうことで、契約を実施してございます。 

  契約相手先につきましては、新庄商工会議所

に委託しているところでございまして、早期の

発動ということで考えているところでございま

して、なるべく早くの市民の方に送致するため

に、初日の議決をいただいたということでござ

いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 契約は済んだというと

ころでよろしいですね。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 
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柏倉敏彦商工観光課長 そうです。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 債務負担行為を、私は

まだまだ事業の内容まで検証していないので、

今回はその部分を割愛すべきだという旨の修正

動議を出しましたけれども、残念ながら賛同い

ただける議員が少なかったということで、債務

負担行為は議会は可決したという運びです。 

  ちょっとこれで、既に債務負担行為と、あと

は相手との委託契約もお済みになっているとい

うところで、この際、事業の中身まで踏み込ん

だとしても、恐らく契約されているので、修正

は利かないかというふうには前置きしておきま

すけれども、確かに今、中身を拝見いたします

と、今回の主要事業の13ページにも詳しく事業

の中身は書かれておりますが、コロナでも困っ

ている方と困っていない方がいらっしゃると。

でも、一律このたびは商品券という形で全市民

に対してお配りするという中身ですが、この事

業効果というものはどのように考えていらっし

ゃるのか、まずお伺いします。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 初めに、困っている方と

困っていない方の線引きというようなこともご

ざいました。確かに、この時期におきましては、

卒園、それから卒業、入学、進学、就職といっ

た様々な人生の節目の時期でもございます。た

だ、そちらの人だけに商品券を配りまして、発

動するということよりも、市民皆さんのお力添

えをもって消費を喚起して、市内の店舗にお金

を落としていただくというような事業効果のほ

うが高いというふうなことから、市民皆さんに

というようなことで考えたところでございます

ので、御理解のほどよろしくお願いしたいと思

います。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） ここで、今、課長答弁

でいきますと、一時的な消費喚起を促すんだと。

ここは私も賛同し得る部分でありますが、例え

ば１人5,000円の商品券、３人世帯であれば１

万5,000円の商品券、皆、手元に配るわけです。

使い道ですね、この使い先。短絡的に考えるわ

けにはいかないんですが、郊外型の大型スーパ

ーマーケットというものは誰しも一番行きやす

い場所で、新庄市独自の財源で１億9,000万円

近く、委託料を含めるとなるわけですね、それ

だけ大きな事業。 

  特に、市内の既存の商店街のお店であるとか、

当然飲食も含めた形になると思いますが、使い

先、そこをできるだけ市内に、新庄市に由来す

るお店で活用するというような方向は検討され

ているのかどうか、お知らせください。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 取扱い店舗につきまして

は、市内に事業所を置く、もともと市内の事業

者もそうですけれども、市内に事業所を置く店

舗ということにしておりますので、幅広くして

いるものでございます。 

  また、これまで行っているプレミアム商品券

と大きく違う点は、先ほど委員もおっしゃった

とおり、スーパーマーケットに使われるだろう

と。それは想定しているところでございますが、

1,000円券ではなくて、500円券でも10枚を渡す

というようなことで、そういった小口の商品に

も使い勝手のいいようにというようなことで今

回考えたところでございますので。 

  この新年度の時期というものの商品券につき

ましては、そういう、先ほども申し上げました、

人生の門出の節目でもございますので、市内の

小売店にも波及がしているという実績もござい

ますので、その辺を御理解いただければという

ように思います。 
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１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 市内の事業者に置くと。

やっぱりそうすると、全ての大型スーパーマー

ケット等は排除できない。本当に大枚、大きな

お金なんですね、１億9,000万円、市単独です

よ、これは。後で財源は、今、新庄市独自の財

源でやったとして、これまでコロナ対策という

ところで、第８弾ですか、くらいまで事業は行

ってきました。それが全て経済対策ではないに

しろ、先日、一般質問の小嶋議員のコロナ対策

費、大体で伺ったところ、これまで国や県、合

算で47億円ほど、新庄市単独の持ち出し分は１

億5,000万円という答弁がありました。それを

超す１億9,000万円という大きなお金なんです

ね。 

  やはりここは、本当に市内の循環、地域循環

を生み出すような使い方、できるような制限と

いったらおかしいんですが、そこをもう少し考

慮する必要があるのではないかと思いますが、

課長、どうでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員おっしゃることも理

解はでき得るところでございますが、そちらの

事業所におきましても、市内の方の雇用も生ま

れているということもございますので、この

5,000円の商品券を使って、実際にはその呼び

水みたいな効果しかないかもしれませんけれど

も、そのほかにも余計に使っていただくという

ふうなことの消費喚起を促すための事業でござ

いますので。 

  スーパーだから駄目だとか、小さい小売店だ

けにしろとかということではなくて、市内に店

舗を置く事業所におきましては、その経済を回

すためのお金をお支払いいただくということと、

その雇用も守るということも、意味もございま

して、このたびの地域商品券発行というような

ことになったことでございますので、御理解の

ほどよろしくお願いしたいと思います。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 昨日、同僚議員の中で

も、本当に困っている人たちの支援、ある程度

疲弊している方々がたくさんおられる中で、今、

商工会議所に調査の委託をされていて、３月末

にはその調査の結果が出てくると。 

  昨日、歳入の部分でも、市税等に関する部分

の事業者、それから給与所得者の所得の条件に

関しては、市はそこで実情がつかめるというこ

とで、やはり今年度の経済状態、所得状況によ

った、よりちょっと、もう少し大きな規模の経

済対策、私は打ち出す必要があるのではないか。 

  昨日、佐藤文一議員が同じような質問をされ

ていて、ちょっと恐縮なんですが、市長は、考

えるけれども、時期であったり予算規模であっ

たりするというのは答弁、明言を避けているん

ですね。 

  推測すると、やはり新庄市の財政で、元年ベ

ースで経常収支比率が95.8でしたか、かなり余

裕のない財政運営を強いられる中で、市単独で

もう一回大きな景気対策、打ちたいんだけれど

も、お金がないので打ちようがないというのが

実情ではないかなと。あるいは、もしかしたら

今年度同様、国や県のちょっと大きな規模の景

気対策があるかもしれない。それを見計らって

のことで、昨日は市長、明言を避けられたのか

と。 

  市長、もう一回そこを確認させてもらってよ

ろしいですか。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

佐藤卓也委員長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 商品券のことに対する御質問であ

りますが、課長が答弁しましたように、市内の

消費喚起を行っていきたいというものが前段に

あるわけです。 
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  さらに、大型店舗に対してでなくて、小売だ

けというようなことの考え方も一部あるわけで

すけれども、先ほど言ったように、雇用という

ような観点、それから、その店で市内の農家の

方がまたそこに商品も納められているというこ

とで、甲乙つけ難いというようなことがござい

ました。その辺については御理解いただきたい

と思います。 

  また、商工会議所等に委託している事業の中

で、どこが困っているかということは、12月か

ら緊急事態宣言の前後に、担当課としまして、

困っている業者がどのような形で困っているの

かというようなことであります。 

  先日、酒販組合から、こういう事情で大変困

っていると、売上げがないと。要するに今、宴

会がないということで、卸組合のほうも大変だ

という、じかな訴えをいただいたと。大変あり

がたかったであります。 

  それについては、今回の予算等について追加

補正することはありませんけれども、新年度に

入って、そういうふうなことの実情が一つ一つ

明らかになることによって、その困っている

方々への短期といいますか、集中的な支援も可

能だというふうに私は考えております。 

  ですから、それはどのような地域の、どのよ

うな業種なのかということがきちっとはっきり

させることによって、周りの市民の皆さんにも

納得いただくというようなことがございます。 

  そういう意味では、結果を尊重しながら、新

年度にあっては、それぞれの困窮するところを

集中的に支援していくというようなことを考え

ています。 

  財政的なお話でありますが、困ったときはお

互いさまでありますので、それはそのとき必要

なものは必要出していくということは、施政を

図っておりますので、よろしくお願いします。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） そのところはよろしく

お願いいたします。 

  次に、道の駅に関してでございます。今回、

予算上は、調査費等の100万円、それから職員

の旅費等が計上されております。 

  これは委員長、格段の御配慮をお願いしたい

のは、前、全員協議会のときに、事業費ベース

の資料が私たちも届いていないというところで、

予算委員会でもこの部分に関してはしっかり議

論していくんだということです。 

  それから、道の駅に関しては、やはり市民の

方々が非常に今、関心を寄せておられる部分で

あるので、一般論を含め、多少、予算書から逸

脱するかもしれませんが、同じ道の駅で、しか

も巨額な事業ベースが見込まれますので、その

辺の資料の活用を初めにお許しいただきたい。 

  初めに、今回の３月定例会、奥山省三議員の

一般質問に対しまして、新聞等でも出ているん

ですが、市長のお答えに関しては、取りあえず

今回の予算書にも載っているエコロジーガーデ

ン近辺に市単独での道の駅を設置すると。それ

から、市民の皆様が最も期待の寄せている部分

の北のゲートウェイとしての道の駅に関しては、

今後とも県はじめ関係市町村と協議を進めてい

くんだという答弁を頂戴しました。 

  これは、北のゲートウェイに関しては８市町

村、それから県と、もしかしたら民間事業者も

これから入ってくる余地があるのかなという思

いでおりますが、２つ造るという考えでよろし

いんでしょうか。そこを確認お願いいたします。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 今回、道の駅整備事業の

調査委託費というふうな内容についての関連の

質問でございます。 

  ただいま御質問いただきました道の駅につき

ましては、新庄市独自の道の駅といたしまして、

エコロジーガーデン周辺を整備するということ
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での調査の経費を計上させていただいたところ

でございます。 

  また、北のゲートウェイプロジェクトという

ことで、県を中心にして８市町村で協議を現在

進めております道の駅構想につきましても、今

後とも協議を重ねていくということで御理解い

ただければと考えているところですので、よろ

しくお願いいたします。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） これは課長に聞いても、

将来的な話は多分できないというのは思うんで

すが、北のゲートウェイというものは、当然こ

の10年ぐらいで加速している高速道路、ここで

は国と県がお金を出し合った高規格道路、国の

直轄事業というところで、かなりのスピード感

を持って進んでいると。 

  当面、私が議員を拝命した10年前ですと、道

路を地元の要望に応えたとしても、途切れ途切

れでしかなかった。それが今回、高規格道路と

いうところで、県もたしか負担４分の１ぐらい

だったと思いますが、それを出すことによって、

急速につながり始めてきているということでご

ざいます。 

  それと、高速道路というか、その高速道路を

ある程度巨額な資産を投じたとしても、やはり

相応には、地方創生、当然、社人研の推計でい

くと、新庄、最上、ちょっと明るい材料がほと

んどない中で、地方創生というところの起爆剤

になるのではないかと。あとは、今回頂戴した

資料によって、前の平成30年当時の13号と47号

の交差部、この見積りでは２万7,000台とあり

ますが、昨年、議会でも勉強会をしたときには、

推計ですけれども、国の見立てによれば４万台

の車が通るであろうと。 

  ですから、そこには経済というか、ビジネス

チャンスが広がってくるわけですね。 

  ですから、昨年の２月だったと思いますけれ

ども、新庄最上を考える民間協議会というとこ

ろで、当然市長のほうにも要望書、我々議会の

ほうにも要望書が出ているんですが、その部分、

私は優先順位を上げて考えるべきではないかと

思っております。 

  ちなみに今、県と市町村を交えた協議会が、

検討会ですか、開かれていると思いますが、最

近の開催状況であるとか、どなたが出席された

のかということをお聞かせください。 

小松 孝副市長 委員長、小松 孝。 

佐藤卓也委員長 副市長小松 孝君。 

小松 孝副市長 北のゲートウェイの検討会のこ

とでございますけれども、今年度、２回開催さ

れております。施設関係の協議ということです

けれども、その会議については私、２回出席し

ました。 

  それで、前回、施設の概要も含めて、各市町

村の負担金の額とか、一応一通り説明があった

ところです。 

  それで、各市町村の事情ということになりま

すけれども、その負担額については億単位の額

になっているんですが、その部分についての各

町村のコメントということは一切ありませんで

した。 

  そして、総論としては、賛成という意見は多

数あるんですけれども、実際、個別の事情とい

うものは各団体ありますので、実際、道の駅を

進めているところとか、その兼ね合いから、実

際、今後、県がどういう形で各市町村の負担額

も含めて、まとめていくのかというところに注

視していきたいと感じたところでありました。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） これはちょっと私、品

のない言い方になりますが、市単独でのエコロ

ジーガーデンの整備に関しては、我々も協力す

ると。新庄市民も大いに協力し合って、立派な

文化財登録にもなっているところの整備、活用
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に関しては全く異論ないんだと。それにいきな

り道の駅というものが来たものですから、我々、

非常に戸惑っているんです。新聞等を御覧にな

った多くの市民も非常に不安に思っている。 

  これは今、各市町村ばらばらだと。広域の部

分まではこのたび触れる必要はないんですが、

新庄、最上の中では定住自立圏構想というもの

を設置して、お互い協力しながら共存共栄の道

を歩んでおられると。当然、中心市である新庄

市長の、私はリーダー的な活躍は発揮してしか

るべきだと考えておりますが、これまで２回の

協議会、いずれも副市長が出席されたというお

答えでしたが、市長はなぜそこに出席されなか

ったのか、お尋ねできますか。 

小松 孝副市長 委員長、小松 孝。 

佐藤卓也委員長 副市長小松 孝君。 

小松 孝副市長 昨年出席した会議というものは、

整備の検討部会ということで、メンバーが副市

長、副町長、副村長という構成になっていると

いうことで、私が出席したということでござい

ます。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

佐藤卓也委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） それは私も分かります

が、せっかく、先ほど申し上げたように、昨年

の２月だったと思いますが、非常に夢と希望を

持たれている経済団体、それから、多分、新庄

市の区長協議会の会長のお名前もあったと私は

見ているんですが、それだけ地元、暮らしてい

る方々の要望の優先順位が非常に高いところ。

これは失礼な物言いになりますが、副市長では

多分まとめ切れないんですね。 

  やはり、これは市長が自らその会議に出席し

て、やはり前向きな議論を繰り返していかない

と、肝腎な要望の高いところの事業遂行を、な

かなか時間がかかってくるのではないかなと思

うんですが、いかがでしょうか。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

佐藤卓也委員長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 道の駅の点に市民の多くの関心が

あるということで、大変ありがたく思っており

ます。 

  まず１つ、エコロジーガーデンのことについ

ては、議会の了解も得て、また賛成も多いわけ

でありますが、今のところ、駐車場がないとい

うようなことで、駐車場の不足を補うために、

道の駅という手法で予算を国から頂きたいとい

うことであります。 

  あそこで新たな施設を多く建てて、何々をす

るということでなくて、そこに最低限のトイレ

と情報センター、あるいは災害のときのための

水屋等、程度が整備されるということで、中身

はエコロジーガーデンそのものであるというこ

とで、道の駅が可能かという相談を国にさせて

いただいたら、担当から、可能であるという言

葉をいただいた。 

  単独であそこのところを道の駅、駐車場を整

備するということは多額の経費がかかるわけな

ので、どこかの補助あるいは援助がないかとい

うようなことでありますので、道の駅という手

法で、そこの駐車場の拡大を行いたいという、

その１点であります。 

  また、皆さん待望の13号、47号の道の駅の経

過といたしましては、当初８市町村それぞれ単

独で造るというものが県からの提案でありまし

た、８市町村それぞれ。それで、郡内を道の駅

めぐりというような形にどうでしょうかという

ことが当初の提案でありました。 

  突然、その後、北のゲートウェイでしょうと

いうようなことが入ってきたわけです。郡内の

中でいろいろ戸惑ったところであります。 

  それぞれ先行している、戸沢村はそれでいい

と。自分たちはどう造るかというようなことを

一旦走り出したときがありますが、北のゲート

ウェイ、13号と47号、つながる、つながるとい

うようなことであります。 
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  ただし、また様々な問題点もございまして、

ここですよというような土地の指名までありま

した。それにつきましては、内部で検討、ある

いは専門家に聞きますと、今のジャンクション

では非常に複雑であると。降りない、降りると

いうようなことであります。 

  また、国土交通省関係の方との直接にお話を

聞きますと、やはり乗り降りが大切だと。すん

なり降りて、すんなり乗れる、すんなり折れる

ところが非常に魅力的であるというようなこと

のアドバイスもいただいているところでありま

す。 

  市民の多くの皆さんが、十字路付近でいきま

すと、どの路線を中心にするのかと。横の路線

を中心にするのか、縦の路線を中心にするか、

そういうことが必要になっている。十字路のと

ころだというふうに限定されますと、高圧電線

がある、あと土地改良の何々があるというよう

なことで、昨年、考える会からいただいた文書

の中に、その他いろいろ、非常に厳しいものが

あるというふうに答弁させていただいたところ

であります。 

  また今回、最上町で道の駅登録を進めておる

わけであります。そうしますと、そのポジショ

ンがどこにどう持っていくかと、非常に難しい

ところがあるというようなことで、議論の、う

ちとしては考えているところであります。 

  また、市が積極的にいくべきだろうというよ

うなことでありますが、１つ、先日も議員の皆

さんに申し上げましたが、駅に道の駅の機能が

１つあるということが、市民の皆さんにぜひ御

理解いただきたいと。1,000台の駐車場があり

ます。そこに看板を掲げるだけでも、即、道の

駅というふうなことが実現できるほどの機能を

持っています。 

  さらなる機能、ビジネスチャンスというよう

なことについては、先日、商工会議所の会頭も

来られて、市はどう考えるんだということがご

ざいました。 

  様々な検討の余地がありますけれども、誰が

やるのかと、誰が経営するのかということが、

私はまず一番大事なことだと。市がやれと言っ

て、財政赤字にしていくということは非常に厳

しいというようなことは申し上げたところです。 

  そういう基本的なことを様々検討しながら、

今後も県と協議していきたいと思っております。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１０番（山科正仁委員） 委員長、山科正仁。 

佐藤卓也委員長 山科正仁委員。 

１０番（山科正仁委員） おはようございます。 

  午後から東日本大震災の黙禱があると思いま

すが、犠牲者並びに被災された方には哀悼の意

を表したいと思います。 

  質問に関してですが、今、石川委員からあり

ました、ちょっと内容をかぶるところもあると

思いますが、よろしくお願いいたします。 

  予算書を見るより、こちらの主要事業の概要

を御覧になっていただきたいと思います。 

  石川委員から出ました13ページと14ページに

関することを最初にお願いしたいと思います。 

  まずは、この新型コロナウイルスの対策関係

においての商品券、プレミアムとなるでしょう

けれども、こちらのスケジュールの中で、３月

上旬、加盟店募集と説明会を行ったと。まあ終

わっているというわけでございましょうが、募

集に対する応募と、商店のほうの反応というも

のはいかがだったでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 主要事業の13ページ、商

品券発行事業の御質問でございます。こちらに

つきましては、取扱店募集、こちらは契約後、

商工会議所で取扱店の募集を行っていらっしゃ

る今、状況でございます。今の段階で、何店舗

が取扱い店舗で来ているのかという情報はまだ

いただいておりませんけれども、これまでです
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と300店舗以上の店舗が、利用したいというよ

うなことを、手を挙げていただいておりますの

で、それぐらいの店舗数は期待しているところ

でございます。以上です。 

１０番（山科正仁委員） 委員長、山科正仁。 

佐藤卓也委員長 山科正仁委員。 

１０番（山科正仁委員） 見込みとして300店舗

だということで、さっき石川委員から出ました

けれども、やはり県外事業者、店舗がこっちに

市内にあるだけで、いろんな経済効果があると

いう点では否めませんが、これを拝見すると、

４月下旬、上旬に取扱店の換金が期限になると

いうことで、この効果というものが大体６月ぐ

らいかなと思います。来年度の６月頃には効果

が出てくるかということですが、毎回このプレ

ミアム商品券とか配布事業に関しては、効果と

いうものはどのぐらい、どういう検証を行って

いるのかと、いつも疑問に思っていたわけなん

です。 

  行った後にこのような経済効果があったよと

いう具体的な、見える化できるかという点では

いつも思っておりまして、今回のコロナウイル

ス対策関係の予算に対しても、期待する効果と

いうものをどのように考えているのか、お伺い

したいと思います。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 期待される効果というこ

とでの御質問でございます。こちらにつきまし

ては、１人5,000円の商品券を市で配布すると

いうことでありますけれども、この5,000円を

呼び水としていただきまして、500円が10枚で

ございますので、500円分にはお釣りが出ない

と。ですと、そのプラスアルファの形で、また

市民の方、お一人お一人に足し増しをして、お

買物をしていただきたいという願いでございま

すので、できることであれば、この金額の倍以

上の効果を期待しているところでございます。 

  また、12月補正で調査委託を商工会議所にや

ってございますので、こちら、これまで、昨年

度実施してきた様々な事業がございますが、こ

ちらの事業検証も含めて調査結果が出てくるも

のと認識してございますので、そちらも踏まえ

た形で、新たな対策を必要とするのであれば、

その事業にも役立てていきたいというように考

えてございますので、御理解のほどよろしくお

願いします。 

１０番（山科正仁委員） 委員長、山科正仁。 

佐藤卓也委員長 山科正仁委員。 

１０番（山科正仁委員） 今、ワクチンがこれか

ら始まるということで、恐らくワクチン接種開

始、それから大体落ち着いてくると、かなりの

経済効果というか、駆け込み需要というものが

始まると思いますので、ぜひそれに追従すると

いうか、乗っかっていくような効果的な施策と

していただきたいと思います。 

  それと、主要事業の概要の14ページになりま

すが、今、石川委員のほうからほとんど出たん

でありますけれども、エコロジーガーデン整備

と道の駅整備、切り離して考えることはできな

いのかなという感じもあります。というのは、

歴史的風致維持向上計画、これに基づいてエコ

ロジーガーデンの整備というものは行われてお

るわけでして、それに不足するものとして、さ

っき市長がおっしゃいましたけれども、駐車場、

それからトイレという点で、そのための資料の

作成、業務委託、今回計上されているわけです

けれども、やはり連携して考えれば当然の流れ

かなという感じもあります。 

  ただ、先ほど都市整備課で前回出された資料

を転用してもいいよというふうな石川委員の話

もあったので申し上げますけれども、予算的な

ことは今後まだまだ精査する必要はあると思い

ますが、基本的に今回の委託料というものを、

調査する業務委託料というものを計上して、し

っかり事業というものは精査する必要があると
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思います。 

  ということは、この委託先と、この予想して

いる関係機関、これはどこなんでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 このたび計上させていた

だいております道の駅整備事業の調査費、こち

らの委託先及び関係機関ということでの御質問

をいただいたところでございます。 

  委託先につきましては、まだ、ここというと

ころの選定ができている状態ではございません

ので、これまでエコロジーガーデン周辺の調査

等もしていただいております工学院大学の方か

らもアドバイスをいただけるような形で取り組

めればなというふうなことでは考えているとこ

ろでございますが、明確な相手先というものは、

今後の発注の段階のことというふうなことで御

理解いただきたいと思います。 

  また、関係機関との協議の相手先ということ

でございますが、こちらにつきましては今現在、

今年度、事前の相談をさせていただいておりま

す国土交通省と協議を重ねていくために、道の

駅の規模だったり仕様だったりという部分につ

いて、具体的な内容について協議が必要だとい

うことでありまして、そのための資料の作成と

いうことで、今回計上させていただいているも

のであります。以上でございます。 

１０番（山科正仁委員） 委員長、山科正仁。 

佐藤卓也委員長 山科正仁委員。 

１０番（山科正仁委員） 今、いろんな新聞、毎

朝見ると、各市町村の予算、円グラフで出てお

りますが、いつも私が見るものは投資的経費、

どのようになっているのかなと、ちらっと見ま

す。大体10％以内にずっと収まってきて、それ

を見るたびに、その市町村のやる気のなさと、

その熱量というものは伝わってこないなと、い

つも思っていました。 

  新庄市も例に漏れず、なかなか、今までは学

校の建設があったものですから、投資的がぐっ

と伸びていて、見た目は、やる気のある積極的

な運営を行われるんだなというふうに見れるん

ですけれども、やはりこういうふうな市民のサ

ービスの向上のために、本当にこのエコロジー

を利用した施策というものは大事だと私は思っ

ておりましたので、ぜひともその辺も考えて積

極的な施策というものを行っていただきたいと

思います。 

  それから、質問は変わりますが、予算書の65

ページ、４款の１項保健衛生費６目の保健衛生

費ですが、主要事業の中の９ページを御覧にな

ったほうが早いと思いますので、こちらを見て

質問させていただきます。 

  横町の公衆トイレということで、その改修工

事、予算化されておりますが、この今現状の使

用者、人数とか、あと地域の方の要望とか、立

地条件もあるんでしょうけれども、その辺の確

認をしたいと思います。お願いします。 

山科雅寛環境課長 委員長、山科雅寛。 

佐藤卓也委員長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 横町の公衆トイレについての

御質問ということです。 

  利用状況ですが、利用状況につきましては、

詳しくは把握はしてございませんが、一定の使

用はされているということで、地域のほう等か

らの話も聞いております。 

  今回、公衆トイレ改修に当たりましては、や

はり建設してから何十年もたっておりますので、

老朽化が進んでいる。また、横町につきまして

は段差がございまして、ちょっと２段、３段ぐ

らいの階段でしたか、高さがあるものですから、

そういったことも含めまして、バリアフリー化

をしながら、多目的トイレを設置しまして、市

民の皆さんに優しいトイレを設置したいという

ことで考えてございます。以上でございます。 

１０番（山科正仁委員） 委員長、山科正仁。 

佐藤卓也委員長 山科正仁委員。 
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１０番（山科正仁委員） トイレ改修が悪いと言

ったのではなくて、立地的にあそこというのは

もう、私の記憶ですと、そこは昔クランクとい

うか、北本町からクランクになっていて、交番

があって、いわゆるあそこは真っすぐ行けなか

った。今、丁字路になっていますけれども、そ

の当時に有効だというふうに建てられたものが

結構、新庄市内にも、ここに限らずあると思う

んです。 

  今後、施設の方針ということで、スクラッ

プ・アンド・ビルドというふうなことが行わな

ければならないという時代が来ていまして、な

かなか無理やりこの古いものを、もし地元の要

望もないのであれば、もしくはその利用状況と

して、いつ、誰が利用して、利用頻度が低いの

であれば、ある程度スクラップとかも考えてい

かなければならないのかと思っております。 

  その点、1,000万円近い経費をかけましてト

イレ改修をすると。その使用する方が多いのか

少ないかという頻度が一番問題になると思うん

ですが、その辺の検討はなされたんでしょうか。 

山科雅寛環境課長 委員長、山科雅寛。 

佐藤卓也委員長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 委員おっしゃるとおり、やは

り使用するためのものですので、必要ないもの

に関しては、改修は必要ないということで考え

てございます。 

  その点におきまして、使用頻度というものを

やはり考慮する必要があるということで考えて

おりまして、特に、ただ祭り期間につきまして

は、相当数の利用があるということで聞いてお

ります。 

  通常につきましては、タクシーの運転手がそ

こに止まってトイレを使っていたり、または町

歩きをしている方々が散歩とかウオーキングを

していらっしゃる方が使っているとかがござい

ます。 

  やっぱり、まちの中にそういったトイレがあ

るということで、安心して出歩くことができる。

そういったこともございますので、まちづくり

としては、やっぱり公衆トイレというものは必

要だということで考えております。 

  地域のほうとも３回ほど協議を重ねておりま

して、そういった要望を聞きながら、今回の規

模のトイレに改修させていただきたいというこ

とで、想定としましては、これまでの公衆トイ

レは、現在あるものが、男子トイレが小便器が

２つ、洋式が１つ、あと女子トイレで洋式１つ

となってございます。こちら、利用頻度等を考

えまして、今回の想定では、小便器１つと多目

的１つということで、皆さんに使いやすいトイ

レに改修しましょう、またバリアフリー化して

いきましょうということでの改修でございます。

御理解いただきますようお願いいたします。 

１０番（山科正仁委員） 委員長、山科正仁。 

佐藤卓也委員長 山科正仁委員。 

１０番（山科正仁委員） 改修として、あれば安

心だという点で、市民の方には大変使い勝手の

いいようにやってもいただきたいと思います。 

  今後、こういう小さい施設であろうが、大き

い施設であろうが、やはり統合というか、それ

から、やっぱり言ったように廃止とか、いろん

なことを考えていかなきゃならんというふうな

財政状況だと思いますので、その辺はよろしく

お願いいたします。 

  最後になりますが、予算書の97ページの10款

教育費１項の教育総務費３目の教育指導費の中

の、97ページの説明欄の４行目になりますが、

備品購入費とあります。この教育指導費の中の

備品購入費の内容を教えていただきたいと思い

ます。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 学校教育指導事業費にお

きましての備品購入なんですが、これにつきま

しては、発達検査の道具でございます。学習障
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害等認知、それから学力の習熟度を測る検査の

道具ということで、ＷＩＳＣというものとＫ－

ＡＢＣというものを今２台、教育委員会で保有

してございますが、この検査自体が年間80回ぐ

らいＫ－ＡＢＣを使っているということで、ど

うしても１台では足りなくて、平成30年度に１

台購入した後、もう一台購入させていただきた

いということで、このたび予算に計上させてい

ただきました。以上でございます。 

１０番（山科正仁委員） 委員長、山科正仁。 

佐藤卓也委員長 山科正仁委員。 

１０番（山科正仁委員） 私の一般質問でもあり

ましたが、Ｋ－ＡＢＣの機械の購入費というこ

とで理解させていただきましたが、これは機械

を購入、プラス機械を使用する運用の仕方とい

うふうな、それを使える人というような人的配

置はなされているんでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 検査ができる方の配置と

いうことでございますが、実際は講習を受けて、

資格を持っている方が検査できるということに

なってございますので、現時点では、Ｋ－ＡＢ

Ｃにつきましては、市内、それから教育委員会

含めて９名いらっしゃいますが、配置というよ

りは、現在の教職員の中で資格を持っている方

に検査をしていただいているというような状況

でございます。 

１０番（山科正仁委員） 委員長、山科正仁。 

佐藤卓也委員長 山科正仁委員。 

１０番（山科正仁委員） 一般質問で出しており

ますので、お分かりかと思いますが、この資格

を取るための、自費で取っている先生方がいら

っしゃるという点は、この前説明させていただ

きました。ぜひとも、まあ、このコロナ禍です

から、東京まで行って資格を取ってくるという

点、大変難しいと思いますが、いろんな支援策

として、教育委員会としても、学校の先生に対

して、もしくは加配される個別支援員の方々に

資格を取らせて、そして加配して、配置して、

順調にこのＫ－ＡＢＣの機械を使って、早めの

子供たちの発達障害に対する発見というように

推進していただきたいと思います。 

  以上で私の質問を終わります。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 36ページの２の１の６

で、第２庁舎の管理負担金822万3,000円という

ものがありますが、これはどのような形で管理

になっているんでしょうか。掃除はどうでしょ

うか。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

佐藤卓也委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 第２庁舎の管理負担金につい

てでございます。こちらにつきましては、第２

庁舎に市長部局の２課、環境課と都市整備課が

入ってございますので、そちらの光熱水費や管

理委託料等の負担金ということで、昨年までそ

れぞれの課の費目に置いておりましたが、来年

度より財政課のほうで一本化するということで

計上してございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 第２庁舎の掃除のこと

ですが、市職員の正職員の方々などが交代交代

で20分とか30分とか、階段や廊下の掃除をして

いるようですが、これは本当は時間外手当など

を支給すべきものと思うんですが、どうでしょ

うか。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 第２庁舎の掃除については、

ワックスは年２回、そしてトイレは週３回、事

業者が入っているということを聞いております。

そして、廊下等の掃除でありますけれども、各
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課が自主的に当番制というか、順番を決めて自

主的にやっているということはお聞きしており

ますので、時間外ということは現在考えており

ません。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 自主的にとおっしゃい

ますけれども、廊下とか階段とかというものは、

これは自主的に職員がやるという場合は労働時

間に入れるべきものだと思うんです。それが大

変であれば、自主的にと、そういう労働を強化

するようなものではなく、本庁舎の職員、清掃

をやってくださっている方にやっていただくな

りでもいいだろうし、あるいは職員にやってい

ただくならば、正式に時間外手当を支給すべき

だと思います。どうですか。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 今現在、第２庁舎に限らず、

あるフロアでは毎週金曜日に約５分程度ぐらい

掃除を行っているところもございます。報告で

は、自主的にやっている、ボランティア的な形

でやっているというふうなことを聞いておりま

すけれども、これがかなりの負担になるとすれ

ば、今後、環境整備員のほうを考えていくかど

うかということは検討していかなければならな

いとは考えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 一般に労働者の皆さん

は、着替えなどの時間も含めて労働時間に当た

ると言われております。そうなりますと、着替

えどころか、廊下や階段という庁舎の掃除にな

るわけですから、これははっきりと労働だと捉

えていただくようにお願いいたします。 

  次に行きます。37ページの２の１の７に、報

償費140万円、市出身学生へ市特産品を送ると

いうことですが、何をどのぐらい送るのでしょ

うか。進学したばかりの学生だけでなく、学生

は今アルバイトもなくなり、大変苦しくて、明

日の食べ物に困っているという方が少なくあり

ません。 

  そういう意味では、前に、去年、お金２万円

だかを送って大変喜ばれたわけですが、全ての

学生に米を送ってはどうでしょうか。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 主要事業の概要に、２ペ

ージに載せているわけですけれども、5,000円

相当の新庄市の特産品ということで、今、議員

が提案のあった品なども、その中の候補の一つ

に入るのかなと思っています。 

  様々な特産品を組み合わせたような形で送っ

ていただいて、せっかく市外にいらっしゃるん

ですから、この新庄のアピールを担っていただ

きながら、そして私たちも学生に様々な、２年

とか４年間いらっしゃると思うんですけれども、

地域の情報を送りたいなと思っていますので、

今後、様々特産品の中身について検討していき

たいと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 特産品を送る、特に米

を送るということはとてもいいと思います。し

かし、学生は70人では、違った、その倍かな、

全ての学生、大学生など高等教育機関で勉強な

さっている学生の数、それ全員に送っていただ

きたいんですが、どうですか。 

佐藤卓也委員長 暫時休憩します。 

 

     午前１０時５６分 休憩 

     午前１０時５７分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開します。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 
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渡辺安志総合政策課長 今年度、対象と考えてい

る学生数、総数280人という形で想定してござ

います。（「全てですか」の声あり） 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 対象者としまして、今年

度、高校を卒業する学生というような形で、今

年度卒業する学生を想定しております。 

  この令和２年度におきまして、既に学生、１

年生から、なっている方について送っています

ので、これから進学する学生ということで、

280名という形でよろしくお願いいたします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） もちろんその学生もあ

りがたいです。さらに、現在学生をやっていら

っしゃる方、確かに２万円送ったということは

ありますが、それだけでは足りなくて、今も食

料支援をやっている団体にお聞きしますと、食

べるものがなくて、本当にもらえるのかと、涙

を流さんばかりに喜んでいるという学生が多い

ようです。 

  それを考えますと、アルバイトがなくなって

いるせいであり、さらに親が収入が減っている

ということが深刻なんです。 

  そういう意味で、米どころの新庄で、米を消

費していただくためにも、全員に考えて、広げ

ていただけないでしょうか。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 我々のほうで今考えてい

ることは、今年度卒業して進学する学生という

ことで、また、今、議員がおっしゃいましたよ

うに、昨年コロナがあって、様々な、新生活様

式という言葉もないその時期だったと思います

けれども、本当にどういう対応をしたらいいか

分からない学生のほうに支援させていただきま

した。 

  今年度につきましては、今年度進学する方に

支援をしていくという考え方でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 残念ですが、次に51ペ

ージの３の１の３で、障害者移動手段確保事業

が、福祉タクシーのことだと思うんですが、内

容についてお願いします。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 障害者

の移動手段確保事業でございます。この事業に

つきましては、障害者の方について、タクシー

券、それから給油費の助成、それから移送サー

ビスということで、３つの種類の助成の中から

１つ選んでいただくような形になっております

けれども、今回は１点改正しております。 

  福祉タクシーのところなんですけれども、今

年度、500円券を20枚支給しというところなん

ですけれども、令和３年度におきましては500

円券を30枚というふうに、10枚5,000円相当ア

ップしたところでございます。 

  対象者の要件につきましては、重度の方とい

うことで、身体障害者１、２級、それから３級

と４級の方については、移動に障害がある方、

それから療育手帳のＡ、Ｂ、精神手帳の１、２、

３ということで、対象者については変わりはご

ざいません。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 大変ありがたいことだ

なと感謝したいと思います。 

  なお、高齢者の方のタクシー券も、運転免許

返上の方には２万円出ているということで、こ

れは一時的に大変ありがたいんですが、それ以

降を考えると、高齢者のタクシー券などにも拡
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充をお願いしたいなというところですが、そう

いう考えはないか、お願いします。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 高齢者

のタクシー券につきましては、ずっと前に通院

タクシー券ということで実施していた事業でご

ざいます。 

  ただいまの委員の発言の中にもありましたよ

うに、運転免許の返納に関わる支給ですとか、

それからバスの運行経路の検討、それから、昨

年度、総合政策のほうでアンケートを実施して

おります。地域の方での支え合いの中でできる

ことはないかということで、全庁的に検討して

まいりたいと思っております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 次にですが、51ページ

の３の１の３で、特別障害者手当等給付費

2,669万円が載っていますが、現在何人ぐらい

が手当を頂けているのか。さらに、介護度４、

５の方の人数が分かればお願いしたいし、その

中で、特別障害者手当の支給を受けていない方

がおられると思うんですが、そういう方々に御

案内をし、在宅での介護の手当てに充てていた

だけるように御案内してはどうかなと思うんで

すけれども、どうお考えでしょうか。 

佐藤卓也委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時０３分 休憩 

     午前１１時１２分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 特別障

害者手当の御質問でございますけれども、支給

対象者の方、支給になった方、令和元年度で56

名、今年度は２月末で53名となっております。 

  必ずしも手帳を要件としないということで、

寝たきり等の方でも該当になる可能性があると

いうことで、その辺の周知ということの御質問

でございましたけれども、実際、申請に来られ

る方の中には、お医者さんから、該当になるの

ではないかというふうに勧められてくる方、そ

れからケアマネジャーから勧められて申請に来

る方が多くございます。 

  今後も、ケアマネジャーたちの勉強会などで

情報提供しながら、申請漏れのないように努め

てまいりたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ケアマネジャーやお医

者さんに言われないとなかなか分からなくて、

私のような者でも、なるかもしれないというふ

うに言ったときに、全然知らねがったというふ

うに言う市民が多いんです。 

  そういう意味で、市のほうから、職員のほう

から、介護度４、５の方はこの手当に該当する

可能性が大きいよというふうにお話ししていた

だければありがたい市役所ということになるわ

けで、そういう御案内をして、広げていただけ

ればありがたいなと思います。よろしくお願い

します。 

  次に、55ページ、子育て支援医療給付費があ

りますが、これは今、中学卒業までになってお

りますが、近隣の市町村で高校卒業まで子供医

療費無料化を進めているように聞いていますが、

その情報は把握しておられますか。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 
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佐藤卓也委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 子育て

支援医療給付費に関する御質問でございますけ

れども、13市を把握はしてございます。令和２

年４月の段階では６市が実施しているというこ

とを聞いております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 最上郡ではどうかとい

うことも把握しておられますか。 

佐藤卓也委員長 暫時休憩します。 

 

     午前１１時１５分 休憩 

     午前１１時１６分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

佐藤卓也委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 令和２

年４月２日現在でございますけれども、対応し

ていない町村ですが、１町というようなことを

把握しております。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ほとんど最上郡内もか

なり高校卒業まで医療費無料化が進んできてお

りまして、新庄市が遅れているなということで、

とても残念だなという市民が少なくないようで

す。 

  そういう意味で、ぜひ高校までなるように、

市長、頑張っていただきたいと思いますが、市

長、どうですか。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

佐藤卓也委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 子育て

支援医療給付費、18歳までということで、課と

しても何度か検討はしておりました。現在、国

の情報で、令和４年度から児童手当の見直しが

入るというような情報も入っております。そう

したことも併せまして、今後どのような支援が

できるか、様々な事業と合わせまして本格的に

検討してまいりたいと思っております。以上で

す。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） では、87ページの８の

４の１で、先ほど道の駅登録候補協議書作成業

務委託料100万円についてお話がありました。

それと関連してですが、この事業が今のところ

予定として９億円余りということで、市の持ち

出しが約５億円にもなるというふうな話があり

ました。 

  私は、できるだけ抑えるべきではないかと思

います。車の交通量は大幅減になるし、確かに

駐車場、月１回、kitokitoマルシェのときには

混むわけですが、日常的にはそんなにその駐車

場が必要なわけでもないわけで、そういうよう

な支出はなるべく抑える方向でやっていただく

べきだと思いますが、どうでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 道の駅の整備事業費につ

いて御質問いただいたところです。 

  皆様にお示しさせていただきました、全員協

議会での追加資料ということで示させていただ

いている内容につきましては、平成30年当時、

道の駅の基本構想を策定させていただいたとき

に、概算として計上させていただいた資料を基

にした資料でございます。 

  実際の経費につきましては、今後その場所の

交通量に対しましての必要台数、あと施設規模
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等、改めて再検討いたしまして、当然費用につ

きましては、削れるところは削っていくという

ふうな考え方の下で進めていければと考えてお

りますので、御理解いただければと思います。

以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） できるだけ市民生活の、

毎日の生活に直接充てられるようなお金を増や

すためにも、削れるところは削っていただくよ

うに、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、91ページの８の６の２で、生活道路排

雪事業費補助金60万円、昨日も小野委員からお

話がありましたが、上限３万円ということで、

非常に使いにくいというか、そういう状況だと

思います。 

  私たちの地域でも、排雪しなければならない

という緊急事態がありましたが、１回あの地域

で18万円なんていうことを言われたりした場合

もあって、これは私たちの地域だけでなく、生

活道路の排雪する人たちにとって大変な重いも

のでありますので、これを上限を引き上げたり

して、使いやすいものにするようお願いしたい

んですが、どう考えていますか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 生活道路排雪に伴います

補助金の制度の改正ということで御質問をいた

だきました。 

  生活道路の排雪事業補助金につきましては、

今年のような豪雪のとき、豪雪対策連絡会が発

足されたときに活用できる補助金として現在運

用しているところでございます。 

  今年度の事業実績といたしましても、現在、

補助申請をいただいているところで８か所、あ

と現在、改めて相談を受けているところ、２か

所ほど御相談いただいておりますので、おおむ

ね10件程度御利用いただいているのかなという

ふうなことで考えております。 

  なかなか金額が、３万円上限ということで、

皆様からのお声もいただいているところではご

ざいますが、市にとりまして、これ以外にも、

雪に強いまちづくり補助金ということで、ほか

の補助金も御用意させていただいているところ

です。 

  こちらにつきましても、改めてその制度内容

について再検討を行いまして、市民の皆さんが

活用しやすい形での制度設計を改めて検討して

いきたいと考えておりますので、併せて御理解

いただければと思います。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 大変ありがたい答えで

ありました。よろしくお願いしたいと思います。 

  次に、100ページの10の２、ここには小学校

給食費補助金、それから102ページの10の３に

は中学校給食費補助金というものが出ています。 

  当市の児童生徒に対する助成ですが、給食に

ついて１食当たり、小学校は15円、中学校は20

円という補助をしているわけです。 

  鮭川村や大江町では全額給食費を助成してい

ます。また、尾花沢市、西川町、寒河江市は今

年、半額助成をしております。寒河江市は、さ

らに来年度、全額助成だそうです。 

  子育て支援という立場から、学校給食費の助

成の拡大ということが大事なことの一つに思い

ますが、その考えについてどうか、お願いしま

す。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 給食費の補助につきまし

ては、これまでも委員から御質問、御意見をい

ただいておりました。 

  教育委員会におきましては、給食費に関して

は、学校給食法で示されているとおり、給食費

については児童生徒の保護者の負担ということ
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で対応してまいりました。 

  ただ、委員おっしゃるように、子育て支援と

いう意味も含めまして、今年度から、全小学校、

それから義務教育学校の前期、それから中学校

と義務教育学校後期につきましては、全食、一

部でございますが、補助をさせていただいてい

るところでございます。 

  完全な無償化につきましては、他市町村で実

施しているところが一部あるということも承知

しております。これにつきましては、やはり子

育ての支援の一環ということで、総合的にこれ

から考えていかなければいけないことでもござ

いますし、現時点では、今年度から一部補助を

したということで何とか御理解いただきまして、

研究を進めてまいりたいと思っております。御

理解いただきたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 今年度から一部補助と

いうものは、小学校15円、中学校20円というこ

とですか、１食当たり補助。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 すみません、回答がうま

くできなくて申し訳なかったんですが、今年度

から、昨年度の予算委員会でお話ししたとおり、

今年度から実施しているということで、令和３

年度も同じ補助金額でという考えでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 給食費が払えないため

に、学校の、親が一番苦しいわけですが、学校

の先生たちも苦しんでおるということを時々お

聞きしております。 

  そういう意味では、それらを心配しないで食

べる。学校にはおいしい給食が待っているみた

いな感じでやってくれたら、そういった生活に

苦しんでおられる御家庭にとっては本当にあり

がたい、子供も学校に行くことが楽しくなる。

そういうことの施策の一つでないかなと思うの

で、ぜひ研究を深めていただきたい。できれば

補助を少しずつでも増やしていっていただきた

いということをお願いします。 

  次に、109ページの10の５の７、矢作家の耐

震診断800万円とついていますが、今現在ブル

ーシートが矢作家に張られておりまして、おか

しいな、早く直すんじゃなかったのかなと思っ

ているんですけれども、今の現状はどうなんで

しょうか。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

佐藤卓也委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 旧矢作家住宅の屋根の修

繕の方向性というか、今の対応状況について御

説明させていただきます。 

  まず、令和２年度でございますけれども、あ

の施設自体、国の重要文化財ということで、耐

震補強が必要な建物でありまして、屋根、かや

屋根だけではなくて、ほかの部分も御観覧いた

だくに当たりましては耐震補強が必要だという

ことで、その現地調査を今年度実施したところ

でございます。 

  令和３年度以降は、耐震補強のための実施設

計や、その補強案を作成いたしまして、令和４

年度、まずは耐震改修ということで、令和５年

度、屋根の改修ということで、これから、今年

度から含めて、全部で４か年計画で矢作家につ

いては改修を進めていきたいと考えているとこ

ろでございます。 

  なお、これにつきましては、文化庁の調査官

から現地を御覧いただいて、御指導いただいた

上で、補助事業なども御検討いただけるという

ことで、実施するところでございます。 

  なお、屋根のシートにつきましては、文化庁

の調査官から、こうしていては、やっぱりこれ

以上劣化が進まないようにするためには、黙っ

ていると、これからまだ３年かかるものですか
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ら、その間に、かや屋根がなお劣化が進んでし

まうということで、シートをしておくことはや

むを得ないのではないかということでお話しい

ただいておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 矢作家は、私たち市民

にとっては、新庄市の一番とも言えるぐらい、

いいものだというか、持っているような気がし

ますので、ぜひ、いつでも見に行けるように直

していただければなと思います。 

  次に、87ページの８の４の１の住宅リフォー

ム補助が、県の補助が減って、単独が増えたわ

けですが、内容も変わったんでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 住宅リフォーム総合支援

事業につきまして御質問いただいたところです。 

  来年度から県の制度内容が変わりまして、今

年度までは市が補助する補助金に対しまして、

県の負担100％を頂けるという制度でございま

したけれども、来年度から市の補助金に対して

50％の補助制度ということで改正になる予定で

ございます。以上です。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

佐藤卓也委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） なかなか皆さん手を挙

げないというところでありますので、私がまず

は質問させていただきたいと思います。 

  まさに今日３月11日は、東日本大震災で、も

う間もなくというところで、あの状況をさすが

に今日は思い出しています。そういうこともあ

りまして、様々なところで今日は慰霊祭であっ

たり、御冥福を祈る機会がありますので、そう

いう方々に私も同じような気持ちで今日一日を

過ごしたいと思っております。 

  それでは、私から３点ほど、時間があればも

う一つ、二つと思っていますが、質問させてい

ただきます。 

  最初に、37ページの２款総務費１項総務管理

費の７目企画費の中での、やまがた出会いサポ

ートセンター負担金と最上広域婚活実行委員会

負担金で、64ページの４款衛生費１項保健衛生

費６目環境衛生費、有害鳥獣捕獲等業務委託料、

関連して、最上猟友会負担金、狩猟免許取得費

補助金と、あと69ページの６款農林水産業費１

項の農業費３目農業振興費、鳥獣被害防止対策

協議会負担金、イノシシ等鳥獣被害緊急対策事

業費補助金について、あと87ページ、８款土木

費４項都市計画費１目都市計画総務費、道の駅

登録候補協議書作成業務委託料、主要事業の概

要の14ページ、道の駅整備事業について、お伺

いしたいと思います。 

  まず最初に、結婚生活支援事業補助金が事業

化されましたが、結婚に踏み切る以前に、出会

いの機会を提供する場というか、機会がないも

のが現状ではないかと思います。その中で、県

の出会いサポートセンターであったり、最上の

広域で行っている婚活実行委員会であったりと

いうところでの、様々なところでの話合い、協

議がなされていますが、当市での独自の、そう

いうところでのサポートするところ、出会いの

場の提供であったり、様々な情報提供であった

りする場というところがなかなかできていない

状況が、ここずっと見られます。 

  その件につきまして、市としてのそういう対

応であったり、これからの中で考えていること

があれば、まずお聞かせください。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 結婚するまでの出会いと

いうことで、本当に出会いの場が少ないという

ことは、結婚に結びつくまでに前段として大切

なことかなと思っております。 
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  市だけでなくて、最上広域婚活実行委員会と

いうことで、これまで、平成22年から始めてい

るようですけれども、この中で様々な事業、カ

ップルの出会いの場としてのパーティーなどを

やっているということで、残念ながら令和２年

度におきましては新型コロナの関係で様々な行

事ができなかったということがございました。 

  市として結婚活動を支援していく、そういう

取組としては、やっぱり県と、この最上広域の

出会いのサポートセンターを利用したり、婚活

実行委員会のイベントによって出会いの場をつ

くっていくということで、特に、これまでやっ

てきた中で、大規模なイベントというよりは、

傾向としては、小規模なイベントと、あと親御

さんと始めた、ああした出会いの、実際、御本

人ではなく、そういった方の相談会も大切かな

というような形で思っております。 

  予算の中ではちょっとなかなか見えにくいん

ですけれども、市としては結婚個別相談会を３

回、あと小規模セミナーを２回、それと今回、

結婚新生活支援事業ということで、こうした出

会いの場において、結婚に一歩後押しできるよ

うな、こういう制度もありますよというような

こともぜひ紹介して、後押しをしたいなと考え

ております。 

  それぞれの予算の中では、委託事業とかでは

なく、直接、印刷費とか消耗品のほうでなって

しまって、見えない部分があるかと思っている

んですけれども、市としても、そういった個別

相談会や小規模セミナーを開催しているという

ことはぜひ御承知していただいて、なおかつ結

婚新生活支援事業というものに令和３年度から

取り組んで後押しをしていくということで、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

佐藤卓也委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 一番の、その中での要

因というものは、実は少子化というところがあ

りまして、それこそ幼稚園、小学校、中学校と、

もう同じ顔ぶれで、その９年ないし11年、12年

を過ごしていって、その中で恋愛感情であった

りなんだりというところが芽生えれば、またそ

れはそれでいいことではあるんですけれども、

なかなか今度は高校、そして地元企業の就職で

地元に残る、あとは地元を離れて就職であった

り進学であったりというところで、その一番の

思春期の中でのところの部分のやはり出会いと

いうところがすごく制限されてきている状況で

あって、何を一番主と考えれば、やはり少子化

の状況が一番の、そこも問題の一部にはなって

いるのかなというふうには考えられます。 

  しかしながら、以前であれば、出会いをマッ

チングしてくださる仲人の方がいっぱいいたり

とか、あとはこういう恋愛を指南してくださる、

そういう方がいっぱいいたりというところがあ

りました。 

  そういうふうにして、地域であったり、地元

の方であったり、全体も含めてなんですけれど

も、なかなかそういうふうにして出会いをうま

くエスコートできる方が少なくなってきている

というものも現状であるというのは、そういう

婚活の研修であったりとか、そういうところで

の話によくある話です。 

  以前ですと、仲人協会であったりとか、その

下部の方々であったりというふうなところで、

情報をいっぱい持っているお方がたくさんいま

した。 

  やはり、そういう方々をもう一度お願いでき

るような環境を一つつくるというところで、ま

あ市のほうというのもおかしいんですけれども、

やはりそういう積極的な方をしっかりサポート

できるようなところを考えていかなければ、ど

んどん結婚というものは遠のく話であって、せ

っかく、先ほど言いましたように、この結婚生

活支援事業補助金を創設したのに、来年の決算

のときには半分も使われなかったというふうな
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結果になるものが一番やはり問題になってくる

と思うので。 

  その辺を含めて、どのようにやはりしていき

たいかというところを示してほしいんですけれ

ども、考えはございますでしょうか。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 その話は最上広域婚活実

行委員会でも話題になっておりまして、縁結び

隊というような形で、結婚支援者、これらの勉

強会もやっていくというような形で、今まさに

委員おっしゃったような形でありますので、そ

ういった支援者勉強会、それが大きくなれば一

番いいのかなと思っていますけれども、そのよ

うなことを考えているということをお伝えした

いと思います。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

佐藤卓也委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 様々、年間通して大き

なイベントであったり、小さなイベントであっ

たりと、出会う機会はいろいろあると思います。

その中で、やはり今の若者が自分から積極的に

行けるか行けないかというところにも鑑みると

ころはあるんですけれども、できればそこをし

っかり後押しできるような、そういう体制も構

築しながら、しっかりやっていかなければなら

ないと思いますので、一緒にまずは頑張ってい

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  次に、鳥獣捕獲等業務委託料であったり、被

害防止対策協議会であったり、イノシシの鳥獣

等の被害対策事業費であったりと、どうしても

環境課と農林課というふうなところで、それぞ

れに費目、項目が提出になっていますけれども、

実際そこでお金というか、こういう部分を使っ

て、実際に現場で行う方々は同じ方々だと思い

ます。その方々は、今日は環境課の事業だ、今

日は農林課の事業だということにはならないと

思いますので。 

  そういう縦割りの中での予算編成というとこ

ろはあるんですけれども、実際、現場との、そ

ういうところでの乖離であったり、そういう、

うまく連絡ができていなくてというところがあ

ると思うんですけれども、その辺の連携につい

て、まずはお伺いしたいと思います。 

山科雅寛環境課長 委員長、山科雅寛。 

佐藤卓也委員長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 有害鳥獣への対応の状況の連

携についてということで御質問いただきました。 

  確かに委員おっしゃるとおり、環境課と農林

課において、それぞれ予算を置かせていただい

て対応しているところでございますが、大きく

分けて、人間や、そういった人に対して被害が

想定された場合、環境課にまず連絡が来ており

ます。 

  まず第１報としては、警察であったり、消防

署または環境課に通報が来ることが多いのかな

と感じております。その上で、現場に出向きま

して、必要に応じて対応しているところです。

広報であったり、あとは猟友会に連絡しまして、

猟友会で駆除の態勢を整えて現場に向かうと。

そういった場合で、環境課で対応させていただ

いておりますが、農作物に被害が発生する、そ

ういった場合に関しては、農林課のほうでも対

応していただいておりまして、その辺は状況に

応じて、必要に応じて、農林課に来ていただく、

そういったことも考えながら対応に当たってい

るところでございます。以上です。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 今、農林課としての立場でご

ざいますけれども、やはり農家の方が作付しま

した農作物を守る、被害を未然に防ぐという形

で、目的として事業を進めております。 

  委員おっしゃいますように、鳥獣被害防止対

策協議会の中の負担金ということで御質問があ

りましたけれども、これは全て協議会への事務
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費という形で支援をさせていただいております。 

  組織といたしましては、新庄市猟友会、もが

み中央農業協同組合、最上総合支庁、新庄市が

事務局となっているものでございます。 

  目的といたしましては、野生鳥獣により被害

の把握、被害対策及び生活改善という形になっ

ております。以上です。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

佐藤卓也委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 家屋侵入等のそういう

小動物の害であったり、あとは農作物に関する

鳥獣の被害であったりと、なかなか区別をつけ

ることなくというところでありますが、それは

環境課の持ち分、農林課の持ち分というふうに

はなることは理解できます。 

  実際、今、昨年度を見ても、どんどん被害が

増えていますし、また町なかというか、家の中

での、例えばハクビシンであったり、タヌキで

あったりというところの侵入による被害であっ

たりという話というか、そういう件も増えてい

ます。 

  あわせて、このたびの予算にも出ていますが、

イノシシ等、そういう被害がいよいよになって、

我々の近くまでもう来ているという状況にあり

ます。 

  そういうところの対策をまずはしっかりして、

農作物被害であったり、家屋の被害というとこ

ろを最小限に食い止めていただくというふうな

中での対策事業費となっていると思いますが、

この金額がどうだというところではないんです

けれども、件数が増えるであろうというところ

を鑑みても、しっかりとして対応、対策をとい

うふうに願うばかりであります。 

  金額が大きくなれば、当然その都度というふ

うなところはあると思うんですけれども、予算

の編成の部分と考えれば、果たしてこういう金

額を設定するのではなく、やはりもう少し、例

えば猟友会の人数を増やすための手伝いのため

のお手伝いであったりとか、あとは、そういう

わなであったりなんだりであったり、必要な備

品等をそろえる部分でのお手伝いであったりと

いうところを考えれば、そういう考えはありま

せんでしょうか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 私どもの予算項目の中の、イ

ノシシ等鳥獣被害緊急対策事業費補助金でござ

いますけれども、その中身につきましては県の

補助事業となっております。 

  それで、事業実施主体の協議会の皆様に、こ

れは安全のための射撃技能実習訓練ということ

で、安全確保をしていただくための射撃の報酬

費という形で目的をしています。 

  また、箱わな、また、くくりわな等につきま

しても、この中から支援をさせていただいてい

るというふうで、金額が少ないのではないかと

いうふうなことでございますけれども、この枠

の中で何とか皆さん成果を上げていただいてい

るということでございます。 

  最近の実績、報告させていただきますと、令

和３年１月23日、休場の水上地区、または同じ

く２月21日、休場の堤沢地区で、それぞれ８人

の方による巻き狩りが行われまして、２頭駆除

されているということでございます。よろしく

お願いいたします。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

佐藤卓也委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 市内全域をカバーする

方々でございますので、しっかりとしたバック

アップをお願いしたいと思います。 

  次に、87ページに関してです。本日を含め、

この道の駅に関しては、様々な委員の御意見が

ありました。 

  私自身も、この事業提案から執行までの期間

が短いのではないかなという感覚を持っており

ます。説明もまだまだ必要ではないかと思いま
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すが、このエコロジーガーデンと、やはり道の

駅というものは、可能であれば分けて、それぞ

れに検討していただくこと、あとは、こういう

コロナ禍の状況でありますので、タウンミーテ

ィングであったり、区長との話合いであったり

というところを、開催に関しては、やはりちょ

っと厳しいのかなと思いつつも、やはりそうい

うところで市民の声を聞く必要があるのではな

いかなと思いますし、パブリックコメントを求

めるということもまた一つの手ではないかと思

うんですが、その件についての、やはり検討の、

再度延長であったり、もう少し時間を要して検

討をするというような考えはございませんでし

ょうか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 道の駅に関しましての御

質問をいただいたところです。 

  今回、エコロジーガーデンの整備に合わせて

の道の駅整備事業の予算ということで計上させ

ていただきました。また、先ほど来、市長から

の答弁もございましたが、北のゲートウェイプ

ロジェクトにつきましても、今後の協議を重ね

ていくというふうなことで御説明させていただ

いたところでございます。 

  パブリックコメント、また市民の声を聞きな

がら、その内容についての検討を進めるべきで

はないかというふうなことの御意見をいただい

たところでございますが、具体的な整備の内容

につきましては、改めてエコロジーガーデンの

進め方につきましては、関係機関との協議を重

ねた上で、必要な内容についてはまた御説明さ

せていただく機会を持たせていただければと思

っているところでございます。 

  また、北のゲートウェイにつきましても、現

在まだ決定事項がないというふうなこともござ

いますので、こちらにつきましても、協議の進

展がございましたら、改めてまた説明などをさ

せていただく機会があればと考えているところ

でございますので、御理解いただければと思っ

ているところです。以上です。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

佐藤卓也委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 確かに、事業費は９億

円を超えるというところでもありますし、今の

課長の説明でも、まだという言葉が、その都度

都度にあります。本当にまだスタートしたばか

りの話、事業と捉えることにもなります。 

  やはり、もっと議論を深めるべきではないか

なというのが私の考えでもあります。確かに、

もう令和７年に道の駅としての開園というとこ

ろまでできていますが、本当に令和７年の開園

を、そこに目当てをするのではなく、やはりも

う少し延ばしていただいて、しっかり検討をし

て、それで、それが１年、２年延びても、可能

であれば、それがいいような気もします。 

  本当にまだまだ、もう少し皆さんで意見を交

える機会が必要ではないかと思いますし、その

令和７年開園が決定であるのかどうかというと

ころを確認したいのですが、いかがですか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 エコロジーガーデンの道

の駅整備につきまして、資料の中で、令和７年

度に向けて準備を進めたいということで、資料

を提示させていただいたところでございます。 

  こちらの、令和７年度に開設の意味につきま

しては、現在進めております道路の整備事業、

東北中央道の開通見通し、こちらが国土交通省

から提示されまして、県北の道路の開通見通し

が令和７年度に行われるということを踏まえま

して、それまでに開設できればという思いも込

めまして、令和７年度の設置ということで提案

させていただいたところでございます。 

  こちらの開通に合わせて開設することで、よ

り効果が上がるような施設の整備ということで
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考えたところでございますので、御理解いただ

ければということで考えているところでござい

ます。以上です。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

佐藤卓也委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 国への、まずは道の駅

申請というところで、そこで認可されて、そこ

で補助金が下りてくるというところです。 

  間違いなくそのお金がきっちり入るのかどう

かというところが心配の種ではあるんですけれ

ども、そこをしっかりクリアできるという確信

があるのかないのかというところを、ここで聞

くのは酷ですので、そこはまずは、その話の流

れというところにしたいのでありますが、そう

いういろいろな条件をクリアしながら、この道

の駅へかじを切っていくわけですので、しっか

りとしたやはり検討をぜひお願いして、本当に

これは市民の財産になっていくものであります

ので、後世にもしっかり引き継げるような形で

進めていかなければならないと思いますので、

その点を含めてよろしくお願いしたいと思いま

す。 

  じゃあ、もう一つ、70ページの６款農林水産

業費の１項の農業費３目農業振興費の中で、学

校給食地産地消促進、米粉利用促進事業補助金

についてお伺いします。 

  令和２年度、昨年度の予算の項目は３つあり

ましたが、今回は１つにまとめられまして、多

少、減額予算というふうにはなっています。 

  一番は、やはりそういう小学生、中学生の段

階から地場産のそういう農産物を食べてもらっ

て、ふるさとというところをしっかり認識して

いただくというところが一番大切であると思い

ますが、その点についての考えであったり、今

回のこの事業についての内容の、減額も含めた

ところでの予算の内容はどうなんでしょうか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 学校給食地産地消促進事業と、

また米粉利用推進事業費ということで、令和２

年度におきましては２つの事業名という形で予

算計上させていただいたところでございます。

これにつきましては全額、県単事業という形に

なっております。 

  その目的につきましては、地域の食による健

康づくりや、食と学ぶ機会を増やし、地産地消

による郷土意識を高めるということで、委員お

っしゃるように、地産地消によります郷土意識

を高めていく事業ということでございます。 

  これは、なぜ２つを１つにしたかというもの

は、県の考え等でございますので、私どもはそ

れを受け入れると。ただ、この事業は継続され

ていくものと理解をしたところでございます。 

  この補助事業によりまして、この補助事業を

可能な限り活用いたしまして、その結果、山形

県の農産物、特に野菜の利用割合が増加してい

るという状況でございます。 

  しばらくこの事業を続けさせていただきたい

なと考えているところでございます。県がまた

新たな事業展開をする場合には、県と連携を取

りまして、市による事業展開も改めて検討して

いきたいと考えているところでございます。よ

ろしくお願いいたします。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

佐藤卓也委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 地元の野菜等を中心に

学校給食へ提供というところはしっかり続けて

いただくというところが認識できましたので、

よろしくお願いしたいと思います。 

  最後に１つだけ、時間もないので、最後はお

願いになってしまうかもしれませんけれども、

事業概要の３ページにあります、歴史的風致維

持向上計画推進事業についてなんですけれども、

これは総務課になるのか、社教になるのかとい

うところでありませんけれども、いよいよ歴史

のまちというところをしっかりＰＲしていくん
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だというところで、新庄市に学芸員がいません。

学芸員を今度は市のスポークスマン、もしくは

一番先頭に立って、やはり新庄市をＰＲする方

というふうにして設置してはいかがでしょうか。

提案です。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 これまでも、できれば学芸員

がいたほうがいいのではないかというふうな議

論は行ってまいりましたので、引き続き検討し

てまいりたいと考えております。（「よろしくお

願いします」の声あり） 

佐藤卓也委員長 ただいまから１時まで休憩いた

します。 

 

     午前１１時５９分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  審査に入る前に皆様に申し上げます。ただい

まの審査は、令和３年度一般会計についての審

査でありますので、質疑の際は、そのことを踏

まえて、質問の趣旨を明確に発言してくださる

ようお願いいたします。 

  それでは、他に御質疑ありませんか。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 御苦労さまでございま

す。 

  では、私からは５点ほど質問させていただき

ます。 

  まず最初に、ページ75、６款１目林業振興費

と、林業振興行政事業費のうちの林道山屋線道

路復旧整備測量設計業務委託料とあります。

784万円、これについてちょっと説明いただき

たいと思います。 

佐藤卓也委員長 暫時休憩します。 

 

     午後１時０１分 休憩 

     午後１時０２分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 すみません。それでは、林業

費の中の林道山屋線等道路復旧整備事業測量設

計業務委託料784万8,000円につきまして御説明

申し上げます。 

  現在、林道山屋線につきましては、度重なる

豪雨災害によりまして、路肩の一部が欠落し、

危険な箇所がございますので、通行止めという

形で取らせていただいております。通行の復旧、

また今後、森林を整備していくためにも重要で

あることから、森林環境譲与税を財源といたし

まして、測量設計業務委託を行うものでござい

ます。以上です。よろしくお願いします。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 分かりました。林道山

屋線とあるものですから、ちょっと勘違い、私

の。通称スーパー農道のところですね。林道で

すか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 林道山屋休場線のことでござ

います。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） すみません。場所、分

かるようで、分かりません。まあ結構です。休

場線、ちょっと分かりません。 

  では続きまして、ページ79、これもちょっと

お聞きしますが、７款商工費３目観光費、観光

振興対策事業費のうちの神室山系登山会の運営

負担金10万円とありますが、これについてもち

ょっと説明をお願いしたいなと思います。 
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柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 神室山系登山会の運営負

担金ということで御質問いただきました。 

  こちらにつきましては、神室山系の自然環境

のすばらしさを全国に発信するということと、

登山会を実施することで交流人口の拡大を図っ

ているものでございますが、こちらにつきまし

ては、通常、春の登山会等々を行ってございま

して、令和元年度におきましては火打岳の市民

登山を行っているところでございます。 

  令和２年度につきましては、新型コロナの影

響によりまして事業を中止したところでござい

ますが、令和３年度、新年度におきましては、

４月に協議を行いまして、実施可能か否かにつ

いての協議を行うということで考えておるとこ

ろでございます。よろしくお願いします。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） そうですね、杢蔵山か

ら神室山までの、すばらしい縦走ルートと私も

認識しておりまして、非常にいい事業かなと思

っております。 

  この負担金10万円と、私ちょっと勘違いとい

うか、特定の団体、登山クラブといいますか、

登山会がありますけれども、その方々、団体の

負担金と、事業費の補助金といいますか、そう

いう意味合いではないということですね。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 そういう、これまで刈り

払いとかを行っております団体への負担金とい

うことではございませんので、御理解くだされ

ばと思います。よろしくお願いします。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 同じ内容になるかと思

います。次ページ、80ページになりますけれど

も、ここにも観光費、観光基盤整備事業費のう

ちの登山道案内標柱作成業務委託料と、登山道

刈り払い業務委託料とありますけれども、これ

は刈り払い委託料なので、刈り払いについては

特に132万円ほど計上されています。相当の延

長をやられるかと思いますけれども、具体的に

どこからどこまで、あと何回ぐらい夏場刈り払

いされるのか、お聞きします。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 登山道の刈り払いの部分

でございますが、こちらの栗駒国定公園内部分

と、国定公園外の登山道に分かれてございまし

て、国定公園内におきましては総延長で28.3キ

ロメートルのルートとなってございまして、こ

ちら３団体に委託しております。 

  その登山道の刈り払いのルートにつきまして

は、４ルートを国定公園内では実施していると

いうことでございます。 

  また、国定公園外におきましては総延長で

22.4キロメートルということで、こちらはルー

トとしましては、８ルートを刈り払いしている

ということでございます。 

  実績的には、延べ日数で130日ほどの日数を

用意してございますので、御理解いただければ

と思います。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） ここも、先ほど申しま

したように、やっぱり杢蔵山から神室山系、本

当にすばらしい縦走ルートがあります。結構、

県外から登山に来られる方もたくさんいらっし

ゃいまして、たまに私も新幹線で新庄駅まで来

て、そこからタクシーで、山屋の登山口まで来

て、そこから杢蔵山、縦走して、またタクシー

で帰るという方も結構いらっしゃいます。 

  そういった意味でも、新庄市の観光の目玉と

して、これからもっと整備していっていただき
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たいなと思っておるところです。これはこれで

終わりたいと思います。 

  次に、また商工費になりますが、ページ82で

す。４目企業誘致費、企業誘致対策事業費のう

ちの横根山工業団地緑地工業用地化測量設計業

務委託、約540万円とありますけれども、産業

でも一、二度ちょっとお話を聞いた内容かなと

思うんですが、この事業の目的、改めてちょっ

と確認したいと思います。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 こちらの測量設計業務委

託料につきましてですけれども、先ほど委員お

っしゃったとおり、産業厚生の委員協議会でも

御説明申し上げたところでございますが、横根

山工業団地の緑地の工業用地化に伴います測量

設計委託を考えているところでございます。 

  こちらにつきましては、国道13号、新庄から

金山のほうに延びておるわけですけれども、そ

ちらと、横根山工業団地が隣接する部分があり

ますが、その市の緑地を企業に売却したいと考

えてございますので、その前段として、国道の

工事に要する、国道の東側の住宅地から水路も

最上内川に流れているということもございます

ので、そちらの測量設計を行いまして、どうい

った手法で行ったほうがいいのかというような

ことを検討したいということでございます。よ

ろしくお願いします。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 前、産業厚生委員会で

の説明では、委員の中から、私も当時お話しし

たんでしたけれども、工事費が大体どれくらい

かかるんだというものがやっぱり一番のネック

かなと思って質問したところ、当初、当時、概

算の概算で、ぱっと見8,000万円ぐらいかかる

んだという話がありましたけれども、実際この

ように540万円ですか、かけて、正確な測量と

設計しない限り、正確な工事費というものはは

じき出せないということは当然私も認識してい

るわけですけれども、やっぱり8,000万円とい

うとんでもない金額がかかるということなんで

すが、それで今回、測量設計だけで540万円で

すけれども、工事費がかかって、あと、その整

地する、例えば盛土をする。そこは低いわけで

すよね、盛土した場合、実際今の段階で概算ど

れぐらいやっぱり見込んでいるものでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 その工事費の概算費用に

つきましては、委員協議会でも説明したとおり、

大体の概算で、整地も含めまして8,000万円程

度というようなことで見込んでございますが、

こちらは新年度の測量設計業務の中で正確な数

値は分かるかと思います。 

  8,000万円、そこまでいくかいかないかとい

うふうなところで、微妙なところだと思います

が、最大かかってもその程度だろうというよう

なことで、概算計算はしているところでござい

ます。よろしくお願いします。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 概算工事費に私が言及

したというのは、結局、相当の面積、それなり

の面積といいますか、具体的に何平米かもちょ

っと記憶ありませんけれども、それだけお金を

かけてですよ、平米単価、坪単価でいいんです

けれども、どれぐらいで、その隣接する企業に

売るということになるんでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 こちらにつきましては、

今後の協議もありますけれども、通常そのまま

の状態での売買の場合の金額と、必要に応じた

掛かり増し費用がございますので、それを相殺

した形で売買できればいいのかなとは考えてご
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ざいますが、そちらはまた次の予算審議の中で

出てくる課題かなと思ってございます。よろし

くお願いします。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 通常、私が考えるには、

現状で売れるということなので、緑地を削って

もですね、それは宅地化してもいいという県の

許可も得たということなんですけれども、通常

であれば、やっぱり現況で、福田山工業団地の

単価ありますよね、大体それに準ずる単価で打

って、工事費は自分で持ってやってくださいよ

というものが普通かなと思っています。 

  要するに8,000万円を超える金額を、工事費

をかけて、更地というか、平らに造成までして

ですよ、どれだけの、何というかな、言葉はあ

れですけれども、値があるのかなというふうな、

ちょっと疑問でございます。その辺どうでしょ

うか。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 こちらの案件につきまし

ては、当初、現状で受渡しする方法、それから

現状の形状が、水路がくぼ地になっているとい

うことで、用地としては適さないんだろうとい

うことでございましたので、通常ベースで整地

までするという方向と、それから、その東側の

往還新町のほうから流れている水路の布設替え

をする費用等々ありまして、そちらを相殺した

形で、掛かり増し費用については企業のほうか

らお願いできればなと考えてございますが、基

準となる平米単価につきましては、直近の売買

価格であります中核工業団地の価格が、直近の

価格ですので、そちらは基準としながらも、そ

ういう掛かり増し費用については企業に応分の

負担をいただくというスタンスでいきたいとい

うように考えてございますので、御理解のほど

よろしくお願いしたいと思います。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 平らな状態で、福田山

工業団地の平均単価で売るということは当然か

なと思いますし、工事費についても、やっぱり

8,000万円丸々、市が持ち出して更地にしたら、

ちょっと私個人的には考えられない事業かなと

思っていますので、その辺は企業側と十分相談

した上で決めていただきたいなと思います。 

  次、最後になりますけれども、113ページ、

10款教育費12目体育施設費の市民スキー場管理

運営事業費、約3,400万円についてでございま

す。 

  市民スキー場ができてから二十何年かたつの

かなと思います。私も前は、たまにですけれど

も、子供たちを連れてスキーや乗りに行った記

憶がありますけれども、最近はなかなか行く機

会なく、行っておりません。 

  しかしながら、やっぱり平日の利用客が特に

少ないのではないかなと思っています。それと、

夜間もライト、あれをやっているわけですけれ

ども、年間の利用者数と、その利用料金、要す

るに収入、年間、ワンシーズンどれぐらいある

のか、ちょっと教えていただけませんか。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

佐藤卓也委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 市民スキー場の年間の利

用者数と、あとは利用料金収入でございますけ

れども、こちらにつきましては、利用料金につ

きましては令和元年度で約31万7,500円という

ことでございますけれども、平成30年度の段階

では408万4,200円という状況になっております。 

  利用者につきましては、すみません、そのデ

ータが手元にございませんので、後ほど。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 思ったよりも随分利用

客が少ないというか、収入がないというか、当
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然利用者数も減っているな、少ないなという印

象です。 

  これは年間、毎年3,400万円ぐらい市の持ち

出しで、ずばり今後も市民スキー場としてこれ

は続けていくつもりですか、ずばり聞きます。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

佐藤卓也委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 市民スキー場の利用につ

いてでございますけれども、やはり今年度の状

況も、具体的に人数まではまだ出てきておりま

せんけれども、小中学生の体育施設の無料化な

どに伴いまして、休日はとてもにぎわっている

ような状況でございました。 

  昨年度につきましては、やっぱり少雪の、雪

が少なかったために、先ほどのような利用料金

の数字になってきておりますけれども、やはり、

かなり市民の方々からは御利用いただいている

と思っているところでございます。 

  また、御存じのとおり、斜面的にも初心者の

方などが取り組みやすいというか、やっぱり雪

国新庄の子供たちを中心に、ファミリーゲレン

デとして御利用いただけるのは、このまま継続

して使っていただきたいと思っているところで

ございます。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 続けていくということ

でいいのかなというか、すぐ廃止というわけに

もいかないでしょうから。 

  それと、このスキー場の利用の仕方なんです

けれども、以前は夏場、例えば炭焼き体験教室

だとか、市民農園的なこともやられていたと思

っていますけれども、最近、ここ近年、ほとん

ど夏場の利用というものはないのではないです

か、どうですか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 炭焼き体験でございますけれ

ども、事業のほうといたしましては一時中止を

しているという状況でございます。 

  また、体験農園につきましても休止状態であ

るということでございます。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） せっかく、冬はスキー

場ということで、夏場もやっぱり立派な休憩場

所、トイレから、ホールから、調理室からある

建物もありますし、もっと有効に夏場も活用す

るような計画というものはないですか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 夏場の利用につきましては、

社会教育課とともに、今後どのような形態、利

用していただけるかというふうに連携を取りま

して、協議、検討させていただいているところ

でございます。以上です。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） ぜひ夏場の利用、これ

を考えていただきたいなと思います。 

  私の知る人からも、夏場、冬はスキーやって

いるから無理なのかな、キャンプ場なんかとし

て、これを利用させてもらえないのかななんて

話もありますし、そういったことも含めて、具

体的に夏場の利用、ぜひ検討していただきたい

なと思います。 

  私の質問は以上です。ありがとうございまし

た。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

佐藤卓也委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 すみません、押切委員の、

先ほどのスキー場の利用者数についてでござい

ますけれども、令和元年度の段階では1,334名

でございました。平成30年につきましては

9,930名でございます。これは、元年につきま

しては、先ほど申し上げたような形で、少雪の
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ため利用者が少なかったという状況でございま

す。以上でございます。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 幾つできるか、順番に

やっていきます。 

  77ページ、７款１項２目商工振興費の商業振

興対策費134万9,000円、関連しまして82ページ、

７款１項５目新型コロナウイルス対策費の中の

地域経済活性化商品券発注事業、これは双方関

連がありますので、一括して質問しますので、

よろしくお願いします。 

  まず最初に、商品券発行事業でありますけれ

ども、１億8,104万9,000円の一般財源といいま

すか、市単独の事業でありますが、財政課長、

これは差し当たっては一般財源でやっていくけ

れども、国の特定財源または国庫支出金とか臨

財債とか、そういう手当ての見込みはあるんで

しょうか。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

佐藤卓也委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 このたびの商品券発行事業の

財源としましては、一般財源という形で見込ん

でございますけれども、今後、国の有利な交付

金等があった場合には、今年度の３月補正にお

きましても様々充当させていただいているとこ

ろでございますが、財源の調整の中で、そうい

ったものも計上してまいりたいと考えてござい

ます。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） ほかの各議員からも、

新庄市の財政が少しずつ悪化しているという心

配をされているわけです。経常収支比率95.8、

この数字はもっと悪くなるだろう。97ポイント

台まで行くのではないかと思っていますので、

ぜひその辺の見通しをよろしくお願いしたいと

思います。 

  １億8,000万円の地域経済活性化の名目で発

行する商品券でありますけれども、今、せんだ

って市長は、新庄市の商品販売高が600億円を

切っているというような言い方をしていました

けれども、まだもうちょっといいのではないか

なというふうに私は思っているんですが、商店

の数で600弱ですね。働いている人たちで三千

何人と、そういう状況であります。 

  ほかの議員も心配していましたけれども、や

っぱり町村の発行の仕方とは、新庄市の場合に

は違うんですね。町村の場合だと、ほとんど地

元の商店に行きます。しかし、新庄市の場合に

は、皆さんが心配しているように、郊外店に相

当の数字が行くのではないかと思っているわけ

でありますので。 

  今回の商品券が、結果がどのようになってい

くのか。今から推定せよといっても無理でしょ

うから、きちっとした検証をする、そういう機

会を与えていただきたいと思います。 

  そのことについて、商工観光課長、答弁お願

いします。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 八鍬委員から、今、地域

活性化商品券の件について御質問いただきまし

た。 

  こちらにつきましては、換金された場合、ど

の店で幾らというようなデータが出てきますの

で、そちら結果が出次第、原課としても検証を

行いまして、次の施策といいますか、そちらの

ほうに役立てていきたいと思います。 

  確かに委員おっしゃるとおり、郊外店、特に

食料品を買うスーパーへの流れが多くなるので

はないかという御懸念があるかと思いますが、

こちらにつきましては、そういった懸念もある

ことながら、市内の商店にも波及していただき

たいという思いもございますし、そちらのスー
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パーにも従業員も数多く市民の方もいらっしゃ

るということも勘案しますと、影響的には、そ

ういった効果もあるのかなと考えてございます。 

  なお、その実績に応じて、また検討しながら

進めていきたいというように考えておりますの

で、御理解のほどよろしくお願いしたいと思い

ます。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） ぜひその点はよろしく

お願いしたいと思いますし、マスコミでは、い

わゆる巣籠もり需要によって、スーパーなどは

むしろ売上げが増えているという報道もされて

いますので、そういう中での発行が地域経済に

どう影響を与えていくのか、きちんとその分析

をしていきたいと思います。 

  関連しまして、７款１項２目の商工振興費、

商業振興対策費134万9,000円です。新庄市の令

和３年度の一般会計当初予算が190億1,700万円

です。190億円ですよ。その中で、商業振興対

策費134万9,000円です。言うまでもなく、商工

観光課ですから、商業、工業、観光、この３つ

の部分を持っているわけですが、その中でも商

業振興対策費というものはもっと力を入れる必

要があるのではないかと思うんですが、その

134万9,000円のうち、空き店舗対策が100万円、

中心市街地活性化補助金が20万円、目玉はたっ

たこれだけです。その辺について、御説明お願

いします。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 それでは、商業振興対策

費の中心市街地活性化推進事業費の補助金、そ

れから商業地空き店舗等の出店支援事業費の補

助金についてでございます。 

  商業地空き店舗出店補助金につきましては、

平成20年から実施しているわけでございますけ

れども、商業地域の空き店舗を利用して、新た

に出店する事業者に対して、出店のための改装

費でございますとか、新規開店に係る広告宣伝

等に要した費用を補助金として支出しておりま

す。 

  また、中心市街地活性化推進事業費補助金に

つきましては、一旦事業が休止して、また復活

したというような予算でもございますけれども、

こちらについても、ちょっと少ないのかなとい

うふうには思ってございますが、今後とも商業

地域の活性化に向けた予算取りを十分にしてい

きまして、次年度に向けて検証させていただき

たいと考えてございます。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） このコロナ禍の中で疲

弊する商店街の調査も商工会議所に委託したと

いうことでありますけれども、全国的なケース

として、会議所に委託して分析することも必要

でしょうが、全国的な、いろんなやり方で成功

している例もたくさんあるわけですから、それ

らを前取りして、少しずつといいますか、一歩

でも中心商店街が元気づけられるような、そう

いう政策をぜひ出していただきたいと思います。

その点について、いかがでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 八鍬委員からただいま御

質問いただきました。 

  確かに先行事例、それから他自治体の実情な

ども、我々もアンテナを広げまして情報収集に

努めているところでございます。そちらも参考

にしながら、今後の展開という形で検討してい

きたいと考えてございますので、御理解くださ

いますよう、よろしくお願いしたいと思います。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 期待しております。よ

ろしくお願いします。 
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  続いて、87ページ、８款土木費１項１目都市

計画総務費12節の委託料999万円のうちの道の

駅登録候補協議書作成業務委託料であります。 

  ほかの委員の皆さんからも発言ありましたよ

うに、私ども議会に初めて提示したのが２月17

日の全員協議会での予算内示と実施計画の提示

であります。 

  その提示から、３月17日が３月議会の最終日

ですから、たった１か月の間に、これほどの大

事業を決定しろというものは、何か無理がある

なと思っています。 

  100万円の調査業務委託費だからというわけ

にはいかないと思います。その先には、５年間

かかって９億4,000万円の歳出ということもあ

りますし、市長は、市宝という言葉を使ってい

ましたけれども、本当にそういう考え方で道の

駅の整備をやっていっていいのかと疑問に思い

ます。 

  そこで、経過の中で出てきたものが、政策調

整会議、庁内の検討会、その中の検討で、この

案が出てきたというふうになっていますけれど

も、市民の方や、それから関係団体から、ぜひ

道の駅として整備してほしい、そういう要望は

あったんでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 道の駅整備事業について

の経緯ということでの御質問をいただいたとこ

ろでございます。 

  ２月26日に全員協議会でお示しさせていただ

きました資料に基づきまして、庁内検討といた

しまして、平成30年度に策定した道の駅の基本

構想をベースにさせていただきまして、政策調

整会議、これは令和２年の５月に開催いたしま

したが、こちらについてはエコロジーガーデン

の整備事業に合わせて、道の駅化の可能性につ

いて検討するというふうなことで決定されたと

ころでございます。 

  その決定を受けまして、令和２年度、今年度

におきましては庁内検討会、こちらを３回ほど

行いまして、エコロジーガーデンの優位性につ

いて検討を進めてきたところでございます。 

  市民の意見また要望等について、エコロジー

ガーデンへの希望というものがあったのかとい

うふうなことでございますが、大きくは、道の

駅の建設につきましては、議員の皆様からもい

ただいております要望書、また、先ほど来から

提示されております経済団体の方からの要望書、

これにつきましても、道の駅の建設の早期実現

に向けてというふうなことで、要望をいただい

ているところでございました。 

  平成30年度におきまして、検討を重ねてまい

りました基本構想におきましては、パブリック

コメントもさせていただきまして、３か所の候

補地について、皆様からの意見をいただきなが

ら、その中で検討を進めるということで御理解

いただいているものと理解しております。以上

でございます。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 基本構想を基にしてと

いうことで、結局エコロジーガーデン周辺とい

うところが導き出されているんですが、基本構

想、それ自体は、どこにも当てはまるような基

本的な考え方を整理しているのであって、基本

構想に基づいてエコロジーガーデン周辺という

ものは、私はちょっと違うのではないかなと思

います。 

  それから、民間団体からとか、それから議会

からも道の駅の要望が出ていたと言うんですが、

例えば民間団体ではきちっと、エコロジーガー

デンのところにしてくださいなんていうのは、

去年の２月の民間団体から出たあれでは、言っ

ていないですよ。北のゲートウェイという言葉

がちゃんと入っているではないですか。それは

ちょっと曲げ過ぎだと思いますね。 
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  そのときの資料を読み上げますかね、じゃあ。

新庄最上を考える民間事業者の会は、去年の２

月です。だから、どうも初めからエコロジーガ

ーデン周辺が道の駅ありきというふうにしか私

には理解できないと思うんです。 

  ９億4,000万円というその大きな数字もそう

ですけれども、あわせて同時にエコロジーガー

デンの環境整備もしていくということが、せん

だっての産業厚生常任委員会で示されましたが、

それについては理解する委員の皆さんが多かっ

たように思います。 

  非常に説明が科学的でないです。例えば、通

行量の問題とか、道路を通る車は把握できます

けれども、その走った車が道の駅に何台ぐらい

入るかというものは、それは全国的な統計で、

国交省の研究所もありますから、数字ははじき

出されるはずです。 

  そういう点からいっても、市民にとって理解

できるような案ではないのではないかなという

ふうに思います。 

  やっぱり、箱は１回造ると、補助金をもらえ

ば30年以上は、ほとんどの場合、管理していか

なければならないわけですから、どういう管理、

運営をしていくのかということもまだ示されて

おりませんし、この場で答えなくてもいいです

けれども、もっとやっぱり、市民の財産であり

ますから、みんなで議論して、利用しやすく、

なおかつ経済効果のあるものにもっていくため

にはどうすればいいか。そのためには、今限ら

れた財源の中で、いかにして進めていくかとい

うことであると思います。 

  中期財政計画の数字も示されましたので、今

後、市有財産の長寿命化ですか、それらに関連

して、先ほどのスキー場だけでなくて、いろん

な施設がいっぱい出てきます。そういう点でも、

一旦、５万人人口を目指した時代に造ったもの

を、今の３万5,000の人口で、そして間もなく

２万5,000の人口で持っていかなければならな

いわけですから。 

  我々、市有財産は市民の財産でありますので、

そういう点で慎重な検討をした上で、市民の理

解が得られるような、そういう結論を見いだす

べきではないかなと思います。 

  次、34ページ、２款１項１目総務費の一般管

理費の中の職員研修事業費でありますが、391

万3,000円であります。 

  この点については、昨日、庄司委員からも質

問がありましたが、今年度末の職員数が274名、

私は昭和の時代を知っていますから、新庄市の

職員430人おりました。すごい減り方です。 

  一方、事業量ですね、事業数でさえ増えてい

ますから、職員の構成とか、それから会計年度

職員の配置とか、あとは一旦退職した人たちの

再任用の配置とか、いろんな課題はありますけ

れども、でも実際、責任を持って仕事を進めて

いくシンクタンクは職員であります。 

  274名という数字は、私は減らし過ぎだと思

うんですが、まあ、その議論は今日は差し控え

ますが、さっきの職員研修事業費のうち、総務

課長から、派遣研修についていろいろありまし

たが、この派遣研修の中に、東京の有名な広告

代理店への派遣研修は入っているんでしょうか。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 派遣研修、東京、電通への職

員の派遣ということだと思うんですけれども、

入っております。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 総務課長から電通とい

う言葉が出ましたので、私も言わせていただき

ます。 

  庄司委員の質問のときには、その派遣研修が

入っていると、なぜおっしゃらなかったんです

か。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 
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佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 昨日、庄司委員からの御質問

もいただきましたけれども、庄司委員からは、

新しい項目は何なのかというふうな御質問でし

たので、新しくなったところをお答えいたしま

した。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 意見を申し上げます。 

  皆さん御存じのように、あの会社では、今か

ら数年前に大変な事件が起きました。東大卒の

優秀な女性が亡くなりました。そのこともあり

ますし、いろいろ、広告代理とかオリンピック

の仕事とか、あったようでありますけれども、

今期は1,600億円近い赤字決算であります。本

社の社屋も売却するという話も聞いています。 

  もう10年もやったんですから、もっと別の方

向で職員を育成すると、そういう考えはないん

でしょうか。 

  例えば、友好都市、高萩市と人事交流すると

か、山形県と人事交流するとか、あとは、苦し

くても頑張っているような、いい町村があるわ

けですから、そういうところに勉強に行くとか、

そういう方法は考えられないんでしょうか。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 確かに委員おっしゃるとおり、

様々な派遣の仕方というものがあるわけですの

で、当然に委員の言われたようなことも今後は

検討していかなければいけないことかと思いま

す。 

  ただし、来年度の電通派遣については、先方

からも、受け入れてもいいというふうなお答え

をいただいておりますので、来年度については

派遣する予定であります。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 今、時代の変化は大変

激しいです。十年一昔と言いますけれども、こ

ういう派遣研修はせいぜい、その時代時代の視

点がありますので、長くとも５年程度でいろん

な模索をしていくということが必要なのではな

いでしょうか。10年を超えても、なおかつ派遣

していく。それも一方的な派遣ですよ。もっと

職員にとってはプラスになる研修の仕方、育て

方があるはずだと思います。そのように思って

おります。 

  それから、最後になります。商工観光課長、

もう一回お願いします。78ページの７款１項商

工費３目の観光費の中の12節です。新庄まつり

のラッピングトラックがいっぱい走っています

けれども、令和３年度予算に計上した原状回復

委託料も入っていますが、今どのぐらいの台数

が走っていて、この原状回復のための委託料は

どの部分に係る内容であるか。そして、走って

いる効果についてもお知らせください。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 新庄まつりのラッピング

トラックでございますが、現在６台走ってござ

います。こちらにつきましては、市内の運送会

社の御厚意によりまして、新庄まつりをＰＲし

たいということで、ラッピングトラックを受け

入れていただいているというような認識でござ

いますが、全国各地に農産物の出荷ですとか、

そういった形で、遠方まで幅広く周知していた

だいているものと認識してございます。 

  その中で、今般の予算要求をさせていただい

ているものが、そのラッピングトラックの現在

ある台数の軽微な補修の修繕料委託と、それか

ら耐用年数を超えたトラックにつきましては１

台分、ラッピングを剝がして返還したいという

ように考えてございますので、そうしますと５

台分が走るというようなことになります。 

  これまでも様々な形でＰＲ活動をしていただ

いたわけでございますが、最終的には４台ほど
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の稼働で回していければというようなことで考

えてございます。よろしくお願いします。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） コロナ禍で先が見えな

い中、執行部も模索しながら、予算案。予算案

イコール事業計画ですから、そういう提案をな

さっているものと思います。そのことには大変

御苦労さまというふうに言いたいんですが、お

互いに、私どもは私どもで、議員の立場で申し

上げることもございます。 

  そういう議論の中で、コロナ禍のパンデミッ

クの後の新庄をみんなでつくり上げていく。そ

ういう姿勢が必要だと思います。終わります。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） それでは、私から５

点ほどお願いしたいと思います。 

  最初に、予算書の62ページ、４の１の１、保

健衛生総務費の新型コロナウイルスワクチン接

種事業費について、それから92ページ、９の１

の２、非常備消防費、備品購入費について、そ

れからページ94、９の１の５、災害対策費、自

主防災組織育成事業費補助金について、それか

ら96ページ、10の１の３、学校のつばさ支援事

業委託料について、それからページ64なんです

が、４の１の６、環境衛生費の中の水質調査等

業務委託料について、あと主要事業の概要の４

ページ、日新放課後児童クラブの施設について、

それから最後になりますが、ちょっとこれは予

算書のページが分からなくて申し訳ないんです

けれども、令和元年度からずっと事業が始まっ

ている地域学校協働活動推進事業について質問

させていただきます。 

  最初に、社会教育課のほうの地域学校協働活

動推進事業についてでありますが、学校と地域

のつながりをつくり、地域人材の掘り起こしを

図るということで、令和２年度、ありましたが、

これは令和３年度も事業継続になるのか、人員

等を含め事業内容についてお伺いしたいと思い

ます。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

佐藤卓也委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 地域学校協働活動という

ことで、これにつきましては令和元年度の段階

では、地域学校協働推進員を１名、昨年、令和

２年度の段階では３名委嘱して、活動している

ところでございます。 

  やっぱり地域の子供たちを、学校を核とした

エリアの中、地域の子供たちは地域で育ててい

くという活動の中に、その地域学校協働活動と

してありまして、その事業を推進していくため

の推進員ということでございます。 

  令和元年度の段階では、地域人材のリスト化

などを進めてきたところでございます。昨年度

に当たっては、その推進員３名によって、なお

一層バージョンアップという形を図りたいと思

っていたんですけれども、やっぱりコロナ禍に

あって、どうしても学校のほうでの活動ができ

ないということで、今年度につきましては、地

域人材の方を、新たなつながりをつくったりし

て、事業を進めてきたところでございます。 

  令和３年度につきましては、今年度、事業を

しようとした、これまでの地域の方のリストの

更新とか、新たな、学校と地域の方々で行える

ようなメニューを提案することはできないかと

いうふうな活動を進めたいと思っているところ

でございます。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） 分かりました。 

  それで、令和元年度については社会教育課内

に、その地域学校協働活動推進員が１名配置さ

れておりましたけれども、令和２年度３名委嘱

されたと伺いましたが、どちらを拠点にして活
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動されているんでしょうか。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

佐藤卓也委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 こちらの推進員につきま

しては、あくまで個人の方を委嘱させていただ

いているものですから、拠点とする場所につい

ては、それぞれの御自宅であったり、そこでし

ていただいているところでございます。 

  令和元年度については、教育委員会に常駐し

ていただいて、学校等をつないでいただいたと

ころでございますけれども、令和２年度につい

ては、３名の方については、それぞれ家庭なり、

自分のお仕事の中で活動していただいている状

況でございます。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） そうしますと、学校

に出向いたり、そういった調整をされている方

というものは、社会教育課のほうになるんでし

ょうか。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

佐藤卓也委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 課のほうにおきましては、

職員をまず中心に考えているところでございま

して、職員から、その推進員のほう、依頼いた

しまして、その活動に当たっていただいている

という状況になるかと思っております。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） これは、社会教育課

と、それから学校教育課との連携というふうに

も前に聞いたような気がします。しっかりした

連携についてはどのようになっていますか。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

佐藤卓也委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 社会教育課におきまして

は、その３名の学校協働活動推進員という方で

おりまして、学校教育に所管する分については、

学校図書の支援とか、あと学校と地域をつない

でいただく、私どもの推進員とのサポートとい

うような形で学校のほうに配置しているところ

でございます。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） 両方の課にまたがっ

ているということで、ちょっと統一したほうが

いいのかなと、ちょっと自分の感想なんでした

けれども、今後やっぱり先生方も大変忙しく、

対応し切れない点が多々あると思いますので、

しっかりその辺は、予算内の中でだと思います

けれども、事業をしっかり行っていただきたい

と思います。 

  それでは、62ページ、４の１の１の新型コロ

ナウイルスワクチン接種事業費について、主要

事業の概要の８ページもありまして、また今回、

広報しんじょうにも詳しいことが載ると聞いて

いたんですが、まだちょっと私、手元になかっ

たものですから、大変申し訳ないんですが、こ

の事業の概要について、お願いしたいと思いま

す。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 新型コロナウイルスワクチン

接種事業の内容でございますが、主要事業のほ

うの８ページに記載しておりますが、これから

市で行いますワクチン接種についての経費を計

上したところでございます。 

  既に２月の補正予算でも令和２年度分の事業

費を計上させていただいておりますが、今回３

月定例会で計上しておりますものにつきまして

は、これから始まります、16歳以上の接種を希

望します市民への集団接種、個別接種、訪問接

種の方法によりますワクチンの接種を実施した

いということで、必要な経費を計上させていた

だいたところでございます。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 
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佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） それでは、ちょっと

何点か。会場は新庄市民文化会館とお聞きして

おりますけれども、これは大体何か月分ぐらい

の会場借り上げ料になるんですか。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 会場借り上げ料としまして、

予算書のほう、2,731万3,000円という形で計上

しておりますが、こちら、事業の積算を行った

段階では、こちらのほう、集団接種の会場とな

ります文化会館については、向こう８か月お借

りするというような形で計上したところでござ

います。 

  今申し上げました会場借り上げ料の積算の部

分でありますが、向こう８か月、毎日、文化会

館で接種を行うという、予算編成の段階ではそ

のように考えておりましたので、そういった形

で2,700万円ほどを計上したところであります

が、現在、医師会との調整の中で、集団接種に

おきます文化会館での接種につきましては、毎

日やる方向ではなくて、まだ最終決定はしてい

ないんですが、土日のみに絞ってやりたいとい

うような形で医師会のほうと調整、今している

ところですので。 

  これから実施するに当たっては、こちらの会

場借り上げ料につきましては、予算に計上した

金額よりも、かなりの額が削減になる部分もご

ざいます。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） 集団接種は土日とい

う方向で今進められている。全市民、皆さんワ

クチン接種されるわけですけれども、単純に考

えると、何か終わるのかなというような気もあ

るんですが、まあ、それは一つとして。 

  それから、お医者さん、看護師ですけれども、

土日でもやっぱり診療なさっているお医者さん

とか、あると思うんです。それで、それを休ん

でというか、接種に担当されるということなの

で、そういったときの補償というか、そういう

ものも、その業務委託料の中に含まれているん

でしょうか。お願いします。 

佐藤卓也委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後２時０４分 休憩 

     午後２時１３分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 新型コロナウイルスワクチン

接種業務委託料の部分でございますが、こちら

は個別接種に係る委託料ということで計上して

いるところでございます。 

  国で、個別接種１回当たりの基準金額を

2,070円と定めておりますので、そちらに接種

想定回数を掛けまして、委託料を計上している

ところでございます。 

  それと、ただいま委員からありました、集団

接種、土日に医師の方が御協力いただいた場合

の休業補償等の部分でございますが、集団接種

での医師への報酬の部分については、謝金とい

う形で、1,686万円という形で計上しておりま

すが、こちらは医師１人につき３万円、看護師

１人につき、どちらも１日の金額ですが、

6,000円というふうな形で計上しているところ

でございます。 

  土日の休業補償というお話も、医師会との調

整の中では話し合ったところなんですが、なか

なかその部分も勘案しますと、財政的な負担、

10分の10、国が国庫負担という形にはなってお

りますけれども、なかなかその部分に踏み込ん

でいきますと、経費がかさ上げになるというこ

ともありまして、医師会との話をした際は、休
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業補償については、なくてもいいというような

形になりましたので、私どもは謝金で対応した

いというような形で考えております。 

  併せまして、土日は集団接種、平日は個別接

種というような形で考えているところなんです

が、個別接種の中でも、御自分の医療機関で土

日行っていただけるということで、協力してい

ただける医師の方もおられますので、土日につ

いては、平日来られない方については個別ある

いは集団、どちらかの選択肢が増えているとい

うような形になっているところでございます。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） 医師会の協力も得ら

れているということで、休業補償についてはよ

かったなと思います。 

  それと、さっき会場使用料の部分で、土日、

この文化会館、申込みされていることもあると

思うんですけれども、もう完全に文化会館は８

か月間、全て使用は禁止というか、そういうよ

うな形になっているんでしょうか。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 集団接種の文化会館のところ

でございますが、土日を想定しているというこ

とで、平日は、今現在、実施しない方向で進め

ておりますので、平日については、もう既に文

化会館のほうで事業等入っていれば、それは実

施していただいて結構かと思います。 

  それと、土日についても、今現在、月１回か

ら２回ということで調整しておりますので、ワ

クチン接種をしない土日もございますので、こ

れから最終決定した後に、文化会館のほう、社

会教育課と調整したいと考えているんですけれ

ども、基本的に集団接種、文化会館の接種につ

いては、予算は先ほど、謝金のほうで私が１日、

医師１人につき３万円ということで申し上げた

ところなんですが、こちらは予算計上段階では、

集団接種の場合、１日２時間程度、文化会館で

行うということで考えておりましたので、その

１日２時間、１人当たり３万円ということで、

予算の積算段階では考えておったところなんで

すが、その後、医師会との調整の中で、２時間

だけでなく、午前、午後、文化会館で協力して

いただけるというような話もいただいておりま

すので、その部分での医師への謝金等について

はちょっと調整がこれから必要になるかと考え

ているところでございます。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） これからいろんなこ

とが、想定する場面が出てくると思うんですけ

れども、１つお伺いしたいんですが、このワク

チン接種は本人の意思の下で接種するかどうか

判断すると聞いております。本人の判断が難し

い場合、例えば認知症の方や障害をお持ちの方

など、本人の意思確認が難しい場合もあるかと

思うんですが、そのあたりについてはどのよう

な対応になるんでしょうか。お伺いしたいと思

います。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 このたびのワクチン接種に当

たっては、希望する方への接種というような形

になっておりますので、ただいま委員からお話

のありました、御自分でなかなか判断できない

方も市民の中にはおられるであろうなという形

で考えているところです。 

  そういった方につきましては、やはり御家族

なり関係する方、あるいはかかりつけ医、かか

りつけ薬剤師、そういった形、あるいはケアマ

ネジャーとか、そういった、認知症も含めて、

なかなか判断できない方については、そういっ

た関係者の方々の御意見、判断を仰がなければ

ならないなと思っているところです。 

  そういった方については、多分、入院あるい
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は施設に入っている方が、御自宅で御家族が見

守っている方もおられるかと思いますけれども、

施設等々に入っている方も多いのかなと思って

おりますので、今後、医師会との最終の調整が

終わった段階で、そういった施設回りもしまし

て、確認したいと。 

  それと、在宅の方については、今、委員の御

指摘のあったケースであれば、御家族に確認す

るような形で対応していきたいなと思っており

ます。 

  また、独居老人の方も多分おられるであろう

なと思っておりますので、その辺の対応も、今

申し上げました関係機関との連携を取りながら

対応していきたいなと考えているところでござ

います。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） 分かりました。 

  それと、最後ですけれども、各市町村によっ

ては、シミュレーション的なことをやっている

ところがあります。この点についてはいかがで

すか。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 私も新聞報道等で、各自治体

でシミュレーションをやっているということは

把握しているところでございます。 

  一般質問の際もお答えしましたが、集団接種、

新庄市で行いますので、必ずシミュレーション

はやらなければならないなと思っております。 

  今日の市報の全戸配布の際にも、新庄市とし

てのワクチン接種の今後の予定、やり方等につ

いて、本日付でチラシを全戸配布させていただ

いたところではあるんですけれども、その中に

も、接種券の発送が、65歳以上であれば３月下

旬以降、あと接種の時期についても、65歳以上

であれば４月以降というような形で、チラシに

書かせていただいたわけなんですけれども、そ

の日程からいいますと、やはり１か月前、ある

いは遅くても３週間前にはシミュレーションを

やらなければならないと考えておりますので、

４月の頭か３月の下旬あたりをめどに、集団接

種における課題を抽出するためのシミュレーシ

ョンをやっていきたいと考えております。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） 分かりました。様々、

これからだと思いますけれども、本当にしっか

りとしたワクチン接種ができるようにお願いし

たいと思います。 

  それでは、92ページの９の１の２、非常備消

防費、備品購入費2,700万円ほど計上されてお

りますが、そのうち2,388万円が全消防団員の

活動服ということですが、差額についてお伺い

したいと思います。 

山科雅寛環境課長 委員長、山科雅寛。 

佐藤卓也委員長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 非常備消防の備品購入費の内

訳についての御質問をいただいております。 

  委員おっしゃいますとおり、そのうち2,388

万円につきましては、消防団の活動服、こちら

は平成21年に配付されたものですから、そちら

を新規に、また活動服を支給するというもので

ございます。 

  それ以外の部分ということですが、大きなも

のとしましては、消防用のホース、こちらは消

防団95班ございまして、そちらに１本ずつ配備

するための予算となってございます。 

  その他につきましては、入団または退団に伴

う新退差、そういったものに関する活動服であ

るとか、制服であるとか、そういった分の備品

の購入費が残りの部分となってございます。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） 分かりました。 

  それと、続いて94ページの９の１の５、災害
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対策費、自主防災組織育成事業費補助金、令和

２年度は300万円だったと思うんですが、今回

250万円ということで減額になっております。

この辺のところを含めて、事業費の内容につい

てお願いします。 

山科雅寛環境課長 委員長、山科雅寛。 

佐藤卓也委員長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 自主防災組織育成事業費補助

金についての御質問でございます。 

  委員おっしゃるとおり、昨年度は300万円で、

今年度は250万円ということで、50万円ほど減

額とさせていただいてございます。こちらは、

令和２年度までは県の事業の補助金が入ってい

る部分もございまして、そちらも活用しながら

やってきたわけでございますが、制度としまし

ては、新規で設立した場合、その１地区に対し

て、限度額として20万円までの補助をするとい

う内容でございます。 

  また、既に整備された自主防災組織を立ち上

げられて、２度目の申請をされた場合は、令和

２年度におきましては、県の事業を使いまして、

10万円までの補助という形をさせていただきま

したが、補助がなくなったとしても、やっぱり

今後の自主防災組織の活動を活発化するために

は、この補助金というものは残す必要があるだ

ろうということで、ただ金額につきましては５

万円に減額させていただいたんですけれども、

その形でしていきたいということでの予算とな

ってございます。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） 分かりました。それ

と、組織率の向上に向けてもよろしくお願いし

たいと思います。 

  それと、前回というか、一般質問でも話、あ

れですけれども、避難訓練等についても本当に、

先月は本当に夜中というか、深夜の地震があり

まして、やっぱり避難訓練等についても、今は

コロナということで、集まる、大変難しいとは

思うんですけれども、やっぱり実際そういう定

期的に避難訓練をしていかないと、本当に実際

その場に立ったときに機能しなくなると思いま

すので、これもよろしくお願いしたいと思いま

す。 

  それでは、96ページ、10の１の３、学校のつ

ばさ支援事業委託料の詳細について、お願いし

ます。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 学校のつばさ支援事業で

ございますが、この事業は各学校が地域と連携

して、特色ある学校づくりをしていくというこ

とで、その教育活動のための支援でございます。 

  各中学校区に業務委託をするということで、

それぞれの学区含めて357万円ほどになります。 

  そのほか、新庄市の、このたび委託研究とい

うことで、事業づくり等の３年間の委嘱をする

予定でございます。そこに20万円、これは萩野

学園を予定しております。 

  もう一つは、教育の日実行委員会ということ

で、教育の日に関することについても業務委託

ということで23万円です。 

  先ほど申し上げた、学校についての内容です

が、例えば地域に開かれた学校づくりというこ

とで、地域の人材といいますか、ゲストティー

チャーを呼んで授業をしていただいた場合の謝

金とか、それから研究授業をしたときの大学の

先生の謝金とか、また総合的な学習の時間で、

今ふるさと学習に力を入れているんですが、そ

の中で子供たちが活動する中での必要な金額と

かということに使わせていただいています。 

  それと、最後になりますが、説明責任という

ことで、学校の特色を地域に発信しております

ので、例えばその要覧の経費とか、学校の説明

責任に係る内容についても含まれておりまして、

来年度計画させていただいております。以上で
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ございます。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） 分かりました。 

  それと、ページ64の４の１の６、環境衛生費、

水質調査等業務委託料の内容について、お願い

します。 

山科雅寛環境課長 委員長、山科雅寛。 

佐藤卓也委員長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 ４、１、６の環境衛生事業費

における水質調査等業務委託料の内訳について

ということで御質問をいただいております。 

  こちらに関しましては、水質調査、４つの業

務委託料の合計となってございます。 

  １つ目が、河川等の水質検査業務委託料とし

まして、市内の河川11か所におきまして、水質

を検査しているものでございます。 

  また、次にゴルフ場の残留農薬に係る水質検

査業務委託料、こちらはゴルフ場の近辺の河川

につきまして、排出量につきまして調査してご

ざいます。 

  次に、酸性雪の調査、水質分析業務委託料、

これは冬季に行っておりまして、１月から２月

の間、降ってきました雪の酸性度、こちらを測

るための調査となってございます。 

  最後に、４点目として、工業団地の排水水質

検査業務委託料としまして、横根山工業団地、

あと新庄中核工業団地の工場からの排出につい

ての水質検査をしてございます。以上でござい

ます。 

１７番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

佐藤卓也委員長 髙橋富美子委員。 

１７番（髙橋富美子委員） 分かりました。 

  最後に、主要事業の４ページ、日新放課後児

童クラブの施設について、大規模な修繕を実施

しということで、屋根の防水改修とか書いてあ

りますけれども、利用児童の良好な環境整備に

努めますと記されておりますが、屋根のほかに

何かこれから改修するような予定がありました

らお知らせ願いたいと思います。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

佐藤卓也委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 日新放

課後児童クラブの今回の屋根の防水工事924万

円ほど計上させていただいておりますけれども、

こちらの建物につきましては、旧星芒寮を利用

して、平成25年に大規模改修をして使っている

ものでございます。 

  全体的な湿気や雨漏りなどで傷んでいる部分

も多いということで、まずは屋根の修繕、それ

から床や壁などの内装というようなことを予定

しておりますけれども、こちらの床や壁のほう

は、屋根の状況、工事が終了次第、また検討し

てまいりたいと思っております。以上です。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 何点か質問させていた

だきます。 

  まずは117ページの一般職、そして128ページ、

129ページの令和３年度一般会計款別性質別経

費調のうち、人件費を中心にした質問をしたい

と思います。 

  まず最初にですが、新年度から、間もなくス

タートする令和３年度から５か年の計画である

定員管理計画が実施される運びとなっているか

と思います。 

  この中で、117ページに記載されている一般

職、前年度265人でありましたけれども、本年、

令和３年度は273人と、８名増加しています。

これはどのような理由からであったのか、まず

最初にお尋ねします。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 
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関 宏之総務課長 117ページの、令和２年度265

名から273名に多くなった理由ということでの

御質問です。 

  そちらの内訳として、118ページと119ページ

がございますけれども、まず118ページ、会計

年度任用職員以外の職員でございますが、こち

らについては比較でも分かりますとおり、正規

職員については４名減、こちらについては、令

和２年度当初は看護教員を予算措置しておりま

したので、その減分でございます。 

  そして、会計年度職員１名については、退職

者の１名等ということになります。 

  そして、119ページについては、会計年度任

用職員になるわけですけれども、こちらについ

ては本年度のところ、12名とありますが、こち

らはフルタイムの会計年度任用職員が増えたた

めに、こちらを足しますと、117ページの数値

になっているということになります。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） そうしますと、正規職

員としては４名がマイナスという理解でよろし

かったでしょうか。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 再任用職員も正規職員に含ま

れますので、本当のフルタイムの正規職員とい

うものが４名減ということになります。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 法律が変わって、１年

度ごと更新をしていく会計年度職員。会計年度

職員以外の職員というふうにお尋ねするとよろ

しいということですね。それが４名減ったとい

うことでしょうか。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 会計年度任用職員以外の職員

は４名減ということでございます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 全体の表を見たときに、

８名増えているということで、自分としては、

やっぱりこのコロナ禍があって、コロナの影響、

プラス標準行政という、その業務量プラスの中

で、人材が拡充されたのであるならば歓迎すべ

きことではないかと思ったんですが、またちょ

っとそれとは内容が違っているということです。 

  ですが、定員管理の中で、どうしても職員、

人件費というところは、義務的経費の中で増大

していくと、経常収支比率を圧迫するという理

由があるために、どうしてもその人件費のとこ

ろに一番やり玉に上げられていくのかなと思っ

ているんですが、ただ、この款別の性質別歳出

を見ていくと、この12款別の中では、全体の歳

出予算の総額のうち、どのくらいの割合を占め

ているかというと、５番目になっているという

ことで、人件費、人が多い分、お金ももちろん

かかるわけですから、それにしても、その５番

目というところを見ると、そんなにという言い

方は変ですけれども、驚くほどの圧迫をかけて

いるわけではないのではないかというふうに見

えることができるのではないかと思います。 

  実際に、決算上の中ではかっていく場合に一

番分かりやすいものが、財政状況資料集という

ものが分かりやすいかなと思うんですけれども、

まだ令和元年の決算分が公開されていないので、

それを基にして、経年的にどういう推移をして

いったのかということを推しはかることはちょ

っと難しいかなとは思うんですが、ただ、平成

30年度、そこから実際に職員数が増えているわ

けではない。会計年度任用職員以外の職員が増

えているわけではないと考えると、平成30年度

を目安にして考えてもいいのかなと思うわけな

んですが、そうしますと、新庄市の人件費とい

うところは決して高くない。それは執行部の
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方々が一番よくお分かりなのではないかと思う

んですけれども、平成30年度で見ますと、全国

平均、県平均よりも低いですね。そして、128

ある類似団体の中でも117位と低いんですよね。 

  そういった中で、財政の弾力性を示す本市の

経常収支比率を見ると、どうしてもこれから先

上がっていくということが目に見えますので、

数字だけを見ていくと、見えますので、そうし

ますと、どうしても財政の構造が硬直化してい

る。これを何とか防がなくてはいけない。防が

なくてはいけないから、一番、義務的経費のと

ころの人件費というところに手をつけなければ

いけない。こういう発想になっていくのかなと

思います。 

  でも、その歳出経費を本当につぶさに見てい

くと、一番本当に財源の、財政構造の弾力性を

失われさせていっているというか、硬直化させ

ている原因がもっとあるなと思うところがあり

ます。 

  そして、その中で、新年度から実施される定

員管理計画なんですけれども、令和３年から令

和７年までの５年間で、実質、会計年度職員も

含めて職員なんですけれども、以外の職員の方

というものは計画人数として何人計画していて、

じゃあ会計年度任用職員を含めて何人としてい

るのか、お尋ねいたします。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 まず、定員管理計画について

ですけれども、こちらは正職員の数になります

ので、こちらは総務文教常任委員会には定員管

理計画案という形でお示ししているところなん

ですけれども、資料も産業厚生の委員の方にも

行っていると思うんですが、定員管理計画上は、

今後、令和３年度、来年が273人、令和４年度

が270人、令和５年度が269人、令和６年度が

267人、令和７年度が263人ということで、今後

５年間で11人減っていくという見込みでござい

ます。 

  そして、会計年度任用職員になるんですけれ

ども、こちらについては毎年積み上げで計画し

ますので、来年度については現状値で、今年よ

り４人増の202名を計画しております。 

佐藤卓也委員長 暫時休憩します。 

 

     午後２時４３分 休憩 

     午後２時４７分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 申し訳ありません。補足の説

明をさせていただくと、定員管理計画上の人数

というものは、60歳定年制の正職員と同じフル

タイムの再任用職員が入ります。 

  そして、先ほど会計年度任用職員、来年度の

計画については202名と申し上げましたけれど

も、119ページの本年度の職員数を見ますと204

名になっております。この違いについては、計

画をしたのが11月現在ですので、現在、来年度

予定しているものは202名ということでお答え

いたしました。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） そうしますと、正職員

の数というものは減少すると。正職員、会計任

用職員、再任用職員を含まない職員の数という

ものは減少していく、削減していくという理解

でよろしいということですか。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 令和３年度から令和７年度ま

での５年間につきましては、お示ししています

とおり、現業職員の不採用ということを中心に、

11人減っていくということになります。それ以

降については、まだ未定でございますので。 
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３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 財政の状況に左右され

ていくことが大きいのではないかと。５年後に

あってもですね、と考えられるんですが、今回

のこのコロナを経験して、一番厳しい立場にあ

るというか、感じているものが、職員、非正規

も正規も含めてではありますが、職員自身であ

ると思うんです。 

  税収減で、どうしても厳しい自治体運営とい

うものを、どの自治体もそうですが、強いられ

ている中であっても、標準的な行政を充実させ

ていかなければいけないと。 

  そのために、やはり最前線に立つ正規、非正

規公務員の拡充をどうしても求めるのが、私た

ちはやっぱり、現場も分かる、市民の願いでも

実はあるんです。 

  ですが、極端に、この５年間の中では減って

いく。ただ、税収の、財政の状況によっては、

その５年後も見通しとしては、増やしていける

かどうかはその状況によるということで、今は

答えられる状況ではないのかもしれないんです

けれども。 

  その極端に、100人増やせとか、50人増やせ

とか、そういうことを申し上げているのではな

くて、やはりこういった疫病というか、ちょっ

と起これば、はっきりとその公共部門のところ

に脆弱性というものがどうしても表れてくる。 

  それというのは、その職員数がやはり、国の

財政のコントロールの下に減らさざるを得ない

状況がずっと続いてきたということが大きい要

因なのではないだろうかと思うんです。 

  やっぱり人口も減って、税収も減っていくと、

どうしても公務員に対するバッシングというも

のが世の中から大きく取り沙汰されて、ですが、

市民の生活を本当に支えられるというのは公務

員でしかできない仕事ばかりなんですね。 

  そういった観点から、今回５年の中で11名減

らしていくという大きい削減なんですが、まず

この５年間の中でも、財政の運用と照らし合わ

せながら、極端に減らしていくということもブ

レーキをしながら、見ていっていただきたいな

と。これは切に願うんです。 

  なぜこんなに減らされているのかというと、

やはり、よく国の、例えば地方交付税にしても、

そういった歳入項目は国のものだから、ここで

議論できない、議論できる、そんな議論になる

ときがありますけれども、何が原因になってい

るのかというと、やはり歳入の部分なんですよ

ね。 

  地財計画の中で、その対策の中で、政府で、

政府が方針を21年に決めた。一般財源実質同水

準ルール、このルールの下で、どうしても地方

自治体の地方の財政の歳出にたがをはめていく

という機能が十分に働いてしまっているわけで

すね。どうしてもそのルールの下にあって、財

政運営をしていかなければいけないので、この

職員数の削減というものをせざるを得ないのだ

と思うんですね。 

  ただ、これを本当に考えていくならば、この

先、職員数がどんどん減っていくという未来、

将来というものは、その公共というものはどう

いうふうになっていくんだろうと。 

  そういった観点から、市当局側は考えたこと

があるのかないのか、ちょっと伺っておきたい

と思います。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 まず、減らすことが先にあっ

て、それに合わせていくという考え方はござい

ません。あくまでも業務があって、それに必要

な人数は確保していくというものが前提ですの

で、そちらは最大限努力してまいりたいと思い

ます。 

  ただし、これから財政規模がだんだんと下が

っていく中にあって、人件費がそのままであり
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続けるとすれば、事業費が縮小していって、サ

ービスが低下するということが一番恐れるとこ

ろですので、そうならないように、人件費もい

ろいろな形態を考えていかなければいけないだ

ろうと考えておりますので。 

  まず減らすことが先にあるということではな

いということを御理解いただきたいと思います。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 私が言っている歳入の

コントロールという部分を基にしていくと、や

はり減らしていく、削減していくということが

自治体としてはないにしても、せざるを得ない

方向に引っ張られていくわけではないですか。

そうなったときに、先々に見えていくものが、

懸念していかなくてはいけない、アウトソーシ

ング化であったり、民営化であったりという部

分なんですよね。 

  それが、自治体構想2040という中には明確に

記されている。そっちのほうに引っ張られてい

くのか、どうなのか、そこまで考えているのか、

どうなのか。財政運営、自治体運営していく中

で、それは大きい問題だと思うんですね。 

  よく、民営……。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員に申します。今の

質問は歳入の質問です。歳入と歳出が混在して

いますので、歳出のことを質問していただき、

そして質問の内容を明確にしていただきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 歳出のボリュームを決

めるものは歳入であるということをまずお話し

したわけなんですが、そうしますと今後、適正

というか、新庄市の財政の状況に合わせて定員

を適正にしていく。ただ、それはただ単に減ら

すのではなくて、必要なところにはちゃんと必

要なように措置をするという方向でやっていく

ということの理解でよろしいかなと思うんです

が、ここで一つ、歳出をして、歳出のため、予

算というものは結局、この歳出に表れている予

算というものは、先ほど八鍬委員も言いました

ように、その市の政策そのものであると思いま

す。 

  現在、その予算編成、どういった形でされて

いらっしゃるのか、伺っておきます。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

佐藤卓也委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 予算編成の仕組みでございま

すけれども、当然、各部署におきまして、翌年

度をにらみまして、事業の効果、検証等も含め

て、庁内で行政評価を行いながら、翌年度の予

算の見込みを立てていくと。 

  その要求に応じて、財政課で全体的に歳入と

歳出のバランスがあるかどうかということを踏

まえて編成していくということでございます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 行財政改革を進めてい

かなければいけない、この財政、人口減少、そ

して税収の減少の中にあって、その予算編成の

在り方というものが、これまで各課から事業を

集める、積み上げ方式というか、だというもの

であったかと思うんですが、こちらのほう、地

方自治体の政策形成の中心となるものは予算編

成でありまして、一般財源が縮小するこの時代

にふさわしい形というものに、これも改革をす

べきだと思います。 

  この改革には様々な形があります。ＰＤＣＡ

サイクル型、総額管理枠配分方式であったり、

包括方式、包括予算制度であったり、住民参加

型予算であったり、定員管理であったり、行政

の働き方の改革であったり、そういった改革を

進めているんだけれども、この財政構造に従っ

て、予算編成に対しても改革を行っていくべき

時代であるのではないかと思うんですが、いか
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がでしょうか。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

佐藤卓也委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 予算の編成についての、改革

についての御質問かと思います。 

  これまでの積み上げ方式ということで、通常

の自治体では予算編成を行っているわけですけ

れども、先進的に枠配分方式といいますか、議

員おっしゃったような総枠配分、部署単位に予

算を大枠で部門別に配分していくと。その中で、

経常的な経費については削減を図っていくとい

う仕組みもあることは承知しているところでご

ざいます。 

  今後、どのような編成の仕方が考えられるの

か、最も新庄市に適しているものがどういうも

のかというふうな視点から、検討を進めてまい

りたいと思います。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） ぜひとも改革をお願い

したいと思います。 

  次になんですが、97ページの10款１項３目、

教育指導員のところ、ＡＬＴについてだったん

ですが、国際理解教育推進事業費、小学校でも

もう既に英語の義務教育化が始まっております

ので、必須な項目であると思うんですが、この

コロナ禍において、新年度、今、外務省におい

ては、外国からＡＬＴに来ていただく。そのた

めに渡航をしてもらわなければいけないんです

けれども、今現在コロナウイルス禍の中にあっ

て、渡航規制であったり、そういった情報とい

うものは今どのようになっているんでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 本市のＡＬＴにつきまし

ては、８月からということの雇用になっており

まして、現時点では、更新の時期も含めまして、

８月に新規のＡＬＴが一部ございます。 

  今、渡航につきましては、恐らく２週間の制

限とかＰＣＲとか様々制約はあるとは思うんで

すが、国の事業ですので、その後に安全性につ

いては国の方針に従っていきたいなと思ってお

りますが、現時点で渡航ができるとかできない

とか、そういうことではなくて、予定としては

８月から雇用を考えております。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 各自治体で、これはＪ

ＥＴ、ＡＬＴを採用した場合、その給与とかの

部分が交付税算定になっていくという措置があ

ったりしているかと思うんですが、ちょっと自

分もまだ調査自体があまり深まっていない中で

の質問なんですが、今回のやっぱりコロナの影

響があって、各地の自治体の中で、日本人版の

ＡＬＴを採用する動きが出て、北九州市なんか

も、そのトライアルの期間を経て、2020年度か

らですけれども、もう既に15名採用していると。

ＡＬＴの外国の方の先生、プラス日本人のバイ

リンガルの方を15名入っていただいて、先生と

も生徒とも、そして外国人の先生ともコミュニ

ケーションがうまく回る形で、なかなかいい授

業を進めているという報告があります。 

  東京にいる、足立区なんですけれども、自分

の友人も日本人ＡＬＴとして中学校に赴任して

いる話をしていましたので、その採用という方

向性というものもあるのではないかなと思うん

ですが、そういった検討というものはなされた

りしたことがあるでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 ＡＬＴにつきましては、

様々な形態があることは承知しております。本

市でも、導入の際に民間人とか、あと日本人と

か、様々な選択肢を検討いたしまして、ＪＥＴ

を活用したという経緯もございます。 

  現在、本市４名、体制が整っていまして、今、
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事情がございまして、１人欠けて３名体制で、

また８月には４名になる予定です。 

  学校数でいいますと、９校になりますので、

９校で４名、指導に入るという形で、ただ単に

数が多ければいいということでもなくて、効果

的な活用をしてまいりたいと思っております。 

  そういう意味で、現時点ではＪＥＴを活用し

た国の、今の４名体制で、今のところ活用でき

ているのかなと思っているところでございます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

佐藤卓也委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） このような世界をまる

でコロナという国境で閉められたような状況に

なった場合、日本人版のＡＬＴがいて、その地

域の中で活動できているということも強みでは

あるのかなと思います。 

  もし、この先に検討する猶予があるとするな

らば、ぜひに検討していただくと、いい政策と

なっていくのではないかなと勝手に思っており

ました。いかがでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 今の委員おっしゃった、

地域の人材ということでは、この新庄にもそう

いう方はいらっしゃることも承知しておりまし

て、外国語、英語以外に国際理解ということで、

学校で様々な方に教えていただいております。 

  そういった意味で、地域人材の活用というこ

とは積極的に学校ごと行っていくことは可能で

すので、それは検討してまいりたいと思ってお

ります。 

佐藤卓也委員長 暫時休憩します。 

 

     午後３時０６分 休憩 

     午後３時０７分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午後３時０８分 休憩 

     午後３時１６分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかに質疑ありませんか。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 私が本日の最後みたい

ですので、ひとつ気合を入れて質問したいと思

いますので、よろしくお願い申し上げます。 

  まず最初に、39ページ、２款１項の総務費の

新庄市区長協議会負担金並びに区長に対する手

当について、次、87ページの８款の土木費の公

園管理事業費、次、81ページ、７款の商工費１

項、エコロジーガーデン修繕料について、次、

87ページの土木費、都市計画費、住宅リフォー

ム支払事業補助金等について、同じく89ページ、

８款の５項の住宅費、空き家有効活用事業費に

ついて、91ページ、８款の土木費６項の雪対策、

桧町地区流雪溝整備事業費、次、92ページ、９

款消防費１項消防費、先ほども聞きましたけれ

ども、備品購入費並びに団員報酬と、次、消防

団運営交付金の内容と、次、93ページの災害対

策費、各修繕費及び通信費の内容についてお聞

きしたいと思います。 

  まず最初に、総務費の、区長に対する協議会

負担金の36万7,000円と、あと区長手当はどこ

に該当するのかなということでお聞きしたいと

思います。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 それではまず初めに、39

ページの新庄市区長協議会負担金から御説明さ

せていただきます。 

  こちらにつきましては、大変、市の行政推進

のためにお世話になっている区長の皆様方の会

議費、または永年勤続などの表彰とかのそうい
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った事業の事務費、あと区長の皆様方に様々な

研修をしていただく研修費、あと事務費等の費

用として、活動していただくために、こちらの

負担金を区長協議会にお支払いしているという

ことで、お世話になっている部分でございます。 

  それと、区長手当、先日も御質問があったん

ですけれども、ちょっと見えにくいんですが、

39ページの地域づくり支援事業費の下２段目、

謝金1,504万円とあるんですけれども、この中

に区長手当が1,438万円というような形で予算

措置させていただいているところでございます。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 分かりました。ここに

手当のお金があると言うんですけれども、区長

は非常職の職員ですね。その職員に対して、本

来であれば報酬とか手当になるんでしょうけれ

ども、これは、私は法的には分かりませんけれ

ども、これは謝金というものはちょっと報酬と

また違うのではないかなと思うんです。 

  謝金とは、私なりに調べましたけれども、指

揮監督を受けず、自己裁量で業務に当たる者に

対し支払われる対価、講演、原稿執筆、校正、

翻訳等が当てはまるというようなことなんです

ね。 

  だから、謝金でないよう……、お金に色がつ

くはずはないと思うんだけれども、こういう支

払いで、もし、これは恐らくあれでしょう、源

泉つけるんですね、この手当に対しては、報酬

を払うときに。 

  これは、あやをつけるわけではないんだけれ

ども、謝金という名目でいいのかなと。一所懸

命、地域のパイプ役になっている方に対して、

いささか、ちょっと私としては、いかがかな、

伝わらないのではないかなという気がしますけ

れども、その辺のお考えはいかがなんでしょう

か。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 区長業務につきまして、

まさしく市と市民のパイプ役ということで、非

常勤の特別職の身分ということでございます。 

  それで、以前ですと、平成23年以前に、市と

区長協議会で委託契約を結んで支払いをしてい

たということでございますけれども、やはり区

長が、この事務費として一括して協議会に支出

していたということで、区長個々にはこの協議

会からお支払いされていたという歴史がありま

す。 

  その中で、市長が、市の非常勤特別職の身分

にあるにもかかわらず、市から直接その方々に

手当が支給されないということではということ

を鑑みまして、逆に平成23年から委託費ではな

く、謝金というような形で個人に対して支出す

るというような性格に変えさせていただいたと

いう経緯がありますので。 

  それで、またちょっと何かおかしいというこ

とがありましたら、検討させていただければな

と思いますが、そういうことで、今のスタイル

に検討した結果、なっているということを御承

知いただければなと思います。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） そういう根拠の中であ

ればいいんだけれども、ここに、区長手当とガ

イドブックにも載っていて、やはり手当として、

対価としてお支払いする、その謝金という名は

いささかどうかなというような気がするもので

すから、ちゃんとやっぱり源泉徴収もつけてお

あげして、本当にいろいろ今、成り手がいなく

てと、私も一般質問をさせていただいたんだけ

れども、成り手がいなくて困っているんだよと

いうようなことで申し上げておったものですか

ら、この辺いかがかなというような、ちょっと

疑問を感じたものですからね、もし、よろしく

お願いします。 
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  それと、もう一点……、お答えいただくんで

すか。 

小松 孝副市長 委員長、小松 孝。 

佐藤卓也委員長 副市長小松 孝君。 

小松 孝副市長 区長の位置づけが特別職という

ことからすれば、制度的には、やはり報酬で支

払う形が正しいと考えております。方向性とし

てはということですけれども。 

  そういうことから、このたびの予算はこうい

うことでお示ししましたけれども、今後、報酬

で計上する方向で考えていきたいと思っており

ます。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 分かりました。 

  私も一般質問をしたものだから、手当どうな

ってんなだべなと、一生懸命探したんですね。

そして、やっぱりその質問した内容についても、

規則では、１区長の仕事は100戸あたりがあれ

ですよという、現実には今212区長がいて活躍

しているようだけれども、大きい町内には300

近い、200、100、その方、以下の方も均等割り

で１万5,000円というものは、ちょっとやはり、

戸数には八百幾らですか、800円つけるんです

けれども、やっぱりその辺ももう少し不平等と

いうと、仕事の対価としても、やはり見直して

いただかないと、なかなか成り手もいないと、

若い人がいなくて困っているというようなこと

で。 

  理想とすれば月１万円ぐらい、年間12万円ぐ

らいだと区長の仕事も、ボランティア半分、ボ

ランティアではないけれども、地域のためにと

いうようなこともよしあしに聞こえてきますも

のですから、ぜひそういったことで、必ずしも

財源が伴いますので、何もかにもというふうに

いかないと思うんだけれども、やはり時勢に合

ったような、法律も変わって、やはり区長はい

ろいろ、特別職みたいな部分、特別公務員的な

ものをしなさいみたいなことになっているもの

ですから、やはりその辺も時流に合ったような

ことをしていただければ、区長も頑張っていた

だけるのではないかな、パイプ役として大変な

お仕事なさっているわけですので、ぜひひとつ

よろしくお願い申し上げたいと思います。 

  次に、公園土木事業費、87ページなんですけ

れども、これは、新庄市も歴史的風致維持向上

推進事業をやって、まちを活発にするというよ

うなことで、最上公園の中にあるトイレなんで

すね。横町をやっていただいて、大変いいタイ

ムリーな事業だなと喜んでいるんですけれども、

それに併せて最上公園のいつも話題になるトイ

レの改修とかというものはどのようにお考えに

なって、新庄市は歴史的まちをすると言うけれ

ども、最上公園から発祥するわけですので、そ

の辺の、ここには載っていないとしても、その

お考えを、せっかくの機会ですのでお聞きした

いなと思ったんです。よろしくお願いします。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 最上公園内のトイレの考

え方ということで御質問いただいたところです。 

  委員おっしゃいましたとおり、これから歴史

的風致の活用ということでのまちづくりを目指

すということで、新庄市、これから展開してい

くというふうなことを考えております。 

  例年、春まつりのときに活用していただいて

いる最上公園内のトイレにつきましても、いろ

いろと通路が歩きにくいだったり、ちょっと暗

いとかというふうなことの御意見をいただいて

いることもございましたので、その都度対応は

してきたところでございますが、その歴史的風

致計画に合わせまして、最上公園内のトイレ、

そちらの財源なども活用できるのであれば活用

しながら、改修等の内容についても検討を進め

てまいれればとは考えているところでございま

すので。 
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  すぐにということではございませんが、検討

を進めてまいりたいと考えております。以上で

す。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） いつも、カド焼きあた

りになると、問題、いつも市民の皆さんから、

もう少し、さぱっとした、やばっつくないもの

にしてけろというようなことが来るものですか

ら、あわせてですね、ぜひ今度、最上公園、や

はり中心になるわけですので、ひとつ頭に入れ

て、まちづくり、最上公園ですので、風致のま

ちづくりをするには、やはりそういった整備も

必要ではないかなと思うものですから、よろし

くお願い申し上げます。 

  それで、せっかくですので課長に。87ページ

の住宅リフォーム総合支援事業費、先ほども質

問されましたけれども、これは昨年より減額に

なっていますね。前はほとんど県のお金を活用

して、当初は持ち出しがなくて、大変人気があ

る事業なんですね。 

  昨年はどのぐらいの件数があったんですかね。

ひとつよろしくお願いいたします。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 住宅リフォーム補助金の

事業についての御質問をいただいたところです。 

  これまでの実績といたしまして、平成23年か

らこの事業を活用させていただいております。

これまで山形県の補助金を活用させていただき

ながら、市の補助金要綱ということで運用して

きたところでございますが、これまで予算額と

しまして、おおむね2,500万円から3,000万円ほ

どの予算を計上させていただきまして、毎年

120件から150件ほどの実績を上げさせていただ

いていたところでございます。 

  この事業でございますが、来年度、県におき

ましては制度の改正がございまして、今まで市

町村で実施している補助金に対しまして100％

バックアップいただけるというふうな内容であ

りましたけれども、令和３年度から50％の負担

ということで制度の改正になったところでござ

います。 

  令和２年度、今年に関しまして、予算計上的

には3,000万円ほどの予算で、県にも要望して

きたところでございますが、実際には2,100万

円の内示をいただいて、その枠の中で運用して

きたところでございます。 

  こちら、現在までの実施件数といたしまして

130件ほど御利用いただいているところです。 

  来年度の予算計上させていただいたものにつ

きましても、本年度の内示ベース2,100万円を

一般リフォーム枠として予算計上させていただ

いたところでございましたので、その辺御理解

いただければと思っているところです。以上で

す。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） これは大変使い勝手が

いいと喜ばれる事業だと思うんです。 

  これは各市町村でやっているんだけれども、

地元の業者ではなくて、ある業者が頼まれて新

庄に来たそうです。その人の話を聞くと、比較

的新庄は申請しやすくて、丁寧でよかったとい

うようなお話でした。ある人はですよ、全部じ

ゃないか、私は分かりません。ある人から聞い

た部分のお話を申し上げて、大変申し訳ないけ

れども、そういったいい意味で、新庄は大変使

いやすくて申請しやすいというようなことも聞

いていました。 

  例えばあとは、これはまた別なことにでは、

電子申請もできるみたいな、窓口に行かなくて

もというような制度もあるやなしやと聞いてい

ますが、まあデジタル化がまだまだでしょうけ

れども、将来的には、やはり一々窓口に来なく

ても、デジタル用な申請をして許可をもらえば
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業者も助かるみたいなお話でしたので、その辺

もお考えいただければなと思います。 

  それで、もう一つは、これは91ページのつい

でですので、89ページの空き家有効対策事業に

関して、どのようなことを具体的にお考えかな

ということなんですけれども、私は、言うには、

空洞化を防ぐために、やはり若い人を積極的に

イノベーションをして、そこに住ませる政策が

大事ではないかなと思うんです。 

  やはり、団地もいいんですけれども、そっち

のほうに行くと、市内の空洞化が進むような気

がして、ある町内に子供たちを入れて、子供た

ちの声が聞こえるようなまちづくり、地域づく

りをして、その地域には年配者の方も中年の方

も住んで、そして子供もいる。でないと、ちょ

っと飛躍するような考えですけれども、町内に

子供がいなくて、新庄まつりの屋台がなかなか

難しいよというような状況の中で、やっぱり市

内の中に空洞化を防ぐようなイノベーションな

り空き家対策を、方策もとても大事なような気

がするんです。そういう政策についての施策と

かお考えはどのように図られるのかなというよ

うなことでお聞きしたんです。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 空き家対策についての予

算に関係しての御質問をいただいたところです。 

  空き家対策につきましては、本年度、現在、

空き家バンクを活用した運用に向けての働きか

けを今現在、事業として進めているところでご

ざいます。 

  委員おっしゃいますとおり、市街地のスポン

ジ化ということで、空洞化が進んでいる状況の

中で、市街地の空き家を活用していただいて、

人口を集約していくと、集めるというふうなこ

とにつきましても、今後取り組んでいかなけれ

ばならない事業の一つとして考えているところ

です。 

  今年度、実際にその空き家のリノベーション

の事業を現在、制度設計を考えているところで

ございまして、来年度には、その事業の説明会

等の形で進められればと考えているところでご

ざいます。 

  実際に、その事業につきましては今のところ、

若者定住に向けてのリノベーションに向けて事

業を展開しようということで考えているところ

ではありますが、空き家の利活用が目に見える

形で進むことで、ほかの波及効果も出てくるだ

ろうということも考えられますので、その辺に

も力を入れて、関係する業界団体の方々ともコ

ミュニケーションを取りながら進めていければ

と考えているところでございますので、よろし

くお願いします。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） ぜひ、今働き方改革で

いろいろ、このコロナでテレワークとか、首都

圏にいなくて、地方に来て、やはり子供とゆっ

くり育てたいというようなニーズもあるんです。

でも、残念ながら首都圏に近い県が、そういっ

たものの受皿が出て、なかなかこっちまで来な

いというような御苦労もなさるわけですけれど

も、やっぱり積極的にそういうものを情報発信

して、やはりイノベーションを図って、ゆっく

り子育てできるような地域ですよ、新庄市です

よ、そして、その町内に、まちに住めば、お祭

りとかなんか参加できますよというようなこと

を、やはりひとついろいろ研究して、情報発信

していただければ、人口をなるべく減らさない

でキープして、交付税も来ると、財政にも寄与

するような、やはり政策をぜひお考えになって

いただければなと思います。 

  それと、91ページの桧町の流雪整備事業につ

いてお聞きします。 

  本来は、この桧町の土地開発をして分譲する

ときには、雪国ですので、ある程度100坪ぐら
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いの広い土地を区画して、そして自分の雪は自

分で処理しなさいよ、処置できますよというよ

うな多分売りで、そこを開発したと思うんです。 

  でも、やはり雪は流雪溝があって、投げれば

大変助かるし、やはりこれが雪国で生活する人

の雪に対する対策で望むところで、これをやっ

ていただくというような、出した、これは大変

タイムリーな政策と思うんだけれども、心配な

ことが、流雪溝を造って、新庄は慢性的に水不

足であると。やはり、これを造ると一緒に、水

が流れて、機能が発揮するような、この水です

ね、その辺は、これと併せてお考えになってい

るでしょうけれども、どのように水を流すとい

うようなことなんでしょう。大丈夫かなという

こと。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 桧町地区の流雪溝計画に

つきましての御質問をいただきました。 

  今回、新規事業としまして展開します桧町地

区の流雪溝につきましては、現在も使わせてい

ただいております最上川の用水に関して、増水

を計画しておりまして、その分、桧町に必要と

なる水源につきましては、最上川から用水を使

わせていただいて活用したいということで考え

ているところでございます。 

  こちらにつきましても、水利権の取得等につ

きまして、来年度から実際に協議を進めてまい

りまして、早ければ令和９年頃までに、その水

源の確保と併せまして、一部暫定的に供用がで

きればということで考えているところでござい

ます。 

  来年度から第１期分として計画しております

地区につきましては、この最上川用水を活用せ

ずに、一部２次利用水ということで、現在流れ

ている水を活用できる部分が一部ございますの

で、その活用できる部分について、第１工区と

して今現在考えているところでございますので、

それを先行して実施しておきながら、水利権の

取得と併せまして、第２期工事以降の工事と併

せて水利を獲得するという予定でございますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） そういう計画があると

いうことはお聞きしてよかったなと思っていま

す。よろしくお願いいたします。 

  次に、７款、81ページ、これはエコロジーガ

ーデン修繕料についてお聞きします。 

  あそこは大変いいロケーションであって、私

も散歩コースになっているんだけれども、市道

側のほうの建物の瓦が、雪が消えたら、非常に

傷んでいますね。前も修繕したようだけれども、

その辺の、これは修繕費を見積もっているのか。

その辺の傷んでいる箇所をしっかりと把握して

おるのかというようなことで、まずお聞きいた

します。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 81ページの修繕料につき

ましてですけれども、こちらは事務室の屋根瓦

ということで、毎年、雪害によりまして落ちて

きて壊れるというようなことで、修繕料を計上

しているところでございます。 

  こちら、そのほかにも様々な緊急修繕、それ

から電線等の張り替え等も、修繕等も見積りし

ながら予算計上しているところでございますの

で、御理解くださいますよう、よろしくお願い

します。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） では、しっかり管理な

さっているということでいいわけですね。 

  それと、そこの玄関の松、ぶったおって、切

られたっけ、あれ、なしてや、虫食ったのかな。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 
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佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 松につきましては、雪つ

りを行っておりましたけれども、このたびの、

最初のどかっと降った雪によりまして、ちょっ

と折れてしまったということで、大変申し訳ご

ざいません。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 俺に申し訳ないと言っ

てもしようがないんだけれども、ただ、そこを

通って、痛々しいなと。せっかくのロケーショ

ンのいい松がなと思ったものですから、一言で

した。 

  それと、９款の消防費なんです。これは、団

員報酬の支払いについてお聞きします。 

  これは、団員報酬はよく新聞とか問題になっ

て、個人に行かないとか行くとか、何とかかん

とかというような、よくもめていることがある

んだけれども、新庄市では、この支払いは、こ

れは銀行口座とか個人払いの方法をお取りにな

って、そういう団員の不平不満はあるのかない

のかなというような、一つ老婆心ながらお聞き

します。 

山科雅寛環境課長 委員長、山科雅寛。 

佐藤卓也委員長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 消防団報酬の支払い方法につ

いての御質問ということで、新庄市におきまし

ては、消防団報酬の支払いについては、団長か

ら分団長までは個人への支払いということで、

口座に振り込んでおります。それと、その他の

班員につきましては、班長に対して、班長とい

うか、班の口座に対してまとめて入れさせてい

ただいているんですが、各個人に班長から支払

っていただいて、受領書を頂いているという状

況であります。以上です。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） では、そういう方向で、

個人に行き渡っているような方法で今のところ

はさしたる苦情はないというように理解してい

いわけですか。 

  私は、消防団はボランティアですので、お金

云々というわけでないんだけれども、やはりこ

ういう御時世の中で、報酬は報酬として一応、

頂いたよというようなことを、納得するような

形を取っているということで安心しましたので。 

  消防団も新庄市にとっては大変な役を担って

いる若い方々ですので、ぜひそういった働きに

報いるような方法でひとつよろしくお願いした

いと思います。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑がありませんので、

以上をもちまして、本日の審査を終了いたしま

す。 

 

 

散      会 

 

 

佐藤卓也委員長 次の予算特別委員会は、明日12

日金曜日午前10時より再開いたしますので、御

参集願います。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

     午後３時４７分 散会 
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予算特別委員会記録（第４号） 

 

 

令和３年３月１２日 金曜日 午前１０時００分開議 

委員長 佐 藤 卓 也     副委員長 山 科 春 美 

 

 出 席 委 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ３番   叶  内  恵  子  委員 

  ４番   八  鍬  長  一  委員     ５番   今  田  浩  徳  委員 

  ６番   押  切  明  弘  委員     ７番   山  科  春  美  委員 

  ８番   庄  司  里  香  委員     ９番   佐  藤  文  一  委員 

 １０番   山  科  正  仁  委員    １１番   新  田  道  尋  委員 

 １２番   奥  山  省  三  委員    １３番   下  山  准  一  委員 

 １４番   石  川  正  志  委員    １５番   小  嶋  冨  弥  委員 

 １６番   佐  藤  卓  也  委員    １７番   髙  橋  富 美 子  委員 

 １８番   小  野  周  一  委員 

 

 欠 席 委 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

総 務 課 長 関   宏 之  総 合 政 策 課 長 渡 辺 安 志 

財 政 課 長 平 向 真 也  税 務 課 長 森   正 一 

市 民 課 長 荒 田 明 子  環 境 課 長 山 科 雅 寛 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 田 宮 真 人  農 林 課 長 三 浦 重 実 

商 工 観 光 課 長 柏 倉 敏 彦  都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二 

上 下 水 道 課 長 荒 澤 精 也  会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 亀 井 博 人 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長    
兼教育総務課長 武 田 信 也 

学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一  社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀 

監 査 委 員 大 場 隆 司  監査委員事務局 
主 幹 金 谷 佳 代 
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選挙管理委員会  
委 員 長 武 田 清 治  選挙管理委員会 

事 務 局 長 小 関   孝 

農業委員会会長 浅 沼 玲 子  農 業 委 員 会 
事 務 局 長 津 藤 隆 浩 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 庭 崎 佳 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議案第８号令和３年度新庄市一般会計予算 

議案第９号令和３年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第１０号令和３年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算 

議案第１１号令和３年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

議案第１２号令和３年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 

議案第１３号令和３年度新庄市水道事業会計予算 

議案第１４号令和３年度新庄市下水道事業会計予算 



- 291 - 

 

開      議 

 

 

佐藤卓也委員長 おはようございます。 

  ただいまの出席委員は17名です。 

  それでは、これより３月11日に引き続き、予

算特別委員会を開きます。 

  審査に入る前に、昨日も申し上げましたが、

再度確認のため、審査及び本委員会の進行に関

しての主な留意点を申し上げます。 

  会議は、おおむね１時間ごとに10分間の休憩

を取りながら進めてまいります。 

  質疑は、答弁を含め１人30分以内といたしま

す。質問の際は、必ず予算書のページ数、款項

目、事業名などを具体的に示してから質問され

るようお願いいたします。 

  また、会議規則第116条第１項に「発言はす

べて、簡明にするものとして、議題外にわたり

又はその範囲を超えてはならない」と規定して

おりますので、これを遵守願います。 

  以上、ただいま申し上げました点について特

段の御理解と御協力をお願いいたしまして、た

だいまから審査に入ります。 

 

 

議案第８号令和３年度新庄市一般

会計予算 

 

 

佐藤卓也委員長 昨日の審査に引き続き、議案第

８号令和３年度新庄市一般会計予算についてを

議題といたします。 

  一般会計の歳出について質疑ありませんか。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

佐藤卓也委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） おはようございます。 

  ３点ほど質問します。 

  １つ目。予算書72ページ、第６款農林水産業

の農業費。ここに経営体育成基盤事業負担金

1,750万円というふうにありますけれども、こ

の内容について教えていただきたいと思います。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 ただいま御質問いただきまし

た経営体育成基盤事業負担金高壇地区について

でございます。 

  この事業につきましては、高壇地区水田農業

低コスト・高付加価値化基盤整備事業負担金で

ございます。 

  その中身につきましては、中山間地域型とい

うことで、令和７年度完成をめどに事業を進め

ているところでございます。事業費が今年度１

億7,500万円、市負担分10％ということでござ

います。1,750万円の負担という内容となって

おります。よろしくお願いいたします。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

佐藤卓也委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 今の説明ですと、総事

業費１億7,500万円の10％ということですね。

これ、農家数は全部で何戸で、農家の負担割合

が分かったら教えていただきたいと思います。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 農家数については、すみませ

ん、後ほど御報告をさせていただきたいと思っ

ております。受益者負担面積が20ヘクタールと

いうことで…… 

佐藤卓也委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時０４分 休憩 

     午前１０時０５分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 
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三浦重実農林課長 後ほど御報告させていただき

たいと思います、すみません。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

佐藤卓也委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） では、次に行きます。 

  96ページの第10款教育費１項教育総務費３の

教育指導費の中のいじめ問題対策連絡協議会委

員、それからいじめ問題対策専門委員会委員、

いじめ問題対策再調査委員会委員というふうに

３つありますけれども、このいじめ問題対策に

ついては当市の現状はどうなっているのか、ま

ず最初、その点からお聞きします。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 初めに、本市の小中義務

教育学校の実態ですけれども、いじめにつきま

しては年に２回、保護者、児童生徒のアンケー

ト、それから毎月の学校での調査、それから日

常の学校生活から予防に努めているところでご

ざいます。 

  その成果、結果ですが、いじめについては令

和２年12月現在で最新の数でいうと200件を超

えております。これにつきましては、けんかや

ふざけ合いでもいじめと認知するということで、

実際で言ったらもっと多いんですけれども、精

査した件数が先ほどの数字でございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

佐藤卓也委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 今の答弁ですと200件

あるという話ですけれども、この３つの委員会

でありますけれども、この３つの委員会という

のはそれぞれ何名くらいで通常どういうことを

やっているのか、その点ちょっとお聞きしたい

と思います。 

佐藤卓也委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時０８分 休憩 

     午前１０時０９分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 初めに、いじめ問題対策

連絡協議会について申し上げます。 

  構成については、教職員、保護者、児童相談

所の職員、人権擁護委員、警察関係の方、教育

関係等で15人以内ということで、十数名で毎回

やっております。これについては、市のいじめ

の実態等について報告しながら、学校での対策

について情報交換をしたり御指導いただいたり

するものでございます。 

  もう一つの新庄市いじめ問題対策専門委員会

についてでございますが、これにつきましては

委員５名ということで、弁護士それから臨床心

理士、それから福祉に関わる方、その他有識者

等で構成しております。これについては、専門

的な見地から先ほどのいじめ問題の防止とか、

また、対策についてやるものでございます。 

  先ほどありました再調査といいますのは、重

大事態ということで、そのいじめが原因で不登

校になってしまったとか、重大な内容について

事案が生じた場合、皆様から再度集まっていた

だいて御意見をいただいたり、調査をいただく

というものでございます。以上です。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

佐藤卓也委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 今の３番目のいじめ問

題対策再調査委員会という、これは何名の方が

いるわけですか。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 大変失礼しました。先ほ

ど２つ目に言った新庄市いじめ問題対策専門委

員会と全く同じ構成メンバーでございます。 

  補足しますと、この再調査委員会については、

これまでこの３年間開いたことはございません。 
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１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

佐藤卓也委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 今の話ですと、今まで

これを開いたことはないという話ですけれども、

先ほどの話ですと200件くらいいじめはあると

いうことですので、大きくならないうちにとい

いますか、2011年に大津市の事件で自殺という

のがありましたけれども、そういうふうな大き

な事件にならないように芽が小さいうちに摘む

といいますか、そのような対策として、ただこ

の委員会で集まっているだけではないと私は思

いますけれども、そのほかにも学校とタイアッ

プしてこの委員の方との話合いということはや

っていないのでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 いじめにつきましては、

まず予防ということで学校で取り組んでいるこ

とは先ほど申し上げましたけれども、もし訴え

とか事案があった場合は、一つ一つ事実を確認

しながら指導も含めて学校で対応しております。 

  その内容につきましては、傾向とか対策とか

ということは、先ほどの委員の方々に御報告し

ながら御指導いただいております。 

  また、学校では様々な組織がございまして、

例えば生徒指導の担当者の集まりとか、今ネッ

ト関係の話題で研修会をやって情報提供すると

か様々な会がございますが、いじめ防止につい

てはその都度話題にしながら対応して、その委

員の方々にも情報提供しているところでござい

ます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

佐藤卓也委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 先ほど200件という数

字がありましたけれども、この中で父兄とか担

任の先生に相談するとか、そういうふうなとこ

ろまではこの200件のほとんどは行ってないと

いうことなので、この対策連絡協議会とか対策

専門委員会というのは開いていないというふう

に考えてよろしいのですか。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 連絡協議会につきまして

は、定期的に年２回ほど開催させていただいて

おります。専門委員会につきましても同様でご

ざいます。その再調査ということについては開

いていないということで、どうしても第三者の

調査が必要になった場合開くものがその再調査

委員会ということで、最初の２つの会議につい

ては定期的に開催しているところでございます。 

高野 博教育長 委員長、高野 博。 

佐藤卓也委員長 教育長高野 博君。 

高野 博教育長 いじめ問題についてはそれぞれ

いろいろアンケートとか聞き取り、それから子

供たちの訴えとか保護者の訴えを受けて、それ

ぞれまず第一に担任、そして各学校で養護教諭

も含めいろいろな形の中で対応して、保護者の

そういういじめがあった、どうこうということ

についての聞き取りをまず第一義的に行った上

で、その中からいろいろ積み上げた中で報告と

しては、からかい、ちょっとしたことについて

もこれは全ていじめと感じればいじめだという

ようなことで報告が上がってくる案件が、200

件に達するという形になっているわけです。そ

うした上でいじめが３か月以上、そういうよう

なことの訴えがなければ解消したというような

形でみなしながらいろいろやっているわけです

けれども、その解消がなかなか至らない事案と

いうのもあるわけですけれども、そういうこと

で長くわたるものについて、どうしてもいろい

ろ学校だけでは対応できないということについ

ては、教育委員会のほうに、教育相談にもおい

でになったりすることもありますけれども、そ

れを受けて専門委員会のほうでは、その中でも

事例もいろいろあって、その事例のときには事

例研修を行います。このことについてはどうい
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う形でこれから対応していけばいいか、どうい

う解決に向けて取り組んでいったらいいかとい

うことを、それぞれの立場から専門委員の方か

ら聞くという機会を設けております。そんなこ

とで、保護者の声とか訴えとか子供の声を聞き

取って対応しているということで御理解いただ

きたいと思います。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

佐藤卓也委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 今の教育長の話ですと、

それぞれの学校でまず個別に対応しているとい

うふうに考えられますけれども、それから教育

委員会のほうに報告というか相談するには、も

う少し大きな問題というか、１回目くらいでは

相談はしないというふうに感じられますけれど

も、その問題が起きたような場合、各学校では

１回ごとに会議とか開いてそういう相談事はや

っているのでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 今委員おっしゃったよう

に、その事案があった場合については迅速に対

応するということが必要だと思いますので、例

えば担任１人で対応することはなく、情報につ

いてはその学年団とか、または管理職にもその

都度報告することになっております。 

  ただ、先ほどの年２回のアンケートというこ

とで、保護者の方も全員書かれる調査があるん

ですが、その数についてはかなり膨大なものに

なっておりまして、一つ一つ事実の確認をして

おります。 

  そのほかに、日常で児童生徒の訴えがあれば、

当然その児童生徒に寄り添って話を聞いて、複

数で対応して、場合によっては指導が必要なと

きは双方の事情を聞いて対応しているところで

ございますので、できるだけ大きなことになら

ないように努力はしていることは御理解いただ

きたいと思っております。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

佐藤卓也委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 例えば、いじめという

のがあった場合ですけれども、普通は担任の先

生に相談するということになると思いますけれ

ども、学校ではその担任の方のほかにも例えば

いじめ問題担当とかというような、担当の先生

がほかにも何人かいるというか、そのようなこ

とは決めてないんですか。その辺お聞きします。 

髙橋昭一学校教育課長 委員長、髙橋昭一。 

佐藤卓也委員長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 いじめ問題という言葉で

はその役割ということは、学校としては特に特

定の人を定めているというわけではございませ

ん。 

  ただ、自治体によっては専門職ということで、

いじめ担当ということで加配の教員を配置して

いる自治体もあるのは承知しております。 

  ただ、生徒指導問題と含めていじめ問題とい

うと、例えば生徒指導関係の主事とか生徒指導

主任とかが対応になると思います。 

  また、広く考えれば教育相談担当ということ

で、なかなか担任とかには言えないこともある

かもしれませんので、そういう場合は教育相談

担当の教職員もおります。 

  また、最近多いのは保健室にいる養護教諭も、

いじめ担当ということではないんですがいろい

ろな子と関わっているということで、そういう

意味での子供たちの声を聞き取る非常に重要な

役割だと思っております。 

  加配についてもたくさん、いろいろな方々が

いらっしゃいますので、私どもが言っているの

は、窓口ということよりも相談しやすい先生と

いうか、親とか友達とか、学校でいえば担任だ

けではなくて相談しやすい人にいち早く話をし

てほしいということで伝えているところではご

ざいます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 
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佐藤卓也委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） いじめは昔から、私ら

が小さいときからありましたけれども、いじめ

はそう簡単にはなくならないんですよね。やは

りいじめを始めるとある程度徹底してやるとい

うか、そういうような流れになっていくように

感じますので、先生方も多忙で大変だろうと思

いますけれども、その点十分注意して配慮して

いただきたいと思います。 

  次、56ページの３款民生費２項児童福祉費の

わらすこ広場管理運営事業費。わらすこ広場で

すけれども、平成12年は屋内型の遊び場として

誕生したわけですけれども、その後一時休止し

て、平成20年に再開して今年で13年目ですけれ

ども、賃借料が１年間約2,000万円、今まで12

年ということで２億4,000万円今納付している

わけです。今の厳しい財政状況からしますと、

ずっとこのまま継続されるのか、その点ちょっ

とお聞きしたいと思います。今まで私のほかに

も、以前にもこの問題が提起されたと思います

けれども、その点どういうふうに考えているか

お聞きしたいと思います。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

佐藤卓也委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 わらす

こ広場につきましては、委員おっしゃるとおり

ここのところ様々な事業もやっているところで

はございますけれども、主に未就学児、小学３

年生までということで、小学生児童の遊び場も

求められているというようなことも承知してい

るところです。 

  ただ、わらすこ広場も今支援センターと一緒

に行っているということで、様々育児相談、栄

養相談等でいらっしゃる方も多くいらっしゃい

ます。 

  特に、昨今、保育所に入るお子さん方も多い

中で、そういった施設に入っていらっしゃらな

い世帯の子育て中のお母さん、保護者の方等も

いらっしゃるということもありますので、そう

いった面での機能は十分に果たしているのだろ

うとは思っているところです。 

  遊び場としてのわらすこ広場ですけれども、

今のところは移転ですとか新しく建設するとか

そういったところ、具体的な構想は今のところ

はございません。以上です。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

佐藤卓也委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 今の市の財務状況から

考えますと、この2,000万円というのはかなり

厳しいのではないかというふうに考えられます。

この賃借料金をもう少し下げてもらうとか、そ

ういう考えはないのか。でなければ、この場所

をやめるとか、それはちょっと難しい問題では

ありますけれども、そういうことを検討された

ことはないのか、お聞きしたいと思います。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

佐藤卓也委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 わらす

こ広場の賃借料につきましては、毎年事業主さ

んのところに行きまして協議を行っております。

その協議の中で、金額につきましてもこちらの

ほうからも要望等申し上げているところではご

ざいますが、その事業主さんのところではやは

り保育所建設なども行ったところもありまして、

施設全体の設備投資ですとかそういったところ

も上がっているというようなことで、平成３年

度は据置きというようなところでのお話をいた

だいたところです。 

  ただ、そのわらすこ広場が入っているフロア

が若干空いているというところもあるものです

から、中にテナント等を入れれば少し変わって

くるのではないかというようなお話もいただい
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ているところではありますので、そういったと

ころでもう少し協議を続けていきたいと思って

いるところです。以上です。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

佐藤卓也委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 今年で13年目になるわ

けですけれども、そろそろ考え直す時期に来て

いると私は思います。できれば、北本町遊休土

地ありますので、これを利用するという方法も

あると思いますので、再検討されるようにお願

いしたいと思います。 

  以上で私の質問を終わります。ありがとうご

ざいます。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 先ほど奥山委員より御質問い

ただきました高壇地区圃場整備につきましての

農家の方々の負担割合というふうなことの御質

問にお答えさせていただきます。 

  市町村につきましては10％の負担割合、農家

の方につきましては7.5％の負担というふうに

お願いをしているところでございます。 

  人数につきましては、手元に資料がございま

せんので後ほど回答させていただきます。どう

かよろしくお願いいたします。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

佐藤卓也委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） それでは、私から質問

いたします。 

  場所は87ページ、道の駅、８の４の１。これ

は多くの委員の皆様方から質問があったところ

でありますけれども、私なりに非常に不審に思

っている点がありますので、その辺をお答えい

ただきたいと思います。 

  大体、この予算は今回の予算編成にはのっけ

るべきじゃなかったんじゃないかと私自身は考

えております。なぜかといいますと、今までの

経過をたどりますと、私どもに提示した２月17

日ですね、全協でこの事業をやるというときに、

５か年計画から予算書まで全部117万円予算が

もう既にのっているんですね。これをつくった

のはいつだかというふうに不審に思うんですよ。

内部で今までずっと検討をやってきましてです

ね、私どもにはどんな話合いになっているのか

協議内容は全然知らされてこなかった。それで

いきなり予算に上がってきて、これで説明しよ

うと思ったんですが、まだ去年の９月の補正で

頼んでいる提案書がまだできてきていないとい

う状況だったんですよね。商工観光課から最初

に示されたのがたった１枚、20ページのうちの

１枚、12ページだけ１枚ですね。あとはどうし

たんだと私が質問したところ、２月いっぱいで

全部できますというふうな観光課長の話。この

間、９日の日ですか、私どもにあとの残りが渡

ったのは。そんな状況ですね。 

  片やまた、原課の都市整備課においては事業

の内容はどうだと聞いたところ、はっきりした

ものがあるということでそれも３日の日に資料

が私どもに来たということでですね、ふだんは

あり得ないような対応で、まだ完全に説明が終

わってないんですね。今日配付されました全協

の19日の中で、この残りの部分を商工観光課よ

り説明があると、議会が終わってから説明とい

うふうな順序になりますね。 

  こういうふうな手法で、やはり議会に提示さ

れるということは非常に不快に思うんですね。

あってはならないんじゃないかと。私も議員生

活長いんですけれども、こんなことをされたの

は記憶にないです。前代未聞です、私からいう

とですね。 

  お伺いしたいのは、なぜこういうふうな性急

な方法を取って、新年度予算に上げなければな

らなかったか。金額からいえば、財政からいえ

ば117万円ですから大した金額ではないからそ

んなにこだわることはなかったんじゃないかっ
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て言う人もおるんですが、金額の問題ではなく

て、これが始まるとずっと続くわけですよね。

こんなこと、何で新年度からこれをスタートし

なきゃならなかったのか、その辺をひとつお答

えいただきたい。私から見れば、ゆっくり説明

した後に、みんな納得した後に理解しながら６

月でも９月でも12月でも……、その新年度から

スタートしなきゃならないという理由をお聞か

せいただきたい。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 道の駅整備事業の調査費

についての御質問をいただいたところです。 

  今回の新年度予算に計上させていただきまし

た経緯といたしましては、先日の全員協議会で

も御説明させていただきましたとおり、令和２

年度に入りまして庁内検討の内容によって、エ

コロジーガーデンへの道の駅設置の優位性を確

認したことと併せまして、国土交通省との協議

において道の駅の登録の可能性を十分に確認で

きたということを踏まえまして、これからその

道の駅の内容について具体的な精査を行いなが

ら、整備の内容について詰めていきたいという

ふうなことをもちまして、予算計上させていた

だいたところでございます。 

  これまでなかなか皆様のほうに御説明できな

かったというふうな部分につきましては、大変

申し訳ないというふうに思っているところでご

ざいますが、具体的に今現在のところで施設の

規模、道の駅としてのエリアの範囲、これにつ

きましてはまだ具体的にお示しできるようなも

のまで詰められているものではございません。 

  来年度、新年度予算におきまして御可決いた

だきますれば、その予算を活用させていただき

まして、国土交通省と具体的な協議を進めさせ

ていただきまして、その協議の内容で詰まった

ものにつきましては随時皆様のほうに御報告申

し上げたいというふうに考えているところでご

ざいますので、御理解いただければと思ってい

るところでございます。以上です。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

佐藤卓也委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） なぜ今回上げなければ

というのがちゃんと私には理解できないんです

ね。ですから、国交省と交渉の中で、何月まで

これをまとめないと認定しないとかと言われた

ことはあるんですか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 国交省との協議の中では、

こちらの事業計画の中でそのスケジュールに合

わせるとすると、協議を進めていく必要がある

とこちらのほうで判断したところでございます

が、国土交通省側としていつまでに協議を開始

しなければどうなるというふうなところまでの

御意見をいただいているところではございませ

ん。以上です。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

佐藤卓也委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） そういうことであれば

ですね、何も期限をつけていないとすれば、も

う少しじっくり正規のルールに従って協議して、

それからスタートすべきじゃなかったんですか。

そう思いませんか。 

小松 孝副市長 委員長、小松 孝。 

佐藤卓也委員長 副市長小松 孝君。 

小松 孝副市長 道の駅の整備につきましては、

昨年の３月議会の施政方針の中で明言しており

まして、第１段階としてエコロジーガーデン周

辺を道の駅として検討を進めると。そして、第

２段階としまして新庄インターチェンジ付近を

８市町村で協議を進めるというふうに議会の中

でお示ししてきたところでした。それを受けて、

５月の調整会議の中で改めてエコロジーガーデ

ン周辺の優位性ということを確認しております。 

  その優位性の視点としましては、まず価格と
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して10億円以上安いという利点と、あと道の駅

を活用すれば、エコロジーで駐車場が必要だと

いうようなことも言われておりますが、それが

国の制度を活用して半分の財源でできる。道の

駅を活用しなければ100％一般財源で持ち出し

のところを、道の駅の制度を活用するところで

半額の事業費にできるという視点。あと、その

ほか文化財等の資源を活用して、その周辺の御

霊屋とか雪の里の連携した地域資源の活用とい

う視点も含まれております。あとそのほか、

kitokitoマルシェ、あとまゆの郷の団体とあり

ますので、そこの連携とかそういう視点から優

位性を確認したところでした。あと、そのほか

国交省の事前相談というところがポイントにな

ってきますけれども、その点を確認したのが12

月末ということになります。 

  そして、最後の課題として残るのがエコロジ

ーガーデンの提言書の内容、２月末の納品とい

うことでしたけれども、それを確認したのが２

月上旬で、その内容が国交省が言う条件をクリ

アすることを提言書で確認して、初めて市とし

て御説明できる立場に立てたということで２月

17日の全協でお示ししたというところですので、

御理解いただければと思います。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

佐藤卓也委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） 今までのお話、また提

出された資料を見ますと、内部だけで検討を続

けてきたという印象が強いです。こういうこと

をやっているよなんて一回も我々に示したこと

はないはずです。こうだこうだと今副市長が言

ったけれども、施政方針だからこう、あれだか

らこうって、施政方針は必ず実現するなんてそ

んなこと何も決まりないでしょう。どこかある

んですか。皆やっていいなんて、オーケー取っ

ているということですか、施政方針で言ったこ

とは。そんなことはないでしょう。それを基に

と言うから申し上げるんですけれども。 

  一番の大事は何といっても市民の声が大事で

しょう。声をどこに取り入れたんですか、この

事業、今。予算に上げたと、スタートするとい

うことを決めたのは、どこかに入っていますか。

事実、去年の２月10日に新庄最上を考える民間

協議会というのから要望書が出ているんじゃな

いですか。どういうふうにこれを捉えているん

ですか。商工観光課、都市整備課の課長はこの

要望書を見たことはあるんですか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

佐藤卓也委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 ２月10日に提出されまし

た民間協議会からの要望書、こちらにつきまし

ては内容について見させていただいているとこ

ろでございます。また、こちらに対しましての

回答書といたしましても新庄市のほうから回答

させていただいておりまして、第１段階ではエ

コロジーガーデンを考えていると。また、北の

ゲートウェイの検討につきましては、今後も８

市町村とともに協議を重ねるというふうなこと

で回答もさせていただいているということを確

認させていただいております。以上です。 

柏倉敏彦商工観光課長 委員長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也委員長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 私のほうでも都市整備課

と同じように確認させていただいているところ

でございます。回答につきましても、都市整備

課と調整取りまして回答しているところでござ

いますが、ほかの団体からも別の形での要望も

ございますので、そちらも検討されたというよ

うなことで考えているところでございます。御

理解くださいますようお願いします。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

佐藤卓也委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） この要望書、両者とも

御覧になっているということでございますけれ

ども、まゆの郷を道の駅と言っている人はいま

すか。これ、市民の声だと思うんですよ、たっ
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た一つの。誰も言ってないんじゃないですか。

北のゲートウェイとは言っているけれども、ま

ゆの郷とかエコロジーガーデンなんて文言は一

つも入っていませんよ。もう少し大事にしなけ

れば、こうふうな声はですね。20の団体企業か

らでしょう。そうそうたるメンバーの要望書じ

ゃないですか。これを無視するような行為はあ

るべきじゃない。もう少し、やるにしてももっ

ともっとですね、この要望書を基本にしながら

多くの市民から声を聞くべきじゃないですか、

決定するまで。我々でさえ報告も何もないのに

ね、いきなり予算に上げるなんて、乱暴じゃな

いですか。思いませんか。私はこの予算を取り

下げるべきだと、または凍結すべきだと、執行

しないようにしていただきたいと思うんですが、

どうですか。 

小松 孝副市長 委員長、小松 孝。 

佐藤卓也委員長 副市長小松 孝君。 

小松 孝副市長 このたび、町として予算計上さ

せていただいたのが、これから国交省と協議を

進める上での調査関係の委託ということでござ

います。そして、北のゲートウェイについては、

県が進めている部分がありますけれども、市の

立場としてはその構成員の一人ということにな

っております。そういう意味も含めて、北のゲ

ートウェイについては今後も８市町村、県も含

めて協議を重ねていきたいと考えております。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

佐藤卓也委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） 何回も申し上げますが、

この計画には市民の声が全然生かされていない

というふうな私の見方ですが、市はこの間、そ

れこそ施政方針で市民第一主義というふうに最

後に答えていますね。一番大事なんだと、市民

が。と言いながら声を取り入れないということ

はどういうことなんですか。これ、施政方針に

よってこの道の駅を決定したということを言っ

ているんですが、今回言ったこの施政方針はど

ういうふうに生かされているんですか。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

佐藤卓也委員長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 市政のかじ取りということになる

かと思います。新田委員は、誰もつくれと言っ

てないというようなことでありますが、私の耳

にはぜひお願いしたいという方もおいでであり

ます。ゼロではないということをぜひ御確認い

ただきたいというふうに思います。 

  今回あくまでも手法であると。少ない財源で

最大の効果を出せというような議員からの激励

もいただいているわけです。エコロジーガーデ

ンはどうぞ整備してくださいというような御意

見をいただいているわけです。さらなる整備を

図る手法として、道の駅という手法を使うこと

によって財源を確保し、そして駐車場を拡大す

る。また、道の駅に登録することによって国交

省が全国に情報を発信してくれるわけなんです。

ああいうところに行ってみたい、ああいう道の

駅、文化財で利活用した道の駅に行ってみたい

と、そういう目的の道の駅をするというような

意図でございます。 

  ですから、皆さんが思う道の駅ってどんなの

か私分かりません。道の駅が駄目だと言うなら

何がいい、どういう道の駅がいいのかという提

案も受けております。ただ単にあそこはやめろ

というふうにしか私には聞こえない。 

  しかし、小さな予算で最大の成果を上げると

いうのが私の役割でありますし、まちづくりの

大きな方針の一つであります。ですから、登録

文化財に詰めかけて、年数をかけてようやくこ

こまで来たわけです。それとともに400年祭を

迎える新庄は歴史的町文化保存事業、こういう

ことを町の中に展開するまた一つの象徴である

というふうなこと、これは大きな将来への財産

だということであります。まちづくりのかじ取

りの責任者としての提案であります。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 
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佐藤卓也委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） 今、市長お話ししたこ

とは何回も聞いているから頭に入っているんで

すけれども、要するに今の話の中で議員からの

激励をもらっているなんて、新庄市議会として

そういうことを言っているはずないんですけれ

ども、どこか違うんじゃないですか。１人の議

員からそんな話があって激励されたからって全

員がそうだという捉え方はおかしいんじゃない

ですか。 

  あと、副市長に質問しますけれども、２回の

分科会に出席していますね。その中での話の内

容、我々に報告は１回もないんですが、どんな

話になって現在になっているんですか。という

ことは、この分科会の意見を取りまとめて、今

月中に予定されている例会でお話合いがあると

いうふうなことも情報としてもらっているんで

す。どんな内容だったんですか。 

小松 孝副市長 委員長、小松 孝。 

佐藤卓也委員長 副市長小松 孝君。 

小松 孝副市長 検討の今後の予定というのは、

議員ちょっとおっしゃっていましたけれども、

その部分については私はまだ存じ上げておりま

せん。 

  それで、今年度２回の施設整備の検討会あり

ましたけれども、１回目は総論の説明でありま

した。それが11月中にあったと記憶しておりま

す。そして２回目が２月にありましたけれども、

その中で全体の事業の考え方とか、スキームで

すね。例えば共生、定住自立圏の中で進めたい

というのが県の考え方でありました。 

  あと、それに応じる８市町村の分担金の額と

か、あとそのほかその中に入る事業所から徴収

する手数料のパーセント、15％程度という数字

も出されましたけれども。あとその年間の売上

げの試算、全部県で試算したところです。 

  それに対して、その手数料でその売上げが確

保できるのかというような質問、やり取りをし

たところでありました。そのような状況であり

ます。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

佐藤卓也委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） さっきですね、少ない

経費で最大の効果という文言がありましたんで

すが、当初からこの道の駅に関してはエコロジ

ーガーデンのところと、もう一つは北のゲート

ウェイも考慮に入れているんだと、テーブルに

のっているんだという話で、並行して検討して

いくというようなことになっていくわけですけ

れども、最大の効果は果たして、片方はこっち

決定して進めると、もう一つ話が進んで８市町

村でやりましょうとなったときにどういうふう

になっているんですか。 

  この少ない財政の中で、厳しい財政状況だと

この間財政課長から説明があっただけです。私

らもその数字を見て、これから大変だなという

思いがあるわけです。両方やっていくなんてこ

とは不可能でしょう。だからもう少し様子を見

ながらやるべきではないかと。 

  副市長が参加した２回の分科会の中でだって、

相当意見がまとまって、やらないという方向じ

ゃないんじゃないですか。やっていく、進めて

いくというふうに向かっているんだと私は判断

したんですよ、情報によりますと。もう少し慎

重にやるべきだと思いますよ。そうじゃないで

すか。 

佐藤卓也委員長 新田道尋委員に申し上げます。

今委員会は令和３年度の一般会計の質問です。

北のゲートウェイは今回はこちらにはのってお

りませんので、質問の趣旨を明確にして質問す

るようお願いいたします。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

佐藤卓也委員長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 委員おっしゃるとおり慎重にしな

くちゃいけないと思っています、慎重に。20年

前のことを私は常に考えています。財政再建の
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一歩手前まで行きました。必死になって民間委

託とか様々なことをやりながら、ここの今年の

除雪できるまで積み上げてきました。本当に慎

重にやらなくちゃいけないんですよ。誰かがや

れとか誰がするといった、やると言った人にや

っていただきたい。市を預かる私としては慎重

にやりたい、それだけなんです。 

  駅前に新庄に新幹線が来ました。来たらまち

は盛り上がるだろうと、みんな言ったんですよ、

当時。しかし、手をこまねいている間にどんど

んと世の中は変わりました。だから慎重にやら

なくちゃならないんです。 

  昨日も言いましたが、新庄駅というのはほか

では持っていない、道の駅の機能を完全に持っ

ているんですよ。情報案内センターがあり、食

べるところ、お買物するところまで。なぜこれ

を自慢にしないんだろうと。そこの負担金８割

ですよ、新庄市が。 

  皆さんが言う、皆さんかどうか分かりません

けれども、要望があったものが北のゲートウェ

イだと、県でやると。私は県にやっていただき

たいというふうにお願いしたんです。県でやっ

ていただきたいと。そこまでビジネスだと言う

ならば県でやっていただきたい。慎重にしない

と。皆さんから言われましたよ、もう一つ建物

を建ててどうすんですかと。新庄の財政はどう

するんですかと皆さん言っているんですよ。だ

から慎重に進める。 

  一方で、エコロジーガーデンは皆さん、いい

よと。エコロジーガーデンはいいよと言ってく

ださるわけですよ。それをさらに充実させるに

は駐車場が足りないと言っているわけです。駐

車場が足りないなら道の駅の手法で財源を確保

するということを提案しているということなん

です。その手法でやると。建物を建てて云々、

大きなお金をかけてするというふうな判断はし

てないということを御理解いただきたいという

ふうに思います。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

佐藤卓也委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） 大激論の後にちっちゃ

な質問をさせていただきます。 

  まず最初、ページ38、２款総務費の中のふる

さと納税事業費10億7,000円についてお伺いを

いたします。 

  たしか平成20年から始まったのかなというふ

うに思います。令和３年度で14年目を迎えるわ

けですけれども、ちょっと最初のふるさと納税

の制度の趣旨から若干外れてきているんじゃな

いかなという思いがしております。 

  その説明欄を見ていただくと分かるように、

10億円だからパーセントに直すのは簡単なので、

大体まちづくり応援基金の積立金が４億3,000

万円、単純に言うと43％です。まちづくりに使

えるのが43％しかないというのはどうも解せな

い。今は特にコロナ禍でもありますけれども、

返礼品合戦になってしまったなと。逆に言うと

返礼品合戦になっているから、割合を下げるわ

けにいかない。だからこの30％は守っていかな

きゃならないのは確かです。その分、地元の経

済効果もあるだろうと。それにプラスして通信

運搬費が約10％かかるわけです。この部分は手

をつけられないだろうと。 

  では、いかに自由に使えるお金を確保するか

となると、手をつけるところはこの寄附受付代

行業務等の委託料15％に手をつけるしかないん

じゃないかなと私は思うわけです。あれから14

年たてば、やはり各種サイトでも初期費用の回

収はもうできたんじゃないかなと思うわけです

ね。だから、この辺にメスを入れる気持ちがあ

るのかどうか、その辺お伺いしたいなと思いま

す。 

渡辺安志総合政策課長 委員長、渡辺安志。 

佐藤卓也委員長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 今ふるさと納税の積立率
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が約43％というような形でありましたけれども、

ふるさと納税につきましては皆様方のほうでも

これまでの経過は十分御存じかと思います。 

  返礼品につきましても当初かなり甘い形であ

りましたけれども、国のほうで制度改正しまし

て、返礼品については30％というような形で。 

  あとその他に関わる経費、例えば今おっしゃ

いました配送料とか寄附の収納に関わる事務、

そしてサイトの利用する率、こうしたものを合

わせて50％以内に収めなければいけないという

のが国の形になっております。 

  そして、さらにこのほかにこの募集に係らな

い経費として人件費とか、証明書を印刷したり

発送したりとか証明書関係の諸経費がございま

して、大体50％にそれらを足すというような形

で現状、国の基準を守りながらやった結果が予

算の試算では43％くらいになっているというこ

とがございます。 

  サイトに関しましては、自動的に継続してい

るわけでございませんで、毎年サイトとは契約

をしておりまして、令和２年度であればこれか

ら伸びるだろうとサイトも言いませんけれども、

そういった２社を追加し、この中では令和３年

度においてはサイトにつきましては見直しをし

て、利用率や市のほうになかなか還元がないと

いうようなことを取りやめようというような形

でやっております。 

  今おっしゃいましたように、サイトのそれぞ

れの率につきましては、現状正直申し上げます

と市に直接申し込むよりも、やはりサイトさん

を通してふるさと納税の申込みをされていると

いうのがほとんどでございますので、大変な恩

恵を受けているところではございますけれども、

今言ったような指摘もやはり考慮する部分があ

るかと思いますけれども、業者さんとサイトを

利用する方と契約をして進めていくうちに、い

ろいろなことで御協議させていただければなと

いうふうに考えている次第でございます。以上

です。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

佐藤卓也委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） 実は、私も昨年の６月

からやっとスマホを使い始めました。さとふる

とかふるさとチョイスというんですか、見たり

します。便利だなというふうには思いますけれ

ども、やはり今の時代に委託料で15％近くとい

うのは、いかがなものかなと思うわけね。 

  契約の条項の中に、やはり規定があると思う

んですけれども、ただし新庄市だけが安くしろ

と言うわけにもいかないと思うんですよ。だか

ら、せっかくの納税者の、寄附者のお気持ちに

応えるためにも、全国的な広がりの中で手数料

を下げる機運というのはやはり、市長、市長会

あたりで話しできないものかなと。もう少し財

源として有効活用できるようなものを全国的な

形で話、持っていけないだろうかと思うんです

けれども、いかがですか。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

佐藤卓也委員長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 委員おっしゃるとおり確かに初期

投資は回収できたんじゃないかというのは大変

ありがたい話だというふうに思います。 

  市長会などを通して、今回菅総理が携帯を下

げろと、もう元は取ったろうという判断をして

いるわけでありますので、そういうふうな方向

でいけば、提案は全国市長会に上げるのはやぶ

さかではないというふうに思っております。あ

りがとうございます。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

佐藤卓也委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） やはり市民の方はね、

予算書を見ると10億円が来るんだと。10億円使

うんだという感覚になってしまうんでね、そこ

ら辺もやはり情報として、市民の皆様方にも10

億円のうちまずは４億3,000万円、そのお金で

３億円の経済効果があるというのは、やはりお
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知らせしておかないと。10億円がそのまま使え

るというふうに感覚取られないようにしていた

だきたいなと思います。 

  次です。ページ53の３款民生費の中の説明欄

で行くと、老人福祉事業費の敬老会事業委託料

60万円あります。 

  実は、私も今から８年前くらいに地元の老人

クラブに入りまして、まだ61歳で若かったんで

すけれども、若い人が入ってこないと。61歳が

若いかどうか分かりませんけれども入りまして、

２年前からその老人クラブの地元の会長をして

います。当初入ったときより会員の数ががた減

り。 

  それで、その敬老会、ちょうど私が今の日新

学区といったら20年前です。そのときから日新

学区の婦人会で敬老会を主催していただきまし

た。私も年齢を重ねるたびに敬老会、高齢者に

対する思いというのはだんだん変化してきまし

てね、私も今年70歳、あと５年すればこの敬老

会に呼んでいただけるなと思っていたんですが、

残念ながら日新学区の婦人会、今度解散するこ

とになりました。あれほどね、市長も毎回のよ

うに参加して上手な歌を歌っていますけれども、

これほど大規模な敬老会をやっているところは

もうなくなるのかな。 

  この委託料というのは、社会福祉協議会から

開催しているところに参加者分の助成金という

形で渡っていくわけなんですけれども、これか

らどうするのか。例えば、町内集落にあとお任

せする形でずっと行くのか。やはりこの敬老会

の在り方、高齢者を敬う気持ちの表し方という

のかな、それを一度考えていかなきゃならない

んじゃないかと思うんです。あまり町内会や集

落に任せると、そこの役員の方も結局は高齢者

なんです。高齢者が高齢者を敬うような形にな

っちゃうので、そこら辺の考え方というのかな、

そこがやはり見直していただきたい。 

  ニュースか何かで見たのかな、認知症を患う

方が子供たちと接すると、若干その症状が緩和

するという話、多分皆さんも聞いたことあると

思う。だから、場合によっては子供会にその敬

老会を任すなんていうのも一つの手なんじゃな

いかなと。なんでも施設、遠くへやっちゃうけ

れども、山の中へやっちゃうけれども、本当か

らいえば学校のそば辺りにそういう介護施設が

あったほうが私はいいと思うんだけれどもね。

ちょっと外れちゃうけれども。だからそういう

今後の敬老会の在り方というか、ただ助成金を

参加者分渡すんじゃなくて、市として今まで新

庄市を支えてくれた高齢者の方に感謝の気持ち

を表す会だという捉え方をすれば、やはりこの

際見直す段階にあるんじゃないかなと思うんで

すが、その点いかがでしょうか。 

佐藤卓也委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時０３分 休憩 

     午前１１時１３分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  農林課長より発言の申出がありますので、こ

れを許可します。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

佐藤卓也委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 先ほど奥山委員より御質問い

ただきました、高壇地区の圃場整備で何人の方

が取り組んでいただいているかというふうなこ

とでございます。 

  現在は８戸の農家の方でございますけれども、

最終的には集積、集約化が図られまして、６戸

になるというふうな計画で進んでいるところで

ございます。以上でございます。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 
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青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 敬老会

についての御質問でございました。 

  まず初めに今年度の実施状況でございますけ

れども、コロナ禍ということで５つの地域のみ

の実施でございました。会食は控えまして、紅

白まんじゅうを配ってお話を聞く、お祝いの言

葉を伝えるという方法で実施されたところがほ

とんどのようでございました。 

  令和３年度の予算につきましては、令和元年

度の実施団体14団体程度ということを基準に同

程度の予算を組んだところですけれども、そう

いった矢先に日新学区の婦人会が今月末をもっ

て解散されるというお知らせをいただき、非常

に残念に思っているところでございます。 

  婦人会の解散された後どうするかということ

でございますけれども、参考に新庄小学区、沼

田小学区が婦人会、なくなったその後の状況を

見ていますと、新庄小学区は敬老会をやってい

るところがございません。沼田小学校の学区で

も４つの町内で町内会が中心となってやってお

られる状況でございます。 

  令和元年度にある地域の敬老会のほうにお邪

魔させてもらったんですけれども、そちらの地

域の敬老会は地域の様々な年代の方が参加され

ておりまして、会場の設営、駐車場の案内、そ

れから高齢者の方のお迎えだったり会食の準備、

囃子若連の演奏、それから子供たち、こちらが

やはり一番喜ばれているようなんですけれども、

子供たちの太鼓の演奏などが披露されておりま

して、非常に和やかで楽しいひとときを今思い

出しているところでございます。 

  また、高齢者の方に紅白まんじゅうを配りな

がらという地域も多いんですけれども、こうい

ったやり方も、外出が難しい方や、そういった

人が集まるところは好まないという方に対して

も、全ての方にお祝いの言葉を伝えて、また安

否確認だったりそんな方の、高齢者の方の状況

の変化というのは短期間で激しいものですから、

そういうった状況の変化を観察していただいた

り、あるいは何か、相談事があればその相談の

入り口になるような機会になるということで、

そういった会食じゃない、紅白まんじゅうを配

りながらという方法もいい方法ではないかなと

いうふうに思っているところでございます。 

  婦人会とか若妻会、青年団といったものが今

消滅しているような状況の中で、高齢者という

そのくくりについても、もう70代でも全く高齢

者扱いするのがちょっと失礼なような元気な方

も増えておりまして、高齢者に感謝の気持ちを

表すという、戦中戦後生き抜いてこの新庄市を

築き上げてきた先輩方に敬意を表すという機会

は必要だと思います。 

  どういった方法でと言ったところはこれから

地域づくりのほうと相談しまして、これからの

在り方について検討してまいりたいと思います。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

佐藤卓也委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） やはり社会情勢の変化、

特に今はコロナ禍でもありますし、あと地域事

情もあるとは思います。だからそこら辺を勘案

して、その地域地域に合ったような形で高齢者

を敬う気持ちを表していただきたいなというふ

うな気持ちがします。 

  また、課長、答弁の中で婦人会衰退した、若

妻会衰退したっていろいろ話ありますけれども、

やはり共助の部分で支えていただける団体とい

うかな、そういうのの育成なんかも併せて考え

ていかないと。やはり市は敬老会にお金出しま

すよというだけじゃなくて、そうやって支えて

くれる部分の育成なんかも併せてやっていかな

いと。さっきは私一例として子供会なんかいい

んじゃないかと言いましたけれども、やはりい

ろいろな形で年代がうまくかみ合うような形を

取っていただきたいなというふうには思います。

ですから、これから頑張っていただきたいなと

いうふうに思っております。 
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  次、老人福祉に行ったので、また老人福祉の

ほうに行きますけれども、在宅老人福祉事業費

の中で、老人クラブ活動助成事業費というのが

71万3,000円あります。これは単位老人クラブ

のほうに助成するお金というふうに聞いており

ますが、その上部団体と言ったらいいのか、新

庄市老人クラブ連合会というのがあります。 

  歴史をたどると、多分昭和25年にその連合会

ができたと私は記憶しています。新庄市の誕生

が昭和24年、老人クラブ連合会誕生が昭和25年、

私の誕生が昭和26年なので覚えやすいかなと思

っていましたけれども、もう70年の歴史がある

わけですよ。 

  ところが、資料を拝見しますと予算規模とい

うのは大体二百二、三十万円あるんですが、市

からこの単位老人クラブに行く補助金が70万円

とか、それから健康増進のための、その下に健

康いきいき活動支援事業費補助金1,003万5,000

円ですか、ここら辺が財源になるんですが、そ

っくりそのまま出ていくわけですよ。 

  それで、じゃあ老人クラブ連合会の本当の財

源というのは、各単位クラブから上がってくる

お金、約40万円くらいしかないんです。いろい

ろな事業をやっているんですよね。輪投げ大会、

グラウンドゴルフ、それから敬老会、介護施設

への慰問とかね。そしてそのほかにいろいろな

県の団体との会費納入とか指導者研修だ、機関

誌発行だと、すごくお金かかっているんだけれ

ども、本当に自主的に集められるのが40万円し

かない。 

  一番心配しているのが、単位クラブの数の減

少です。単位クラブの減少と個々の会員数の減

少で収入が下がってしまう。ところがやる事業

というのはそう減らないわけです。だから、こ

の際、老人クラブ連合会宛ての補助金というの

は創設できないものかどうか、定額で。今40万

何がし、それから会員数によって10万円ちょっ

とくらいのはあるので、例えば50万円、60万円

くらいの定額の補助金というのはつくるべきじ

ゃないかなと。 

  変な言い方をしますとね、市のほうから老人

クラブ連合会に単位クラブの補助金があります。

それを受け取りに行くと、その上部団体である

連合会への部分が抜かれてきますので、物すご

く受け取る側では嫌な感じがするんですよ。 

  だから、最初から上部団体の連合会に幾ら、

あと単位クラブに幾らというような分け方をし

てやっていかないと、本当にこれ連合会、もち

ませんよ。 

  せっかくこれだけ、先ほども言いましたけれ

ども共助の部分で頑張っている団体が衰退する

というのは、これは避けなきゃならない。本当

にいいことをいっぱいやっていますよね。だか

らそれに甘えているだけじゃなくて、側面から

支えていかないと。なかなか65歳過ぎても老人

クラブに入りませんので、やはりこれからもど

んどん衰退していくと思います。 

  でもこの団体は残さなきゃならないという思

いがあれば、やはりそこら辺の一つの考え方と

して、その助成制度、補助金制度をやはり見直

していかなきゃならないんじゃないかなという

ふうに思うわけです。その点、執行部のほうで

今後の、大きく言うと在宅老人福祉の部分とい

うことで、特に健康増進なんかを図る意味合い

でもやはりどういうふうな考え方を持っている

か、お聞かせをいただきたいと思います。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 老人ク

ラブ連合会に対しての補助金でございますけれ

ども、委員おっしゃったとおり老人クラブ活動

補助金の71万3,000円と、高齢者による健康い

きいき活動支援事業費補助金が103万5,000円、

この２つになっております。 
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  71万3,000円のほうですけれども、こちらが

単位クラブ、それぞれの老人クラブに対しまし

ては、月額1,750円掛ける12か月分で２万1,000

円ということが単位クラブに入っていくお金で、

そこからさらに新庄市老人クラブ連合会の会費

として相当引かれるという実態でございます。 

  これとは別に、２つ目のいきいき活動のほう

の補助金でございますけれども、こちらの補助

金は主に３つからなっておりまして、１つが健

康づくりの活動に対する補助金、グラウンドゴ

ルフの大会などされておるかと思います。そち

らに対する補助金と、２つ目が慰問等、老人福

祉施設それから老人クラブのない地区へ訪問し

ての歌とか踊りとかの慰問等に対する補助金で、

３つ目が支援体制強化事業として66万円あるん

ですけれども、これが平成29年度から増設され

た部分でございます。平成28年度まで当時の事

務局長が手弁当といいますか、無償で報酬も何

ももらわないでされていたということで、80代

にも差しかかる年代で後に続く人がいなくて、

事務局運営できないという不安もありましたの

で、そういう意味で平成29年度から66万円を、

こちらが定額部分になります、こちらを増額し

たところでございます。実際、運営するには十

分とは言えない金額であるというふうには認識

しているところでございます。 

  連合会として単位のクラブでできないような

活動もたくさんされておりまして、今年度、実

は全国の老人クラブ大会が山形で開催されるは

ずだったんですけれども、それがコロナ禍で開

催できなくなりました。地元代表としまして舞

台で披露する劇を一生懸命練習していたところ

なんですけれども、近江正人先生に脚本を書い

ていただいて、非常に地元の民話を題材にした

舞台を用意していたところなんですけれども、

それもちょっと発表する場がなくなったという

ことで、来年度、県の老人クラブ大会のほうで

その披露する場をいただけるということで、そ

の分のちょっとプラスアルファして、そちらも

令和３年度の予算のほうに盛り込んでいるとこ

ろでございます。 

  老人クラブの会員の減少、団体の減少という

ことに関しましては、やはり老人クラブとして

やっていること、こういったことをやっている

ということを今回の全国での発表もできていれ

ば、全国に新庄を発信できる機会でもありまし

たけれども、そういった連合会としてじゃなき

ゃできないこともありますし、健康活動にも取

り組んでおられるということで、そういったこ

とをまず知っていただくということも大切だと

思っております。活動の内容を市民の方に知っ

ていただき、また会員の方にもぜひ誘っていた

だいて、会員の増強に努めていただきたいと思

っております。 

  市としましても、運営が強化できるように補

助金の増額については前向きに検討させていた

だきたいと思っております。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

佐藤卓也委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） いろいろな形で財政的

な支援をするべきだというふうに言わせていた

だきました。 

  ただ、やはり今寿命といっても健康寿命とい

う言葉が随分、昔から比べると今出されていま

す。老人クラブ連合会、また各単位の老人クラ

ブもそうですけれども、健康で頑張っていれば

いいことができるんだ、楽しいんだよという、

ぜひ見本になるようなやはり団体になっていた

だきたいし、市としてもお手伝いをしていただ

きたいなというふうに思っています。本当に新

庄市をつくったのはあの方々ですよ。大事にし

ましょうよ。終わります。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、歳出についての質疑を終結いたします。 
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  ここで、議案第８号令和３年度新庄市一般会

計予算について修正動議が提出されております

ので、ただいま事務局に写しを配付させます。 

  暫時休憩します。 

 

     午前１１時３１分 休憩 

     午前１１時３２分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開します。 

  修正動議を直ちに議題といたします。 

  修正動議の説明を求めます。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 提出者４名を代表いた

しまして、修正動議の提案の説明を申し上げま

す。 

  議席番号４番の八鍬長一です。よろしくお願

いします。 

  議案第８号令和３年度新庄市一般会計予算に

対する修正動議。 

  上記の修正案を別紙のとおり会議規則第101

条の規定により提出します。 

  提案理由。歳出、８款土木費４項都市計画費

１目都市計画総務費、都市計画総務管理費道の

駅登録候補協議書作成業務委託料100万円を減

額し、同額を歳出14款予備費１項予備費１目予

備費に措置するものであります。 

  修正動議に係る予算案は、エコロジーガーデ

ン及び周辺地域の整備活用により新庄市独自の

道の駅を目指す新規事業でありますが、①本年

２月中旬に令和３年度予算案で新規事業として

突如提案されたこと、②この案は市役所の庁内

だけの検討で進められてきており、市民、利用

団体、民間事業者など設置と設置後の運営につ

いては全く検討されていないこと、③本事業は

令和３年度から５年間にわたり多額の投資を要

するものであり、説明不足であるとともに課題

を整理しきっていないと判断するものでありま

す。 

  また、市民第一主義を高く掲げる市長の令和

３年度施政方針と大きく矛盾するものでありま

す。よって、道の駅登録候補協議書作成業務委

託料を削る、別紙の修正案を提出するものであ

ります。 

  令和３年３月11日。新庄市議会予算特別委員

長佐藤卓也様。提出者八鍬長一、新田道尋、石

川正志、今田浩徳の内容であります。 

  ２ページ目に修正書のそれぞれの表を作って

おりますので、第１表歳入歳出予算の歳出の表

中については、ここに記載のとおり改めたいと

思います。 

  参考資料として、修正案に関する説明といた

しまして、歳出の中の道の駅登録候補協議書作

成業務委託料を予備費に持っていくという内容

の説明であります。 

  以上であります。よろしくお願いします。 

佐藤卓也委員長 ただいまの修正案に対する質疑

を行います。質疑ありませんか。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

佐藤卓也委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 今回このような修正動

議を見まして、前回地域活性化の商品券の発行

事業にも修正動議出されまして、同じ方々が提

出者になっておりますので、それに加えて副議

長もなっておられますけれども、それで私お聞

きしたいと思います。 

  今期定例会、２回目の修正動議であります。

提出者はくしくも前回の提出者と同じ、プラス

副議長であります。 

  その中で、提出者は、皆さんも分かっている

とおり議会運営を円滑に進める議会運営委員長、

そして、かつて本市の事務方のトップとして副

市長を務めた見識のある議員の方々であります。

また、副議長を除いてこの３名の方々は議会運

営委員会のメンバーであります。また、この道

の駅の所轄する産業厚生常任委員会のメンバー
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でもあります。 

  そこで私はお聞きしたいんですけれども、議

会運営委員会に諮られる前に議長、副議長、議

会運営委員の委員長に執行部から事前に説明が

あります。その辺からどうして気づかれなかっ

たのか。私は本当におかしいなという思いであ

ります。 

  話を聞きますと、何ら質問等とかそういうの

はなかったという話であります。本来ならば本

会議に上がる前に、まして議会運営委員長、か

つて前に座っていた事務方のトップである議員

さんが分からないはずないんですよ。 

  そういうことで、また、この道の駅の所轄の

整備事業の常任委員長でもある方も、この動議

の提出者の一人であります。昨日、今日のこの

文書にも書かれてありますけれども、昨日の予

算委員会においても、その中で審議する日程な

り担当課の説明不足などの意見がありましたが、

なぜ所轄をする委員長が、委員会、協議会にお

いて重ねて担当課の課長等を呼んで説明を受け

なかったのか。私は、前段で慎重審議して議論

をして、この本会議に持ってきてほしかったな

という思いであります。 

  私も常任委員長、そして議運の委員長、そし

て議長を皆さんの互選でならせてもらいました。

本当に残念であります。 

  私は、この本市の主要事業である道の駅の整

備事業に掲げてある目的、そして内容について

は賛成するものであります。今回の修正動議の

提出者である見識のある皆様が、どうして、先

ほども市長がるる申しましたけれども、理解が

できないのでしょうか。本当に議員の一人とし

て大変残念であります。前の出された動議者と

同じ人たちですよ。もう少し、前もって委員会

なり協議会で説明が不足だったりがあった場合

は、やはり担当課の課長なり職員を呼んで説明

をして、審査をしてほしいなという思いであり

ます。 

  また、私も前、一般質問でここで申し上げま

した。今はいろいろな国交省の関係でまゆの駅

が道の駅に変わりましたけれども、これは市長

選挙の公約ですよ、これ。当選した市長が公約

を施策として実現するのは、有権者との約束で

すよ。その辺を我々議員も、有権者から選ばれ

る議員として理解をしてほしいなという思いで

あります。 

  先ほど、誰もいないとかいう話もありました

けれども、今あそこにあるまゆの郷を運営して

いう農家の方々、またkitokitoマルシェの関係

の方、そしてエコロジーガーデンの関係課の

方々も、マスコミ等でも出ていますのでこれは、

期待しているんですよ。そういうわけで、改め

て質問するわけでございますけれども……、も

う少し静かにしてくれないか。 

  ちょっと待ってください。私、発言している

んだよ。ちょっと、委員長。 

佐藤卓也委員長 委員の皆様、不規則発言を控え

るようお願いいたします。 

  暫時休憩します。 

 

     午前１１時４３分 休憩 

     午前１１時４４分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

佐藤卓也委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） そこで、八鍬委員にお

聞きしますけれども、あなたも、先ほども言い

ましたけれども事務方のトップとして分かって

いたはずだと思うんですよ。まして、この所轄

する産業常任委員会の委員でもあります。そし

てまた、議会運営委員会の委員でもあります。

そういう中で、どうして委員会、協議会におい

てもっともっと担当課の課長さんなり職員さん

を呼んで理解するような審査をされなかったの

か、それをお聞きしたいと思います。 
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４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、今の小野委員

の質問ですが、私のかつての身分に関わること

に関しての発言もありますので、ある程度の反

問することについてはお許しいただけますでし

ょうか。（「はい、分かりました」「反問って何

ですか」の声あり） 

佐藤卓也委員長 暫時休憩します。 

 

     午前１１時４５分 休憩 

     午前１１時４７分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 私、八鍬長一は、今、

新庄市議会議員として新庄市のいろいろな立場

で市民の意見をお聞きしながら新庄市の発展の

ために活動しているというふうに自負しており

ます。 

  また、さらに、平成25年12月に制定しました

新庄市議会基本条例、市民のために最良の意思

決定を導き出す重要な責務を市議会は負ってお

ります。そういう意味で、議員の一員として市

民の声をいかに反映させるかということで活動

しているものでありますから、かつての新庄市

の事務方のトップとして今活動しているわけで

はありませんので、そこのところを誤解ないよ

うにお願いしたい。 

  それから、提出者について触れていますが、

提出者の一人一人もそれぞれ議員としてこの予

算特別委員会に臨んでいるわけでありますので、

議会組織の中のそれぞれのメンバーであるとか、

それから副議長であるとかということは、それ

は議会上の約束でありますけれども、議員とし

ての活動でありますから、私は何ら問題ないと

思っていますし、新庄市議会基本条例の第９条

では二元制の立場ですね、市長も選挙で選ばれ

ます、私どもも選挙で選ばれます。市長の提案

について私たちがここでいろいろ議論をして、

そして市民福祉の向上に持っていくということ

が当たり前ではないでしょうか。そういう点で

は、同じく市議会の基本条例で言っています議

案の提案に至るまでの経緯、それから市民参加

の実施の有無及びその内容、総合計画との整合

性、財源措置、将来にわたるコスト計算、そう

いうことを執行部とやり取りしましょうという

ことで載っているわけですから、私は何ら問題

がないというふうに思っております。 

  それから、市長の公約というふうにおっしゃ

っていましたが、政治家として選挙に出る以上、

公約は掲げます。しかし、その公約を市議会の

場合には、それを実現するのは市長の提案権に

基づいて市議会に提出された案件を私どもが市

民福祉の向上のために慎重審議するわけであり

ます。市長の公約であるから市長の提案におか

しいんじゃないかと注文をつけられないとか、

市民の感覚ではどうなのかというそういう発言

すらできないというのでは、それは正常な市議

会と言えないのではないでしょうか。 

  そういう点で、私の提案に反対する小野委員

は賛成であるようでありますが、総論としまし

ては先ほど申し上げたように、ここで拙速をし

ては市民のためにならない、そういう判断をし

て修正動議を提案したものであります。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

佐藤卓也委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 八鍬委員の私に対する

答弁というか、まあ、分かりました。 

  しかし私が言うのは、何も八鍬委員の元の副

市長という言葉にしても、私言いましたよね、

だから。見識ある議員の方々、何も私は八鍬委

員を非難したり、そうしているのではないんで

すよ。本当に私も一生懸命でしたよ、議員とし

て。亡くなった高橋市長の片腕としてよくやっ

てくれましたよ。そして亡くなった後も職務代
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理者としてよくやってくれましたよ。だから私

言うんですよ。議案説明は前もって議長室で、

議長さんと副議長さんと議運の委員長さんが前

もって受けるんですよ。それを受けて議会運営

委員会のほうに、議長と副議長はオブザーバー

ですけれども、行くんですよ。だからそこでは、

その議案を通していいか悪いか、その判断です

けれども、質問はできないわけですけれども、

でも前もってそういうことを分かっているとす

れば、ちょっとこれおかしくないですかと言う

くらい、あってしかるべきじゃないですかと私

は言っているんですよ。何も、ただそれだけで

すよ。 

  だから、八鍬委員、勘違いしないでください。

私、別に八鍬委員を非難したりしているわけじ

ゃないですよ。前の副市長時代のことを十二分

に私は評価しておりますから。だから、私が言

いたいのは、執行部側からこっちに来たら、や

はり両方のことが分かるわけですよね。やはり

その辺を御配慮いただければよかったなという

思いで、八鍬委員さんのほうに質問をさせてい

ただいたわけでございますので、その点御了承

してください、八鍬委員。 

  あと、先ほど言いましたけれども、この所轄

の委員長さんがもう少し、説明が足りなかった

とすれば都市整備課の課長なり職員を、時間あ

ったんでしょう、５時過ぎてもいいんですよ。

ある程度産業常任委員会の皆さんが、やはり理

解をするような会議の場を持ってほしかったな

という思いで質問をさせていただいたわけです

ので、御了承をお願いしたいと思います。 

  私の質問はこれで終わります。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 反論ではありません。

あえて誤解を受けるといけないので、もう一度

説明しておきますが、予算についての議会側の

提案権というのは非常に限られているんですよ

ね。あくまでも執行部の市長が、条例、予算に

ついてはもう市長しかないというふうに言って

も過言ではないと思います。そういう今の地方

自治法の条例の中で、提案そのものを公の場で、

公の議運とかそれから常任委員会、協議会は別

ですよ、常任委員会でこの案では駄目だという

ことで突っぱねることは、市長の提案権も阻害

することになりますので、その点についても私

どもは理解しておくべきではないかなというふ

うに思います。以上です。 

佐藤卓也委員長 ただいまから１時まで休憩いた

します。 

 

     午後０時０１分 休憩 

     午後１時００分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかに質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 提案者にお聞きするこ

とになるんですが、提案の中の③について、令

和３年度から５年間で多額の投資を要するとい

うことで、このことについては私も、９億

5,000万円という案があり、市の負担が５億円

という話になっておりまして、これについては、

そんなに駐車場を拡張するための負担でそんな

に負担しなきゃいけないというのは大き過ぎる

というふうに感じました。それは、市全体の財

政についても大きな負担になるだろうなという

ことは想像いたしました。そういう意味で、こ

れについては、今後、節約させるということも

できるのではないでしょうか。その点について、

どう考えておられるか、見ておられるか、分か

っている範囲の情報あればお願いしたい。 

  それから、同じく北のゲートウェイについて、

20億円以上かかるだろうというふうに言われて

おりまして、市の負担が、もしかしたら市だけ
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でやることになれば12億円、まさかそういうこ

とはないだろうと思いますが、道の駅に今考え

ている５億円よりもはるかに市の負担が重くな

るというのが目に見えるわけでありまして、そ

れで本当にいいのかといことについては、どう

お考えになっておられるんでしょうか。市の財

政が心配だというのも全く同じ意見であります。

私も。そういう意味で、こんなに投資、投資に

お金かけていいのかということでは、全く意見

は一致しますが、それらについてどう見ておら

れるのか、お願いしたいと思います。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 修正動議に関しまして

の、エコロジーガーデン周辺の場合での９億

4,000万円という投資額というのは節約できる

んじゃないかということですが、これは造る場

合ですから、私はまだそこまでは至ってないと

いう段階で踏みとどまるべきだということでの

修正案でありますから、節約できるかどうかは、

その後の問題です。 

  それから、北のゲートウェイに触れています

けれども、ここ、あんまり言っちゃうと修正動

議の本論から外れますので簡単に言いますけれ

ども、一番足らないのは、何のために道の駅を

造るか。人口減少で疲弊していく新庄市及び新

庄最上のために、経済循環をどうつくっていく

か、それが第一じゃないでしょうか。箱を造っ

て終わりということではありません。そこを利

用する、それで最後は、地元の経済循環、産業

循環、大きい意味では産業循環もあります。そ

れをどうつくっていくかということが、より大

切ではないでしょうか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 私としては９億4,000

万円近くかかるだろうというその案については、

あまりにもかけ過ぎることになるような気がし

て、その投資額は抑えるべきでないかなと考え

るんです。それについては、質問したところ、

都市整備課長は予算委員会の中で、なるべく少

なくなるように見ていきたいというふうに答え

ておられるようだし、今後の整備の在り方につ

いては、なるべく節約に努めてというか、私た

ちに示された大きな駐車場、あんな大きな駐車

場が要るのかということも含めて、なるべく抑

える必要があるというふうに感じております。 

  また、まゆの郷として頑張っておられる、そ

のほかkitokitoもありますが、関係者の仕事が

なるたけ続いていただきたい、市民のためにも

というふうに考えたときに、少しでも支援でき

るというのであれば、しかも節約したいという

担当課長の話もあったし、そういうことを考え

ると、そして、補助を受けられるという市長の

お話もあったし、それを生かしていきたいんだ

というのは、私は納得できるような気がしてお

ります。 

  あと、北のゲートウェイについて、新庄市の

負担がどのくらいになるのかというのがとても

未知数で、今以上に物すごくかかるだろうとい

うのが心配されて、本当にそれが市の負担でや

っていいのか。これはかなりゆっくりよく考え

ていく必要があると思っています。 

  市長がおっしゃった駅のゆめりあを建設にす

るに当たって、それの市の負担が非常に大きか

ったというのが財政悪化の大きな原因であった

というのも、私もその認識は一致しているし、

そういうことにならないようにしなきゃいけな

いというのは私も常に考えているし、そういう

ものがまた道の駅で繰り返されるのだろうかと

考えたら、大きなものに対して向かっていって

いいのかという、私もすごく不安になっており

ます。それについて、不安でないのかお聞きし

ます。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 
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４ 番（八鍬長一委員） 佐藤委員は、投資額の

大きさにこだわっているようですが、先ほども

申し上げましたように、それを造ることによっ

て、産業の育成や経済の地域循環がどううまく

回っていくかということだと思うんです。そこ

が一番大事でありまして、箱を造ることが目的

ではないはずですから、その点御理解をお願い

します。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そこについては、私は

なかなか判断できにくいところであります。と

いいますのは、考えてみても、例えば、駅の物

産館とかいろいろ地域で物を売るところ様々あ

りますけれども、本当に大きな道の駅を造って、

新庄市の市民が潤うのかって考えて、本当にそ

うなのかって、まだまだ私は判断できません。

それよりも、現実今、市民が頑張っている。市

民向けにほとんど頑張っているんです。市民が。

そこを、その産直であるまゆの郷を本当は大事

にして、続けていってもらうようにすることが

大事なんじゃないかなと私は、今の目の前とし

ては思っているところですが、どうでしょうか。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） あそこを基盤にして産

直まゆの郷とか、それから、若い人たちが集ま

るkitokitoマルシェとか、そういう事業はこれ

からも発展してもらいたいなというふうに思っ

ているんです。 

  道の駅は、いろんな道の駅のタイプがありま

す。今、新庄に与えられた最大のチャンスは、

高速交通網時代、人の流れが確実に変わってく

るわけです。そういうことも含めて、慎重に分

析、討論すべきじゃないか、検討すべきじゃな

いかというのが、修正動議の理由であります。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ございませんか。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 私もちょっとお尋ねし

ます。 

  この修正書の中の②なんですけれども、「市

民、利用団体、民間事業者等の設置と運営につ

いて全く検討されていない」というようなこと

ですけれども、私たち議会人も市民じゃないで

しょうか。広く捉えれば。だから、市民には全

く知らされてない云々ではないんではないかな

と思うんです。私たちも、議員だけれども市民

であるし。 

  あともう一つ、最後、「また、市民第一主義

を高く掲げる市長の令和３年度の施政方針と大

きく矛盾するものであります」というようなこ

となんですけれども、市長の施政方針、24ペー

ジにわたって私どもに説明なさいました。その

最後の中に「最後に、市民の皆様の役に立つと

ころが『市役所』であります。『まちは誰のも

の』と常に自らに問いかけ、『市民第一主義』

を引き続き強く意識しながら、市民の皆様にと

って、本当に住みやすく住んでよかったと思え

るまちを目指し、コロナ禍という中でも大きく

羽ばたけるよう、職員一丸となり、市政運営に

取り組んでいく決意を表明します」とあるんで

す。だから、確かにこううたっていますけれど

も、この24ページの中にいろんな施策があって、

こればっかりではなくて、この部分的な部分は

そういうふうにお取りになった部分は、それぞ

れの思いですけれども、「全く施政方針と大き

く矛盾するものであります」とありますけれど

も、本当にそうなんでしょうか。私はそうでな

いと思うんですけれども、この辺もう一度、そ

の意味をお尋ねしたいと思います。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 修正動議に書いてあり

ます文章のとおりでございます。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 
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佐藤卓也委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） じゃあ、私に対する考

えは、この中で判断していただきたいというよ

うなことで取ってよろしいんですね。 

佐藤卓也委員長 小嶋委員に申し上げます。 

  答え方がちょっと分からないので、質問の趣

旨をもう少し明確にしていただければと思いま

す。 

  小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） だから、この市民云々

って言うんだけれども、私ども議員も市民だか

ら、市民の一員だから、説明受けているんじゃ

ないんですかということなんです。 

  あとは、この文言が、「施政方針と違うけれ

ども」じゃないけれども、施政方針はそればっ

かりでなくて、掲げているけれども、この全体

の24ページの中で言っているから、矛盾はして

いないのではないですかということで、今、八

鍬委員は、そのとおりだと言ったから、あえて

何で私に説明求めるのかな、委員長。 

佐藤卓也委員長 ただいまの質問は、小嶋委員が

それでいいのですかと聞いたものですから、そ

れでいいのかをお伺いしたわけです。ですので、

ですからそこら辺の小嶋委員の趣旨をもう少し

明確にしていただければ、八鍬委員が答えられ

ると思うので、もう一回説明を求めました。

（「私はそれ以上でもそれ以下でもありませ

ん」の声あり） 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

佐藤卓也委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 市民の定義ですけれど

も、議員も市民の一人です。そこは間違いあり

ません。しかし、議場で「市民」と言うときに

は、市政にいろんな点で影響します市民、一般

の表現だと思っていますので、議場で言ったか

ら市民に言ったという解釈は、ちょっと解釈の

し過ぎじゃないかなというふうに思います。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

  暫時休憩します。 

 

     午後１時１４分 休憩 

     午後１時１５分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかに質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより修正案の討論に入ります。討論あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  採決は、電子表決システムにより行います。 

  議案第８号令和３年度新庄市一般会計予算修

正案について、賛成の委員は賛成のボタンを、

反対の委員は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

佐藤卓也委員長 ボタンの押し忘れはございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 それでは締め切ります。 

  表決の結果は、賛成６票、反対９票、棄権１

票です。賛成少数であります。よって、修正案

は否決されました。 

  暫時休憩します。 

 

     午後１時１７分 休憩 

     午後１時１９分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  これより原案について討論に入ります。 
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  討論の通告がありますので、討論の発言を許

可します。 

  初めに、反対討論として佐藤悦子委員。 

   （１番佐藤悦子委員登壇） 

１ 番（佐藤悦子委員） 令和３年度2021年度一

般会計予算に反対討論を行います。 

                      

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                      

     一般会計の内容についてですが、評価

される点はたくさんあると思いますが、私なり

の小さな目で見て、小中学生の通学バス利用の

無料化、それから、福祉タクシー券、１人当た

り１万円分支給だったのを１万5,000円分に増

額するというのがありました。それから、特別

会計でありますが、国保税の10％の引下げ、１

人当たり１万円の引下げも大変大きな評価しな

ければならないことだと思います。また、議会

の報告会で要望のあった桧町の流雪溝整備事業

も行われる模様になりまして、たくさん評価さ

れるものがあると思うんですが、私なりに市民

から要望を受けていることでそういったことの

前進があったというのは、大変ありがたいと思

っております。 

  反対の理由についてです。 

  １番目に、デジタル化が進められる中で、市

民の命と暮らしを守るという政治の責任として、

経済的に通信端末を持たない高齢者、障害者な

ど、デジタル対応のできない人への手厚いケア

ができる職員体制が、私は重要だと思っていま

す。 

  それで、フルタイムの正職員数を見ますと、

令和２年度265人を、叶内委員からの質問もあ

りましたが、261人に４人減らすということで

した。これは、令和７年度にはさらに11人減ら

すという計画もありました。適正な定員管理と

言えるのでしょうか。 

  2020年度までの10年間の比較で、事務事業数

は、職員１人当たり1.24倍に増えています。当

市の正職員総数は、県内の他市との比較で、人

口３万5,000人で見ますと約90人少ないです。

公立保育所は保育士の正職員が少ない、また、

一般事務のほうでも技術職が足りないと言われ

ております。残業代は増えていないと市長の私

への一般質問での答弁があったようですが、こ

なし切れない仕事のために、ただ働き残業をせ

ざるを得ない職員が少なくありません。仕事が

こなし切れないのは、職員の自己責任ではあり

ません。職員が少な過ぎるという政治の公的責

任です。職員が仕事に余裕がないと、市民に対

して優しい対応ができにくいことになります。

病気その他で早期退職となる職員がおられます

が、本人はもとより、市民にとってこれは大き

な損失です。職員の声に耳を傾けて、正職員を

大幅に増やすべきだと思います。 

  ２番目に、指定管理、民間委託、民営化が進

められていますが、労働者の低賃金、不安定雇

用を増やし、地域の少子化、人口減少を加速さ

せるものだと思います。正採用、また、暮らせ

る賃金へ引き上げる、そういうことができるよ

うに施策が必要だと思います。 

  ３つ目は、マイナンバーカードに健康保険証

の機能を持たせることについてです。 

  マイナンバー制度の狙いは、公的な給付と負

担の抑制という名目で、徹底した給付抑制を実

行し、国の財政負担、大企業の税・保険料負担
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を削減していくことが最大の狙いです。菅政権

のデジタル改革の狙いは、マイナンバー制度を

実質的に拡大し、国民のあらゆる情報を集め、

そのデータを大企業のもうけの種にするという

成長戦略です。行政機関に巨大な個人データが

集積されることで、利用価値が高まり、攻撃さ

れやすくなります。ドコモ口座の不正引き出し

事件、リクナビの就活生の閲覧履歴などから内

定辞退率を勝手に算出し採用企業に販売したと

いう事件、ビッグデータやＡＩを利用して個人

の信用力を点数化し、サービスや取引から排除

することも行われています。個人情報の保護の

規制や対策が貧弱な日本と言われております。

マイナンバー制度はやめるべきです。 

  ４つ目に、学校統廃合、小中一貫校の問題で

す。 

  学校の地域の拠点としての位置づけ、なくな

った場合のマイナスが非常に大きいです。小中

一貫校である明倫学園の建設では、２回の１者

入札、当初の予定より約５億円超過、さらに工

期２か月の遅れでした。大型公共事業でなく、

長寿命化に努めるべきではないでしょうか。北

辰小がなくなり、北辰小学校の子供は、ほとん

どがバス通学となります。これも今回分かりま

した。地域を歩くことによって得られる地域の

人との挨拶や顔のつながり、これがなくなりま

す。また、体力もなくなると言われています。

小学６年生の高学年としての活動が失われます。

地域に密着した小規模校、小学校、中学校それ

ぞれのよさを大事にすべきではないでしょうか。 

  ５番目として、国の悪政に防波堤となって住

民を守る姿勢が重要だと思います。新型コロナ

感染症拡大防止のために、ＰＣＲ検査の大幅拡

大、また、医療や介護などへの減収補塡が必要

です。国に求めつつ、市独自でも行うべきだと

思います。 

  経済活性化のためには、消費税を大幅に減税

することが決定的に大事だと思います。多くの

事業者が、コロナの関係で仕事が減り、赤字に

陥ったりしております。消費税の納税負担が、

赤字であっても重くのしかかっています。赤字

でも納めなければならない消費税は、税の国全

体の滞納額の６割以上にもなっております。 

  消費税は、32年間で累計で447兆円、国に入

りました。その税収は、全て法人税や所得税の

穴埋めで消えてしまいました。社会保障の財源

が必要だと言うならば、消費税に頼るのではな

く、大企業や富裕層への減税こそ見直すべきだ

と市長会などで言うべきだと思います。それが、

地方交付税を確実に増やしていくというか、新

庄市に持ってくるための大事な視点ではないか

と思うんです。              

                     

                     

                     

                     

                     

                     

           市長のその立場に立つ

ということが市政を守ることだと思うのです。 

  以上です。（「動議」の声あり） 

佐藤卓也委員長 暫時休憩します。 

 

     午後１時３１分 休憩 

     午後１時３７分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。

（「委員長、動議」の声あり） 

  ただいま石川正志委員から動議の声がかかり

ました。 

  石川委員の動議の内容の説明をお願いいたし

ます。 

１４番（石川正志委員） 原則、討論においては、

委員の考えを述べることができるものと思いま

す。 

  ただいま佐藤委員の予算案に関する中身に関
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しては、私はしかるべきかと思いますが、予算

案の討論に入る前に、このたびの予算特別委員

会の委員長の委員会運営の運びに関しまして、

問題がある旨の発言をされました。 

  委員の発言は最大限許されるべきものと私も

同感いたしますが、委員の発言となっている根

拠は、新庄市会議規則で認めるところと委員会

条例に関する委員の発言によるものと考えてお

ります。それを酌んだ委員長のこのたびの運び

に関しまして、問題があるのではないかと提起

することは、これまで我々がのっとってやって

きた法令遵守、つまり本会議並びに委員会の秩

序、それを根本的に覆すものであり、会議の秩

序を保つために委員長並びに議長には議事整理

権というものが与えられております。それに反

する発言であると私は考えておりますので、こ

のまま議事録に残すということに関しては、私

は反対であるということで、暫時休憩の後、議

会運営委員会を開催していただきたいと私は思

いますので、よろしくお願いいたします。 

佐藤卓也委員長 ただいま石川正志委員から動議

の提出がなされました。 

  ただいまの動議に賛成の方は挙手願います。 

   （賛成者挙手） 

佐藤卓也委員長 ただいまの動議に賛成者がおり

ますので、動議が成立いたしました。 

  直ちにただいまの動議を議題として採決いた

します。 

  ただいまの採決は、電子表決システムにより

行います。 

  ただいまの動議に賛成の諸君は賛成のボタン

を、反対の諸君は反対のボタンを押してくださ

い。 

   （電子表決） 

佐藤卓也委員長 ボタンの押し忘れはございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 それでは締め切ります。 

  表決の結果は、賛成14票、反対１票、棄権１

票です。賛成多数であります。よって、この動

議は可決されました。 

佐藤卓也委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午後１時４２分 休憩 

     午後１時５４分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午後１時５５分 休憩 

     午後２時０６分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長石川正志委員。 

   （石川正志議会運営委員長登壇） 

石川正志議会運営委員長 それでは、私のほうか

ら、議会運営委員会における協議の結果を報告

させていただきます。 

  先ほど動議がありました。それで議会運営委

員会を開催し、５名出席の下、話合いを行いま

した。 

  結論だけ申し上げます。条例や規則に基づか

ない発言を認めてしまう議事進行であれば、予

算特別委員会並びに新庄市議会への市民への信

頼を得ることができないということで、佐藤委

員の討論としてふさわしくない部分の削除を求

めるという結果を導く出すことができましたの

で、委員長におきましては、よろしくお取り計

らいくださいますようお願い申し上げます。 

佐藤卓也委員長 ただいま議会運営委員長の報告

におきまして、発言の取消しの申出がございま

した。 

  それに伴い、佐藤悦子委員にお伺いいたしま

す。 

  議会運営委員長における発言の取消しに賛同
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いたしますかを求めたいと思います。 

  佐藤悦子委員。 

   （１番佐藤悦子委員登壇） 

１ 番（佐藤悦子委員） 賛同しません。 

佐藤卓也委員長 それでは、委員長において、後

刻発言内容を調査の上措置することにいたしま

す。 

  次に、賛成討論として佐藤文一委員。 

   （９番佐藤文一委員登壇） 

９ 番（佐藤文一委員） それでは、議案第８号

令和３年度新庄市一般会計予算について、賛成

の立場で討論を行います。 

  現在、地球規模で人、物、情報が移動するグ

ローバル社会の下では、世界経済、気候変動、

感染症などといった地球規模の課題も連動し、

貧困、格差など社会問題に波及して深刻な影響

を及ぼす時代になっております。 

  昨年より感染拡大を見せる新型コロナウイル

ス感染症を通しても痛感しているとおり、世界

経済は混乱を極め、国家間の対立、社会の分断、

格差が生じるなど、現在でも各国で深刻な状態

が続いております。そのような中、新型コロナ

ウイルス感染症のワクチンが開発され、世界各

国で接種が始まり、日本でも医療従事者を先行

して接種が開始されました。しかしながら、今

年夏開催予定の東京オリンピック・パラリンピ

ック大会については、先日、政府関係者より、

海外からの一般観客の受入れを見送る方針を固

めたという報道があり、まだまだ混乱が続き、

予断を許さない状況にあります。 

  このような中で、本市では第５次新庄市総合

計画が策定され、今年度令和３年度から令和12

年度までの新たな10年間、「『住みよさ』をかた

ちに 新庄市」を目指すべき将来像に掲げ、市

民一人一人が心の豊かさを実感できるまちを目

指し、着実に計画を推進していくこととしてお

ります。この市民の声を聞きながらつくり上げ

た新庄市総合計画と行財政改革大綱を基本に据

え、財政規律を重んじながら市政運営に取り組

んでいくことが重要であります。また、新年度

となる令和３年度の予算においても、財政の健

全化を堅持しつつ、計画を推進する意義ある内

容でなければなりません。 

  このたびの予算案を見ますと、総額が前年度

との比較で４億4,800万円の減となり、３年ぶ

りの減額予算となっておりますが、明倫学園建

設など大規模事業の実施がピークを越えたこと

により、今後の本来の財政規模へと移行してい

く契機となっているものと思われます。 

  歳入においては、市税等の伸びも見られない

状況にはありますが、国における地方財政対策

による交付税や臨時財政対策債等の財源を確保

しつつ、明倫学園建設関連事業や市有施設老朽

化対策などの大規模事業を実施するため、国庫

支出金や市債を有効に活用するとともに、これ

らの財源補塡のために財政調整基金や市有施設

整備基金等の繰入れを有効に活用するという形

での編成となっております。 

  また、歳出においては、本市を取り巻く諸状

況をよく認識するとともに、国、県の動向を踏

まえるという予算編成方針によりながら、全般

的に新庄市総合計画と行財政改革大綱の計画的

な推進のために、限られた財源を効果的に活用

することを基本として編成されているようです。 

  具体的には、子供、子育て、若者世代への支

援として、新婚世帯に対し結婚に伴う新生活の

スタートに関わる経費などを支援する新婚生活

支援事業を創設し、また、多子世帯の保育料軽

減や病児保育の助成事業の継続実施、教育環境

の整備として、明倫学園関連事業の推進、ＧＩ

ＧＡスクール構想によるタブレット端末の活用

による教育の充実、児童生徒の通学に対する支

援の拡充がなされております。 

  新型コロナウイルスの影響により昨年度中止

された新庄まつり関連の予算にも、来年度の開

催に向け期待の持てる予算が盛り込まれ、また、
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歴史的風致を生かしたまちづくりを推進する予

算も盛り込まれております。 

  一方、このたび特に多かった質問、道の駅登

録候補協議書作成業務委託料については、今後

もしっかりとした説明、議論できる場を設け、

市民の皆様にも誤解のないよう周知していただ

けるように留意をお願い申し上げます。 

  全体を通して、持続可能で健全な財政運営を

基本に据えながらも、行政の目指すべき基本と

なる市民生活の向上と地域経済の進展に主眼を

置いた評価できる予算であると思われます。３

年ぶりの減額予算となったにもかかわらず、前

年度から引き続く地域経済活性化に加え、今後

も課題である定住促進対策に関わる諸施策、新

庄まつりをはじめとした地域の魅力を最大限に

引き出すための諸施策も十分に盛り込んでいる

点も評価に値するものと思われます。 

  市長はじめ執行部の皆様におかれましては、

今後とも市民や議会の意見などに耳を傾けられ

るとともに、創意工夫と改善の努力を惜しむこ

となく続けられ、市民本位となる事務事業の展

開を図られるよう御期待申し上げ、令和３年度

一般会計予算の賛成討論といたします。 

佐藤卓也委員長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 ほかに討論なしと認めます。よ

って、討論を終結し、直ちに採決したいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第８号令和３年度新庄市一般会計予算に

ついては、反対討論がありましたので、電子表

決システムにより採決を行います。 

  議案第８号について原案のとおり決すること

に賛成の委員は賛成のボタンを、反対の委員は

反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

佐藤卓也委員長 ボタンの押し忘れはございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 それでは締め切ります。 

  表決の結果は、賛成11票、反対１票、棄権４

票。賛成多数であります。よって、議案第８号

は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

 

議案第９号令和３年度新庄市国民

健康保険事業特別会計予算 

 

 

佐藤卓也委員長 次に、議案第９号令和３年度新

庄市国民健康保険事業特別会計予算を議題とし

ます。 

  なお、本件を含む特別会計につきましては、

歳入と歳出を一括して質疑を行います。質疑あ

りませんか。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

佐藤卓也委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） １つ質問させていたた

だきます。 

  ページ139ページの１款国民健康保険税２項

国民健康保険税１目一般被保険者国民健康保険

税ですけれども、今回の国民健康保険の条例改

正を踏まえた予算措置がされていると思います

けれども、中身を拝見させていただきますと、

課税方式の変更に伴って被保険者の負担する国

保税が軽減されるものと思われます。結果とし

て、推測で構いませんけれども、県内13市中、

新庄市の保険料は何番目になるのでしょうか。

できれば、昨年と比較して答弁をお願いしたい

と思います。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 令和３年度からの国民健康保

険税の税率の引下げにつきましては、ただいま
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議案を上程しているところでありますが、もし

そちらのほう御可決いただいた場合で比較いた

しますと、令和３年度の県内13市の税率の情報

がまだ入ってきておりませんので、令和２年度

の現行税率とこのたび議案として上程しており

ます改正後の税率を比較しますと、所得割につ

きましては、高いほうから13市中13番目という

ことで一番低い税率となっておりましたが、昨

日、新聞報道等で酒田市のほうでさらに引下げ

したという情報もあったわけなんですが、ちょ

っと酒田市の引下げ後の税率を把握しておりま

せんので、あくまで今年度、令和２年度の税率

と比較させていただきますと、所得割10.47％

については13市中13位、資産割は、全ての市で

廃止しておりますので、新庄市も廃止というよ

うな形で順位はございません。均等割４万500

円については高いほうから12位、平等割３万

1,800円については高いほうから９位という形

となっております。全体的な調定額としまして

は、このたび上程しております議案のほうは平

均10％の引下げということで、平均調定額９万

600円というような形で御提案しておりますが、

そちらのほうは現行の税率と比較しますと県内

13市中11位というような形となりまして、改正

前のものと比較しますと大幅に向上していると

いうような形となっております。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

佐藤卓也委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） 少しでも引下げになる

ということで、よかったと思います。 

  国民皆保険ということで、誰しもお医者さん

にかかれるということで、本当に子供から年金

受給者まで安定した形で保険制度を使えるとい

うことは、とてもいいことだと思います。 

  保険者の責任は県ということなんですけれど

も、新庄市の健康課の役割というのも本当にす

ごく大きいと思いますけれども、これからも安

定的、継続的に運営していくために、さらなる

努力が必要と思われますけれども、課長の決意

とかを表明していただけるとありがたいです。

よろしくお願いします。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 このたびの国民健康保険税の

税率の引下げに当たりましては、今、委員のほ

うでおっしゃっていただいたように、今後の新

庄市の国民健康保険制度の安定的、継続的な運

営ということを第一に考えて取り組んでまいり

ましたので、そういった意味ではこれまでも全

員協議会等でお話しさせていただいたところで

はあったんですけれども、そこの部分の、先ほ

ど申し上げたとおり、平均10％の引下げを行っ

ても今後の安定的な運営は可能であるというよ

うな形で考えておるところです。 

  財政運営が、安定的な運営が可能であれば、

あとはその中で被保険者の健康を守るための事

業を充実させていきたいと考えておりますので、

なかなか、一般会計のほうの健康づくり事業も

含めまして、新庄市のほうのいろいろな保健事

業におきます健康づくり事業におけます自己負

担の部分が、やはりちょっと先ほどの税率の部

分ではかなり、県内高いほうから比べると非常

に低い位置に位置しているということで申し上

げましたが、御自分が負担するいろいろな部分

については県平均を下回っている部分もありま

すので、そういったものを今後改正していきま

して、国民皆保険制度ですので、国民健康保険

のほうに加入した方について、健康になれば医

療費も削減なるわけですので、そちらのほうに

ついては全力で今後も取り組んでまいりたいと

考えておるところです。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

佐藤卓也委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） ありがとうございます。

本当に今課長がおっしゃったところを目指して、

ぜひ頑張っていただきたいと思います。 
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  以上です。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 141ページの７款２項

１目で高額療養費貸付金収入100万円というの

が出ていますが、内容はということで、貸付け

を受ける人数などは何人ぐらいおられるのでし

ょうか。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 こちらの内容につきましては、

高額療養費として交付されます予定の９割を前

もって入院費の支払いのために貸付けした事業

により交付を受けた方からの返還金の内容でご

ざいますが、令和元年度、令和２年度とも、こ

ちらのほうの利用はなかったということで、昨

年度ですと200万円ほど予算として計上してい

たところではあるんですけれども、利用がない

というような実態を踏まえまして、今年度につ

いては100万円という形で計上したところでご

ざいます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） なぜ利用がなかったと

いうふうに見ていますか。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 国民健康保険被保険者の方全

員に、なぜ利用しないかというような形での問

合せはしておりませんので、なぜなかったかと

いうのは、それぞれ個々の被保険者の事情で借

りる必要がなかったのではないかと捉えざるを

得ないということで考えておるところでござい

ます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 市民の中に、医療費の

負担が高額になってしまって困ったという相談

はなかったですか。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 市民の方から私ども健康課の

職員のほうに、そういった形の相談は多分あっ

たのかなと思っております。ただ、私のほうで、

令和２年度あるいは令和元年度、どのくらいの

件数があったかということは把握していないと

ころでありますが、結果として借り入れる方が

いなかったということについては、それぞれの

被保険者の中で解決していただいたのかなと捉

えているところでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 私の知っている方で、

この前手術、脳に水がたまるという重大な病気

になってしまって大手術を受けたという方が、

そのお金大きかったなというふうにおっしゃっ

ていました。そこに私、本当は前もって高額の

部分を払わなくてもいいという保険証を出して

もらえるんだけどとお話ししたら、知らなかっ

たというふうに言っていましたが、それについ

てはどう思いますか。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 もし、今、委員のおっしゃっ

たような方がおられたとしたら、我々のＰＲ、

周知が不足していた部分もあるかと思いますの

で、今後さらに周知のほう、広報のほう努めて

いきたいと考えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 市職員というのは、市

民に役立つ仕事をするのが市職員だと私は思う

わけです。 

  しかし、一方で、ある税務課長だった方が、

国のほうから節税になることを教えちゃならん
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なんて言われているなんて議場で答えた税務課

長がおられましたけど、そんなことでは信頼さ

れないと思うんですよ。 

  そうではなくて、市民の皆さんに役立つ情報

は、市役所職員が一番知っているわけですから、

自分の専門に関わるものであれば、ありったけ

使っていただくようにお知らせする姿勢が私は

必要だと思うんですが、そういう市職員の姿勢

の在り方について、そうではないかなと私は思

うんですが、市民のために役立つ情報は徹底的

に差し上げるというか、周知、目の前で教える

というかね、そういうことが必要だと思うんで

すが、どう思いますか。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 健康課の職員だけでなく、市

全体の職員の接遇という部分もあるかと思いま

すけれども、健康課におきましては、常日頃か

ら私のほうより、来庁者については、親切、丁

寧、分かりやすい言葉で、専門用語は極力使わ

ないで御説明、御案内するように努めていると

ころでございます。あと、日常的にも、先ほど

委員のほうからお話ありました、医療費を支払

うのがなかなか楽でないとか、あるいは国民健

康保険税のほうを納税するのがなかなか楽でな

いというような方につきましては、いろいろ相

談に乗って、あるいは国民健康保険税の部分で

あれば税務課のほうと連携しながら対応してお

りますし、医療費の部分であれば、私どものほ

うで窓口では御案内しているところです。ただ、

先ほど委員おっしゃったような方で、窓口に来

ないで、そういった形で全然知識が、知らなか

ったという部分であれば、やはり我々もちょっ

と周知徹底していかなければならないかなと思

っております。 

  日常的にも、生活な困難な方への生活保護や

多重債務の窓口の相談については常時行ってい

るところですので、なお、さらに今後も親切、

丁寧、分かりやすい説明に心がけて、今後も一

層スムーズな対応できるようにしていきたいと

考えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 病気になる方は高齢に

なる方が多くて、高齢になれば病気になる方が

多いというか、そういうことであります。 

  しかし一方、デジタル化には対応はなかなか

ついていけない方が多いわけです。そういう

方々を想定して、やはり訪問であったり、ある

いは紙媒体であったり、その人の状況をよくお

聞きすることが一番大事だと思いますが、お聞

きして、こういう役に立つことがあるよって教

えてくれるような市の姿勢、市職員が私は必要

だと思うんです。そういう意味で市職員は、や

はり情報、市民に役立つ情報を徹底的に身につ

ける必要があると思うんです。そういう徹底的

に身につけた職員がたくさんいることが大事だ

と思うんです。それが一、二年で辞めたという

ようなことでは身につかないと思うんですよ。

やはり長く働く中で、あれこれ失敗しながら覚

える情報が、私は大事な情報であり、市民に役

立つものを身につけた市職員だろうと思うんで

す。そういう意味で私は、短期間の市職員の雇

い方ではなくて、やはり長く、できるだけ定年

と言われるまで働けるような職員を窓口に配置

して、役立つように、健康に役立つような情報

を教えていただきたいと思いますが、どうです

か。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員に申し上げます。 

  この議案は新庄市国民健康保険事業特別会計

予算でございます。そちらのほうの質問をお願

いしたいと思います。もし質問するんだったら、

趣旨を変えて質問をお願いしたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 次に、146ページの３
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款１項１目一般被保険者医療給付費、マイナス

5,229万円となっていますが、この理由などの

ように考えておられますか。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 こちらのほうは、平成30年度

から県単位化ということで、国民健康保険につ

いては県と市町村の共同運営という形になった

ところでございます。それに伴いまして、それ

ぞれの市町村でかかった医療費につきましては、

県のほうが市町村から事業費納付金を集めまし

て、それによって県内35市町村の医療費を賄う

というような制度に変わったわけなんですけれ

ども、今、委員のほうからお話がありました一

般被保険者医療費給付費分につきましては、県

のほうへ納めます事業費納付金の一部というよ

うな形になっておるところなんですが、そちら

のほうは、毎年県のほうから新年度このくらい

納めてくださいというような形で通知が来ると

ころでございます。 

  今申し上げたとおり、一般被保険者の部分、

医療給付費の部分とその下段に書いております

後期高齢者支援金等の分、あとさらにその下の

介護納付金分ということで３つ足して県のほう

に事業費納付金というような形で納めていると

ころなんですが、令和２年度の納付金について

は３つ合わせまして９億1,000万円でありまし

た。令和３年度の新年度に当たっては８億

4,900万円ということで減額になっているんで

すけれども、この金額については県が通知する

ということで、県の中で算定した金額となって

いるんですが、県のほうに問い合わせたところ、

70歳以上の被保険者が、令和２年度と令和３年

度を比べますと8.7％ほど増加すると。あと、

70歳以上の診療費についても１％ほど増加する

ということで、県のほうで見込んだということ

のお話でありました。全体的な県内35市町村の

保険給付費が増加するわけなんですけれども、

それに対して、国等の公費投入分がかなり令和

２年度と比べると多くあったということで、保

険給付費が上がれば市町村の事業費納付金は増

大するわけなんですけれども、令和３年度に当

たりましては、国等の公費投入がかなり多くあ

った結果、前年度よりも6,000万円ほど県に納

めます事業費納付金のほうが縮減になったとい

うような形でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 国の公費投入が、なぜ

多くなったというふうに見ておられますか。 

  ということと、もう一つお聞きしたいのは、

この間、コロナによる受診抑制などで医療機関

の経営が悪化していると聞いておりますが、そ

れらについて、やはりこれも関係があるのかど

うか、お願いします。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 国の公費投入が増えたという

部分については、特に確認はしておりませんが、

やはりこれまで全国市長会あるいは地方６団体

で国のほうに公費の増額を要求していた部分が、

かなり実ったのかなと、反映されたのかなとい

うような形では考えているところです。 

  あと、コロナの影響の部分でございますが、

当然、コロナウイルスの影響で受診控えという

ことで、全体的な流れとしては医療費が削減し

ているというような状況にあるかと思いますが、

県のほうで県内35市町村の保険給付費を算定す

るに当たっては、そういったことも含んで算定

したというような形で捉えているところでござ

います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 市長会で要望していた

だいたなどのことが、公費投入増額につながっ

たんではないかと思われるというお話でありま
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して、それは非常に重要なことだと思うんです。

県一本化するに当たって、県知事会で１兆円増

やせというふうな要望を何度もしてきたとお話

がありまして、それにやっぱり市長会としても

併せて言っていただきたいというふうに思いま

す。今まで3,400億円は入ったけど、１兆円ま

で入れてもらうという話までは至っていない状

況で、それが高い国保税につながっているとい

うふうにも言われておりますので、市長会とし

ても、県知事などと一緒になって、県一本化に

するに当たって１兆円入れてもらわないと駄目

だというふうに言ってきたんだからぜひ頼むと、

続けて言ってもらうようにお願いしたいんです

が、どう思われますか。 

  それからもう一つは、コロナの中で、コロナ

禍の中で、医療機関の経営状況、人件費、ボー

ナスカット、ボーナスの削減が４割とも聞いて

おります。そういう意味で、そして、市内でも

経営が赤字になっているという話をなさってい

る方もおられます。お金を借りることになった

としても、返せるかという見通しがなければ廃

業になるわけです。医療機関への減収補塡は、

地域が安心して医療を受けられる大事なことだ

と思うんですが、この医療機関の状況の聞き取

りなどの調査が必要ではないかと思います。そ

して、必要であれば、一緒になって医療費への

支援というか、医療機関への支援、どう考えて

いるか、お願いします。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員に申し上げます。 

  今の質問の内容は、国保事業に特に関係がな

いと判断いたしますので、質問の趣旨を変えて

質問をお願いしたいと思います。 

  ですから、前段の要望書の答弁をお願いした

いと思います。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 委員おっしゃったとおり、平

成26年に全国知事会で総額１兆円の公費投入を

求めたところでありますが、昨年６月の全国市

長会のほうでは、まずは公費3,400億円の財政

支援の継続、拡充を求めているところです。お

話あったとおり、コロナ禍ということで、国の

ほうの財政もかなり厳しくなっている中で、増

額要求するのではなくて、現在行っております

公費の3,400億円のまずは財政支援の継続、拡

充というような形で求めておるところです。 

  あとは、４点ほど重点提言として全国市長会

のほうでは提言しているところなんですが、２

点目としましては、今後の医療費増加を見込ん

だ財政支援の拡充、それは市町村の部分に対す

る支援の拡充というような意味合いでございま

す。３点目としましては、低所得者層に対する

負担軽減策の拡充強化、４点目としまして、子

供の均等割保険税を軽減する支援制度の創設、

あともう一つありました。新型コロナウイルス

感染症の傷病手当制度の拡充ということで、５

つを重点提言として国のほうに求めておるとこ

ろですので、市としましても、そちらの動きを

注視しながら対応していきたいと考えておりま

す。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第９号令和３年度新庄市国民健康保険事

業特別会計予算は、原案のとおり決することに
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御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第９号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

議案第１０号令和３年度新庄市交

通災害共済事業特別会計予算 

 

 

佐藤卓也委員長 次に、議案第10号令和３年度新

庄市交通災害共済事業特別会計予算を議題とい

たします。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第10号令和３年度新庄市交通災害共済事

業特別会計予算は、原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第10号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

議案第１１号令和３年度新庄市介

護保険事業特別会計予算 

 

 

佐藤卓也委員長 次に、議案第11号令和３年度新

庄市介護保険事業特別会計予算を議題といたし

ます。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。質疑ありませんか。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 歳出になります。ペー

ジ数は175ページ、２款保険給付費１項介護サ

ービス等諸費、１、２、３、このどれというこ

とでもないんですけど、全体に対して質問があ

ります。 

  介護に対するニーズをどのように捉えていら

っしゃるのでしょうか。 

  介護士の待遇面は十分と考えていらっしゃい

ますか。 

  定数はどの程度に足りているのか、ぜひとも

お聞かせください。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 介護の

ニーズの把握でございますけれども、このたび

は第８期介護事業計画の中での予算編成という

ことになります。計画策定に当たりましては、

２つの住民向けのアンケート、元気な高齢者向

けの生きがいづくりであったりとか生活の様子

をお聞きするもの、それから、実際の要介護で

介護なさっている方への介護のニーズというこ

とでの２つの調査をしているところでございま

す。 

  それから、介護人材の待遇の面でございます

けれども、様々な加算が設けられております。
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加算につきましては、全ての事業所100％では

ないところがございますので、まだ加算がつい

ていないところに対して、取得のための促すよ

うな働きかけをしていきたいと思っております。 

  定数というのは、介護職員のということでし

ょうかね。介護職員の定数といいますか、配置

数というのは、満たされているところでござい

ますけれども、全般的に介護職員の高齢化とい

うことが問題になっておりまして、それから、

介護事業所を渡り歩くといいますか、なかなか

１か所に定着しないというような課題がござい

ます。高齢化に対しましては、新たな担い手育

成ということで、初任者研修のもっと軽い入り

口研修ということで今年度実施する予定でおり

ます。 

  なお、新庄コアカレッジとも連携しまして、

社会人等様々な働き方ができる担い手の発掘に

努めてまいりたいと思います。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 施設の中には、介護士

が不足していて、十分に施設を活用されていな

いという現実もあるとお聞きしております。本

市の状況はどのようでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 たまた

ま昨日、ある特養のほうにその辺事情をお伺い

したところなんですけれども、やはり一部スタ

ッフが足りてなくて、利用を、入所制限といい

ますか、80のところを今70までにしているとい

うようなお話がございました。それから、ＥＰ

Ａの活用につきましても、希望はしているんで

すけれども、なかなかコロナの事情もあって配

置が望めないということで、今２名の方いらっ

しゃるかと思うんですけれども、２名からなか

なかそこも増えていないというふうなお話でご

ざいました。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） ヘルパーさんなどの資

格保持者だけでなく、やはり介護を目指して、

やりたいというふうに思っている方に対する働

きかけも必要だと思うんですよ。世代交代とい

うか、やっぱり若い方と熟練された方が一緒に

お仕事されることで継承されていく部分もある

と思いますので、ぜひともその点よろしくお願

いしたいと思うんですけど、介護士並びに介護

に携わる方たちのその広げることも大切だと思

うんです。なので、ぜひともそういう方たちの

発掘というか、そういうために何か施策などが

ございましたらお教えください。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 若い方

へ福祉、それから、医療も関係ありますけれど

も、そういったところへの導きということで、

最上圏域でネットワーク協議会をつくっており

ます。そちらのほうの事業としまして、小中高

へ介護職の魅力発信ということで訪問したり、

今年度はできなかったんですけれども、そうい

った事業をしておりますので、そういったこと

で若い世代への発信も続けていきたいと思って

おります。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 続きまして、181ペー

ジ、４款地域支援事業費２項一般介護予防事業

費１目一般介護予防事業費ということで、ここ

には地域介護予防活動支援委託料についてお尋

ねいたします。 

  市でも百歳体操などいろいろ取り入れて、高
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齢者の健康長寿を守ろうということでいろいろ

されているのは聞き及んでおります。こういう

ことはとても大切なことだと考えております。

医療費の抑制は、一番の課題ではないでしょう

か。次年度の新しい取組がもしあれば、お聞か

せください。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 御質問

の箇所、地域介護予防活動支援事業のところで

すけれども、いわゆるサロンというところの部

分になります。サロンにつきましては、なかな

か団体数が伸びないところでございますけれど

も、そちらのほう、取組の意欲を引き出すとい

うことで、運動加算というものを設けました。

毎月３回以上運動を実施するところへの加算で

ございます。それから、新規開設のところには、

立ち上げ支援としまして２万円プラスというこ

とで考えたところでございます。 

  運動は、割と盛んにはなってきているんです

けれども、健康づくりのほかの柱でございます

栄養とか口腔衛生、こういったところに出前す

るような形で一緒に取り組んでいくような体制

にしてまいりたいと思います。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 認知予防にもなるので、

ぜひとも運動を進めてもらいたいなと思って取

り上げさせていただきました。これからも運動

をしていただくお年寄りが増えるように、ぜひ

とも周知のほうよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 182ページの４款３項

８目在宅医療・介護連携推進事業について、説

明をお願いしたいと思います 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 在宅医

療・介護連携推進事業でございますけれども、

平成30年からスタートした事業でございます。

全市町村、これは必須の事業となっておりまし

て、新庄市では、１人職員を雇って事業を展開

しております。どういった事業かといいますと、

介護と医療の両方を必要とするような状態の方

が、引き続き自宅で暮らし続けることができる

ような連携の窓口となります。 

  もう少し具体的にお話ししますと、医療機関、

入院先からの退院支援のところからの連絡を受

けて、在宅を御希望しているというお話を受け

まして、在宅でのスタッフ、いろんなスタッフ

いますけれども、医師とか看護師、訪問看護師

になりますけれども訪問看護師、それから、薬

剤師さんも非常に重要なポイントとなります。

薬剤師さん、ケアマネジャーさん、介護サービ

スの事業者さん、それらのサービスをうまく連

携していくような体制づくりということで、認

定調査も、例えば、がん末期でというお話をい

ただければ、連絡をいただいたその日のうちに

すぐ認定調査に行って、スピード感を持ってチ

ームを編制して、早速受入体制できるようにと

いうふうな取組で行っているところでございま

す。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） どうもありがとうござ

います。そういったことが行われているんだと

いうことを、初めてというか、あまり深く知ら

なかったので、大変勉強になったなと思った次

第です。 



- 327 - 

  次に、179ページの２款７項特定入所者介護

サービス等費ということでお聞きしたいんです

が、特別養護老人ホームの待機者の状況はどう

でしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 令和２

年６月１日現在の状況ということで以前、御報

告した数字と同じとなります。要介護３から５

までの方で97名の待機となっております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 97名が待っておられる

ということで、これは、その方々の状況はどう

なんでしょうか。切実に本当は入れていただき

たいと願っているんじゃないんでしょうか。こ

の前も、実はある方から、自分の父親が介護度

４になってしまってということで、すぐ特別養

護老人ホームを申し込んだんだけど駄目だった

んだということをお聞きして、ああそうかと改

めて思ったんですけど、そういう個々の状況と

いいますか、駄目だという方、本当は入れてあ

げたいんだなと思ったんですけど、どうですか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 この97

名の方の状況ですけれども、それぞれの事情が

あるかと思います。 

  待機期間につきましては、数か月から、長い

方だともう５年、６年という、データ的にはそ

ういったことになっておりまして、五、六年な

んてなっている方につきましては、やはり、当

面、在宅で見れるんだけれども、例えば、介護

の中心になっている人が何かあったときのため

にということで、念のため入所を申し込んでい

るという方もいるかなと思います。 

  施設ごとに非常にその待機状況というのが異

なっているようでございます。程なく入れる、

程なくというニュアンスは、数か月というくら

いのことなのかなと思うんですけれども、程な

く入れるというお答えいただいたところもあれ

ば、しばらくというところもありますので、そ

こは施設ごとに、人気といいますか、そういっ

た差があるのかなと思っております。 

  なお、待機状況につきましては、それぞれの

施設のほうに詳しく伝えていただいて、状況が、

ただ申し込みっ放しでなくて、その時々で変わ

る状況を伝えていただいて、日程といいますか、

入所の審査会のほうでその辺を酌み取っていた

だけるような利用者側からの情報の伝え方とい

うのもあるのかなと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 希望者にはそのように

伝えて、施設に伝えて、よく伝えて、審査でな

るべく早く入れるようにしていただきたいとい

う御家族なりの、あるいは本人なりの願いをよ

く伝えるということが大事だということを受け

止めましたので、どうもありがとうございます。 

  でも、公的には、やはり特別養護老人ホーム

は、最後の、ついの住みかとして、利用料も安

価に抑えられ、サービスの内容は一番充実して

いるということで、安心して入れるところと言

われております。そういう意味では、97名待っ

ている方々が安心して暮らせるように、本当は

建設も視野に入れるべきだと思うんですけど、

そういう考えはありませんか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 施設整
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備につきましては、計画策定に当たりまして、

社会福祉法人等にも聞き取りをしております。

そういった意向を示している社会福祉法人はご

ざいませんし、市として新たにという考えもご

ざいません。このままいきますと、やはり箱物

だけが残ってしまって、あとは、働く人がいな

いというそこが、先ほど庄司里香委員にもお答

えしましたけれども、働く人の確保ということ

が最優先の課題だと思っております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 働く人の確保という点

では、やはり働く人の賃金などの待遇が非常に

よくないというか、みんなが考えるような安定

した仕事とは思えないような低賃金だったりし

ているんだなと聞いております。 

  一方、ドイツでは、40万円もらえるそうです

から。介護職は。平均だそうです、これが。そ

のぐらい本当は厳しい仕事で、本人の人権を守

らねばならないといったら、本当によく聞いて、

そのとおり動かねばならないわけですから、大

変な過重な仕事なんですね。そういう意味では、

ドイツのように安定して給料が保障されるよう

な、そういう社会に持っていかねばならないの

ではないだろうかというふうに私たちは思って

おりまして、本当は介護保険とは別建てで、国

として人件費を保障する体制が必要だと私たち

は訴えているところです。そういう政治への、

政治の変革が必要だろうと私たちは思っており

ます。 

  次に、169ページの１款１項１目第１号被保

険者保険料についてですが、プラスの1,218万

5,000円となっており、値上げが条例にも提案

されております。その値上げの割合、金額、こ

こで再度お願いします。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 新しい

基準額が７万5,900円となりまして、７期に比

べまして２％の増額となります。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 令和２年度までの第７

期の基金が３億7,561万5,000円でした。介護認

定率は新庄市は低いほうです。それは、元気な

高齢者が多いということと、また、コロナで利

用抑制ということも、この基金が増えた理由で

はないかと思いますが、どうですか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 基金の

残高が増えてきた理由としましては、これまで

の計画期において、それぞれでの剰余といいま

すか、積立て、上増ししてきたということでご

ざいます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ７期だけではないとい

うことですか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 ７期以

前から少しずつ基金残高は増えている状況でご

ざいます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ７期前から少しずつ増

えている、７期だけの３年間ではないんだとい

うお話だったと思います。 

  しかし、新庄市の介護認定率は、全国は20％
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ぐらいというふうに言われておりますが、新庄

市の介護認定率が非常に低いわけです。それを

上げないように頑張ろうと今していらっしゃる

わけですが、それは、やはり元気な高齢者が多

い、元気な高齢者、元気な人をつくるんだとほ

かの委員も言っていらして、まさにそのとおり

なんだろうなと思うんですが、その元気な高齢

者が多いようにする努力が広がる中で、このよ

うに基金が増えてきた。プラス、コロナの広が

りの中で、デイサービスに行かないようにして

いるという話も伺っているし、利用を控えてい

る、籠もってしまっているのではないかと心配

なんですけど、そういう控えている利用抑制、

それもあったのではないでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 コロナ

によるサービスの利用控え、特に通所介護、デ

イサービスの部分でございますけれども、去年

の５月、６月あたりに一時的に利用が落ち込ん

ではおりますけれども、秋からは通常ベースに

戻っているところでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 次に、健康な高齢者を

つくるために頑張ってきたと私は思っています。

その努力を広げる、広がるというふうに市全体

としては、担当の皆さんは頑張っているわけで

す。それで、保険料負担を抑えることが可能で

はなかったのか。もう少し保険料を抑えてもよ

かったのではないのか。どうでしょうか。 

佐藤卓也委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後３時１１分 休憩 

     午後３時２０分 開議 

 

佐藤卓也委員長 休憩を解いて再開いたします。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 保険料

につきまして、もう少し安くできなかったのか

というような御質問でございました。基金の取

崩し部分のことになるかと思うんですけれども、

次の第９期のところでは、基準額が年間８万

4,800円、月額でもう7,000円を超す金額の試算

が出ております。こちらの急激な負担増という

ところを抑えるということの意味もありまして、

なるべくなだらかな上昇ということを考えまし

て、計画的に基金を取り崩すということで、８

期中の１億円取崩しでこういった保険料が算定

されたことになっております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 最初の頃の介護保険の

始まった頃の保険料は、あら安いじゃないのみ

たいな感じがするような内容だったと思います。

しかし、今では、安いじゃないのと言えない高

い介護保険料に、年金生活の方々が、いつも受

け取る年金から引かれる金額を見て、真っ青に

なるというか、がくっとするというか、何だか

早く死んでほしいって言っているんだべか、こ

れはみたいに見て思うって言うんです。高齢者

の収入が激減していっているわけです。これで。

そういう意味では、この高齢者の介護保険料の

軽減をどういうふうにしたらいいのか。また一

方で、働く人の待遇改善も、今本当に大変重要

な問題で、そのためには、国の介護保険への補

助の増額、今25％だったと思いますが、それを

今すぐ30％あるいは50％にまでしていくことが、

介護保険料を上げない、もっと安い、ほっとで

きるような介護保険料にする。できれば無料に



- 330 - 

したほうがいいと思うんですけど、そういう方

向に向かって、本当に国全体で敬老するような、

そういう介護制度にしたいんですが、その国の

補助を増やすということが決定的に大事だと思

うんですが、どう思いますか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 被保険

者の保険料、それから、市町村の財政負担、こ

れを下げるには、やはり国、県からの公費負担

の割合を多くしていただければ、それは一番い

いわけなんですけれども、そこにつきましては、

全国市長会の重要提言のほうにも毎年度出され

ているようでございますので、市としましても、

機会を捉えて財政負担の軽減につきまして提言

していきたいと思っております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 別の角度なんですが、

税務課長にお聞きしたいことがあるんですけど、

65歳以上で、65歳以上というのは、今現在１万

1,000人を超えているんですけど、そういう市

民の中で最高の所得のある方は、幾らの所得に

なっているのか。分かったらお願いします。 

  また、最高の介護保険料の上限の所得は320

万円以上となっているんですけど、それ以上の

方々は何人ぐらいおられるのか。税務課長、分

かっていたらお願いしたいんですが。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 令和３年度の介護の対象者は

１万1,352人おります。それで第９段階の対象

者は、試算では475人というふうになっており

ますが、所得の階層については把握してござい

ません。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 475人おられる方の中

で、一番最低はまず320万円の所得だと思うん

ですが、それ以上にずっと高い方がおられると

いうことなんですよね。そういう意味では、そ

の所得の高い方々になるべくいっぱいの保険料

を掛けてもいいんじゃないでしょうか。今度改

正する場合、そういうことも考えるべきだと思

うんですが、どうですか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

佐藤卓也委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 所得の

高い方をさらに細分化して、高い人にはもっと

払っていただければ、低所得者のほうにも少し

恩恵があるのではないようなことではないかと

思います。県内でも11とか12段階に分けている

ところがございます。働き方改革にもよりまし

て、様々な年金収入等の事情もございまして、

所得の構造の変化というのも起こってくるかと

思います。 

  次の計画ということになりますけれども、細

分化した試算を提示した上で、比較検討した保

険料というものを出すというようなことも一つ

の方法かなと考えているところでございます。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第11号令和３年度新庄市介護保険事業特

別会計予算は、原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第11号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

議案第１２号令和３年度新庄市後

期高齢者医療事業特別会計予算 

 

 

佐藤卓也委員長 次に、議案第12号令和３年度新

庄市後期高齢者医療事業特別会計予算を議題と

いたします。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 194ページの１款１項

１目特別徴収保険料でマイナス1,218万3,000円

となっております。これは保険料の引下げなの

かということで、その内容をお願いします。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 前年度より減額になっている

と、その理由ということでございますが、後期

高齢の対象になる人数が減っているということ

でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 保険料の引下げという

ことではないということですか。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 後期高齢者医療保険制度につ

いては、法律で２年に１回見直しというような

形になっておるところでございます。改定にな

ったのが昨年度、令和２年度ですので、２年度

と令和３年度については同じ保険料率という形

になります。２年に１回ですので、次の改定時

期は令和４年度となっておりますので、今回予

算のほうに上程しています部分については、保

険料の引下げはなかったところでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） この後期高齢者医療保

険料も、どんどんと上がってきております。最

初のときは、扶養になっている方は、あら安い

わねみたいな感じで始まったわけですが、これ

がどんどん上がるようになってしまっており、

これも介護保険に続いて、後期高齢者の世帯の

方々に、また年金が減ってしまうというつらい

一つの項目になっています。 

  それで、節税ということで考えた場合、世帯

分離というのがよく言われております。そうす

ることによって、本人だけの年金は住民税非課

税世帯ということで抑えられる方が少なくない。

しかし、もし一緒の同世帯だと判断された場合

は、子供さんの住民税や所得税などで、一家で

所得税払っているんだということでがんと高く

なるわけです。そういうことに非常に後期高齢

者の皆さんが、この重さに、この年金から引か

れる重さに非常に苦しんでいる実態があります。

いかにして市民に節税していただくかという点

で、本当は職員の皆さんは、見れば、この家は

どうだなということを税務課として分かるわけ

ですから、苦しいという話を伺えば、こういう

方法があるよとかというような形でお教えする

ことできると思うんですが、そういった親切な

税務課になっていただけないかなと思うんです

が、どうですか。 

荒田明子市民課長 委員長、荒田明子。 
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佐藤卓也委員長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 世帯分離につきましては、事

実に基づいて、生計が同一であれば同じ世帯で

あるし、財布が別々、２つあれば世帯分離にな

る場合もありますが、基本的には、原則的には

事実に基づいて、住民基本台帳法に基づいて実

施しているところでございます。 

  以上です。 

田宮真人健康課長 委員長、田宮真人。 

佐藤卓也委員長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 世帯分離の話の前に、保険料

の過去からの推移のお話ありました。毎年、保

険料については上昇しているというような委員

のお話あったところですが、前回の改定、平成

30年度の改定の際は、制度始まって以来の初め

ての引下げ改定となったところですので、毎年

上がっているということはございませんので、

お願いいたします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） どうもありがとうござ

います。私もなかなか全部は把握できないもの

ですから、教えていただいてありがたかったと

思っております。 

  節税の方法というのはほかにもあるのではな

いかと思うんです。例えば、同じ世帯で、年金

から引かれるというのが多いわけですが、これ

を、例えば、世帯主が一緒にいて、そちらの方

の貯金通帳などから引き去りにしてもらうよう

なことができれば、その人の控除になるわけで

す。こちらから引かれると、自分の年金からの

控除でしかないのではないでしょうか。こちら

の、ここにあった、自分の年金から引かれた後

期高齢者医療保険料は、自分の控除にしかなら

ないんですけど、これが世帯主のほうから給料

天引きみたいにやっていただければ、世帯主の

控除になるんじゃないでしょうか。そうだと思

うんですが、どうですか。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 委員おっしゃいますとおり、

そういう意味での節税というのはあるのかなと

思います。ただし、後期高齢の保険料につきま

しては、ほとんどが特別徴収ということで、本

人の年金から引くのが基本となっておりますの

で、よろしくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 一緒の世帯であれば、

やはり一緒に暮らして、苦しみも喜びも共に苦

しいのが世帯なわけです。そういう意味では、

世帯として世帯主から引かれることによって、

この一家としての世帯としての節税になり、喜

ばれるといいますか、そういうことを知らせる

ことができればね、税務課が職員としてそうい

うこともあるよと知らせてくれたりすれば、非

常に喜ばれる。市役所に来るのがちょっと苦痛

だという方多いんですけど、行って、いいこと

を教えてもらえれば苦痛でないと思うんです。

よかったなって、税務課に行ってよかったなっ

て、あの職員はよかったなっていうのは間違い

ないんです。そういう市役所になったらどうか

なと、一つの節税の方法を職員が知って、知ら

せるということもあっていいんじゃないかと思

うんですが、どうですか。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 例えば申告相談とかの場で、

例えば、医療費控除とかだと誰が申告してもい

いわけですから、そういう指導を行うことはあ

ります。 

  しかし、後期高齢の保険料につきましては、

ほとんどが特徴であるということと、普通徴収

であれば誰が払ってもいいと、払った方の社会

保険料控除という形になります。ただし、節税

という意味での指導、相談あれば、こうしたほ
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うがいいよというアドバイスはできますが、全

員が全員、相談に来るわけではございませんし、

家族構成、世帯構成、違いますから、なかなか

全ての方にはそういう指導はできないところで

ございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 全くそのとおりで、お

っしゃられたとおりでありまして、それぞれの

御家庭の構成は様々ですので、皆一律に同じこ

とを言って、本人に役立たないことなんか無駄

なことなわけで、そんなことはおっしゃらなく

ていいんですけど、見て、税務課の場合は、誰

が控除になってとか家族構成とかかなり分かる

わけでありまして、そして、どの方がどのくら

い税金払う立場にあるかということも把握して

おられるわけですから、その世帯に合わせて、

世帯主の所得税が低くなるなとか、住民税も少

し安くなるなとか、そういう方法の一つとして、

この後期高齢者医療保険料をこのようにしたら

少し節税になるかもと言ってくれるというのは、

市民にとって、市民のための市役所になると思

うんです。どうですか。 

森 正一税務課長 委員長、森 正一。 

佐藤卓也委員長 税務課長森 正一君。 

森 正一税務課長 先ほども申し上げたとおり、

各家庭の構成、それから所得、誰が多くて誰が

少ない、誰に何の控除がついているかというの

は、当然、全員の分を調べるわけにはいきませ

んので、相談等あれば、アドバイスはできると

思います。 

  あと、また先ほど、後期高齢の保険料につい

てはほとんどが特徴であると申し上げたところ

ですが、委員おっしゃるとおり、ほかの方が支

払うと、もちろん本人払ってもいいんですが、

現金で支払うと、特別徴収しないよという申出

があれば、普通徴収に変えることもできるとい

うことをお伝えしておきます。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第12号令和３年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計予算は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第12号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

議案第１３号令和３年度新庄市水

道事業会計予算 

 

 

佐藤卓也委員長 次に、議案第13号令和３年度新

庄市水道事業会計予算を議題といたします。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 11ページの１の総括で、

職員数が１人減、それから、会計年度任用職員

以外の職員も１人減、そして、会計年度任用職

員１人増という職員体制にしようとしておりま

すが、これで水道の安全安心は守れるのでしょ
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うか。 

荒澤精也上下水道課長 委員長、荒澤精也。 

佐藤卓也委員長 上下水道課長荒澤精也君。 

荒澤精也上下水道課長 職員数というようなこと

でございますけれども、これまで企業努力の中

で、民間委託、それから、その他の部分でそれ

ぞれ機構改革等もありながら、なおかつ今後の

経営のことを考えた中で今までやってきている

というようなことでございます。 

  ただ、この総括の中で職員数、前年度８名と

いうようなことでございますが、１名派遣職員

ということで、研修のための派遣の研修の中で

４月から派遣の予定の職員が、実質的にはコロ

ナの影響で３か月ほど待機状況になっていたと

いうようなことで、本来７名で行う予定であっ

たわけですけれども、それが１名減というよう

なことでございますので、４月当初からは、本

来７名というふうなことで、実際に今現状も７

名というような状況にあります。 

  また、実際にあと会計年度任用職員の部分に

ついては、来年度、事業の部分でもそれ相当に

事業の部分が増えてきている中で、また、専門

的な部分も扱うというような中で、何とかここ

については会計年度任用職員を１名増やしてい

きたいと、対応していきたいということで、13

市中で最低の人数でやっているわけですけれど

も、実際にこの人数で頑張っていくというよう

な所存でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 水道管路の総延長数は

どのくらいでしょうか。本当に安全が、この人

数で守れるという人数なのか。どうでしょうか。 

荒澤精也上下水道課長 委員長、荒澤精也。 

佐藤卓也委員長 上下水道課長荒澤精也君。 

荒澤精也上下水道課長 令和２年度で397.69キロ

メートルでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 約400キロメートルで

す。400キロメートルという道のりを想像して

みていただきたいんですが、これほどの長い距

離の水道管路を安全に管理できるというのは大

変なことだと思います。そういう意味では、人

数が必要だと私は思いますし、技術を持った方

あるいは経験を持った方、こういった方々の力

というのが求められている仕事だなというふう

に感じるんですが、その点について、今の現場

は、経験が本当に引き継がれるのか、技術は引

き継がれるのか、持っているのか、どうですか。 

荒澤精也上下水道課長 委員長、荒澤精也。 

佐藤卓也委員長 上下水道課長荒澤精也君。 

荒澤精也上下水道課長 我々上下水道課、上水も

下水も当然技術職、技師さんがきちんと張りつ

けになっていないと、なかなか工事のほうも進

んでいかないというような部分がございます。

ただ、全庁的にも、技術職の部分で少ない人数

で何とかやっているという部分でございますの

で、それについては当然、ここは総務課の範疇

かもしれませんけれども、今後とも技術者の採

用等も含めて考えていかければならないんだろ

うということで、ますます技術職の部分、それ

から、それ相当の専門職の職員の配置というの

がやっぱり重要になってきているというのは事

実だと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 大変貴重な課長として

の、にじみ出る思いというのが伝わってくるよ

うな感じがいたします。そういう意味では総務

課長、また、市長、副市長、どう考えますか。 

関 宏之総務課長 委員長、関 宏之。 

佐藤卓也委員長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 技術職については、やはり少

ないということを議会の場でも申し上げました。

今現在21人ということで、技術職を確保すると
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いうのが今現在の最大の課題なのかなと感じて

おります。 

  今年度につきましても、来年度に向けて中級

土木、初級土木、募集しましたけれども、さら

には第３次ということで社会人土木のほうも募

集したところです。残念ながら、本当に応募人

数が少なくて、社会人については一人も応募が

ない、相談もないというふうな状況でございま

した。ただ、来年からも、この技術職というの

は募集しながら、技術の継承に努めてまいりた

いと考えているところでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 手当などが少ないのか

もしれません。ぜひ、そういうことも含めて考

えていただきたいと、力を入れていただきたい

と思います。 

  次に、３ページの１款水道事業収益を見たと

きに、約11億円。さらに16ページの２の流動資

産の（１）現金預金というのがありますが、こ

れが約10億4,300万円。これは水道料金の引下

げに使えると思うんです。一応ビジョンという

ので、これからの計画見せていただいたりして

おりますが、20立方メートル、30立方メートル

については、口径別にしても、13市の中で最高

位の新庄市の状況はあまり変わらないというか、

そこら辺も子育てに関わる世帯の場合は、20立

方メートル、30立方メートルすぐ行ってしまう

かもしれないので、そこに支援することを考え

たら、20立方メートル、30立方メートルの利用

について引下げし、大幅に引き下げて、子育て

世帯が、安心していい水を使って洗濯したり、

風呂に入ったりできるというような気持ちにな

るように大幅引下げできるんじゃないかと思う

んですが、どうでしょうか。 

荒澤精也上下水道課長 委員長、荒澤精也。 

佐藤卓也委員長 上下水道課長荒澤精也君。 

荒澤精也上下水道課長 すみません。毎回同じよ

うな回答になるかもしれませんけども、実際に

この現金預金10億円の部分で、仮の話はしたく

ありませんけれども、全く同じ回答になるかと

思いますけれども、実際に安全安心な水をいか

に安定的に未来永劫届けるかというのが私ども

使命でございます。仮に、今現在そのお金を使

って、今の子育て支援に使ったらいいんじゃな

いかという話ですけれども、未来の子供さんた

ちのためにも必要な金でございます。というこ

とは、実際に老朽管の更新であったり、いざ災

害に遭ったときのための、いわゆる資金でござ

いますので、料金のそこに充てるということの

意味合いのお金ではないということで御理解し

ていただければと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

佐藤卓也委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） このコロナ関連の経済

不況、これは、今までにないぐらい大変な状況

でありまして、それは、保育所の入所人数が激

減していく数字なども先ほど見せていただきま

したけれども、若い方々にかなり影響というか、

経済的につらい思いを強いている今の経済情勢、

これは何から来たかと言われますと、コロナ関

連だと思います。それは、災害に匹敵すると私

は思うんです。それを考えたときに、使うのは

今かもしれないと。子供がこれほど減って、１

人産むか産まないかみたいな状態になっている

ぐらいの状況で、これでいいのかって考えたら、

やはり子育て世帯に優しくあるよという新庄市

の施策を示すべき、今経済がこれほど冷え込ん

でいますから、これが災害でなくて、いつ災害

なのかというぐらいひどい状態だと思うんです

が、どうですか。 

荒澤精也上下水道課長 委員長、荒澤精也。 

佐藤卓也委員長 上下水道課長荒澤精也君。 

荒澤精也上下水道課長 コロナの支援の中でとい

うような話もあったんですけれども、全国の他

の団体におかれては、そういった部分でコロナ
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の影響ということで、いわゆる減免という形を

取っている団体もございます。ただ、そうした

団体については、それ相当に資産を持ち合わせ

ておるというような部分で、それだったら減免

の部分をしましょうというような話になってい

る団体もございます。また、一般会計から、そ

うした部分でコロナの支援策の一環として料金

の引下げ、何か月かの減免であったりというよ

うな部分はやっている団体もございます。 

  ただ、その経営については、あくまでその団

体、団体の経営が全然違いますので、新庄市の

場合、料金の納付の猶予の措置、二、三か月ほ

どさせていただきましたけれども、それぐらい

しか考える部分で持ち合わせなかったというよ

うなことで、あくまでもこの経営をきちんと支

えながらやっていかなきゃならないという部分

で、そうしたことで新庄市では、そうした部分

での支援については納期の延長ということでさ

せていただいたというようなことでございます。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 私からは２点だけ、よ

ろしくお願いします。 

  ３ページの収入の１款水道事業収益なんです

けど、当初予算説明書の中では３ページにある

広域連携についてです。文章の中で「広域連携

の効果や課題について検討を」と書いてあるん

ですけれど、効果については目標値を定めてい

るのでしょうか。また、課題としてはどのよう

な点を重点的に検討されているのか、お知らせ

ください。 

荒澤精也上下水道課長 委員長、荒澤精也。 

佐藤卓也委員長 上下水道課長荒澤精也君。 

荒澤精也上下水道課長 今広域連携のお話をされ

たと思いますけれども、今、県が主導となって、

広域連携ということで協議会を持ちながらやっ

ているところでございます。 

  実際にそれぞれの会計が、特別会計であった

り、企業会計であったり、また、当然、先ほど

来言われているとおり、料金の高い低いという

問題がございます。それから、県水を利用して

いる団体と自前の水でもってやっている団体と

いうようなことで、ただ、実際にその広域連携

を図りながら、それぞれ管路をつないで、それ

から、いわゆるダウンサイジングといいますか、

施設を廃止して、管路をつなげることによって

維持管理費用を抑えるというようなことで、実

際には、ただ、令和２年度、協議会自体もコロ

ナの影響があって回数も減っていまして、シミ

ュレーション等の部分では、今作業部会のほう

で検討はしたところなんですけれども、なかな

かそういった部分での今後のいわゆる広域連携

の在り方についても、そうした先ほどのいろん

な問題がございますので、幾つかの問題があり

ますので、一足飛びに、じゃあ広域連携でやっ

ていきましょうというふうにはならないという

ようなことで、大変難しい問題かなというふう

に捉えております。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） まだまだこれからとい

うことがよく分かりました。ありがとうござい

ます。 

  ６ページの17節手数料についてです。当初予

算説明書の中では、４ページのキャッシュレス

決済等の推進というところについてお聞きした

いです。 

  収納率の向上に向けた取組として捉えている

のですが、現状は銀行引き落としや窓口支払い

が主なのですが、これによって導入されている

他市の状況などは比較されたりしているのでし

ょうか。計画としては、いつ頃までに導入した

いなという考えがあるのか、また、導入後の収

納率の目標値なども、分かるようでしたら教え

てください。よろしくお願いします。 



- 337 - 

荒澤精也上下水道課長 委員長、荒澤精也。 

佐藤卓也委員長 上下水道課長荒澤精也君。 

荒澤精也上下水道課長 今現在、ほとんどが口座

振替で納めていらっしゃる方が多いという中で、

ただ、今こうしたキャッシュレスの時代になっ

てきた中で、それぞれ使用者へのサービスとい

う面からもコンビニ収納という形での導入がで

きないかというようなことで、検討に令和３年

度から着手したいというようなことで、実際に

県内での状況について、ちょっと把握してござ

いませんが、数団体はそういった形でやってい

るというようなことも伺っていますけれども、

なかなか水道料金の部分について、実際にその

コンビニ収納の部分でどういった形が一番納め

やすいのか、実際にやっぱり口座振替というの

がきちきちと納めていただくと、１回忘れると、

やっぱりなかなかそのままになってしまうとい

う部分があって、こちらからも当然、使用料の

部分については催告書等の発行もありますけれ

ども、必ずしも収納率につながるのかなという

ような部分で懸念材料もありますので、その辺

については、先行事例をきちんと研究させてい

ただきながら、導入に向けて考えていきたいと

いうふうに思っております。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

佐藤卓也委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 収納率アップに必ずし

もつながらないということもお聞きして、なる

ほどと思う部分がありました。 

  なかなか水道料金、きちきちと払ってくれる

方が大抵なんでしょうけど、そうじゃない方は、

何につけていろいろあるとは思いますので、ぜ

ひとも周知徹底するなり、あといろんなことを

模索して考えていただけたらありがたいです。

ぜひともよろしくお願いします。 

  以上です。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第13号令和３年度新庄市水道事業会計予

算は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第13号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

議案第１４号令和３年度新庄市下

水道事業会計予算 

 

 

佐藤卓也委員長 次に、議案第14号令和３年度新

庄市下水道事業会計予算を議題といたします。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。質疑ありませんか。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 最後の質問になろうか

と思いますが、下水道事業、支出の30ページ、

１款１項建設改良費１目管渠建設改良費のうち

の20節工事請負費、中関屋地区汚水管渠布設工

事外とあります。それの内訳、当初予算の説明

書の15、16ページに書いてありますが、まず１

点、16ページに図面があります。どこの場所を
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やるかと。この工事費の内訳の各箇所の延長が

書いてありますけれども、これ２か所、ちょっ

と違う数値が載っていますけれども、図面とど

っちが正しいのか。最初ちょっと教えてもらい

たい。 

荒澤精也上下水道課長 委員長、荒澤精也。 

佐藤卓也委員長 上下水道課長荒澤精也君。 

荒澤精也上下水道課長 大変申し訳ございません

でした。図面が間違いで、数字の概要を記載し

た部分の工事箇所とφとメーター数とございま

して、こちらのほうの数字を表記した部分が正

しい数値というふうに訂正したいと思います。

よろしくお願いします。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） そうですね。特にトウ

メキ地区もまたやられるということで、この延

長が40メーターぐらい図面と説明書のほうの数

値が違うものですから、工事費の単価にも大き

く影響するのかなと思って聞いたところでした。 

  それで、私、気になるのは、５か所ほど大き

な工事やられる、特にトウメキ地区についてお

聞きします。この場所は、本当に最近、ここ数

年で整備された最も新しい住宅地の一つです。

数年前に、大分遅れたとはいえ１路線、下水管

入れたということは承知していますけれども、

そのときにその本管を入れました。それで宅内

にますを入れました。それで浄化槽からますに

つないだその率というか、数というか、どれぐ

らいだったものか、分かれば教えてください。 

荒澤精也上下水道課長 委員長、荒澤精也。 

佐藤卓也委員長 上下水道課長荒澤精也君。 

荒澤精也上下水道課長 トウメキ地区でございま

すけれども、平成30年度と令和元年度に工事、

昨年は、いわゆる県病絡みのほうがあったとい

うような部分で、昨年ちょっと入っていけませ

んでしたけれども、平成30年度と令和元年度と

整備して、全体で22戸が供用開始できる、つな

げる戸数でございます。実際に接続されたのが

12戸ということで、約半分、半分ちょっと超え

るくらいの方々がつないでいただけたと。令和

３年度については、ちょうど差首野川沿いの94

メートルを整備させていただきたいというよう

なことでございます。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 今年度は差首野川沿い

ということは、今話を聞いて分かりましたけれ

ども、あの地区、大分道路が何路線もあるとい

うところは、現場を見れば承知しているかと思

いますけれども、これ毎年続けて下水道本管工

事をやられるつもりですか。 

荒澤精也上下水道課長 委員長、荒澤精也。 

佐藤卓也委員長 上下水道課長荒澤精也君。 

荒澤精也上下水道課長 ぜひここの部分について

は、続けて連続した形で整備していきたいとい

うふうに思っております。 

  以上です。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） 最初に言ったように、

最も新しい住宅地の一つであります。やっぱり

何を言いたいかというと、数年前に新築して、

あそこ合併浄化槽ですから、入れてですよ、そ

れで道路もまだ真新しい道路、側溝も含めてで

すね。それを真ん中をまたほっくり返して、本

管下水を入れて、果たしてこの１年、２年前に

新築された方が、ますにつなぎ込むのかと、こ

れ非常に、私個人的には心配しているところな

んです。その辺の予想を、どんな予想を持って

いるのか、どれぐらいの率でつなぎ込んでくれ

ると、要するに収支も合うんだということであ

ればいいんでしょうけれども、ただ本管だけ入

れましたと、ますも宅内入れたんだけれども誰

もつないでくれないというのでは、これは困る

なという観点から質問させていただきます。 
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荒澤精也上下水道課長 委員長、荒澤精也。 

佐藤卓也委員長 上下水道課長荒澤精也君。 

荒澤精也上下水道課長 過去の話を持ち出しては

悪いんでしょうけれども、当然その一番初めに

そこの開発が、こういった形で開発事業者から

提案のあったのが平成23年の頃かと思います。

ただ、そのときに、まだあそこの部分について、

下水道事業として取り組む部分がなかなか見定

められないというような部分があって、当時の

開発事業者のほうにも、平成23年から33年ぐら

いまで、ちょっと見通しが利かない、10年の間

でちょっとなかなか計画を見定めることができ

ないというようなことがあって、それでも開発

事業者としては、そこを開発したいというよう

なお話だったのかと思います。当然その中では、

それから７年はまず絶対入らないという部分に

ついては、当時、合併浄化槽の補助金の対象と

してもよろしいというようなお約束事があった

のかと思います。 

  ただ、今言っても仕方ありませんので、これ

から整備するに当たって、当然お客様の部分に

ついても、いざ合併浄化槽でしたところを、ま

たほっくり返してつないで、受益者負担金等の

相当分のお支払いをいただきながら、なおかつ

下水道使用料というような形になろうかと思い

ますけれども、その辺については、当然いわゆ

るきれいな水を返してやるというような部分で

は、またこれからの維持管理費等も含めて、将

来的にはやっぱり合併浄化槽よりは、維持管理

の面で言えば下水道につなぐのがやっぱりベス

トなんだろうと、そういったお話をしながら、

当然お金は、水回りの工事ですので、かかる費

用が当然あるわけですけれども、そこら辺は納

得していただくような形で御説明申し上げまし

て、何とかその普及率、接続につなげていきた

いというふうに思っております。 

６ 番（押切明弘委員） 委員長、押切明弘。 

佐藤卓也委員長 押切明弘委員。 

６ 番（押切明弘委員） なかなか私も、んだか

ということにはなかなか納得できない部分はあ

るんだけれども、やっぱり住民に説明会をきち

っと開いて、納得した上で、工事に入りました、

受益者負担金だけ頂戴ということにならないよ

うに、誤解のないようにやってもらいたいなと

思っているところです。 

  終わります。 

佐藤卓也委員長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第14号令和３年度新庄市下水道事業会計

予算は、原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第14号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

閉      議 

 

 

佐藤卓也委員長 以上をもちまして、本予算特別

委員会に付託されました全ての案件についての

審査を終了いたしました。 

  ここで、予算特別委員長として御挨拶申し上
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げます。 

  令和３年度予算７件の審査につきましては、

不慣れな議事進行にもかかわらず、各委員の活

発な質疑の下、審査を終了することができまし

た。委員の皆様、執行部の皆様の御協力に心よ

り感謝申し上げます。 

  なお、執行部におかれましては、本委員会に

おいて出された貴重な意見等につきましては、

議会に対し十分な説明の下に市勢発展と市民の

福祉の向上のため十分に精査され、予算の適正

かつ効率的な執行に最大限生かされるよう要望

いたします。 

  それでは、これをもちまして予算特別委員会

を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午後４時１４分 閉議 

 

 

    予算特別委員会委員長 佐 藤 卓 也 

 




